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　　　序　章







　遠く、街が燃えていた。

　空を赤黒く染め上げて、東京の街が燃えていた。

　火災につきものの、消防のサイレンの音もなく、空を飛びまわるヘリの爆音も無い。奇妙なまでの静寂の中で、街が燃えていた。

　薄うす暗ぐらい非常灯の灯ともった警察庁のビルの一室に一人の中年の男が立って、窓の外に広がる燃える東京の街を見つめていた。

　皺しわだらけのダークグレイのスーツにノーネクタイ姿のその中年男が見ていたものは、空を覆おおい尽くす黒い煙と、そして、ビルの隙すき間まから見える地平線を埋め尽くす炎の壁だった。

　中年男は白髪交じりの無ぶ精しようひげが伸び放題になっている自分の顎あごを触りながら、つぶやくように言った。

「あの……燃えているのは……杉すぎ並なみ区あたりかな？」

　中年男の後ろにいた、同じように憔しよう悴すいしきった顔つきの三十代の秘書官風の男が答えた。

「申し訳ありません……どこからも報告が上がって来ておりません……停電のために携帯電話の基地局が使用不能になった三日前から、完全に情報が途と絶ぜつしています……自衛隊との緊きん急きゆう電話も呼び出しに誰だれも出ない状況が続いています……方角から見ると、世せ田た谷がや区と杉すぎ並なみ区のあたりだと思われますが……」

　中年男は少し驚おどろいたような顔で振り向いた。

「なんだ、君か……まだ残っておったのか……もう、誰もいないと思っていたよ」

　三十代の秘書官風の男は、肩をすくめて自じ嘲ちようするように微笑ほほえんでみせた。

「独身ですし、実家は遠いので……いまさら、行くところもありませんし……」

「そうか……君の実家はどこかね？」

「長野県の……伊い那なです」

「伊那か……」

　中年の男は目を見開いた。

「それを知っていれば、君をカタリベ計画のメンバーに推すい薦せんしたんだがな」

　秘書官風の男は、笑いながら首を振った。

「いえ、私は何度か現場に出ておりますので、すでにウィルスに感染している可能性があります。伊那に作られたサンクチュアリには入れないでしょう……それに、もしサンクチュアリに入れたとしても、拡大感染パンデミツクが収まるまで、そこから出ることはできません。

　故郷に戻っても、親族にも友人にも会えないとしたら、それはここと変わりません」

「そうか、そうだな。故郷というのは土地だけではなく、そこに住んでいる人も含めて故郷なのかもしれんな……」

「参事官のご実家はどちらですか？」

　参事官と呼ばれた中年の男は、顔を上げて窓の外に視線を投げた。

「東京だよ……世田谷だ。今、ちょうど燃えているあたりだな」

「ご家族の方は避ひ難なんされているのですか？」

　参事官は諦あきらめたような表情で首を振った。

「どこに避難すると言うのだね？　このウィルスは、たった二週間で世界中に蔓まん延えんし、そしてわずか二ヶ月で、地球上の人類の八十パーセントを死に追いやろうとしている……インフルエンザ並みの感染力と、エボラ出血熱並みの致死率だ……このウィルスから逃げることができる場所など、この地球上にありはしない……」

　そして、参事官は再び顔を上げ、窓の外に視線を投げて言葉を続けた。

「……人々は疫えき病びようから逃れるために、病院や患者の出た家に火を放った……あの火災は人々の恐怖が起こしたものだ。そして、それを制止すべき警察も、その火を消す消防も、もはや機能していない……東京の街は、このまま火の中に沈むだろう……」

「自衛隊が治安出動したときに、治安と都市機能は少し回復したのですが……」

　参事官は力なく首を振った。

「自衛隊員といえどもウィルスに感染してしまえば同じだ。普通の大人の人間に比べれば、頑がん健けんで抵抗力がある分、発熱しても少しは動けるかもしれんが、死ぬことに変わりは無い。この地上に生きる大人は、ウィルスの手から逃れることはできん……生き残ることができるのは、おそらく子供たちだけだ……十八歳未満のな……」

「ＷＨＯの緊きん急きゆうレポートにあった、子供の罹り患かん率りつが低いというデータは間違いないのですか？」

　少し驚おどろいたように目を見開いた若い秘書官に向かって、中年の参事官はうなずいてみせた。

「ああ、死者数と罹患率、発病者数の年齢別統計が出ている……一週間前までの数字だがな……自画自賛するようだが、日本の行政組織というのは確かに世界に誇れるものだったのだ。

　世界が破滅に向かっていくその崩ほう壊かいの足音を聞きながらも、この数字は一週間前まで役人がちゃんと仕事をしていたという証拠だからな」

　若い秘書官は自じ嘲ちようするようにつぶやいた。

「……でも、すべては無む駄だだったのですね……統計も数字も、そこから何かを読み取ることができて、それを将来の計画とかに役立たせることができて、初めて意味がある……なのに、もう、この国に将来は永遠にやってこないのですから……」

「いや、違うな。将来が無いのは我々だけだ……死んでいく我々大人だけだ。生き残った子供たちには将来も未来も残されている」

　首を振ってみせた参事官に向かって、若い秘書官は首を振り返した。

「お言葉ですが……大人が死に絶えてしまった後、この日本に生き残った子供たちに未来も将来も無いのではありませんか？　電気も水道もガスも交通も物流も、およそ文明社会を支えているすべてのものが、今、停止しつつあります。それを動かし、支えてきた大人たちが死に絶えた後、それを維持することが今の子供たちにできるわけがありません。

　電気はスイッチを入れれば使えるもの、水道は蛇口をひねれば出るもの、コンビニにはいつでも品物があふれているもの。彼らにとってはそれが当たり前なのです。

　どうやってそれらのものが作られ、どうやって送られ、どうやって管理運営されているのか、そんなことなど考えたことも無いのです」

「そうだ。だが、それを責めるわけにはいかんだろう。なぜなら、子供たちは学校を出て社会で働くようになるまで、社会を支えるということがどういうことなのかを知る機会は無い。彼らはそれを教わっていないのだ。知らなくてもいい、考えなくてもいい。彼らは社会からスポイルされ、ただ受験のための知識だけを教えられ育てられてきたのだ……そして、そういう教育でも、この社会は充分維持できたのだ……誰だれもこんなことになるなんて考えてもいなかったのだ……たった二ヶ月で、文明が維持できなくなるほどまで地球上の総人口を激減させるエマージングウィルスが出現すると、誰が予想できたかね？」

　若い秘書官は小さくうなずいた。

「確かに……おっしゃるとおりです……でも、我々大人が死に絶えた後の世界で生きてゆく子供たちに、将来の希望なんて残っているのでしょうか？

　確かに、生産された品物があるうちはそれを消費することで生きていけるかもしれません。でも、その品物を使い切ってしまえば、それで終わりです。生き残った子供たちには、それを作り出す能力も技術もありません。彼らは鉄筋コンクリートの高層ビルに住む、ジーンズとスニーカーをはいた原始人にならざるを得ません……。

　俗に暗黒時代と呼ばれている中世ヨーロッパの文化の停てい滞たいは、ペストによって総人口の四十パーセントが死亡したことにより、知識や技術の継承が行われなかったためだという説があります。それと同じことが、この日本に……いえ、世界中に起きようとしているのではありませんか？

　我々が死んだ後、この日本で生きてゆく子供たちは、無む秩ちつ序じよと暴力に怯おびえながら、食物を探して歩き回るだけの日々を送らねばならないのです。それでもなお、それを将来の希望とおっしゃるのですか？」

　中年の参事官は力強くうなずいた。

「確かに、君の言うとおり、我々が死に絶えた後のこの日本で生きてゆく子供たちは、想像を絶する苦難の道を歩むことになる。すべての法律も規則も無くなった世界で、暴力と破は壊かいと欲望に身を任せる者も多いだろう。だが、すべての子供たちが無知と暴力の果てに退化していくとは、私は思わない……どんな暗黒の日々の中でも、文明の灯ともしびを高々と掲げてくれる者がいるはずだ……そのために我々は、灯あかりの種火を用意したのだからな……」

　若い秘書官はつぶやくように言った。

「信州大学の研究室が作り出した、汎はん用ようウィルス抗体に、どれほどの効果があるのかわかりません。あれは、まだ動物実験しかやったことのない、臨床試験すら行っていない抗体です。

　でも……あれが最後の希望です。あの抗体が効果を発してくれて、長野県伊い那な市に作られたサンクチュアリに隔かく離りされた三百人の大人たちが無事に生き延びてくれることを願うだけです……それにしても、この混乱の中で、よく、あんな計画を推進できたものですね……」

　参事官は肩をすくめてみせた。

「君も知ってるとおり、警察が対応する危機管理の想定事項の中には核戦争から生物兵器攻こう撃げきに至るまで、さまざまな想定が立てられているのだ……その中には宇宙人のフォーストコンタクトを想定したものさえある……警察というのはどんな重要事件でも真っ先に対応することが義務付けられている組織なのだよ……まさかそんなことが起こるとは思いませんでしたという言い訳が許されない組織なのだ。

　……とは言え、今回の『カタリベ計画』が机上の空論で終わらなかったのは、中心となって動いた古ふる谷や教授の人脈が物を言った……この未み曾ぞ有うの危機に際して、彼のような人物が中枢にいてくれたことを我々は感謝すべきかもしれない……」

　参事官はそこで言葉を切ると自じ嘲ちようするような微笑ほほえみを浮かべて言葉を継いだ。

「……いや、私が感謝する理由は、私たち大人が営々として築き上げた近代文明が、これほどまでに脆もろく崩れ去るとは思いたくないからなのかもしれん。……自分たちがやってきたことに意味があったと思い込みたいだけなのかもしれんな……」

　参事官の言葉が終わるのとほぼ同時に、部屋の中をぼんやり照らしていた非常灯がチカチカと二、三回瞬またたき、そしてふっと消えた。

「……中央管理棟の自家発電システムの燃料が底を突いたか……不ふ夜や城じようと呼ばれた霞かすみヶが関せきの官庁街のビルの灯あかりがすべて消える日が来るとは夢にも思わなかったな……」

「自家発電装置は、フル運転で三日間。最低電源供給量なら一週間は供給できるだけの燃料備蓄があったはずですが……」

　秘書官の答えを聞いて、参事官は小さくため息をついた。

「一週間あれば充分だったのだ。大おお地じ震しんや台風で、たとえこの東京が壊かい滅めつしても他の都市や地方が無事ならば、そこから救援が来るのだからな。その救援が来るまでの間だけ持ちこたえればいい……すべての非常システムはそう考えられて作られている。

　……日本中の、いや、世界中のどこからも救援が来ないことなど想定しておらんのだ……」

　参事官はそうつぶやくと、窓の外に視線を投げた。

　部屋が暗くなった分、窓の外の火災の炎が一層大きくなったように見えた。

「……文明の叡えい智ちを集めたアレクサンドリアの図書館が燃えていくのを見つめていたギリシアの人々も、今の私と同じような気分でいたのかもしれんな……。

　今になって考えれば、これほどまでにウィルスが蔓まん延えんする前に、防ぐ方法があったのかもしれん。たとえ人権侵害のそしりを受けようとも、なんと言われようとも、感染が国内で始まったときに、警察と自衛隊の総力を用いれば感染を押さえ込むことができたのだ……我々にはそれができた。だが、我々はそれをやらなかった……その決断ができなかったのだ。

　世論とマスコミの顔色を窺うかがい、優柔不断な態度を取り続けているうちに、事態は手が付けられないところまで広がり、気がついたときはすべてが手遅れだった。

　そう……我々は、この国を救う救世主になりそこねたのだ……」

　参事官は振り返ると、後ろにいた秘書官に聞いた。

「君の世代は結婚しない連中が多かった……仕事が忙しくて、女の子と付き合う暇ひまもなかったというわけかね？」

　秘書官は小さく首をかしげてみせた。

「……さあ、どうしてなのか私にもわかりません。参事官の世代とは結婚に関する価値観が違ったのが、その理由でしょうか」

　参事官は静かにうなずいた。

「まあ、色々理由はあったのだろう……子供がいない分、君たちの方が私のように心を乱されずに済むのかもしれん……それだけは羨うらやましいと思う。

　私は今、後悔で悶もん死ししそうだよ。

　我々はこんな世界しか子供たちに残してやれなかった。我々はこんな世界しか作れなかった。我々は父や母が我々に見せてくれた光り輝かがやく未来と同じものすら子供たちに見せることができなかったのだ……」

　窓の外には夕ゆう闇やみが忍び寄っていた。

「……文明の灯ひが落ち……長い長い夜が来る……だが、いつか、その夜が明けるときが来る……そう信じて死んでいけることを感謝すべきなのかもしれんな」

　参事官はそれきり黙だまりこんだ。

　色彩を失った薄うす暗ぐらい部屋に立つ中年男の姿は、深く陰影を刻んだ何かの彫像のように見えた。













　　　第一章「東京の街」







「やっと出た！」

　ＪＲ中央線の小こ仏ぼとけトンネルを東京側に走り出た園その山やま慎しん吾ごは、眩まぶしそうに目を細めて太陽を振り仰ぐと、ほっとしたようにつぶやいた。

　相模さがみ湖こから東京に抜けるルートは三つある。

　まず中央高速道路の小仏トンネルを抜けるルート。次に国道二十号を通って大おお垂だる水み峠とうげを越えるルート。そして最後が、今、慎吾が抜けてきたＪＲ中央線の小仏トンネルを抜けるというルートである。

　だが、中央高速の小仏トンネルの中は、五年前の大だい災さい厄やくのときに東京から脱出しようとして衝しよう突とつ事故を起こし燃え上がった黒くろ焦こげの車体が、折り重なるようになって天てん井じようまで積みあがり、とても通り抜けることができなかった。

　国道二十号は、大垂水峠で道路が崩落している可能性があると聞いたので、慎吾はＪＲ中央線の小仏トンネルを歩いて抜けることにしたのだ。

　中央線の小こ仏ぼとけトンネルは、上り線と下り線別々のトンネルになっていて狭く、電気が来ていないので真っ暗だった。

　長さ二千五百メートルの真っ暗なトンネルを、手回し式のダイナモライトのハンドルを回しては進み回しては進み、いいかげん回し疲れた頃ころ、やっと前方に出口の明かりが見えた。

　トンネルの内壁ににじみ出した地下水が、出口の光を反射して白い縦たて縞じまになって光っている中を歩く足は、自然と早足になって行き、トンネルを出たとき慎しん吾ごはほとんど駆け足になっていた。

「うわ、暑ちぃ」

　初夏の日差しが降りそそぐ谷あいに立って太陽を見上げた慎吾の口から思わず呟つぶやきがもれた。

　ひんやりとしたトンネルの暗くら闇やみの中で三十分以上過ごした後に浴びる五月の日差しが、まるで真夏のように慎吾の肌を焼いた。

　そのとき、足元にぱたぱたと何かが触れる感触があった。

　見ると、一匹の茶色の犬が慎吾を見上げて尻尾しつぽを振っていた。

　ビーグル犬とテリアが混ざったような、中ちゆう途と半はん端ぱに毛の長いその犬を見て、慎吾は笑った。

「なんだ、お前か。トンネルの中で迷子になったかと思ったけど、ちゃんとついてきていたんだな」

　茶色い犬は、慎吾を見上げて舌を出して、へっへっへっと息を継ぎながら嬉うれしそうに一段と強く尻尾しつぽを振った。
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　慎しん吾ごは背負っていたリュックを降ろして、その中に手に持っていた手回し式のライトなどを放り込み、代わりに黒い革で作られたホルスターと自衛隊のレンジャー部隊などが使うメイクアップキットを取り出した。

　今までにも何度かトンネルの中で転んでいろいろなものを無くした経験から、慎吾はトンネルの中を歩くときは大事なものはすべてリュックの中に入れることにしていた。

　ホルスターの蓋ふたを開けると、そこには茶色いプラスチックのグリップのついたリボルバー式のピストルが収められていた。

　それは、日本の警察官の制式装備としてもっともポピュラーな、ニューナンブＭ60という名前のリボルバーピストルだった。

　ピストルの左側にある三角形のボタンを前に押して、レンコンのような弾倉を左に振り出すと、そこには五個の穴が開いており、その中の三つには、真しん鍮ちゆう製せいの金色の薬やつ莢きようが、そして残りの二個には赤いプラスチックの薬莢が詰まっていた。

　赤い薬莢の弾丸は、雷管の爆発力だけでプラスチックの弾頭を撃うち出す訓練弾だった。

　実弾に比べれば、まったく威力は無いが、それでも五メートルほどの距きよ離りからなら、コーヒーの空き缶を貫通できるくらいの力はある。

　指先が触れているトリガーガードから、冷たい鋼鉄の感触が伝わって来るのを感じた慎吾は、ゆっくりとピストルをホルスターに戻し、革のストラップを撃げき鉄てつの上に通してホックをはめた。

　──こいつはあくまでも最後の武器だ。俺おれの本当の武器は……こっちだな。

　慎吾はリュックの中から取り出してあった自衛隊のメイクアップキットを手にとって蓋を開けた。

　その蓋の裏についている小さな鏡を見ながら、慎吾は自分の顔にキットのパレットの中にあった茶色と黒の顔料を薄うすく塗った。

　鏡の中には、日焼けした見るからに田舎いなか者ものっぽい、朴ぼく訥とつな少年の顔が映っていた。

　──俺の顔は本当に、どこにでもいる普通の顔だ……いや、普通以下だろう。自じ慢まんじゃないが、誰だれが見てもてきぱきと物事を片付けていくような理性的で、頭の回るようなカッコイイ男には見えない。人畜無害でぼんやりとした、冴さえない面つら構がまえの田舎者……それが俺の顔だ。

　──でも、俺のこの顔が仕事をする。他人に警戒心を与えないこの顔が必要なんだ。

　塡まき島しま三佐はそう言ってくれた。

「よし、行くぞ、メンマ。いよいよ東京だ！」

　ピストルのホルスターを腰のベルトに通し、リュックを背負い直した慎吾は自分を見上げて嬉うれしそうに尻尾を振っている茶色の犬に声を掛けた。そしてＪＲ中央線の線路を歩き始めた。

　列車が走らなくなって五年。

　レールは真っ赤に錆さび付き、枕まくら木ぎと砂じや利りの間からは無数の雑草が顔を出していた。

　レールの鉄分で赤茶色に染まった砂じや利りをざくざくと踏ふみしめながら、慎しん吾ごは足元にいる犬に向かって話しかけた。

「知っているか？　メンマ。五年前はこの線路の上を列車がガンガン走っていたんだぜ……」

　メンマと呼ばれた犬はきょとんとした顔で慎吾を見上げると、嬉うれしそうに尻尾しつぽを振った。

　慎吾は小さく肩をすくめると、左手の山沿いを走る中央高速道路の高架を見上げてつぶやいた。

「五年前はあの橋の上を、列車とは比べ物にならないくらいの数の自動車がガンガン行き来していたんだけどな……」

　慎吾が歩いている中央線の線路は、左右を山に挟まれたまま、ゆっくりと高たか尾おの駅に向かって下って行く。

　出口がすぐそこに見えるほどの短いトンネルを抜けた後、線路は左にカーブしすぐに直線になる。

　その直線に差し掛かるあたりで、いきなり東の空が開けた。

　左右の山が開いたその先に、高尾駅前にある白いマンションと、その向こうに灰色の小さなモザイクを敷しき詰めたような無数の家並みが見えた。その先の地平線のあたりに、いくつものビルの群れがひしめいている。

　それは、新しん宿じゆくの高層ビルだった。

　額に手をかざして地平線の先に見えるビルの群れを見た慎吾は小さな声で叫んだ。

「東京だ！」

　──東京は燃えちまったとか、見渡す限りの焼け野原で家なんか一軒も残ってないとか、まことしやかに言うやつがいたけど……ここから見る限り、五年前とちっとも変わってないな。東京は、今、どんな風になっているんだろう？

　この国を動かしていた大人たちは、本当に死に絶えてしまったんだろうか？

　慎吾はしばらくの間立ち尽くしていた。そして新宿の高層ビルの群れの、その向こうにかすんで見える丸の内や霞かすみヶが関せきのビルの群れを眺ながめていたが、再び歩き始めた。

　──考えていたって始まらない。

　俺おれはそれをこの目で確かめるためにやって来た。

　ファウンデーションの目と耳。それが俺の仕事なんだからな……。




　中央線の線路の左側に並行していた中央高速の道路が左に曲がって離はなれていくあたりで、慎吾の左手に多た摩ま御ご陵りようの大きな森が、そして右手には京けい王おう電鉄の駅ビルやホテルなどが見えてきた。

　道路と小さな川を跨またぐ鉄橋を渡ったとき、慎吾の目に中央線の線路の上に立てられた一枚のベニヤ板が飛び込んできた。

　そのベニヤ板は、いわゆる看板なのだろう。赤いペンキで大きく『これより西東京協和国領土』と書かれ、その下に少し小さな文字で『領土内で、掠りやく奪だつ、窃せつ盗とう、殺人、傷害を犯したものは、西東京協和国の名において死刑に処す』『初代大統領、大だい道どう寺じ正まさ行ゆき』と書かれていた。

　慎しん吾ごは小さくうなずいた。

　──これが山やま梨なしで聞いた、東京にできた独立国ってやつだな。

　大道寺という人間は初代大統領を名乗ったりして、ちょっと痛い人間のようにも見える。けど、聞いた話じゃあ、こいつが支配している領地内では一応の治安が保たれていて、ギャングや盗とう賊ぞくもいないし、広い農場とかを持っていて食しよく糧りようの自給も考えているらしい。

　本拠地になっている立たち川かわの防災基地には市場もできているらしい。衣類とかソーラーバッテリーとか役に立ちそうな品物を見つけてきたやつが店を広げていて、食料とかを持っていくと品物と交換してくれるって話だった。

　もし、それが本当なら、このコミュニティを頼たよることができるかもしれない。

　──まあいいや、とにかく行ってみよう。それを確認するのも俺おれの仕事だ。

　慎吾は看板の脇わきを通り抜け、その先にある高たか尾おの駅に向かって歩き始めた。

　高尾駅のホームが見え始めたあたりまで来たとき、線路の上に茶色い枕まくら木ぎを積みあげたやぐらのようなものが立っているのに気がついた。

　そのやぐらの左右には駐車場のフェンスを取り外して角材に無造作に組み付けたような金かな網あみの柵さくが伸びており、金網にはさっき立っていた看板と同じような乱雑な文字で『国境検問所』と書かれた板がぶら下がっていた。

　──要するに、ここから先は俺たちの縄なわ張ばりだ、勝手な真ま似ねはさせないぞという意思を伝えるには看板だけじゃ効果が薄うすい。目に見える物にしておく必要があるって考えたやつがいるってことか。

　西東京協和国ってのは、ただの生き残りが集まったコミュニティじゃないってことだな。

　慎吾がそんなことを考えていたとき、足元にいたメンマという名前の犬が足を止めてぴんと耳を立てた。

　背中に緊きん張ちようと敵意をみなぎらせたメンマの視線を追うのと同時に、声が飛んできた。

「動くな、その線で止まれ！　こっちは銃を持っている！　下手な真似をすれば撃うつ！」

　見ると、枕木を組んで作ったやぐらの上に頭に黒いバンダナ風の布を巻き、自動小銃を構えた男が立って、こっちに銃口を向けていた。

　慎吾は足元に眼を落とした。

　さっきまで気がつかなかったが、良く見ると足元のコンクリートの枕木の上に赤いスプレーペイントで線が引かれていた。

　慎吾はゆっくりと胸の前まで手を上げて男に手のひらを向けた。

「俺は怪しい者じゃない。トンネルの向こうの……勝かつ沼ぬまから来たんだ」

「勝かつ沼ぬま？　山やま梨なしから何の用だ？」

「勝沼の村の村長から、大だい道どう寺じ大統領宛の手紙を預かって来たんだ。立たち川かわの市場に買い出しに行くついでに、渡してくれと頼たのまれたんだ」

　慎しん吾ごの言葉を聞いても、男の表情は変わらなかった。

　男は自動小銃を構えたまま、横で同じように黒い布を頭に巻いて双眼鏡を覗のぞいている十五、六歳の少年に聞いた。

「後続する人影は見えるか？」

「いいえ、人影はありません。こいつ一人だけのようです」

　少年の報告を聞いて、初めて男の表情が緩ゆるんだ。

「どうやら、本当に一人らしいな……売り物はその犬か？　ちゃんと縄なわをつけておかないと盗まれるぞ。新鮮な肉は高く売れるからな……」

「ああ、そうか、このままじゃ盗まれちまうよな……」

　慎吾は男に向かってそう答えた後で、その場にしゃがみこんでメンマの首輪を摑つかんだ。そして、不満そうにその手を振りほどこうとして首を振るメンマの目を見て、小声で言った。

「首輪にリードつけるけど……逃げるなよ、食われるぞ」

　慎吾の言葉の意味はわからなくとも、なんとなく雰ふん囲い気きを察したのだろう。メンマはおとなしくなった。

　背負っていたリュックを降ろして中から赤いリードを取り出した慎吾は、メンマの首輪にそれを繫つなぐと、もう片方の輪をしっかりと手首に通して立ち上がった。

「ずいぶんと警戒が厳重だな。誰だれかが攻めてくるって情報でもあったのか？」

「まあな、多た目めさんから、こっち方面からやってくる人間には目を光らせておけって言われてるんだ。おい、柵さくを開けろ」

　男が銃を降ろして指示を出すと、枕まくら木ぎを組んで作ったやぐらの後ろから、揃そろいの黒い布を頭に巻いた十五、六歳の少年が三人ほど出てきて、針金で縛しばり付けてあった金かな網あみフェンスを動かし始めた。

「そこから入って来い、ここで入国審査の証明を出す。それがないと、立川の市場で商売はできない。そういう規則なんだ」

　慎吾がメンマを連れてフェンスを通り抜けると、その場にいた少年たちが物もの珍めずらしそうにメンマを取り囲んだ。

　メンマは警戒心をむき出しにした目で少年たちを見上げていたが、吠ほえたりうなり声をあげたりはしなかった。

「吠えないんだな、この犬」

「野犬以外の犬を見るのは、久しぶりだよな」

「人に慣れていた犬はみんな食われちまったって聞いてたけど、田舎いなかの方にはまだいるんだなあ」

「……俺おれん家ちでも昔、犬飼っていたんだよな」

　やぐらを降りた検問所のリーダーらしい男が、メンマを取り囲んでいた少年たちに声をかけた。

「お前ら、犬はいいから、早くそいつをこっちに連れてこい、荷物を検査するぞ！」

「あ、はい！」

　少年たちの一人が、線路際ぎわに建っているプレハブ小屋を指差した。

「あそこが検問所の事務所です、あそこで荷物を検査します」

「……武器を取り上げるのか？」

　少年は慎しん吾ごの腰についているピストルのホルスターに、ちらっと羨せん望ぼうの混じった視線を投げた後で首を振った。

「いえ、協和国に品物を持って来る商人は、自衛のための武器を持つことは許可されています。あそこでは禁制品の確認と……それから入国税を払ってもらいます」

「入国税？」

　怪け訝げんな顔をする慎吾を見て、リーダーらしい男がにやっと笑った。

「お前が背負ってる荷物の一部を置いていってもらうってことさ。市場で売るのは犬だけじゃないだろう？」

　慎吾が連れて行かれたプレハブの小屋は、元は保線用の機材の倉庫だったのだろう。機械油の匂においがした。

　油の染しみこんだ茶色い床の上には、会議室用の細長いテーブルが置かれ、その上に手帳サイズのコピー用紙が散らばっている。

　男はその中の一枚を取り上げて慎吾に突き出した。

「俺はこの高たか尾お検問所の責任者の有あり竹たけだ。これに名前と市場で売る品物を書け。俺がサインして印いん鑑かんを押せばそれが証明書になる」

「……なんか、本当のお役所みたいだな」

　慎吾は冗談めかして言ったが、有竹と名乗った男は笑わなかった。

「ああそうだ。俺たちは法律も秩ちつ序じよもなくなったこの日本に、新しい法律と秩序を作ったのさ……」

　有竹は慎吾が書き込んだ紙を読んで言葉を続けた。

「園その山やま慎吾……十八歳。市場で売るのは肉、缶詰、その他食料品か……リュックの中身を見せてみろ、全部開けるんだ」

「ああ、別に変な物は持ち歩いちゃいない。市場で売るための缶詰だけさ」

　慎吾はそう言うと、机の上でリュックを逆さにした。

　中からゴロゴロと転がり出たのは、スパムの缶詰と緑色の缶詰だった。

　机の上に山になった缶詰を見て、小屋の中にいた少年たちが息を吞のんだ。

「肉だ！　ドッグフードの肉缶詰じゃない！」

「すげえ！　こっちは自衛隊の食料だ！」

　リーダーの有あり竹たけという男は、少し感心したように言った。

「ほう、肉類の缶詰と自衛隊の戦せん闘とう食しよくか」

　慎しん吾ごはうなずいた。

「重い思いをして背負って来るんだから、少しでも価値の高い方がいいと思ってね……」

「確かに電気が止まって冷凍庫も冷蔵庫も使えない今は、肉を食いたいと思ったら野犬でもとっ捕まえて食うか、こういった缶詰を食うしかないからな……常温で保存できる缶詰の価値が高いのは事実だな……」

　有竹は机の上に山になったスパムの缶詰を一つ持ち上げて、そのラベルに目を落としてつぶやくように言葉を付け足した。

「スパムか……五年前に沖おき縄なわ行ったときにホテルで食った料理に入っていたけど、あの頃ころはちっとも美う味まいものだとは思わなかった……やたら脂が多いし塩しお辛からいし……でも、今はその脂肪と塩分がたまらねえよな」

　慎吾は机の上に積み上げられた缶詰の山を指差して、有竹という男に聞いた。

「で？　いくつ置いて行けばいいんだ？　入国税とやらを払わないといけないんだろう？」

　有竹は右手に持ったスパム缶の重さを楽しむように振りながらうなずいた。

「入国税は、こいつ一個だ」

「本当に、それ一個だけでいいのか？」

「ああ、税金を取りすぎると人が集まらない。人と物が集まらないと協和国は成り立たないって多た目めさんが言ってるからな」

「多目？　協和国の大統領は大だい道どう寺じって人じゃないのか？」

　有竹は首を振った。

「大道寺さんは、そんな細かいことは言わねえよ、あの人は頼たよりになる親分だ。そういった細かいことは、参さん謀ぼうの多目さんの仕事さ……西東京協和国って名前を考えたのも多目さんさ……とにかく俺おれたちの国に納める税金としては、こいつ一個だけでいいってことさ……でも……」

　有竹はそこで言葉を切るとにやっと笑って、左手でスパムの缶詰を一個摑つかかんで持ち上げた。

「……こいつは、禁制品の持ち込みを見逃してやるための手数料だから別口だな」

「禁制品？」

　有竹は、リュックのサイドポケットに入れてあったポータブルオーディオを指差した。

「こいつだよ」

「なんでこれが禁制品なんだ？　ただ、音楽を聴きくだけの品物だぞ？」

「音楽を聴くだけの機械なら問題ないが、こいつにはＦＭラジオが内蔵されている。協和国ではラジオを聴きくことは禁止されているんだ」

「ラジオを聴くのが禁止って……どういう意味だ？　ＦＭラジオ放送をやっているところがあるのか？」

　目を見開いた慎しん吾ごを見て、有あり竹たけは少し驚おどろいたようだった。

「……知らなかったのか？　まあ、山やま梨なしとか長野の方は山の向こうだから聴こえなかったのかもしれないが……ＦＭ電波を使って謀ぼう略りやく放送を仕掛けてくる敵がいるんでな。俺おれたちの国の中ではラジオを聴くことは禁止されている。もし、聴いているところを見つかれば、逮捕されて公開処刑だぞ」

「敵って……盗とう賊ぞくみたいな連中のことか？」

　有竹は首を振った。

「そういう連中もいることはいるが、俺たちの本当の敵ってのはそんな単純な連中じゃない。もっと狡こう猾かつで悪質なやつらなんだ……詳しいことは、立たち川かわに行けばわかる。知ってると思うが、西東京協和国の本拠地は、五年前までは陸上自衛隊立川駐ちゆう屯とん地ちと呼ばれていた場所だ」

　そして、有竹は慎吾が名前を書き込んだ紙に、シャツの胸ポケットから取り出した印いん鑑かんを押して、それを慎吾に差し出した。

「ほら、入国審査証明書だ。立川の大統領府の受付にこれを見せれば、商売用の鑑かん札さつに交換してくれるはずだ」

　そして有竹は慎吾の足元で座り込んでいる犬を見下ろして言葉を継いだ。

「それに……スパムもコンビーフも、味で言えば新鮮な肉にかなわない。その犬一匹の方が価値が高い。その犬を何と交換するつもりなんだ？」

　慎吾は少し考えた後で、腰のホルスターを軽く叩たたいてみせた。

「こいつの弾が手に入らないかと思ってるんだけど……無理かな？」

　有竹は肩をすくめた。

「銃の弾はどこも不足しているからな。ときどき猟りよう銃じゆうの散弾とかが出ることがあるくらいで、まず市場に出ることは無い。ましてやピストルの弾丸となるともっと貴重だからな。まず無理だ」

「そうか……」

　肩を落とした慎吾を見て、有竹は励ますように笑った。

「弾は無理でも、それ以外の物なら大たい概がいの物は手に入るぞ。立川には宿屋だって食い物屋だってゲーセンだってあるんだぜ……ソーラーバッテリーの使える昼間しか開いてないけどな……ゲームに興味が無いなら女遊びだってできる。スパム一缶あれば結構派手に遊べるぜ」

「へえ、そんなものまであるんだ……」

　驚く慎吾を見て、有竹は自じ慢まんげにうなずいた。

「ああ、きっと立川に行ったら驚くぞ。あそこには、俺たちが欲しかったものが全部ある。大だい道どう寺じさんは、俺おれたちの国を作ったのさ。この世界は俺たちのためにあるんだからな！」

「……この世界は俺たちのためにあるって言うより、この世界には俺たちしか生き残らなかったと言った方が正確だけどな」

　慎しん吾ごの冷静さを見て、有あり竹たけは少し白けたような顔になった。

「まあいいさ。その目で見ればお前もわかるだろう、俺たちの国の素晴らしさが……おい、リュックに缶詰を戻すのを手伝ってやれ！」

　有竹の指示を受けた少年たちが、近づいてきて、慎吾のリュックに缶詰を戻し始めた。

　手に持った缶詰を見る目に渇望の色を浮かべる少年たちを見て、慎吾は思った。

　──食しよく糧りよう事情が良くないんだろうな。

　自給自足のために畑を作って、サツマイモとかジャガイモを植えて、主食としてのカロリーは確保しているんだろうけど、動物性たんぱく質が不足しているんだ。

　たった五年で、日本の食生活のレベルは江戸時代……いや、縄じよう文もん時代くらいまで後戻りしてしまったのかもしれない。

　荷物をリュックに入れ終わろうとしたとき、いきなり有竹が聞いてきた。

「お前……松まつ本もとの方から来たヤツと会ったことあるか？」

「松本って……長野県の松本のことか？」

　慎吾は表情を抑えて聞き返したが、心の中の動揺が出たのだろう。語尾がわずかに震ふるえた。

　だが、有竹はその震えに気がつかなかった。

「ああ、その松本だ……山やま梨なしなら、そっちの方の住人と出会う機会があるかもしれないと思ってな……」

「山梨って言ったって、勝かつ沼ぬまは南の外れだ。北の方から来たヤツとはほとんど会ったことはないな……で？　松本がどうしたんだ？」

　慎吾の答えを聞いた有竹は、ちょっと意外そうな顔になった。

「お前、松本の噂うわさを聞いたことが無いのか？」

「松本の噂って……あれか？　松本にあるシェルターに日本政府が移転しているってヤツ……」

「ああ、それそれ、松本には五年前の日本がそのまま残っているって話……」

　慎吾は笑ってみせた。

「あんなデマ、まだ信じているのか？　あれからもう五年も経たっているんだぜ。もし、その噂が本当なら、とっくに救助隊とかが来ているはずじゃないか」

　有竹はちょっと恥ずかしそうな顔になった。

「あ、いや、まあそうなんだけどよ……ひょっとしたらとか思ってな……まあいい。立たち川かわまであと少しだ、気をつけて行け」

「ああ……」

　リュックを背負った慎吾は、高たか尾お駅の構内に作られたプレハブの小屋を出ると、そのまま中央線の線路沿いに八はち王おう子じに向かって歩き始めた。

　初夏の太陽はまだ高く、歩き始めて五分もしないうちに、慎しん吾ごの額には汗がにじみ始めた。線路の右手には雑草が生い茂った大きな工場が広がり、左手には住宅街が広がっている。

　線路沿いの通りのビルの一階のショウウィンドウや窓ガラスはすべて叩たたき割られており、中には火を放たれたのだろう、窓から黒い煙が噴出した煤すすが焼きついた跡が壁に残るビルもあった。

　遠く多た摩ま川がわ沿いの高台に広がった新興住宅地のあちこちにも、黒く焼けた家々の残ざん骸がいが見える。

　その中には焼けて何年も放置されているような雑草の生い茂った焼け跡もあれば、つい最近焼けたような生々しい焼け跡もあった。

　その新しい焼け跡を見て、慎吾は思った。

　……あの焼け跡は、五年前のあの疫えき病びよう騒さわぎのときに焼かれた家じゃない。つい最近……そう、この半年以内に焼けた家だ。

　慎吾は消防車も消火栓も使えない街の中で、燃え尽きてゆく自分の家を呆ぼう然ぜんと見ている小学生くらいの子供たちを何度も見て来た。

　それは、火を扱ったこともない子供たちが家の中で火を燃やしたために起きた火災だった。

　電気の来ない、そして石油ストーブの灯油も無い家の中で、生き残った子供たちに作ることができる明かりと暖房は焚たき火しかなかった。

　最初の冬を越すまでの間に、どれほどの家が火災で焼け落ちたかわからない。

　慎吾はここに来る前に見かけた、完全に燃え尽きた甲こう府ふの街の光景を思い出していた。

　おそらく、冬の強い季節風に煽あおられて燃え広がった炎が、家並みを舐なめ尽くしたのだろう。そこには見渡す限り、ただ一面の焼け野原が広がっているだけだった。

　あそこに比べれば、ここには、まだ建物も残っているし、生活することに不便は無いだろうな。

　中央線の線路沿いに立たち川かわ駅まで来た慎吾は、駅のホームにある錆さび付いて止まったままのエスカレーターを上って、中央コンコースに出た。

　北口の駅前にある大きな鉄の円筒を十文字に組んだモニュメントの下にある、駅前広場のようなちょっと広くなった場所に立って、慎吾はあたりを見回した。

　目の前にあるデパートの入り口にあるショウウィンドウはすべて叩たたき割られ、壁面には赤いペイントスプレーで大きく「西東京協和国領土」と殴なぐり書きされていた。

　慎吾には、そのストリートギャング風の文字が、なんとなくこの協和国の雰ふん囲い気きを表しているような気がした。

　検問所の男に教えてもらったとおりに、多た摩ま都市モノレールのレールを右手に見て陸上自衛隊の立川駐ちゆう屯とん地ちに向かって道を歩いていくと、やがて慎吾の目の前が急に開けた。

　広いケヤキ並木の向こうに、五月の青空が広がっている。

　──駅前のビル街と違って、ここにある建物は間かん隔かくが広いんだ。土地に余裕があるから、空が広く見えるんだな。

　そのとき、慎しん吾ごの横を十五、六歳の少年が乗った一台の自転車が追い越して行った。

　前のカゴと後部の荷台に荷物を山のように積んだその自転車は、慎吾の見ている前で「国立病院前」と表示が出ている大きな交差点を左に曲がった。

　──きっとあの荷物を載せた自転車の男の子は、立たち川かわの市場に行くに違いない。あの後をついていけばいいんだな。

　自転車の後を追うように交差点を左に曲がった慎吾の目の前に、焼け爛ただれた大きな建物が見えた。それは災害医い療りようセンターの建物だった。

　──この病院も襲しゆう撃げきされて放火されたんだな。

　五年前の秋。世界中の国々を原因不明の疫えき病びようが襲おそった。

　それは発病すると急激に発熱し、七十二時間で心肺機能の停止によって急死するという致死率の高さと、空気感染による高い罹り患かん率りつを併せ持つ最悪の疫病だった。

　この病気の流行が始まったとき、病人を搬はん送そうする救急隊員、死者を検分する警察官という社会を支える治安機関に従事する人々が真っ先に感染し死んだ。そして、次に死んだのが、病気を診察する医師だった。

　警察と消防という治安機関が無力となり、社会の秩ちつ序じよが失われていく中で、疫病の恐怖に怯おびえた人々は感染者に関かかわるものをすべて火で焼くことで、疫病の恐怖から逃れようとした。

　人々はとりつかれたように病院を、そして患者が収容されている体育館や避ひ難なん所じよや病人が出た家にガソリンを撒まいて火を放った。

　その火は消す者もいないまま燃え広がり、さらなる混乱を引き起こした。

　疫病と死と恐怖と混乱と炎がすべての人々を巻き込んで去ったその後。

　焼け跡に白骨だけが転がる、この崩ほう壊かいした世界に生き残ったのは、二十歳に満たない子供たちだけだった。

　理由はわからない。

　大人になると消えてしまう胸きよう腺せんと呼ばれるリンパ腺が関係しているとか、生命力とか成長ホルモンが作用したとか、いろいろな理由をまことしやかに言うヤツもいたが、大学教授とか医学博士といった専門家の大人たちがいなくなってしまった今となっては、それを証明できる人間はどこにもいない。

　でも……とにかく、俺おれは生き延びた。

　あれから、たった五年しか過ぎていないのに、世界はこうも変わってしまった。

　いったい誰だれが、こんな世界が来るなんて予想できただろう……。

　慎吾が黒く煤すすけた災害医療センターのビルを見上げて、この五年間の記き憶おくを呼び覚ましていたそのとき。

　今まで慎しん吾ごの足元でじっとおとなしくしていたメンマが、ぴょこんと顔を上げて、実に嬉うれしそうに尻尾しつぽを振りながら、落ち着きなく歩き回り始めた。

　──あれ？　メンマがこういう態度を示すときって、確か……。

　慎吾があたりを見回したとき。

　目の前を、自転車に乗ったジーンズにピンクのＴシャツ姿の十七歳くらいの髪の長い女の子が、化粧品の匂においをさせながら通り過ぎた。

　──やっぱり、女の子がいたのか。

　嬉しそうに尻尾を振りながら、首輪につけたリードをぐいぐいと引っ張るメンマを見て、慎吾はつぶやいた。

「……まったく。女の子を見ると、嬉しそうに尻尾を振りやがって。さっき、男の子に囲まれたときとは、ずいぶん態度が違うじゃないか」

　そして、慎吾は女の子が走り去っていった方向を見て、感心したように言葉を継いだ。

「でも……あんな風に化粧品の匂いがする女の子を見たのは久しぶりだな……」

　──この西東京協和国は、治安がいいということの証明だ。ここなら、ファウンデーションの名前を出して、協力を求めることができるかもしれない……。

　だが、慎吾は自分の考えを戒いましめるように小さく首を振った。

　──いや、思い込みは禁物だ。俺おれは目と耳なんだ。考えるのも判断するのも俺の仕事じゃない。ただひたすらに見て、聞くこと、それが俺の役目だ。

　立たち川かわ警察署の建物の前の広い道路には、太い丸太が何本も道を塞ふさぐように並べられ、その丸太のむこうに、自衛隊の立川駐ちゆう屯とん地ちのゲートが見えた。

　一本道の突き当たりにあるゲートに車を突っ込ませないために、並木として植えられていたケヤキの大木を切り倒してバリケードにしているのだろう。

　──こういうバリケードを作るってことは、過去にそういった車で突っ込んでくる戦法を取る敵と戦ったことがあるのか。もしくは、この協和国の連中がそういった戦法を取るのが得意なんだろうな。

　慎吾はそんなことを考えながら互い違いに切り倒されているケヤキ並木の丸太のバリケードをジグザグに迂う回かいしながらゲートに近づいた。

　ゲートの脇わきには、大きな文字で『西東京協和国大統領府』と書かれた、高たか尾お駅の入り口に立っていた看板より一回り大きなベニヤ板の看板が掲げられていた。そして看板の前には土ど囊のうを積み上げた陣地があり、濃い緑色に塗られた自衛隊の高機動車が停とめられている。

　高機動車の横には、オリーブグリーンの自衛隊の作業服を着てヘルメットをかぶり、八九式自動小銃を肩から下げた見張り員らしい男が立って、さっき慎吾を追い抜いて行った自転車の女の子と立ち話をしていた。

　嬉うれしそうに尻尾しつぽを振るメンマに引きずられるようにして近づいた慎しん吾ごの耳に、見張り員と女の子の会話が飛び込んできた。

「……あんたは小こ平だいらに行かなかったんだね」

「俺おれたちは多た目めさんの部隊だからな、もっぱらここの護衛が仕事さ……」

「小平に行ってるのは、誰だれの部隊なの？」

「棚たな倉くらさんの部隊だよ、ケンカ慣れしてるからな」

　女の子は顔をしかめた。

「ああ、あいつか……下品で乱暴だから女の子たちに人気ないんだよね。あいつも、あいつの手下も……」

　慎吾は高たか尾お駅の検問所で、有あり竹たけという男から聞いた話を思い出していた。

　──多目ってのは西東京協和国の大統領を名乗っている大だい道どう寺じという男の参さん謀ぼうの名前だな。西東京協和国という名前を考えたのも、その多目という男だそうだ。

　──大道寺という男より、その多目って男の方に会ってみたいな。

　慎吾がそんなことを考えていると、見張り員が声をかけてきた。

「なんだ、お前、犬なんか連れて……見かけないやつだな……どこから来た？」

　慎吾はあわてて入国許可証の紙を見せて答えた。

「怪しいものじゃないよ、山やま梨なしから来たんだ」

「へえ、山梨からわざわざ来たのか……」

　少し驚おどろいたように目を見開いた見張り員に向かって、慎吾は笑いながら答えた。

「商売をしようと思ってね。田舎いなかには食い物があるけど、品物は無い。東京には食い物は無いけど、品物ならいくらでもある。あるところから無いところに物を運ぶだけで儲もうかるんだ、別に不思議なことじゃないだろう？」

　見張り員は慎吾の見せた用紙をちらっと見ると、納得したようにうなずいた。

「まあな、そう言われてみればお前の言うとおりだ……通っていいぞ。正門を入ってすぐ左にある建物が協和国政府の建物だ。

　ここの中には秩ちつ序じよがあるからな、安心して商売してくれ。市場はその建物の裏手にある滑走路の向こう側の格納庫でやっている。人が一杯いるからすぐわかるはずだ」

「どうも」

　慎吾が小さく頭を下げると、見張り員はにやっと笑って肩をすくめた。

「市場に品物を持ってくる商人には親切にしろって、多目さんから言われているからな」

　もう一度小さく頭を下げてから、慎吾はそのまま立たち川かわの駐ちゆう屯とん地ちの中へと足を踏ふみ入れた。

　見張り員の男が言った政府の建物というのは、五年前までは警視庁の第八方面本部と呼ばれていた建物だった。

　西東京協和国大統領府と書かれた看板が立てかけられている入り口から建物の中に入った慎しん吾ごの目に飛び込んできたのは、受付の脇わきに乱雑に積み重ねられた書類の束と、部屋の中で見るからにやる気の無さそうな表情でマンガを読んでいた、慎吾と同じくらいの年齢の少年たちの姿だった。

「あの……ここで市場の営業許可証もらえるって言われたんだけど……」

　その言葉を聞いた少年の一人が、読んでいたマンガ本を机の上に置くと、めんどくさそうに近づいて来た。

「入国審査証あるか？」

「ああ、持ってる」

　少年は慎吾の差し出した入国審査証の用紙を受け取ると、名前を見ようともせずにそのままカウンターの下に置いてあった段ボール箱に投げ込んだ。そして、カウンターの横に山積みにしてあった緑色の厚紙と透明なプラスチックでできたパスケース、そして番号札を差し出して言った。

「この緑色のカードに名前を書いてケースに入れて、この番号札を持っていろ。ここから出るときにカードと番号札を置いていけ」

　それだけ言うと、少年は再び自分の席に戻ってマンガを読み始めた。

　慎吾は自分の前にあるカードと、マンガを読みふけっている男を見て思った。

　──入国審査証とやらの名前を照合しないってことは、管理するつもりが無いんだな……つまり、こいつは書類が何のためにあるのか理解してない。

　──国家ごっこ。

　慎吾の脳裏を、そんな単語が走りぬけた。

　この協和国で書かせている書類の目的は、それらしく見せるための儀ぎ式しきでしかないんだ。

　大人たちがやっていたことを真ま似ねして国を名乗れば、そこに権威が生まれる。

　でも、権威を利用して人々をコントロールすることは、悪いことではない。

　社会が崩ほう壊かいした後に秩ちつ序じよを再構築する手段としては、宗教と同じくらい有効な手段だと俺おれはファウンデーションで教わってきた。

　このシステムを考え付いたのは、きっと多た目めという男だろう。

　慎吾はリュックの中から白い封筒を取り出して、マンガを読みふけっていた少年に声を掛けた。

「あの、これ……勝かつ沼ぬまの村長から預かって来た、大だい道どう寺じさん宛の手紙なんだ。直接手渡ししたいんだけど……」

「なんだって？　手紙を？」

　マンガから顔を上げた少年は、近くにいた仲間と顔を見合わせた後で首を振った。

「大道寺さんは忙しいんだ、そんなに簡単に会わせるわけにはいかない」

「じゃあ、多目さんに……」

　慎しん吾ごの言葉を聞いた少年たちが笑いながら口々に言った。

「多た目めさんはもっと忙しいに決まってるじゃねえか」

「どこの誰だれともわからんヤツに会っているヒマなんかあるもんか」

　少年たちの顔つきを見て、大だい道どう寺じや多目と面会することは無理だと見切りをつけた慎吾は、手紙の入った封筒をカウンターの上に置いた。

「じゃあ、これを渡しておいて下さい……預かってきたものですから……お願いします」

「ああ、わかったわかった、渡しておけばいんだろう？」

　少年たちの半分投げやりな答えを聞きながら、慎吾は建物を出た。

　立たち川かわ駐ちゆう屯とん地ちの中央には南北に一本の滑走路が走っており、その両側に建物や格納庫が並んでいる。

　ヘリコプターが配備されるまで、陸上自衛隊では偵察や連絡用に小型飛行機を使っていた。中央にある滑走路は陸上自衛隊が飛行機を使っていた頃ころの名残なごりだった。

　市場は自衛隊の格納庫の中にあった。

　カマボコ型の屋根を持つ大きな建物の中には、露ろ店てんができていて雑多な品物が山のように積み上げられ、百人以上の人間が、品物の取引をやっていた。

　そこは市場というよりは、フリーマーケット……いや、闇やみ市いちと呼んだ方がしっくりする光景だった。

　衣類や日用品、食料品などというまともな物から、電気機器の部品、バッテリー、自動車のシートに至るまで、それこそ使えそうなものをあちこちから引っぺがして持ってきたようなものまで売られている。

　豊富な品物とそれを求める人たちの熱気と喧けん騒そうが、広い格納庫の屋根の下で、うわん！　という響ひびきとなって聞こえて来る。

　市場に入った慎吾は注目の的だった。

　いや、正確に言うならば、注目を浴びているのはリードに繫つながれているメンマだった。

　犬を連れて市場にやってくるような人間は、めったにいないのだろう、あちこちから慎吾に声が掛かった。

「おい！　その犬、何と交換してくれるんだ？」

「何が欲しいんだ？　言えよ、持って来てやるぜ！」

「肉にしてからでいいから、分けてくれよ！」

　慎吾は声をかけてきた相手に、首を振って答えた。

「いや、まだ市場の中を全部見てないからさ……品物を見てから決めるよ」

　そして、慎吾はリュックの中からスパムの缶を取り出して見せた。

「とりあえず、こういう肉も持ってるんだけど……」

　そして、スパムの缶を見て目を輝かがやかせる相手に、にこにこ笑いながら話しかけた。

「俺おれは山やま梨なしからきたんだけどさ、やっぱり東京には品物が揃そろってるなあ……あんたはどこから来たの？」

「え？　ああ、俺か？　川の向こうさ、神か奈な川がわから来たんだ」

「へえ、協和国って神奈川も領土にしているんだね」

「神奈川と言っても、川かわ崎さきの多た摩ま区だけどな、稲いな城ぎ市との境界あたりさ」

「それでもすごいよ、本当の独立国って感じだな……じゃあ、一回り回って、もしあんたの店の品物が一番良かったら、交換に来るよ」

「ああ、うちの品物に勝てる品物はねえと思うけどな」

　犬を連れている慎しん吾ごが、この市場の中でもっともレートが高い品物を持っているということは、あっと言う間に市場中の人間の知るところとなった。

　慎吾が市場の中を歩き回って、品物を並べている相手に話しかけるたびに、その相手は慎吾の聞きたいことは何でも話してくれるようになった。

「ここみたいな市場は他ほかにもあるの？」

「ここの大統領って、どんな人？　会ったことある？」

「ここには何人くらいの人が生活しているんだろう？」

「ちゃんと守ってくれているから安心だよね。兵士は何人くらいいるんだろう？」

　メンマを連れて市場の中を歩き回り、色々な情報を聞いて回っているうちに、慎吾はあることに気がついた。

　市場の中に積み上げられていた日用品や衣類は、ビニール袋に包まれた未使用品が多かったが、そのどれもが埃ほこりや煤すすをかぶって薄うす汚よごれている。

　──そうか、考えてみれば、この五年間、新たに作り出されたものなんか一つも無いんだ。

　俺たちは過去に作られた遺産を食い潰つぶしているだけなんだ。

　総人口の八割が死んで、生産された品物の量と消費する人間の数のバランスが崩れた。

　品物は有り余っている。だから、生産しなくても、ただ食いつぶすだけで今まで生きることができたんだ。

　露ろ店てんの中に、ティッシュペーパーやトイレットペーパーを山積みにして売っている男がいた。

「高級ティッシュ！　一ついかが？　焼け残った倉庫から苦心して見つけてきた品だ！　食い物と交換するぞ！　柔らかくて吸収性抜群だ！」

　そして、男はこれ見よがしに、ティッシュペーパーを一枚取り出して、鼻をかんでみせると、そのティッシュペーパーを無造作に投げ捨てた。

　──ティッシュペーパー一枚の価値なんて、無価値も同然だ。ああやって捨てたって、惜しくも何とも無い。

　それが当たり前だ。

　俺たちはそうやって生きてきた。

　でも、今の俺おれたちには、そのティッシュペーパー一枚ですら作り出すことはできない。そんな技術も知識も無い。

　今はいい。今は目の前にある品物を使っていればいい。でも、それは減り続けるだけで、どこからも新しく生まれては来ない。

　ここにいる人間は誰だれもが薄うす々うす感づいているのだろう。でも、答えが見つからないんだ。

　とりあえず、品物が目の前にある。だからそれでいい……この先に来るものから、目をそらして、考えないようにしている。

　──この、どこか、やけくそじみたような賑にぎやかさの正体は、そこから来ているのかもしれないな。

　市場の中を見て回っていた慎しん吾ごは、自分の足元で不ふ機き嫌げんそうに低く頭を下げて、上目遣いで通り過ぎる人間をにらんでいるメンマを見て、もう一つのことに気がついた。

　──そう言えば、女の子がいないな。

　こいつが不機嫌そうなのは『美う味まそうだ』とか『肉にしたら少し分けてくれ』だとか、自分が食われる話ばかり聞かされるからだけじゃない。

　この市場には……というか、このコミュニティには女の子がいないんだ。

　──変だな？　さっき、入り口のところにいた、自転車に乗った女の子とかは、どこにいるんだろう？

　慎吾はここに来るまでに出会った、山やま梨なしの様々なコミュニティの風景を思い出していた。

　大人たちがいなくなった後のこの世界で、生き残った子供たちだけが力を合わせて生き延びているそういったコミュニティは、多いところは百人単位、少ないところは数十人。排他的なところもあれば、友好的なところもあった。でも、どのコミュニティにも、自給自足のための畑を作って働く男の子と女の子、そしてそれを手伝う子供たちの姿があった。

　でも……ここには、女の子の姿も子供の姿も無い。

　広い施設だから、そういった生活の場は、この市場とは別のところにあるのかもしれないけど……なんか妙な感じだな。

　慎吾がそんなことを考えながら市場の中を歩いていると、突然連れていたメンマの様子が変わった。

　耳を立てて頭を上げ、一点を見つめて嬉うれしそうに尻尾しつぽを振り始めたのだ。

　──あれ？　メンマのこの動きは……。

　慎吾は市場の中を見回した。しかし、女の子の姿は見当たらなかった。

　──何かの間違いかな？　いや、メンマが男と女を間違えるわけが無い。こいつの嗅きゆう覚かくは天下一品だ。

　慎吾はすっとしゃがみこむと、メンマの頭に自分の目の位置を合わせて、その視線の先を探した。

　そこにいたのは、灰色のフードつきのパーカを着て小型のクロスボウを背負った、身長百六十センチくらいの瘦やせた男だった。

　顔色は薄うす黒ぐろく、レンズにヒビの入ったメガネをかけて鼻の頭に大きな救急バンソウコウを貼はっている。

　フードを目ま深ぶかに被かぶっているのと、顔の真中にあるバンソウコウに目が行ってしまうために、どんな顔なのか印象に残らない。

　慎しん吾ごは目を合わさないようにして、その灰色のパーカの男の体形を注視した。

　──胸の膨ふくらみはほとんど無い。でも、男の振りをするなら、胸に布を巻いて乳房を押さえるのは当然だろう。

　腰から尻しりにかけての線はだぶだぶのカーゴパンツでごまかしているけど、歩くときの尻の線の動きはやはり女っぽい。

　──あの女。いや、まだ決まったわけじゃないけど、おそらく女だろう。

　あいつは、何のために、わざわざ男の格好でこの市場に来ているんだ？

　ここは、さっき出会った女の子のように、女の子っぽい服装でも平気で出歩けるくらいに治安がしっかりしているのに。

　女は市場の中にある品物に興味を示さずに、時々顔を上げて少し遠くを見ていた。

　その視線の先には、頭に黒い布を巻き、銃を背負って、市場の中を監視している協和国の兵士の姿があった。

　市場は人間の物と欲がぶつかり合う場所だ。些さ細さいなことから口論となり口論が取っ組み合いのケンカになることもある。そういった騒さわぎが起きないように、数人の兵士が、あらかじめ市場の周囲に配置されているのだ。

　その灰色のパーカの女の行動を見て、慎吾は思わず心の中でツッコミを入れた。

　──ああ、ダメだ。そんなに頭を動かして警備兵の方を見ちゃ！

　何をやろうとしているのか知らないけど、その動きは目立ちすぎるよ！

　だが、灰色のパーカの女は、慎吾が見ていることに気がつかない様子で、市場の外れまで行き、そこで靴の紐ひもを直すような姿勢でしゃがみこんだ。

　その手に何か銀色の小さな四角いものが見えた、と思ったそのとき。

　慎吾の斜め後ろの死角から近づいて来ていた一人の警備兵が叫んだ。

「おい！　お前！　何をやっている！」

　驚おどろいたように振り向いた灰色のパーカの女の手には、小型のデジカメがあった。

「デジカメだと？」

　警備兵は女が向いていた方角に視線を投げた。そこには、何百本ものドラム缶を積み上げた燃料集積所があった。

「燃料の写真を撮るってことは……お前、スパイだな？」

　警備兵は持っていた八九式自動小銃の安全装置を解除して、灰色のパーカを着ている女に銃口を向けた。

　慎しん吾ごは思わず警備兵の前に出て、灰色のパーカの女に話しかけた。

「いやあ、悪い悪い！　そのデジカメ本当に使えるんだな！　疑って悪かった！　それとこの犬を交換するって話、オッケーだ。これで商談成立だな！」

「え？　あ……」

　慎吾は呆ぼう然ぜんとする灰色のパーカの女の手を取って、メンマの首輪についている赤いリードの持ち手を押し付けた。

「ほら、早く持てよ、そのデジカメと交換だって言ったのはお前だぞ」

　リードを握らせたときに触れた手の指の細さと柔らかさに、慎吾は確信した。

　──間違いない。こいつ、女だ。

　男の格好でここに来た理由はわからないけど、ここでスパイ騒さわぎを起こされちゃかなわない。

　慎吾は小銃を突きつけている警備兵に向かって、なるべく軽けい薄はくに見えるような笑いを浮かべながら、ぺらぺら早口で話しかけた。

「いやあ、ごめんごめん、こいつが持ってるデジカメと、この犬交換しようかって言われたんで使えるのかどうか、適当にその辺の写真撮ってくれって、俺おれが頼たのんだんだ……山やま梨なしから来たばかりの田舎いなか者もので、ここのルールを知らなかったんだ。勘かん弁べんしてくれよ」

　そして慎吾は背負っていたリュックを下ろして、中からスパムの缶詰を取り出すと、あたりを素早く見回してから小声で言った。

「まだ商売が終わってないんだ。ここで騒ぎにされちゃうと困るんだ。これ……あんたにやるからさ……無かったことにしてくれないか？」

　警備兵の目は慎吾の手の中にあるスパムの缶にクギづけになった。

「え？　あ、ああ、いや、そう言われても……」

「勝手に写真撮ったのは、こっちのミスなんだからさ、受け取ってくれよ。あんたにはこれを受け取る権利があるんだからさ……」

　慎吾がぺこぺこ頭を下げて下手に出ると、警備兵は尊大な顔つきになって慎吾の手からスパムを受け取った。

「まあ……お前が山梨から来た田舎者だってことは間違いないしな……いいだろう」

「いやあ、恩に着るよ」

　慎吾はそう言って愛あい想そ笑わらいを浮かべた後で、灰色のパーカを着た女の手を摑つかみ、引っ張るようにしてその場を離はなれた。

　充分警備兵との距きよ離りが開いたのを見計らって、慎吾は小声で話しかけた。

「あんた……女だろ？」

　摑んでいる手が、びくっと震ふるえたのがわかった。

　慎しん吾ごはあわてて言葉を継いだ。

「安心しろ、誰だれにも言わない……とりあえず俺おれはあんたの敵じゃない……信じてくれ」

　女はしばらく無言だったが、やがてわざと低くした作り声で答えた。

「……手を離はなせ……痛い……」

「あ、ごめん、思わず力入れすぎた」

　慎吾がそう言ってあわてて手を離すと、女は一いつ瞬しゆん驚おどろいたように慎吾の顔を見た。

「どうかしたか？」

　女は首を振ると、話をそらすように視線を自分の足元にいるメンマに落として言った。

「いや……何でもない……この犬、人に慣れているんだな……」

「ああ、特に女の子にね……こいつのおかげで君が女だと見破れたのさ……」

　慎吾はそう答えた後で、市場の中を見回した。

　市場の奥の方に、古ぼけたような懐かい中ちゆう電灯やカビが生えた乾かん麵めんなどという、どう見ても交換する気が起きそうも無い品物を並べた、陰気そうな露ろ店てんが出ていた。

　人の姿もまばらなその一角には、座り込んで買ってきた品物を整理している人々の姿があった。

　慎吾はその一角を指差した。

「あそこに行こう、しゃがみ込んで、荷物を整理する振りをしていれば、人目につかない」

　慎吾は座り込んで荷物を整理している人の群れから少し離れたところにリュックを置いて、その前に座った。

　尻しりのあたりから格納庫のコンクリートの床の冷たさがじわりと伝わってくる。

「君も座れ、立っていると目立つぞ」

　女は小さくうなずくと、慎吾の前に座った。

　そして、顔を上げると、慎吾と女が同時に言った。

「君は、何者だ？」

「あんた、何者？」

　慎吾と女は同時に目を見開いた後で黙だまり込んだ。

　最初に口を開いたのは、慎吾の方だった。

「俺おれの名前は園その山やま慎吾。山やま梨なしから来た……ここに来れば色々な品物が手に入ると聞いたのでね。ここの連中とは特に関係はない。ただの旅の商人みたいなものさ」

　女は、しばらく黙ったまま慎吾の顔を見ていたが、やがてレンズが割れたメガネを外した。

　メガネの下から切れ長の、気の強そうな女の子の目が現れた。

　女は険しい目つきのまま、静かに言った。

「私の名前は矢や上がみ……悪いけどそれしか言う気は無いわ。ここに来たのは、ここで強制労働させられている人たちを助けるためよ」
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「強制労働？　……どういうことなんだ？」

　驚おどろく慎しん吾ごを見て、矢や上がみと名乗った女は怪け訝げんな顔になった。

「……本当に知らなかったの？　この西東京協和国ってふざけた名前の自称独立国が、どうやって維持されているのか……」

「ああ、知るわけ無いじゃないか、だって俺おれは今までずっと松まつ本もとの……」

　思わず口走った慎吾の言葉を、矢上は聞き逃さなかった。

「松本？　あんた、さっき、山やま梨なしから来たって言ってなかったっけ？」

「あ、いや、ほら、松本も山梨も、ここから遠いわけで、そんなに違いは無いよ」

　あわてて言い訳する慎吾を、うさんくさそうな目で見て矢上は言った。

「……あんたも、私と一いつ緒しよでいろいろ裏がありそうだな。そういえば、この犬とスパムの缶詰で人の気を引いて、市場の中で色々聞いて回っていたみたいだけど……」

「ああ、あれは、ただのマーケットリサーチだよ」

「ふうん……」

　疑わしそうな目で見られた慎吾は、ちょっと腹が立ったように言い返した。

「それにしても、君はやり方がなってないな。目立ちすぎるよ、イリーガルで行動するときは、目立たないようにするのが当たり前なんだぞ」

「イリーガル？　なに？　それ」

　ぽかんと口を開けた矢や上がみを見て、慎しん吾ごはやれやれという顔になった。

「イリーガルってのは非合法に、つまり身分とか正体とかを隠して敵地に入って情報を収集する人間のことさ。合法的に堂々と敵地に入って情報を収集するのは、リーガルって呼ぶんだ」

「……へえ、なんかすごいね、スパイ映画みたい」

　矢上の目に尊敬にも似た光が宿ったのを見て、少し気分が良くなった慎吾は優越感を味わいながら、矢上にダメ出しをした。

「ついでに、どうして君が目立ったのか、その理由を教えてやるよ。要するにスーパーマーケットで、万引きする人間と、普通のお客さんを見分けるのと同じことなんだ。

　市場にいる人間は、みんな品物を見ているんだぜ。なのに君だけ頭を上げて、人を……警備の連中を見ていたじゃないか。視線の動きが不自然すぎるんだ。あれじゃあ見つかるのも当然だよ」

　だが、慎吾の言葉を聞いた矢上の目に浮かんだのは、尊敬の色ではなく明らかに疑念の色だった。

「……あんた、本当に何者なの？　見かけとは全然違うじゃない。見たところ私と同い歳どしくらいなのに、とても同じくらいの歳の人と話しているような気がしないよ？　……こう、なんというか、大人の人と話しているみたいな気分だわ」

「あ、いや、実を言うと今のは、全部本に書いてあったことなんだ。本で読んだことの受け売りなんだよ」

「本？　あんた、本なんか読んでるの？　よく本なんか読める余裕があるわね。みんな、明日食べるものの心配しているってのに！　あんた、本当に何者なのよ！」

　──やばい、逆効果だった。えーと、どうしようかな、なんと言い訳すればいいのかな。

　目の前で自分をにらみつけている矢上の顔から目をそらした慎吾の視線が、妙なものを捉とらえた。

　それは、格納庫の裏にある昭和記念公園の方角から列を作って歩いてくる、薄うす汚よごれた少年たちの一団だった。

　西に傾いた太陽を背にした少年たちの表情は影に沈んでよく見えないが、重い足取りと列の前と横を武装した兵士に監視されている様子から見て、それは少年たちが望んでいる境遇ではないことを示していた。

「あれは……何だ？」

「ちょっと、話をそらさないでよ！」

「いや、話をそらすとかそんなんじゃなくて……あいつら一体何をしたんだ？　犯罪者か？」

　矢上は振り返って、少年たちの一団を見た。

「あれが……この西東京協和国の正体よ。三級市民という名前の強制労働者……多た目めいわく、能無しどもよ」

「三級市民？　脳無し？」

　怪け訝げんな顔をする慎しん吾ごを見て、矢や上がみは眉まゆをひそめると小声で言った。

「ここでは、能力によって階級が決められているんだ。指導者と戦せん闘とう要員が一級市民。機械や自動車を修理できたり、品物を探してくることができる人間は二級市民。何の能力も無い人間、何もできない人間は三級市民。

　三級市民は労働力としてしか使い道が無いから、ああやって公園の開かい墾こんをやらせているんだってさ。公園の芝しば生ふをはがして畑にして、芋いもを植えたり麦を植えたり……仕事は辛つらいけど、とりあえず最低限の衣食住は保証されていると、大だい道どう寺じと多た目めは宣伝しているけどね」

「なんで監視されているんだ？」

「逃げないようにだよ。食い物もらった分は働くのが義務だっていうことらしいけどね。働いた分、食い物がもらえるわけじゃない。仕事がきつくて自由が無いから逃げ出すやつが後を絶たないんだ。だから逃げられないように監視しているのさ」

「なんで、耕運機とかトラクターとかを使わないんだ？　ディーゼル燃料なら、あんなに一杯あるのに……」

　矢上は吐はき捨てるように答えた。

「燃料をそんなもののために使う気なんか無いのさ。燃料は全部軍用なんだ。農地は人間が手で耕すもの……いや、違うね。自分たちが楽をするために、代わりに働く人間を狩り集めて、銃で脅おどして耕させているんだよ……この国は」

「狩り集める？　あの人たちは最初からこのコミュニティにいた人で、役割分担しているんじゃないのか？」

　矢上は首を振った。

「最初から大道寺や多目と一いつ緒しよに動いていた連中は、ほとんどが兵士さ。一級市民様だよ。あの労働者は、強制徴ちよう募ぼ隊たいが連れてくるんだ」

「強制徴募隊？」

「ああ、強制徴募と言うとカッコイイだろう？　多目は英語で『プレスギャング』とか呼んでるけど。何のことは無い、開墾して畑を作らせるための人間を拉ら致ちして来るんだ。生き残った連中がコミュニティとかを作っているところを襲おそって、そこの人間を連れてくるんだ。

　文句を言うヤツとか反抗的なヤツは、容よう赦しやなく殺される……公開処刑で絞首刑さ……」

　矢上はそこで言葉を切ると、声を潜ひそめて言葉を続けた。

「あんたはこの国のことを何も知らないわ。治安が良くて、市場があって、品物が山のようあって、表向きは天国のように見えるけど……その正体は暴力と恐怖が支配する地獄のような国なのよ。

　三級市民の暮らしている居住区の入り口には、大道寺に逆らって絞首刑にされた死体が、見せしめのためにぶら下がっているわ。何人も何人も……三級市民は朝に夕に農作業に駆り出されるときと帰ってくるときに、その死体の前を通るのよ。

　拉ら致ちしてきた人たちを脅おどして働かせるそんな国が、天国であるわけが無いわ！

　この国はね、大だい道どう寺じや多た目めや一級市民を名乗っている連中が、自分たちだけが楽をして自分たちだけがやりたい放題のことをするためだけに作った国なんだ！」

「暴動とかは起きないのか？　人数からいえば、強制労働させられている三級市民の方が多いんじゃないのか？」

「銃突きつけられて、文句を言えるヤツはいないよ。それに……多目は密告を奨しよう励れいしている。不ふ穏おんな言動をするヤツを教えれば、多めに食料をもらえてポイントを稼かせげる。ポイントが多くなれば、二級市民になれて、パラダイスクラブにも行くことができるんだって……」

「パラダイスクラブ？」

　怪け訝げんな顔をする慎しん吾ごを見て、矢や上がみはため息をついた。

「あんた、肝心なことは何も聞いてないんだね……パラダイスクラブってのは、この国の特権階級だけが遊べる、クラブみたいなところよ。街のゲーセンから持ってきたゲームとか、ＤＶＤとか、酒とか食い物とか、女の子とか……そういった遊びのためのものを集めて遊べるようにしている場所よ。

　そこに行けば、美う味まいものが食べられて、女の子と遊べるってわけ。男の子連中は目の色変えてお互いを密告しあってるって話よ……とても暴動とか起こせるような様子じゃないわ。

　あいつらには共通の敵ってのがいないの、敵は大道寺や多目じゃなくて、自分の隣となりにいるヤツなのよ……中には、ここの暮らしは何も考えないで言うこと聞いてりゃ飯が食えるから、別に不満はない、みたいことを言うヤツもいるんだって……ほんと、男って馬ば鹿かばっか」

　最後に吐はき捨てるように付け足した矢上の言葉を聞いて、慎吾ははっとなった。

　その、慎吾の表情に気がついたのだろう、矢上は不思議そうな顔になった。

「なによ、私の顔に何かついてるの？」

「あ、いや、違うんだ、今の君の言葉を聞いて、ちょっと思い出した人がいたんだ……似ているなって」

　矢上は何かを言いそうになったが、視線を慎吾の背後に移すとびっくりしたように目を見開いて、あわてて手に持っていたレンズの割れたメガネをかけた。

「誰だれか来たのか？」

「さっきの警備兵……仲間を連れてる」

「わかった……俺おれと話を合わせろ……」

　慎吾は小声でそう言った後で、目の前にいたメンマの首輪を摑つかんで引き寄せ、その場にころんと転がして、お腹なかを撫なでながら大きな声を出した。

「見ろよ、肉付きがいいだろう？　柔らかそうだし、食うところも一杯ある。だからもうちょっと高く買ってくれよ！」

　矢や上がみは一いつ瞬しゆんびっくりしたように目を見開いた後で、慎しん吾ごの言葉の意味を知ったのだろう。大きく首を振って見せると、低い声でつぶやくように言った。

「食うところなんかねえぞ、瘦やせてる」

「触ってみろよ、大だい丈じよう夫ぶ、慣れてるから咬かみつかないって」

　慎吾がそう答えたとき、後ろから声がした。

「山やま梨なしから来た園その山やまってのは、お前か？　ちょっと話がある、俺おれたちと一いつ緒しよに来てくれ」

　振り向いた慎吾は、声をかけてきた警備兵たちが自分に向かって銃を構えていないのを見て、心の中でほっとため息をついた。

　──どうやら、不審者として捕まえに来たわけじゃなさそうだ。

「一緒にって……どこに？」

　警備兵は大統領府の建物を指差した。

「あそこだ。多た目めさんがお前に会って、山梨の様子とか詳しい話を聞きたいそうだ」

「今すぐか？」

　警備兵は黙だまってうなずいた。

　慎吾はやれやれだぜという顔をして見せた後で、目の前に置いてあったリュックを矢上の前に押しやった。

「ほらよ、代金だ、持って行け」

　その言葉に驚おどろいたのは、矢上ではなく慎吾を迎えに来た警備兵たちだった。

「おいおい、そのリュックの中、スパムとか自衛隊の缶詰とかが詰まってるんだろ？　ひと財産だぜ。いったい何の代金だよ」

　慎吾は笑いながら言った。

「信用の代金さ……よく言うじゃないか、損して得取れって……」

　その、慎吾の言葉を聞いた警備兵たちはお互いの顔を見合わせてから笑った。

「なんだそれ、聞いたこともないぞ。損は損だろうが」

「そうだよ、どうしたら得になるんだよ、馬ば鹿かじゃねえの？」

　慎吾は黙って肩をすくめると、振り返って矢上に言った。

「じゃあ、ちょっと行って来る。その犬、大事に食ってくれよな」

　矢上は黙ったまま、こくんとうなずいた。

「さあ、行くぞ、着いて来い」

　そう言って促した警備兵の後について歩き出した慎吾は、目の前に建っている大統領府の建物を見て思った。

　──小道具のニセ手紙は、無む駄だになったと思っていたけど、ちゃんと効果があったみたいだな。

　狙ねらい通り。これで、この西東京協和国を動かしている多目という男と会えるわけだ。

　この協和国は治安を確保して秩ちつ序じよを作り上げ、市場などの流通を確保している。それは間違いなく評価すべき部分だ。

　でも……あの矢や上がみと名乗った女の子は、この協和国は見せかけだけの国家だと断罪した。

　一握りの人間が、楽をするためにやりたい放題のことをするために、それだけのために作られた国家だと……。

　俺おれはまだこの国に来て数時間しか経たっていない。まだ見えていないものも一杯あるはずだ。

　だから、まだ軽々しく判断することだけは避さけなくちゃいけない。

　──まず、多た目めに会おう、会って話を聞こう。

　俺の仕事は目と耳だ。何でも見て何でも聞いて、それをファウンデーションの人たちに届けるのが俺の仕事なんだからな。













　　　第二章「協和国の主」







　二人の警備兵に連れられた慎しん吾ごが、大統領府という看板が掛かった建物の前まで来ると、そこに黒い上下の作業服を着た、少し年上の二十二、三歳の男が立っていた。

　その男は、慎吾の顔を見た後で、警備兵に聞いた。

「山やま梨なしから来たというのは、この男か？」

「はい、そうです。間違いありません」

　黒い作業服の男は慎吾の顔と全身を刺すような目で見た後で、警備兵に向き直った。

「ここからは、我々大統領警護隊が引き継ぐ、お前らは通常業務に戻っていいぞ」

「あ……はい……」

　何か言いたそうにして互いの顔を見ている警備兵を見て、大統領警護隊を名乗った黒い作業服の男は小さくうなずいた。

「そうか……忘れていた。お前らは別命を遂すい行こうした。この件については考こう課か表ひようにポイントを加点してやる」

「ありがとうございます！」

　嬉うれしそうに目を輝かがやかせて敬礼して去って行く二人の警備兵を見送って慎しん吾ごは思った。

　──人を評価するシステムを確立させ、評価に応じた利益を配分する……単純だけど、人の意欲やモラルをコントロールする方法としては、実に効果的だ。

　つまり、この西東京協和国という組織の兵士たちは、その辺のチンピラや無法者が集まっているただの武装集団じゃない。指揮命令系統によってコントロールされている、れっきとした軍隊というわけだ。

　大統領警護隊を名乗った黒い上下の作業服を着た男は、考え込んでいる慎吾を見て言った。

「ついて来い。多た目めさんはパラダイスクラブにいる……」

「パラダイスクラブって……遊べるところだって聞いたけど……どんなところなんですか？」

「名前のとおり、なんでもあるこの世の天国だ。電力が供給されているから、ゲーセンもあれば、クラブもある。美う味まい食い物もあれば、冷蔵庫で冷えたビールもあるぞ。今の時間なら、ちょうどショータイムだな……」

　男は、にやっと笑ってそう言うと、慎吾の前に立って歩き出した。

　パラダイスクラブというのは、五年前までは東京消防庁の航空隊が使っていた建物だった。大きな格納庫のシャッターの向こうから、ビートの効いた音楽が聞こえてくる中で、慎吾は簡単な身体検査を受けて、腰につけていたピストルを取り上げられた。

「この中には一切の武器の持ち込みは禁止だ……出るときに返す」

　男は簡単にそう説明すると、格納庫の脇わきにあるドアを開けた。

　広い格納庫の中央には円形のステージが作られ、その周りには椅い子すが並んでいた。

　ステージの頭上と周囲には赤いライトが点滅し、そしてステージの上では上半身裸の十七歳くらいの少女が数人、身体からだをくねらせて踊っていた。

　ステージの周りには少年たちが群がって、少女の胸を食い入るような目で見て喝かつ采さいを送っている。

　慎吾の視線は、一いつ瞬しゆん、ライトを浴びてゆれる少女の胸に吸い寄せられたが、あわてて視線をそらして、格納庫の中を見回した。

　中央のステージが作られているのは格納庫のほんの一部だけで、その周囲には壁で仕切られたさまざまな施設があるらしい。扉の間から、スロットマシーンのようなものや、ゲームマシンのようなものも見えた。

　──大型のディーゼル発電機を回して電気を供給しているんだろうけど……こんなことをやっていて燃料が持つんだろうか？

　そのとき、慎吾の前に黒い服を着た男が立った。

「多目さんがお呼びだ、こっちに来い」

　男についていったその先には二重のドアがあり、その奥にソファが置かれた小部屋があった。

　天てん井じようの低さと家具の配置から見ると、どうやらこの小部屋はどこからか持ってきたカラオケ用のコンテナハウスらしかった。

　小部屋のソファには、灰色のスーツを着て、メガネをかけた小柄な男が座っていた。

　年齢は慎しん吾ごよりも上の二十二、三歳というところだろうか。顔に微笑こそ浮かべているものの、メガネの奥にある目は冷れい徹てつな光を帯びていた。

　内側のドアは防音になっていたのだろう。ドアを閉めると、小部屋の中は急に静かになった。

　慎吾の顔を見たその男は向かいのソファを指差して、座れという仕草をした後で言った。

「よく来たな、まあ適当に座ってくれ……何か飲むか？　酒なら何でも揃そろってるぞ。缶ビールもある……五年もののビンテージだがな」

「あの……あなたは？」

　メガネの男は笑った。

「自己紹介が遅れたな。俺おれの名前は多た目め。多目祐ゆう介すけ……この西東京協和国の大統領補佐官をやっている……大だい道どう寺じがこの国を切り回していけるように、裏方をやっている男だよ……お前は園その山やま慎吾……山やま梨なしから商売に来た男……これに間違いないな？」

　慎吾はうなずいた。

「ええ、そうです。甲こう府ふのコミュニティから来ました。途中で立ち寄った勝かつ沼ぬまの村長から、大道寺大統領宛のお手紙を預かってきましたが……」

　多目はうなずいた。

「ああ、手紙は読んだ……しかし、俺の聞いた話だと、甲府は焼け野原になってしまっているという話だったが、ちゃんとしたコミュニティができているようだな……犬を飼うことができるほどの余裕があるとはな……甲府から、ここまで何日かかった？」

「三日です、途中で自転車を使いました」

「他ほかの街はどんな風だった？」

　慎吾は肩をすくめてみせた。

「どこも同じですよ、焼け跡に、白骨、飢うえと敵意……そんなところですね」

　多目は、矢継ぎ早に質問を続けた。

「五年前……お前はどこにいた？」

「五年前ですか？　ええ、俺は甲府の市内に住む中学二年生でした。サラリーマンの父と専業主婦の母と一いつ緒しよに暮らす、どこにでもいる普通の中学生でした。

　昨日と同じ今日、今日と同じ明日が来ると無条件に信じている、ごく普通の中学生でした……それがどうかしましたか？」

「あ、いや、気を悪くしないでくれ。我々には敵がいるのでね……勝沼の村長の親書を持ってきた君の身元は、まず間違いないとは思うが、私は心配性なのだよ」

　慎吾は怪け訝げんな顔で聞いた。

「ここはすごい武力を持っているじゃないですか。兵士の数も銃の数もハンパじゃない……ここにケンカ売ってくるグループがあるんですか？」

　多た目めは真剣な目でうなずいた。

「ああ、ある……前まえ橋ばしの連中だ」

　慎しん吾ごは目を丸くした。

「前橋？　前橋って……群ぐん馬ま県の前橋ですか？　あんな遠いところのコミュニティが攻めてくるんですか？」

「いや、攻めて来たことはない。しかし、やつらは前橋と大おお宮みやの間に列車を走らせて大宮に拠点を広げ、人を集めている……宣伝や口コミを使って、都内や埼さい玉たま県内の生き残りを自分のところに集めようとしているんだ。それを見過ごすわけにはいかない」

「列車って……鉄道を復活させたんですか？」

　驚おどろく慎吾を見て、多目は忌いま々いましそうにうなずいた。

「ああ、どうやら、やつらのところには鉄道関係に詳しい人材が揃そろっているらしい……戦力とは結局は人の数だというのがよくわかる」

「どっちが多く人を集めるか。人を多く集めた方が勝ちってことですか？　でも、いくら人を集めても満足に銃を使ったことも無いようなヤツじゃあ戦力にならないと思うんですけど」

「確かにお前の言うとおりだ……戦せん闘とうすることだけを考えればな。だが戦力というのは単に銃を持って戦える人間の数を言うのではない。その戦いを支える物資の量。これこそが本当の戦力なのだ……」

　多目はそこで言葉を切ると、右手の手首を回すようにして左右を指差した。

「この立たち川かわの陸上自衛隊の施設と、そこに隣りん接せつしている警視庁第八方面本部や海上保安庁などの建物や昭和記念公園を含む広大な地域は、五年前の災さい厄やくの際に緊きん急きゆう避ひ難なん所じよとして使われた。

　そのときに、ここに集まった子供たちが生き延びるために作り上げたコミュニティが、西東京協和国の母体となった。

　この立川防災基地には食しよく糧りよう庁ちようの備蓄倉庫も隣接しているし、自衛隊の立川駐ちゆう屯とん地ちの地下タンクには膨ぼう大だいな量のディーゼル燃料とヘリコプター用のタービンジェット燃料が備蓄されていた。……家族や家を失い、生きて行く術すべを持たない子供たちが、この防災基地に集められ共同生活を行うことになった。

　だが、世話をする大人たちが死んだその日から、生き残った子供たちは自分たちの力で生き延びねばならなくなった。

　この世を支配していた大人たちが死に絶えた後、この世界は俺おれたちの手にゆだねられた。

　そのとき、俺は考えたんだ。

　神様がリセットボタンを押してくれたんだ……とな。

　大人どもが振り回していた警察も法律も常識も、それこそありとあらゆるものが無くなったんだ。

　人を殺そうが女を犯そうが、物を盗もうが家に火をつけようが、誰だれも文句を言うヤツはいない。自由だ！　本当の自由だ！　俺おれたちには何でもできる！

　それに気がついたとき、この世界で唯一頼たよれるもの、それは力だ……とな。

　……とはいえ、見てのとおり、俺のようなひ弱な人間に荒事は無理だ。だから、八はち王おう子じを中心とした少年グループの連合を率いていた大だい道どう寺じとその仲間に協力を申し入れた。どうやって生きていけばいいのか、それは俺が考える。だから俺の言うとおりに動いてくれ。俺の言うとおりに動けば、好きなことは何でもできる理想の国家を作ってやる……とな。

　俺は真っ先に、この立たち川かわ駐ちゆう屯とん地ちの武器を、そして次に横よこ田た基地の米軍の武器と弾薬を押さえた。何台ものトラックに山のように積んで、ここに運び込んだんだ。その武器で俺たちは理想の国家を作りあげたんだ」

「独立国をつくろうなんて、普通の人には思いつきませんよ、本当にすごいですね……」

　感心したように両手を広げた慎しん吾ごを見て、多た目めは、わが意を得たり、という風にうなずいた。

「五年前、燃え上がる東京の街を見て俺は思ったんだ。日本という国は消えた……日本を一つにまとめていたものはすべて消えた。法律も常識も世間も交通機関もマスコミも、ネットもケータイも、人々を結びつける文明のネットワークはすべてリセットされた。日本は江戸時代……いや、戦国時代に戻ってしまったんだ……とな」

「戦国時代ですか……確かに、地域の治安を維持し、コミュニティを取りまとめ統治する。という考え方は戦国大名と同じですね」

「まあ、戦国時代と違うのは、馬の代わりに自転車やバイクやトラックに乗っているってことと……京都に上じよう洛らくして征せい夷い大将軍の称号を貰もらう必要が無いってところだけどな……」

　多目はそう言って笑った後で、何かに気がついたように目を見開いた。

「何か飲み物を持って来させよう……何がいい？　ビールか？　ウィスキーもブランデーもあるぞ」

「あ、いえ……酒はちょっと……コーラとかサイダーがあればそれをいただけますか？」

　首を振った慎吾を見て笑った多目の目が、すっと細くなった。

「ずいぶん真ま面じ目めだな……未成年だろうが何だろうが、もう文句を言う大人はいなくなったんだぞ……それとも何か？　お前は大人のいるコミュニティで育ったのか？」

　慎吾は内心の動揺を顔に出さないように努力して、あっさりと答えた。

「いや、単にアルコールに弱いだけなんですよ……俺。舐なめただけでぶっ倒れちまうんで……それにしても。ここには何でもそろってますね。この建物が使っている電力だって、食い物だって、いまどきこんな贅ぜい沢たくな生活ができる場所なんかどこにもありませんよ」

　慎吾の言葉を聞いた多目は気分がよさそうに笑った。

「いや、通貨が通用しない、物々交換しか成り立たないような経済活動をやっているようじゃ、まだ国家とは呼べない。だが、もうすぐだ。俺おれたちの力がもっと強くなれば、西東京協和国の中だけで通用する通貨を持つことができる。

　このパラダイスクラブの中だけで通用する通貨を使っているが、そのうちにこれを外でも使えるようにするつもりだ。

　ここを維持する電力と燃料は貴重だが、それは必要なコストだ。兵士どもに、俺たちの言うことを聞いていれば楽しい思いができるということを教えておく必要があるのさ。

　人間を動かしているのは、つまるところ暴力と欲望だ。だから、人間をコントロールしたければ、この二つをコントロールすればいいんだ」

「ローマ帝国の皇帝と同じというわけですか……大衆には常にパンとサーカスを与えよ、というやつですね」

　多た目めは、少し驚おどろいたように目を見開いた後で、にやっと笑った。

「ほう……お前は結構インテリだな」

「いや、本で読んだことの受け売りですよ」

「正確に言うなら、パンとサーカスじゃなくて、パンとセックスだ。つまり食欲と性欲だ。人間というのは常に食い物とセックスを求めて生きている。これを与えてくれるものに従う生き物なのさ……」

　そう言った後で、多目は疑うような目で慎しん吾ごを見た。

「……しかし、五年前、お前はまだ中学生だったはずだ。中学生の知識レベルで、パンとサーカスなんて言葉が出るとは思えない……つまり、その知識はこの五年の間に得たものだ……五年前の災さい厄やくから生き延びた人間にとって、この五年間は生きていくだけで必死だったはずだ。本を読む余裕なんか無かったはずだ」

　多目の目が光った。

「お前は、今までに会ったどの人間とも違う……妙なんだ。この五年間、俺が出会った人間は、みんな自分のことだけで精一杯だ。他ほかの街がどうなっているのかとか、他の連中はどうしているのかとか、そんなことに興味を持つヤツはいなかった……いや、興味はあっても、自分の目で確かめよう、なんて余裕があるヤツはいなかった……お前はどこから来たんだ？」

　慎吾は驚いてみせた。

「どこからも、何も、甲こう府ふからですよ。ここと同じように生き残った人が集まって運営されているコミュニティです……余裕があるとか、そんなことはありません。

　ここと違うところと言えば……そうですね、甲府のコミュニティのメンバーは、家が農家だったり農業高校や工業高校出身者が多かったので、とりあえず自給する知識があったのと、構成員の数が多すぎもせず少なすぎもせず、という点だけだと思います」

　しかし、慎吾の言葉を聞いても、多目の疑いを含んだ視線は変わらなかった。

　その目を見て、慎吾は考えた。

　──否定するだけじゃダメだな。こっちからこの男の疑念を迎え入れて、その上で実証して見せないと、こういう人間は疑いを解かないだろう。

　慎しん吾ごは笑いながら聞き返した。

「……もしかして、あの噂うわさを信じているんですか？　五年前のあの疫えき病びよう騒さわぎのとき、日本政府や要人が松まつ本もとに移転したって噂……」

　多た目めは驚おどろいたように目を見開いてからうなずいた。

「あ、ああ、いや、雲を摑つかむような根も葉もないデマなら内容は違ってくるだろうが、色々なところから同じような話をいくつも聞いていたからな……」

　慎吾はうなずいた。

「俺おれも聞いたことがあります。松本には生き残った自衛隊の精鋭部隊に守られた、平和で豊かな日本がそのまま残っている……って噂ですけど、それは……きっと願望なんですよ……生き残った人たちの共通の夢なんです。どこかに、こんなひどいことになっていない街がある。五年前と同じ生活ができる街がある。そこには大人たちが生き残っていて、いつか助けに来てくれる……そう思い込みたがっているんです」

「そうか……そうだな。そう言われてみればそのとおりだ。もし、本当に日本政府が……この国を動かしていた大人たちが生き残っていたなら、もっと早く行動を起こしているだろうしな」

「そうですよ。もし、本当に自衛隊とかが残っていたなら、とっくにヘリコプターや飛行機を飛ばして、東京がどうなっているか確認に来たはずです。この五年間、空を飛ぶヘリコプターや飛行機を見たことがありますか？」

　多目は首を振った。

「いや、ない。確かにお前の言うとおりだ。この五年間、東京の空を鳥以外の物が飛ぶのを見たことは無い……そうか、やはり、松本に日本政府が残っているというのはデマだったのかもしれんな」

　難しい顔のまま考え込んだ多目に、慎吾は聞いた。

「そういえば……さっき、銃を持った監視員に見張られた男たちが、列を作って歩いて来るのを見ましたけど……あの連中は犯罪者か何かなんですか？」

「いや、犯罪者ではない。この国では犯罪者は軍事法廷で裁かれ、即座に公開処刑される。あの連中は三級市民だ。要するに知識も技能も持っていない連中だ。

　原付バイクや、機械類の修理やメンテナンスもできない。焼け跡や廃はい墟きよの街から食料を調達してくることもできない。銃を扱って戦うこともできない。世の中がこうなる前は消費者としてお客様のままで生きてきた連中だ」

　慎吾は首をひねってみせた。

「でも、それって仕方が無いんじゃないのかな？　だって、俺だって何も知らない何もできないただの人間ですよ。俺も三級市民の仲間入りですね」

　多た目めは笑いながら首を振った。

「いや、お前には才覚がある。お前はレートの高い肉類の缶詰だけを背負って来たそうだな。それ一つ見てもわかるが、お前には洞察力がある。才覚というのは、その先を読む能力だ。

　人間は大きく二つに分けることができる。使われる人間と、使う人間だ。

　どうしていいのか何をしていいのかわからない。自分の頭で考えることをせず、偉い人、上の人の言うことにさえ従っていれば、平和な毎日が過ごせるという価値観しか持ってない馬ば鹿かは、指図してやらねば何もできんのだ。

　どうすればいいのか何をすればいいのか、それを考えて先を読んで行動を起こせる、俺おれやお前のような人間は彼らに指図するために存在するのだ。

　何も考えない連中は、羊のようなものだ。別に銃で脅おどす必要も無い。ただ、俺たちに従っていれば利益があるのだと教えておけば不満は持たない……」

　多目は笑いながら両手を広げてみせた。

「俺は死んでいった大人たちに心から感謝している……そう、心からね。

　従順で権威を盲信し、誰だれかに頼たよって楽をすることしか考えていない、まさしく使われるためだけの人間を作り上げ、そして残しておいてくれた大人たちにな……」

　慎しん吾ごはつぶやくように答えた。

「でも……丸っきりの馬鹿で無知な人間ばかりじゃないでしょう？　いろんな知識を持っている人もいっぱいいると思うんですけど……」

　多目はうなずいた。

「ああ、確かに、あの三級市民に分類された人間の中にも、知識を持っている人間はいる。たとえば銃についても、初速や重量、装弾数、そういったスペックを暗記しているヤツも大勢いるだろう。だが、そんなマニア知識は、本に書いてあったデータの数字を暗記しているに過ぎない。

　数字を知りたければ、データを書いた本を読めばいい、そっちの方が正確だ。それを覚えているだけの人間は不必要だ。

　銃の構造を熟知し、清掃、手入れなどのメンテナンスや修理ができる知識を持っている人間。たとえ銃を扱ったことは無くとも、機械類の基本的な取り扱い方を知っている人間。実際にそれができる……つまりは知識を現実にリンクできる人間。我々が評価するのは、そういう人間だ」

「そうでない人間は単純労働者として強制労働させる、というわけですか？」

　多目は、慎吾の言葉の中にある棘とげに気がついたのだろう、にやっと笑ってみせた。

「非難される筋合いは無いな。なぜなら、俺たちがやっていることは、五年前の日本の国がやっていたことと……大人たちがやっていたことと変わらん。

　人間はその能力と技能に応じて評価され、扱われるだけのことだ。

　世界がこうなってしまった今、何かを作り出すことのできぬ者、単なる消費者としてしか生きていけない人間を評価する理由は無い……違うかね？」

「愚おろかで無能な者は、生きていてはいけないということなのですか？」

「いや、勘かん違ちがいしないでくれ。我々は無む慈じ悲ひな圧制者ではない。たとえどんなに愚かで無能な者であっても、生きていく術すべは用意してある。この国では、愚かで無能な者であっても、従順で有能な者に奉仕することができれば、食料をもらう事ができるのだ。

　ここの隣となりには広大な緑地がある。昭和記念公園だ。そこを畑にすれば、より多くの人々を養うことができるだろう。我々はそのための労働者を常に必要としているのだよ。

　五年前、東京の人口は一千万人いた。

　しかし、五年前の災さい厄やくのときに、東京の街を大火が襲おそった。杉すぎ並なみ区、世せ田た谷がや区は、もはや何も残ってはいない。北西の季節風に煽あおられて燃え広がった火災は三日三晩続いた。そして燃えるものをすべて燃やし尽くして火災が鎮ちん火かしたとき、そこには、ただ黒い焼け野原が残っているだけだった。

　疫えき病びようで八割が死に、さらにあの火災の中で何人生き残ったのか、それはわからない。地方に逃げた者も多いだろう。でも、東京に生きていた人間の全部が全部消えてしまうわけが無い。東京の中には、少人数のコミュニティを作って生き延びている連中がいる。我々はそういった連中を呼び集めているんだ。

　人の力を結集しなければ、この世界を生き延びていくことはできないからな。我々は、この立たち川かわを中心として、再生への道を歩みだそうとしているんだ。再生と生産の道をな」

　自分に陶とう酔すいしたかのように延々としゃべる多た目めを遮さえぎることなく、慎しん吾ごは黙だまって聞いていた。だが、その自分勝手な言い草を聞いているうちに、皮肉の一つも言いたくなった。

　──言えば、気を悪くするかもしれない。

　慎吾は一いつ瞬しゆん迷った。しかし、自分の気持ちを抑えることはできなかった。

「銃を持っている兵士は、何を生産しているんですか？」

　慎吾の皮肉を、多目は笑いながら受け取った。

「治安だよ。彼らは社会を構成するもっとも大事な基盤を生産しているんだ。殺されない、品物が奪われない、安心して生きていくことができる、この空間をね。

　治安というのは、結局は銃と暴力でしか維持できないのだよ。法律にはなぜ罰ばつ則そくがあるのか、その理由を考えたことがあるかい？　もし、法律に罰則が無ければ……どんな罪を犯しても、罰金も懲ちよう役えきも科せられないとしたら、人間は法律を守ると思うかね？」

　黙りこんだ慎吾を見て、多目は勝ち誇ったように言った。

「……そういうわけだ。暴力の否定なんてのは、おためごかしに過ぎない。平和ってのは、大きな暴力によって個人の暴力を押さえつけることができて、初めて成立するんだ。

　俺たちは銃で、逆らう連中、やりたい放題のことをやっている連中を片っ端からぶっ殺した……俺おれたちに逆らうものがいなくなったから、今、この西東京は平和なんだ。

　俺たちは正しいことをやっている。この地上に秩ちつ序じよを取り戻し、それを維持しているのは俺たちなんだからな。

　まあそれはそれとして、お前がスパムの缶詰や自衛隊の食料といった貴重な品物を持ってきてくれたことに感謝する。お前の納めた税金は兵士の栄養と士気を支えるために役立たせてもらう。

　その礼と言ってはなんだが。ホテルに部屋を用意した。温水シャワーが使える最高級の部屋だ。今夜はそこで休むがいい」

「ありがとうございます……」

　慎しん吾ごは神妙な言葉を口にした。

　しかし、胸の奥では多た目めの言っている言葉に精一杯の反論を加えていた。

　──強者が弱者から搾さく取しゆするという構造は、確かに五年前まで大人たちがやっていたのと同じことなのかもしれない。

　法律に罰ばつ則そくが無ければ、人は法律を守らないというのは真実だろう。あんたたちがやりたい放題のことをやっていた無法者の連中をぶっ殺して、秩序を回復させたというのも事実だろう。でも、その秩序によってもたらされた利益は誰だれのための利益なんだ？

　いくら無法者を放ほう逐ちくしたって、それは収奪者が新たな無法者に取って代わっただけで、弱い者の収奪の上に強いものが君臨する構造はまったく変わっていないんじゃないのか？

　だが、慎吾はその心の声を口に出すことは無く、社交的な微笑ほほえみの後ろに隠したまま頭を下げた。

　神妙に頭を下げる慎吾を見て、多目は余裕たっぷりにうなずいた。

「ああ、遠方からの客は……大切な情報源だから大切にしないとな……それと、お前はなかなか頭がいい。見た目と違って頭の回転も速そうだし知識もある。もし、お前が希望するなら、俺の配下に加えてやってもいいぞ、参さん謀ぼうにならないか？」

　慎吾はあいまいな微笑を浮かべて首を振った。

「お気持ちはありがたいんですけど……山やま梨なしで仲間が待ってますので。とりあえず買い物を終えたら帰らなくちゃいけないんです……すいません、約束したものですから、とりあえず約束は果たさないと……」

　多目は小さく肩をすくめた。

「そうか、まあいろいろ義理もあるだろうから、無理にとは言わん。だが、お前を見込んだというのは本当だ。気持ちが決まったらいつでも来い……ここの払いは俺が持つ。楽しんでくれ……そして、ここの素晴らしさをとくと味わってくれ……味わえば気持ちも変わるかもしれんからな」

「重ね重ね、恐れ入ります」

　慎しん吾ごはそう言うと、多た目めのいた小部屋から退出した。

　二重ドアの外では、相変わらず派手な音楽が鳴り響ひびき、赤いスポットライトが点滅していた。

　目の前に立っていた黒服の男が、笑いながら慎吾に札束のような物を差し出して言った。

「多目さんからのプレゼントだ……」

　それは、どうみても一万円札の束にしか見えなかった。

「これを、どうしろと？」

　黒服の男は札束の中の一枚を抜いて慎吾に見せた。

　よく見ると、それはただの一万円札ではなく、何か赤い模様のようなものが上から印刷されているようだった。

「よく見ろ。ここに赤く、西東京協和国金券と印刷されているだろう？　こいつは、このパラダイスクラブの中だけで使える金券だ。酒を飲むのも、メシを食うのも、女遊びをするにも、この金券で支払うことができる。大事に使うんだな」

　黒服の男はそう言うと、慎吾に札束を押し付けて去って行った。

　──もらったはいいけど、これはどうやって使えばいいんだろう？　腹が減っているから何か食いたいとは思うんだけど、値段がわからない。

　慎吾が金券の束を持ったままきょろきょろあたりを見回していると、後ろから女の子の声がした。

「あら、すごい大金じゃない。どうしたの？」

　見ると、そこに白い薄うす手でのブラウスに黒いフェイクレザーのミニスカート姿の化粧した女の子が立っていた。

　慎吾はその子に見覚えがあった。

　──そうか、この子はさっき正門で警備兵と話をしていた子だ。

　慎吾はその女の子に笑いかけた。

「いやあ、多目さんから貰もらったんだけど、俺おれはここに来るのが初めてでね。どう使っていいのかわからないし、値段もわかんないので、困っていたんだ。教えてくれない？」

　慎吾の言葉を聞いた女の子の目に狡こう猾かつそうな光が宿った。

「ええ、いいわよ……私を指名してくれれば何でも教えてあげる。指名料は……そうね五枚でいいわよ」

「五枚って……一万円札五枚のこと？」

　女の子は笑った。

「金券は元の一万円札だけしか使ってないわ、だから枚数で数えるのよ」

「ああ、そうか、まだ束の中を見ていなかった……はい、じゃあ五枚ね」

　慎吾が手に持った束から五枚を抜いて女の子に差し出すと、女の子はちょっと驚おどろいたように目を見開いた後で、つぶやくように言った。

「……ここに来たのが初めてってのは、本当みたいね。まあいいわせっかくだから貰もらっておくわ」

　女の子はそう言って慎しん吾ごの差し出した金券を受け取ると、手て馴なれた動きで小さく折りたたむとスカートのポケットに差し込んだ。

「えーと、案内してもらう前に、ちょっと腹が減ってるんだ。何か食べる場所があればそこを教えてくれないか？」

　慎吾の言葉を聞いた女の子はにっこり笑うと、右手の奥を指差した。

「あそこがクラブになっているのよ。あの奥には小部屋があって、時間単位で貸切れるの。女の子と話がまとまれば、いつでも使えるわ……」

　そして、女の子はコケティッシュな微笑を浮かべて付け足した。

「……あと三枚追加してくれれば、一時間、好きなことしてあげるわよ……どう？」

　慎吾は笑いながら肩をすくめてみせた。

「今日は一日歩き回ったんで、疲れちゃってね。腹も減ってるし。また今度にするよ」

　自分に魅み力りよくが無いと言われたような気がしたのだろう。女の子は不ふ機き嫌げんそうに答えた。

「あら、そう、あんたがそういうなら別にいいけど」

　慎吾はあわてて金券を一枚差し出して言った。

「そっちのサービスじゃなくて、俺おれと一いつ緒しよにメシを食って話し相手になってくれるなら、一枚追加するけど、どう？」

　女の子の顔がぱっと輝かがやいた。

「え？　なに？　あんたの話し相手になるだけで一枚くれるの？　うん、いいわよ！」




　クラブというのは、どこかの焼け残ったスナックあたりから運び込んだような赤いビロードのソファが並べられた薄うす暗ぐらい場所だった。

　慎吾の向かいに座った女の子はアケミと名乗った。

　最初、慎吾の隣となりに座ると言ったのだが、慎吾はメシはゆっくり食いたいからと言って断ったのだ。

　出てきた食事はスパゲティだった。

　乾かん麵めんをゆでてサバの水煮の缶詰を混ぜ合わせトマトソースで味をつけただけのものだったが、どっちも五年たった今では貴重な食材だった。

　向かいの席で、おいしそうにスパゲティを食べているアケミに慎吾はそれとなく聞いた。

「ここでの暮らしって、どう？　毎日が楽しい？」

　アケミはケラケラと笑ってうなずいた。

「楽しいに決まってんじゃん。だってさ、毎日美お味いしいもの食べて、遊んで暮らせるんだよ。そりゃあ、中には嫌いやな客だっているけどさ。ときどきあんたみたいな、何もしなくてもお金くれるような人もいるし。ここに来る前の暮らしに比べれば天国よ」

「ここに来る前はどこにいたの？」

「三み鷹たかよ……焼け跡ほじくったり畑作ってイモ植えたり、生きていくだけで精一杯の生活だったわ。あの頃ころに比べれば、ここでの暮らしは最高よ。電気も水道も使えるし、大だい道どう寺じさんには本当に感謝しているわ」

「みんなはどうなんだろう？」

　アケミは怪け訝げんな顔になった。

「みんなって？　兵士の人や、大道寺さんの部下はみんな楽しんでるわよ？」

「いや、だからさ、三級市民の連中とか……」

　アケミは鼻で笑った。

「はん！　あんな連中はどうでもいいじゃない。あいつら動物みたいなものよ。時々ポイントためて遊びに来るやつがいるけど、がっついていて本当に餓うえた犬みたい。

　話をしても、馬ば鹿かみたいに昔はよかったみたいなことを繰くり返すばっかりで、ちっとも頭よさそうじゃないし。ここでギャングどもから守られているから生きていけるんだわ。外に放り出されたら遅かれ早かれ、殺されちゃうような連中よ。

　そう考えれば、あの連中にとって、ここでの暮らしは幸せなんじゃないの？」

「そうか……」

　慎しん吾ごは考え込んだ。

　──確かに、この子の言っていることにも一理ある。

　自力で生き抜いていく能力が無い人間。自分で判断することもできない、応用力も無い人間にとって、今の日本は生き延びることすら難しいだろう。

　そういった人間には「なにをすればいいのか」を教える人間が必要なんだ。

　だとしたら、多た目めのやっていることは間違いじゃない。

　──でも……何か違和感がある。

　この協和国という集団には納得できない部分がある。それが何なのかよくわからないけど、俺の中にある何かがこの集団を否定したがっている。

　そのとき、アケミの声が慎吾の思考を中断させた。

「何を考えこんでるのよ。暗いわよ、あんた。そういうときは遊んじゃえばいいのよ。ねえ、ゲーセン行かない？　一枚あれば、コイン五十枚もらえるわよ」

「ゲーセンか……そういえば、ここ五年ばかりやったことないな……やってみるか！」

　慎吾はそう言うと、ソファから立ち上がった。




　慎吾が多目から貰もらった金券を使い尽くして、パラダイスクラブを後にしたのは、それから三時間ほど過ぎた頃だった。

　外はすっかり日が落ちていたが、立たち川かわ駐ちゆう屯とん地ちの中にはいくつもの蛍光灯が点ともっていた。

　五年前に比べれば、その灯あかりは実に心細い、頼たよりない光だったが、それはここにエネルギーがあることの証明だった。

　多た目めが言っていたホテルというのは、立川駐屯地に隣りん接せつして建てられていた警視庁第四機動隊の寮りようのことだった。

　コの字形をした建物の中には大浴場や食堂があり、ポンプでくみ上げた地下水をボイラーで沸かしているのだろう。多目の言ったとおりシャワーからはいくらでもお湯が出た。

　大浴場で今日一日歩いた汗と埃ほこりを洗い流しながら、慎しん吾ごは思った。

　──やっぱり、インフラってのはすごいな。シャワーのコックをひねっただけで、お湯が出ることがこれほどありがたいなんて、五年前なら思いもしなかった。

　五年前の俺おれは、それは当たり前のことで、あるのが当然で、そんなものに感謝なんかするヤツは、馬ば鹿かだと思っていた。

　昨日と同じ今日。今日と同じ明日。それが永遠に続くと信じていた。本当にそうなんだろうか？　と疑うヤツがいたら、きっと声を上げて嘲あざ笑わらっただろう。

　自分が信じていることに、何の根拠も無いことすら考えずに……。

　身体からだを流れ落ちてゆくお湯の筋を追っていた慎吾の目が、肩と腕に残るいくつもの傷跡に留まった。

　痛くなかった、だが、その傷跡が呼び覚ます記き憶おくの中の傷跡のうずきは止まらなかった。

　銃声と女の子の悲鳴と窓ガラスの割れる音。

　夕ゆう闇やみの中に光る金属バットとナイフ。

　手足を奇妙な形に捻ねじ曲げたまま、血ち溜だまりの中に倒れた先輩。

　そして、炎に照らされた白い肢体……。

　──あのとき、俺はあいつのために戦おうとした。

　でも、その勇気は遅かった。

　人間ってのは、失ってから初めてその大切さに気付く生き物なのかもしれない。

　慎吾は後悔を振り払うかのように大きく首を振って湯を振り払い、髪の毛を搔かきあげた。

　──あの……矢や上がみって子……死んだ善よし美みに、どっか似てたな……。




　ホテルに使われている寮の部屋は、もともと四人部屋だったものを、隔かく壁へきで区切って個室化したもののようだった。

　ベッドの上には、洗せん濯たくされ、ぱりっと糊のりの利きいた清潔そうな白いシーツが敷しかれ、その上には同じく洗濯糊の利いた白いカバーをかけた枕まくらが置かれていた。

　至れり尽くせりの設備に感心するのと同時に、慎吾は思った。

　──これだけの設備とサービスを維持するために使われている労力はどれくらいのものなんだろう？

　きっと、多た目めとかは、こういったサービスを当然のものとして受け取っているのだろう。確かにこの国はこの世の天国かもしれない……そう、特権階級にとっては。

　シーツが敷しかれたベッドに横になり天てん井じようを見上げた慎しん吾ごの脳裏には、夕日を背に疲れ果てた姿で歩いていた少年たちの隊列の光景が浮かんだ。

　──ギャングどもに殺されたり物を奪われたりしない、平へい穏おんで最低限の衣食住が保証されている今の環境は、何も考えずに言われたことだけをやっていればいい。そう考える人間には確かに何の不満もないだろう。

　生きていけるだけで幸せなら、それでいいだろう。何かを望むことも、何かをすることも考えず、今日と同じ明日、明日と同じ明後日を繰くり返しても構わない。今だけしか見ないで生きていける人間なら、それは幸せな世界だろう。

　──でも、そう思わない人間にとって、この国は地獄だ。なぜなら、この国に未来は無い。

　人間は望みが持てるから幸せなんだ。何かを成し遂とげることができると信じられるから楽しいんだ。

　慎吾の脳裏には、夕方に見た兵士に監視されながら歩いている三級市民という名前の労働者の疲れきった無表情の顔が浮かんでいた。

　慎吾は大きくため息をつくと、もう一度目を閉じた。

　清潔なシーツの匂においと罪悪感にも似たどこか後ろめたい感触が、慎吾を包んでいた。













　　　第三章「協和国の闇」







　次の日も天気は快晴だった。

　ホテルを出た慎しん吾ごの顔を、初夏の風が撫なでて通り過ぎていく。

　西の地平線のあたりに見える奥おく多た摩まの山の稜りよう線せんの上に、綿をちぎったような白い積雲が並んで浮かんでいる以外に、雲らしい雲は無い。

　──今日も暑くなりそうだな。

　空を見上げた慎吾がそんなことを考えたとき。すぐ脇わきで犬が吠ほえる声がした。

　見ると、そこにメンマを連れた矢や上がみの姿があった。

　慎吾は思わずメンマに駆け寄ると、しゃがみこんでその頭を撫でた。

「なんだ、食われていなかったのか、お前……」

　自分よりも先に犬に話しかけた慎吾を見て、矢上はレンズが割れた変装用のメガネを外すと腹を立てたような口調で言った。

「食うわけないじゃない！　大事にしろって言って私に預けたのはあんたでしょうが！」

　メンマを撫でながら、慎吾は答えた。

「昨日の夕方、俺おれが『大事に食え』って言ったら、君はうなずいたじゃないか」

「そ、それはそうだけど……」

　慎吾は立ち上がると矢上の方に向き直った。

「こいつとはずっと一いつ緒しよに暮らしてきたんだ……食わないでくれてありがとう……」

　笑って頭を下げた慎吾を見て、矢上は驚おどろいたように目を見開いた後で、つんと横を向いた。

「人を見損なわないで！　食べるわけ無いじゃない！　私だって、犬は大好きなんだから……」

　矢上はそう答えると、自分の後ろに置いてあったリュックを持ち上げて、慎吾の足元に置いた。

「それと……はい、これ、あんたのリュック。クソ重いから持って歩くのが一苦労だったわ……中のスパム一個だけ交換させてもらったわ。昨夜ゆうべの宿代と、ワンちゃんと私の夕食代にしたの……それくらいならいいでしょ？」

　慎吾は感心したように首を振った。

「いやあ、全部君に持って行かれてもいいかと思ってたんだけど……君、意外と善人みたいだね」

「意外とってのは余計だ！」

　矢上はそう言って慎吾をにらんだ後で、ほっと肩の力を抜いた。

「……善人ってのは、あんたにそっくりお返しするよ。昨日の夕方、市場でそのリュックを渡されたときに思ったんだ。こいつは馬ば鹿かだって。

　頭は回るかもしれないけど馬鹿でお人よしで甘ちゃんだって。……でね、自分より馬鹿でお人よしで甘ちゃんの人間を平気で裏切れる人間ってのは、どうしようもないクズだけさ。

　今の世の中はそのどうしようもないクズじゃなきゃ生きていけないのかもしれないけど、私は嫌いやだ。クズになりたくない……まあ、そういうわけよ……」

　矢や上がみは手に持っていた変装用のレンズが割れたメガネをかけると、慎しん吾ごに右手を差し出した。

　慎吾はその右手をそっと握り返した。

　その柔らかな握り方を感じたのだろう、矢上の顔が少し赤くなった。

　握手を終えた矢上は厳しい表情に戻った。

「これで、昨日の借りは返したわよ。私はこれからもう少しやることがあるから、ここでお別れね。あんたがどこから来たのか、なんとなくわかっちゃったけど、まあいいわ。私たちには関係ないから……じゃあね」

　矢上は慎吾の足元にいるメンマに向かって小さく手を振ると、くるりと背を向けて歩き出した。

　その細い背中に向かって、慎吾は聞いた。

「あの……一つだけ聞いていいかな？　君は前まえ橋ばしから来たの？　それとも大おお宮みや？」

　一いつ瞬しゆん、矢上がぴょんと飛び跳ねたように見えた。

　そのまま、くるりと振り返った矢上は、だだっと慎吾の所に駆け戻ってきていきなり飛びついた。

　そして慎吾の口を両手で塞ふさぎ、血相を変えて押し殺したような声で言った。

「なんてことを口走るのよ！　あんた、本物の馬鹿？」

　自分の口を押さえている矢上の手を外して、慎吾はにやっと笑ってみせた。

「……やっぱりそうだったんだ……ねえ、前橋と大宮のコミュニティって、どんな感じ？　こことは違うの？　教えてくれないかな」

　矢上は目を見開いた後で、憎らしげに慎吾をにらみつけた。

「あんたって、性格最悪！」

「さっきは馬鹿でお人よしで甘ちゃんだとか言ってなかったっけ？」

「前言撤てつ回かいよ！　そのいかにも人がよさそうな顔の奥にある、あんたの本性がよーくわかったわ！」

　矢上はそう言うと、あたりを見回して会話が聞かれていないかどうか確かめた後で、いきなり慎吾の手をぎゅっと摑つかんで歩き出した。

「ここは人目がある……どっか別のところで話すわ、こっちに来なさい！」

　慎吾が引っ張って来られたのは、市場が開かれている格納庫の隅に置かれている、壊こわれたヘリコプターの機体の陰だった。

　あたりを見回した矢や上がみは声を潜ひそめて慎しん吾ごに言った。

「交換条件よ……私の正体を教えるわ、だから、あんたもどっから来たのか、何をしようとしているのか、正体を教えて。それなら条件は対等でしょ？」

「いや、正確に言うなら対等じゃないな」

「え？　なんで？」

　慎吾は笑いながら説明した。

「俺おれには隠し事は無いからね。俺は正面から正々堂々と入って来たから、疑われても言い逃れることはできる。でも、君の方は隠し事が多すぎる。正体がバレたらまず言い逃れができない。君の方が不利なんだ」

「そ、それはそうだけど……」

「じゃあ、試しに、ここで『スパイがいるぞ！』と、大声で叫んでみようか？　困るのは君か？　それとも俺か？」

　矢上は慎吾をにらんだ。

「わかったわよ！　私の方が不利だわ……で？　だからどうしろって言うのよ」

　慎吾は真ま面じ目めな顔で矢上を見つめた。

「悪いことは言わない。さっさと帰った方がいい。女の子が男の振りをして紛れ込むなんてのは、どう考えても無理がありすぎる。確かに君は体形も言葉遣いも女っぽくないから、今までごまかせたんだろうけど。ここの管理体制を甘く見ない方がいい。あの多た目めというヤツは、一ひと筋すじ縄なわじゃいかない相手だ」

　矢上の眉まゆ毛げが吊つり上がった。

「なによ、えらそうに！　つまり、あれ？　女は出てくるな、引っ込んでろって言いたいわけ？」

「ぶっちゃけて言ってしまえば、そういうこと。女の子には女の子なりの情報収集の方法がある。わざわざ男に扮ふんしなけりゃできないようなことをやるのは愚ぐの骨頂だ……」

　慎吾はそこで言葉を切ると、もう一度真剣な目で矢上を見てから言葉を続けた。

「そもそも自分の弱みを握っている男の腕を摑つかんで、人目につかないところに引っ張り込むってのはどういうつもりだ？　たとえ何をされても、君は人を呼ぶことも大声も出せない状態なんだぞ。それを考えろ。君には隙すきがありすぎる！」

　矢上は慎吾から目をそらせると唇を尖とがらせてつぶやくように言った。

「…あんたはそんなことする人じゃないって思ったからよ」

「だから、甘いんだ。なぜ、そんなことがわかるんだ？　……この世界には、もう法律も警察もないんだ。俺だって男なんだぞ」

　矢上は怒ったように慎吾をにらんだ。

「わかるわよ、それくらい。だって……最初に私を助けてくれたとき……私が、あんたに摑まれた手が痛いって言ったとき……あんたは、ごめんって謝って、手を離はなしてくれたじゃない」

「え？　いや、だって、それは当然じゃないか、相手が痛がっているんだし……」

　思わず言い返した慎しん吾ごの顔を見て、矢や上がみは笑った。

「それを、当然だって思える男だから、大だい丈じよう夫ぶだって思ったのよ……」

「……なんとなく、馬ば鹿かにされているような気がするな……」

　むっとしたような顔つきになってつぶやいた慎吾を見て、矢上はあわてたように首を振った。

「違う！　何で男ってそんな風に考えるのよ！　力ずくで女の子に言うこと聞かせる方がカッコイイとか思ってるの？　そんなの最低だよ、男が勝手に思い込んでいるだけなんだ……ホント、男って馬鹿ばっかりなんだから」

「男の振りをして、のこのこ敵地に乗り込んでくる女の方がもっと馬鹿だと思うけどね」

　言い返した慎吾を見て、矢上が叫ぶように言った。

「だって……仕方ないじゃない！　ここがひどいところだって話を聞いても、子供や女の子がひどい目にあっているって聞いても、誰だれも何もしないんだもの！　玉たま城しろさんも栗くり野のさんも、どうしようもないって言うだけで、何もしないんだもの！　私がやるしかないじゃない！」

　慎吾は驚おどろいた。

「まさか……君は誰かの命令だとか、調査とか偵察とかそういった目的じゃなくて、個人意思で行動しているのか？　俺おれはてっきり……」

　矢上はうなずいた。

「ええ、そうよ。私は誰の命令も受けちゃいないわ！　大おお宮みやのコミュニティにいたの。荒あら川かわの橋でパトロールの仕事についていたんだけど、そこで、ここから逃げてきた人たちからいろんな話を聞いたわ。ここの連中がコミュニティを襲おそってそこにいる人たちを拉ら致ちして強制労働させているって……そして、そのときに聞いたの。ここの連中は子供を殺すんだって……食料を食いつぶすだけで労働力にもならないから、生かしておく理由がないって……」

　慎吾は考え込むようにつぶやいた。

「そういえば……ここに来たときから、ずっと不自然な感じがついて回っていた……妙なんだ。ここには生活の匂においがしない……どこか別のところで家族とかが、暮らしているのかと思っていたんだけど……子供はどこかに集められているんじゃないのか？」

　矢上は首を振った。

「子供なんかいないわ、一人も」

「なぜだ？　男と女が暮らしているんだ、子供だって生まれるだろう？」

「生まれても……育てられないからって……間引くんだよ、ここでは」

「間引く？」

　怪け訝げんな顔をする慎吾を見て、矢上は言った。

「そうだよ。あんたも昨夜ゆうべ、多た目めと話をしていたのなら、この街がどんな街なのかわかっただろう？　有能な人間、何かを生産することのできる人間だけしか生きる資格が無い街………子供って何かを生産できる？　子供って消費するだけだよね。食べ物も労力も、ただ消費するだけの生き物……だから、ここには子供がいないのよ！　妊にん娠しんして子供が生まれてきても誰だれも育てない、育てることが許されない！　母親も父親もいない、家族がいないんだ、ここには！　それを聞いたとき、私はいても立ってもいられなかった！　だから、私は一人で、男に扮ふん装そうしてここに紛れ込んだのよ！」

「……そうか、君の体形が男に化けるのに適していたとかそういう理由じゃないのか……俺おれはてっきり……」

　慎しん吾ごの視線の行き先を見た矢や上がみはあわてて胸を押さえると、顔を赤くして小声で叫んだ。

「う……うるさいわね！　ほっといてよ！」

　そのとき、遠くから雷鳴に似た音が響ひびいてきた。

　それは、自動車のエンジン音だった。

　一台や二台ではない、何十台というディーゼルエンジンの響きが伝わって来た。

「あれは……自動車か？」

「帰ってきたんだわ！、人間狩りに行っていた強制徴ちよう募ぼ隊たいが！」

　格納庫の奥に置かれた壊こわれたヘリコプターの残ざん骸がいの陰から顔を出して、慎吾はエンジン音のする方角を見た。

　目の前をオリーブグリーンに塗られた自衛隊の高機動車に先導された十数台の四トンくらいの中型トラックの列が通っていく。

　中型トラックは普通の民生用のものなのだろう。青色や白色に塗られ、中にはアルミの箱形ボディのものもある。

　トラックの列は大統領府の建物の前に立って出迎えていた多た目めと、もう一人の髪の毛を短く刈り上げたがっちりした体形の男の前で停とまった。

　──あの多目の隣となりに立っている、見るからに体育会系の男がきっと大だい道どう寺じだ。

　そのとき、横にいた矢上が小声で叫んだ。

「見て！　拉ら致ちされてきた人たちが乗ってる！」

　矢上の言葉どおり、トラックの列の中に後ろ手で縛しばられた男たちを乗せたものがあった。

　よく見ると、その後方のトラックにも同じように後ろ手で縛られた女たちが乗せられていた。

「連れて来られた連中はどうなるんだ？」

　矢上は押し殺したような声で答えた。

「男の子は強制労働に、女の子は洗せん濯たくとか炊事とかの下働きやパラダイスクラブで働かされるんだ。でも、その前に男も女も再教育キャンプに収容されて、この協和国の社会システムとやらをしっかり叩たたき込まれるのよ。妙な気を起こしたりしないようにね……聞いた話だと、食事も水も与えないで放置して、死ぬ寸前まで追い込むらしいわ……どんなに元気なヤツでも、出てきたときはおとなしくなっているそうよ」

「女も？」

「ああ、同じよ……逆らえないように、精神をボロボロにするんだって」

「ひどい話だな……」

　驚おどろく慎しん吾ごを見て、矢や上がみは顔をしかめてみせた。

「女は男どもをコントロールするための道具にすぎないって、多た目めが自じ慢まんげに言っていたわ……人間は食欲と性欲でしか動かないって。まあ、あの兵士どもの嬉うれしそうな顔を見れば、多目の言っていることは、あながち間違っちゃいないってことね……ホント、男って馬ば鹿かばっかりだわ……」

　そこまで言ったとき、矢上の体がぴくんと動いた。

「……子供がいる！　女の子！」

「え？」

　慎吾の見ている前でトラックから下ろされる女たちの中に、どう見ても十二歳くらいにしか見えない少女が混じっていた。

「あんな小さな子も連れてくるのか？」

　矢上はあえぐような声でつぶやいた。

「……あの話は……本当だったんだ！　きっとあの子は……ウサギ狩りの獲物にするために連れて来られたんだ！」

「ウサギ狩り？」

　矢上は女の子から視線を動かさずに答えた。

「そう、ここでやられている兵士の訓練の一つよ。子供を生きたまま連れてきて焼け跡に逃がして、みんなで追いかけまわして殺すんだって……兵士が女の子がウサギだと盛り上がるんだって自慢げに言っていた……あいつら、心底下げ衆すだわ！」

　そして矢上は背負っていたクロスボウと矢の入った筒を下ろしながら言った。

「あの子を助けなきゃ！」

　その言葉を聞いた慎吾は、あわててクロスボウを持った矢上の腕を摑つかんだ。

「無理だ！　やめろ！　君が出て行ってどうなる！　殺されて終わりだぞ！」

　いきなり腕を摑まれた矢上は、驚いたように慎吾を見た後で笑った。

「いくらなんでもこのまま飛び出すわけないじゃない！　馬鹿にしないでよ！　このクロスボウは、あの燃料集積所の見張りを倒すために使うのよ。見張りを倒して侵入して、あの燃料の山に火をつけるわ！　そうやって大おお騒さわぎを起こして、その騒ぎに乗じてあの子を助けるの！」

「そんな簡単に騒ぎを起こせるわけがない！　破は壊かい工作をやるならちゃんと準備をして、それからやらなくちゃダメだ！　そんな今思いつきました、みたいな方法が通用するものか。それに、もしその作戦が上う手まく行ったとしても、あの子一人を助けてどうなる？　逃げれば追っ手が来る。どうやって逃げ切る？　ここから大おお宮みやまで逃げ切れると思うのか？」

「やってみなけりゃわからないじゃない！」

「やってみなくたってわかる！　もっと頭を使え、冷静になれ！　君はもっと冷静で頭のいい女の子だと思ってた。なんでそんなに感情的になるんだ！」

　慎しん吾ごをにらみつけていた矢や上がみの目から涙があふれた。

「だって……似てるんだもの！　あの子……泉美いずみに……！」

「泉美？」

「そうよ、私の妹よ！　十二歳だった……まだ十二歳だったのに……あの子は殺された！　食べ物目当てに避ひ難なん所じよを襲おそってきたギャングに……レイプされて……殺された！　私がついていれば、助けられたんだ！　もう嫌いやなんだ！　もう、子供が殺されるのを見たくない！　私は一人だってあの子を助けてみせる！」

　慎吾はぽろぽろと涙をこぼす矢上の顔をじっと見つめていた。

　──そうか。

　やっぱり、この子は似てるんだ……善よし美みに。

　一本気で気が強くて、正義感にあふれ怖いもの無しだった……善美に。

　慎吾は、摑つかんでいた矢上の腕を、ぐいと引き寄せた。

「なによ！　邪じや魔まする気？」

　眉まゆを逆立てる矢上の顔を正面から見つめて、慎吾は言った。

「ああ、邪魔をする、君を止める！　俺おれは……本気だ！」

　その慎吾の顔つきを見て、矢上の顔色が変わった。

　今まで目の前にいた、朴ぼく訥とつでお人よしな青年とは別の人間が、そこにいた。

「君が妹を失ったように……俺も親しい人を失った……君のような元気で頭のいい、正義感の強い子だった……俺の暮らしていた松まつ本もとの避難所も、君と同じように食料目当てのギャングどもに襲われたんだ。当時、中学生だった俺には何をしていいのかわからなかった。キャンプのリーダーたちは戦うことができなかった。暴力はよくないことだと言うばかりで無力だった……。

　女の子たちが襲われそうになったとき、その子は本気で抵抗した。男勝りで、面倒見が良くて、責任感の強い子だったからな。

　……そして……その責任感が、その子を殺した」

　慎吾はそこで言葉を切ると、矢上の腕を摑んだ手を持ち上げた。

「君を……殺されたくない。俺はもう、目の前で女の子が殺されるのを見たくない！　だから……俺はこの手を離はなさない！　絶対に！」

　矢上はじっと慎吾の目を見つめていたが、やがてつぶやくように言った。

「でも……何もしなければ、あの子は死ぬのよ。目の前で殺されなくても……あの女の子は殺されるのよ？　目の前でなければ死んだっていいって言うの？」

　慎しん吾ごは矢や上がみから目をそらしたまま答えた。

「……俺おれの任務は、この東京がどうなっているのか。それをこの目で見て、そして帰ることだ。俺の役目は目や耳だ。手や足じゃない。積極的な行動は許されない。積極的な行動は、疑念を抱かせるからだ。あくまでも自然に。それが、目と耳に求められる鉄則なんだ。自衛のために戦うことは許されても、それ以外の行動は許されない……」

「何よそれ！　そんな馬ば鹿かな話ってあるの？　何が目と耳よ！　あんたに頭は無いの？　心は無いの？　目の前で女の子が殺されそうになっているのに、何もしないの？　見ているだけなの？　それが仕事なの？　この……意気地なし！」

　泣きながら叫んだ矢上の言葉は、慎吾の記き憶おくの中の一番深いところに突き刺さった。

　──あのときと同じだ。あのときも、善よし美みは叫んだ。

『何もしないの？　見ているだけなの？　意気地なし！』

　でも、あのとき、俺は何もしなかった。

　俺は自分が可愛かわいかった。逃げたかった。自分は何もできない無能な人間だからと言い訳して、俺は何もしなかった。

　そして……俺の目の前で、善美は殺された。

　慎吾は矢上の腕を握っていた手を離はなし、両手で自分の顔を覆おおった。

　見たくなかった。思い出したくなかった。

　でも、いくら目を閉じても、脳裏に浮かび上がる、殺されて吊つるされた善美の白い肢体の記憶は消えなかった。

　しっかりと閉じたはずだった。歯を食いしばって耐えたはずだった。

　でも、閉じたまぶたの間から流れる涙を止めることはできなかった。

　慎吾の涙に気付いたのだろう。矢上がはっと息を吞のんだ気配がした。

　矢上は何も聞かなかった。黙だまったまま、じっと慎吾を見つめていた。

　慎吾はその矢上の沈ちん黙もくに感謝した。

　大きく息を吸って、ゆっくりと目を開いた慎吾の顔を、矢上が心配そうに覗のぞき込んでいた。

　慎吾と目が合った矢上は、小さく頭を下げた。

「ごめんね……私だけ舞い上がっちゃって……あんたも私と一いつ緒しよで、辛つらいことを一杯見てきたんだよね……」

　慎吾は静かに首を振った。

「いや、いいよ、謝るのは俺の方だ……君は俺に思い出させてくれたんだ。辛い思い出と一緒に何が一番大事なのか……それをね」

　そして、慎吾は矢上の目を正面から見て、しっかりとした口調で言った。

「わかったよ、矢上、君の言うとおりだ。

　俺おれは目と耳だ。でも、それは何もしないでいいという意味じゃないんだな。

　考えていいんだ。感じていいんだ。思うとおりに動いていいんだ。

　この国は間違っている。この国に未来は無い。

　多た目めがどんなに理論武装して、この国の正当性を並べても、言い訳のできない事実がある。

　この国は、十年後、二十年後、どうなっているのか、その未来を語ることができないってことだ。

　この国の連中は今しか見ていない。いや、見たくないんだ。

　自分たちの未来はどうなるのか。それから目をそらし続けているんだ。

　今さえ良ければいいという生き方の先に何が待っているのか、それを見たくないんだ。

　こんなのは国家でもなんでもない。ギャングが自分たちの利益のためだけに作った、ただの強制収容所だ。

　この国の……いや、多目のやっていることを見過ごすことは、それを認めたことになる。

　三級市民を解放することは俺には無理だ。でも、騒さわぎを起こすだけが行動じゃない。戦うだけが行動じゃない。相手に疑念を抱かせないで目的を果たす。そういう行動だってあるはずだ。あの女の子を助けることぐらいなら俺にもできるかもしれない……」

　矢や上がみは目を丸くした。

「……どうやって？」

「それをこれから考えるんだ……」

　慎しん吾ごはそう言うと、じっと考え込んだ。

　──こういうときは、まず自分の持っている装備を確認するところから始めるって教わったよな。手持ちの装備で何ができるか、想像力を働かせる……それが勝負だって。

　俺の装備は、まずこのピストル。リュックの中にはナイフ、着替え……それとスパムの缶詰があと五個……それと、メンマ……は装備に入らないか。

　この中で使えそうなものは……。

　脳内に自分の手持ちのものを次々に思い浮かべ、その使い方を考えていた慎吾の脳裏に一つのアイディアがひらめいたのは、そのときだった。

　──そうだ！　これだ！　これが使えるかもしれない！　こいつにはそれだけの価値がある！

　慎吾は顔を上げると、視線を大統領府のまわりにいる強制徴ちよう募ぼ隊たいの隊員に向けた。

　そこには何台ものトラックや高機動車が無造作に停とめられている。そのわきは略奪してきた荷物を下ろしたり燃料を補給したりする強制徴募隊の隊員たちでごった返していた。

　慎吾は振り向くと、斜め後ろにいた矢上に言った。

「あの子を助け出す方法を思いついた……しばらくは連中もバタバタしているから、話を持っていくのは無理だ。一段落して……そうだな、昼過ぎ頃ごろになれば、多目に会えるだろう」

「そうか！　多た目めに会って……人質にするのね！　んでもって交換にあの子を……」

　目を輝かがやかせる矢や上がみを見て、慎しん吾ごはため息をついた。

「違うよ、そんな危ない橋渡ってどうするんだ？　それに多目に会うときは武器は取り上げられちまうんだぞ。

　騒さわぎを起こさず、きわめて平和的に助け出す方法があるんだ。向こうが話に乗るかどうかわかんないけど、やってみる価値はある」

　矢上はしばらく何も言わずに、じっと慎吾の顔を見ていたが、やがて小さくうなずいた。

「あんたを信じる……あんたは、その、のほほんとした顔つきとは正反対で、頭の中では複雑なことを考えている人で、性格はめちゃくちゃ悪そうだけど……信じることのできる人だと思うから」

「ずいぶんな言われようだけど……でも、信じてくれたのはちょっと嬉うれしいね」

　慎吾がそう言って笑うと、矢上はちょっと赤い顔になって視線をそらせた。

「笑うな、馬ば鹿か。とにかく、あんたを信じてるんだからな、あの子をちゃんと助けろよ！」

「できるかぎりのことはやるつもりさ……君はメンマを連れて……そうだな。多た摩ま川がわ鉄橋を渡った先の……日ひ野の駅あたりで待っていてくれ。無事にあの子を自由にできれば、夕方には合流できると思う」

　慎吾が差し出したメンマのリードを受け取った矢上が、小さくため息をついた。

「わかったわ……安請け合いしないところが、あんたの嫌いやなところでもあり誠実なところなのかもね……じゃあ、メンマを連れて行くわ……おいで、メンマ」

　そう言って二、三歩歩いた矢上は、何かに気がついたように振り返った。

「そういえば、あんたに聞いてなかったけど……どうしてこの犬の名前、メンマなの？」

「そいつの好物なんだ」

　矢上は目を丸くした後で、メンマを見てつぶやいた。

「ふーん……飼い主が変なヤツだと、犬も変なものを好きになるのね……」




　矢上と別れた慎吾は、そのまま市場の中をうろついて時間を潰つぶした。

　大統領府の建物の周りでトラックの整備や、補給、そして戦利品の分配などをやっていた強制徴ちよう募ぼ隊たいの兵士たちが、それぞれに自分の宿舎や持ち場に帰り、いつもと同じような静けさを取り戻したのは昼を過ぎた頃ころだった。

　大統領府の建物に足を踏ふみ入れた慎吾は、受付付近に集まって雑談をしていた少年たちに声を掛けようとした。しかしそれよりも早く、奥の方から逆に声を掛けられた。

「よう、どうした？　多目さんの部下になる決心がついたのか？　参さん謀ぼうが増えるのは大歓迎だぞ」

　見ると部屋の奥の方に、昨夜ゆうべ慎吾をパラダイスクラブに案内した黒い作業服の男が立っていた。

　慎しん吾ごはあわてて首を振った。

「あ、いえ、そうじゃなくて……実は買い物がしたいので、多た目めさんに相談しようかと思って……」

「買い物？　市場の相場や値段は、市場に来た者の間で決めることだ。我々は介入しないぞ」

　慎吾は言いにくそうに首を振った。

「市場で売っていない品物を売ってもらおうと思ってるんです……その……さっきトラックで連れて来たウサギとかを……」

　黒服の男は一いつ瞬しゆん驚おどろいたように目を見開いた後で、にやっと笑った。

「……なるほど、そういう買い物なら、市場じゃなくて多目さんに聞かなくちゃな……わかった、多目さんに取り次いでやる。一いつ緒しよに来い」

　多目の部屋は二階にあった。

　慎吾は廊下に立っている警護の兵士のところで腰につけたピストルを取り上げられ、少し待つように言われた。

　二分ほど待たされた後で、部屋のドアが開いて黒服の男が顔を出した。

「入れ、多目さんが会うそうだ」

　部屋の中に入ってきた慎吾を見て、多目は下げ卑びた笑いを浮かべた。

「スパムだの犬だの、実にレートの高い品物を持っていながら女を買うでもないし、酒を飲むでもない……妙なヤツだと思っていたが……なるほど、そういう趣しゆ味みがあったとはな……まあいい、もう法律も何も無い、何をしても誰だれも文句を言わない世界だからな……」

　多目は考え込むような顔になって言葉を続けた。

「……とはいえ、あれはれっきとした戦利品だからな。貴重な燃料と弾薬を消費した徴ちよう募ぼ活動の結果、わが国のものとなった財産だ。タダでくれてやるわけにはいかんぞ」

「タダとは言わない。ちゃんと対価を支払う。俺おれの持っているスパム缶四個……いや、三個でどうだ？」

「スパム三個か。まあ悪くは無いな……」

　その多目の余裕のある表情を見て、慎吾は思った。

　──どうする？　ここは値切るべきじゃないのか？

　交渉が決裂しては元も子もない。だけど、あの子を救うために必死になっていると思われたら逆効果だ。自分たちの価値観に反する目的だと知れば、多目は絶対にあの子を引き渡さないだろう。

　あくまでも、こいつらの価値観に則した行動を取らないと、俺も疑われるしあの子も助からない。

　慎吾は多目の顔色を窺うかがってから、いかにも狡こう猾かつそうな笑いを顔に浮かべて言った。

「いや……スパム三個じゃ多すぎるな。二個だ。二個なら出せる……ダメならあきらめるだけのことだし……」

「ほう、スパム二個に値切ろうというのか……」

　慎しん吾ごを見る多た目めの目に、こいつの底が見えたなというような侮あなどりの色が走った。

　多目はもう一度にやっと笑った。

「……わかった、スパム二個で売ろう……商談成立だ」




　慎吾と多目の前に連れて来られたのは、十二歳くらいの髪の長い少女だった。

　あちこち擦すり切れて穴の開いた薄うす黄き色いろのＴシャツの袖そでとコットンパンツの裾すそから伸びる瘦やせた細い手足だけを見ると少年と見間違えそうだったが、端整な顔立ちと柔らかな体の線は間違いなく女の子のものだった。

　逃走防止のためなのだろう。少女の首には犬の首輪と長い鎖くさりが付けられていた。

　首輪を付けられ、両手を縛しばられた少女の顔に表情らしいものは浮かんでいなかった。

　ただ、目の奥に浮かぶ諦あきらめの色だけが、外見から見える唯一の感情だった。

　手足を恐怖に震ふるえさせることもなく魂たましいを失ったように立ち尽くす少女は、慎吾の目に等身大の人形のように映った。

　鎖を持っていた見張りの兵士に多目が告げた。

「おい、そのウサギの鎖をよこせ、こいつはウサギ狩りには使わない」

「え？」

　怪け訝げんな顔をする見張りの兵士に、多目は笑いながら説明した。

「こいつが、そのガキを買ったんだ……スパム二個でな」

　そして、多目は少女の首輪についている鎖を慎吾に差し出して、再び下げ卑びた笑いを浮かべた。

「犬を連れて来て、女の子を連れて帰るというわけだな……こいつはお前のものだ。犯すなり殺すなり好きにしろ。食うのもいいかもしれないが、どうせなら、もっと太らせてから食った方がいいな」

　慎吾は、なるべく下品に見えるような笑い方をしながらうなずいて見せた。

「ええ、逃げられないように、首輪をしたまま連れて帰るつもりです。村にいる連中の中には、かわいそうだ何だと言う馬ば鹿かなヤツもいるだろうけど……ここのように、使われる人間と使う人間をしっかり区別した方がいいと、村長に言うつもりです。いいみやげ物ができた」

　慎吾の答えを聞いた多目が満足そうな表情を浮かべるのを見て、慎吾は心の中でほっとため息をついた。




　慎吾が少女を連れて立たち川かわ駐ちゆう屯とん地ちを出たのは、太陽が西に傾いた頃ころだった。

　首輪と鎖がついたままの少女を連れて歩く慎吾の姿を見た市場の客や、警備兵たちが飛ばす下品な冗談を、慎しん吾ごは同じように下げ卑びた笑いを浮かべて受け取った。

　そして、立たち川かわ駐ちゆう屯とん地ちの正門を出て、立川駅の方に向かって歩きはじめたとき、慎吾はすっと少女に近寄った。

　身体からだを寄せてきた慎吾を見上げた少女の目に怯おびえの色が走った。

　慎吾はすばやく周囲を見回して、人影がいないことを確認してから、小声で言った。

「……信じてもらえないかもしれないけど、俺おれはやつらの手から君を自由にしたくて、君を買ったんだ。首輪を外してやりたいけど……まだやつらの目があるから、悪いけど後しばらくそのままでいてくれ。

　首輪を外したら逃げてもいい。でも、今、逃げたら君はすぐに捕まってしまう。だから、しばらくは俺と一いつ緒しよにいた方がいい。

　俺の言葉を信じるかどうかは君の自由だ。でも、できることなら信じて欲しい」

　少女の目には何の表情も浮かんではいなかった。ただ、身体を寄せてきた慎吾が離はなれたときに、安あん堵どの色が浮かんだだけだった。

　──信じてもらえないのも無理は無い。

　この子がどんな目にあってきたのか想像がつく。いまさら他人を信じる気にはなれないだろうしな……。

　立川駅から中央線の線路に降りた慎吾は、そのままゆっくり振り返った。

　視界の中に動くものがあった。

　──やっぱり、監視員が尾行していたか。きっと多た目めの命令だろうな。

　あいつは俺の言うことを、百パーセント信じていたわけじゃないってことか。

　疑念があれば、それをおろそかにしない……多目はそういうヤツだ。

　慎吾はどこにも視線を合わさないようにして、再びゆっくりと前を向いて小声で少女に言った。

「……監視されている……しばらく我が慢まんしてくれ。この先の多た摩ま川がわ鉄橋を渡れば、尾行の連中と距きよ離りを離すことができる。そうしたら首輪を外してあげる……さあ、急ごう」

　慎吾は少女の首輪と鎖くさりをそのままにして、線路の上を歩き出した。そして、多摩川鉄橋の手前で、慎吾は立ち止まって少女に言った。

「この鉄橋の上を渡るのは、怖いかもしれないけど我慢してくれ。ここは遮しや蔽へい物ぶつの無い一本道で、隠れる場所が無い。尾行している連中は、俺たちが渡り終わってあの先にある日ひ野の駅あたりに行くまで、この橋を渡るわけにはいかない。距離を稼かせいで、尾行を巻くにはここを渡るしかないんだ。

　いいかい？　鉄橋を渡る時は保線用の通路の金かな網あみだけを見るんだ。金網の向こうにある地面を見ちゃだめだ。わかったね」

　少女は無表情のままこくんとうなずいた。




　多た摩ま川がわの鉄橋を渡り切った慎しん吾ごと少女は、そのまままっすぐ線路の上を歩いて日ひ野の駅に向かった。

　多摩川鉄橋を渡り終えた中央線は築ちく堤ていの上を通っており、地面よりも高い所を走っている。そのため日野駅は一本のホームを持つだけの簡単な駅のように見えるが、実は駅舎はホームの下にある。

　日野駅に近づく慎吾の目に、ホームのベンチに座っていた人間が立ち上がって手を振るのが見えた。

　足元には尻尾しつぽを振るメンマの姿も見えた。

　慎吾は後ろを振り返った。

　多摩川鉄橋まで一直線に伸びる線路の上に人影は無かった。

　──よし、尾行している連中との距きよ離りが開いた。今のうちに視界から消えないと、矢や上がみと落ち合うところを見られて不審に思われるかもしれない。

「急いで！」

　慎吾がそう言って、女の子を急せかしながら日野駅に向かって走り始めたのを見て、矢上もホームの端にある階段を下りて慎吾の方に向かって走りだした。

　慎吾は走りよってきた矢上に向かって、笑いながら手を振った。

「やあ、矢上！　ちゃんと女の子を助け出し……」

　慎吾の言葉が終わらないうちに、矢上の拳げん骨こつが慎吾の頰ほおに炸さく裂れつした。

「このド変態！　小さな女の子になんてことするのよ！」

「いや、この首輪はやつらの目をごまかすために……」

「ごまかす必要なんか無いじゃない！　どこにやつらがいるって言うのよ！　こんなひどい目にあわせたまま連れ回すなんて、信じられない！」

　慎吾は殴なぐられた頰を押さえながら、矢上に言った。

「いるんだよ！　後をつけられているんだ！　鉄橋の上は見通しが利きくから、やつらはついて来れないけど、今いま頃ごろは必死に距離を詰めているはずだ！　早く姿を隠さなきゃ！」

　矢上は目を丸くした。

「それって……本当なの？」

「噓うそをつく理由は無い！　このまま線路にいたんじゃすぐに見つかっちまう！　下りるぞ！」

　慎吾はそう言うと、少女の手を取って線路の脇わきの斜面を駆け下りた。

　あわてて後を追ってきた矢上と少女を連れて、線路脇にある二つのスーパーにはさまれた高層マンションの二階のベランダに身を潜ひそめた慎吾は、リュックから小型の双眼鏡を取り出して、ベランダの目隠しの板の隙すき間まから鉄橋の方向を見た。

　そこには、鉄橋を渡り終わったあたりの線路上に立って、同じように双眼鏡で周囲を見回している二人組の少年の姿があった。

　背中に自動小銃を背負い、黒いバンダナ風の布を頭に巻いたその少年たちは、間違いなく協和国の警備兵たちだった。

　慎しん吾ごは自分の脇わきで少女の首輪を外していた矢や上がみに双眼鏡を差し出して、鉄橋の方角を指差した。

「この隙すき間まから見てみろ、俺おれの言っていたことが噓うそじゃないってことがわかるだろう」

　半信半疑の表情で慎吾から双眼鏡を受け取った矢上が、はっと息を吞のんだ。

「……本当だ。見張りの兵隊が二人いるわ……こっちを見てる……」

　双眼鏡を下ろした矢上は、怪け訝げんそうな顔で慎吾に聞いた。

「あいつら、なんであんたの後をつけているんだろう？　あんたの正体に気付いたのかしら？」

　慎吾はさっき矢上にグーで殴なぐられた頰ほおをさすりながら答えた。

「俺の正体に気付いたなら、尾行じゃすまない。多た目めは単に疑っているだけだと思う……俺が本当に山やま梨なしに帰るのかどうか、それをね……あいつは怖がっているのさ」

「怖がる？　あんたを？」

「俺じゃないよ。自分たちの存在が否定されることを怖がっているんだ」

　──そう、それが多目が松まつ本もとに昔の日本政府が残っているという噂うわさをひどく気にしていたり、攻めてくるわけもない前まえ橋ばしの連中を敵視するその理由だろう。

　やつらは……怖いんだ。やつらは自分たちがやっていることが、本当に正しいなんて思ってない。いくら理論武装して、自分たちがやっていることは大人たちがやっていたことと同じだ、自分たちは正しいんだと、自分に言い聞かせても不安なんだ。

　慎吾はそこで思考を断ち切ると、矢上の横で膝ひざを抱えてうずくまっている少女に視線を移した。

「……あいつらのことはどうでもいい。問題はこの子だよ。君の言うとおりに助け出したけど、この後どうするんだ？」

「どうするって……こんなところに放り出していくわけにはいかないじゃない！　そんな無責任なことできないわよ！　私のコミュニティまで連れて帰るわ。

　大おお宮みやのコミュニティはちゃんとした共同体よ。子供たちも責任持って育ててるわ。そりゃあ、楽しいことばかりじゃなくて、大変なことも苦しいことも多いけど、それでもあの協和国なんかより、よっぽどマシよ……だって、私たちのコミュニティの人たちって、畑仕事しながら笑ってるもの」

「確かに……その差は大きいね」

　慎吾は笑ってうなずくと、矢上の手から双眼鏡を取り上げて、自分の目に当てた。

　後をつけていた兵士たちはしばらく周囲を見回していたが、やがて互いの顔を見合わせて肩をすくめると、やって来た方向へと戻って行った。

　兵士たちが視界から消えたのを確認した慎しん吾ごは、双眼鏡をリュックにしまいながら言った。

「多た目めは俺おれのことを疑っている……というより、信じていない。はっきり言えば、あいつは誰だれも信じていないんだけどね……なるべく早く、ここから離はなれた方がいいな」

　慎吾はリュックからロードマップを取り出して、広げながら言葉を続けた。

「……で、どうやって大おお宮みやに戻るか、その道を考えた方がいい。協和国の連中は大宮のコミュニティを敵だと考えている。だとすれば、立たち川かわから北へ、つまり埼さい玉たま県方面に抜ける道は見張られていると考えた方がいいだろうね」

　ロードマップの上を動く慎吾の指の動きを見ていた矢や上がみが、はっと気がついたように顔を上げた。

「……だから、私に反対側の日ひ野のの駅で待ってろって言ったのか」

　慎吾はうなずいた。

「そうさ。俺は山やま梨なしから来たことになっているわけだから、八はち王おう子じ方面に行った方が不審に思われないだろう？　ここで君と落ち合って。多た摩ま川がわ沿いに下って府ふ中ちゆう、国くに立たちの方をぐるりと迂う回かいする形で、練ねり馬まを抜けて大宮に向かう方が、リスクは少ないと思ったんだ……」

　矢上は黙だまったままじっと慎吾を見つめていたが、やがてぽつりと言った。

「私と一いつ緒しよに大宮まで来てくれるって……受け取っていいのかな、その言葉」

　慎吾は真剣な目で自分を見つめる矢上の視線を外して少女を見た。

　さっきまで膝ひざを抱えて丸くなっていた少女は、横にやってきて嬉うれしそうにへっへっへっと舌を出しているメンマを、不思議そうな目で見ていた。

「大だい丈じよう夫ぶだよ、嚙かみ付いたり吠ほえたりしないよ。そいつは女の子が大好きなんだ」

　慎吾の言葉を聞いた女の子は、ゆっくりと顔を上げて、慎吾を見た後で、そっとメンマに手を伸ばした。

　メンマがその手をぺろんと舐なめると、少女はびっくりしたように手を引っ込めたが、メンマが喜んでいるのを見て、再びそっと手を伸ばした。

　メンマがぺろぺろと手のひらを舐めるのがくすぐったかったのだろう。少女は小声で「ふふっ」と笑った。

　慎吾は自分の言葉を待っている矢上に視線を移した。

　不安と期待の入り混じったような半分泣きそうな目で自分を見つめる矢上を見て、慎吾は笑ってみせた。

「……そんな目で見るなよ。意思と心を持った目と耳になると決めたとき、答えは決まってたんだ。この子を連れて旅を続けるのはリスクが大きい。でも、俺はそれを選んだ。俺はリスクを背負い込むことを決めた。この子と……君という二つのリスクをね」

　慎吾の言葉を聞いた矢上の目に安あん堵どの色が走ったが、その色はすぐに怒りに変わった。

「だったら、最初からそう言えばいいじゃない！　何よ、思わせぶりに目をそらしたりして！」

「いやあ、だってさ、気になるじゃないか。自分が頼たよりにされてるのかどうかって……」

「頼りにしてるわよ！　見てわかんないの？　私みたいな、か弱い女の子が一人でどれだけ心細かったか！」

「日本語は正しく使え。男に扮ふん装そうして一人で敵地に乗り込むような女の子は、普通、か弱いとは言わない」

「言うのよ！」

「いつからだ！」

「たった今からよ！」

　慎しん吾ごは小さくため息をつくと、その横でメンマを撫なでている少女に話しかけた。

「そういえば、君の名前を聞いていなかった……名前はなんというの？」

「ちょっと待て、なんで話をそらす！」

　怒る矢や上がみを見て、慎吾は笑いながら答えた。

「こっちの方が大事だからだよ。この先一いつ緒しよに行動するのに、名前がわからないんじゃ困るだろう？」

　その言葉を聞いて、矢上は何かに気がついたように目を見開いた。

「……そういえば、私、あんたに、名前教えてなかったよね」

「ああ、矢上としか聞いてない」

「なんで聞かなかったの？」

「なんでって……だって、君が言いたくないって言ったんだ。ならば無理に聞き出す理由はないだろう？」

　矢上はきょとんとしたような顔で慎吾を見た後で、くすっと笑った。

「何がおかしいんだ？」

「別に……あんたって、口は悪いし性格も悪いし見た目も悪いけど、基本的に善人なんだなって思っただけよ」

　矢上はそう言うと、少女の方に向き直って慎吾にも聞こえるようにはっきりと言った。

「私の名前は矢上由ゆ紀き江えよ。ねえ、あなたお名前はなんて言うの？　お姉さんに教えて」

　少女は顔を上げて、矢上の顔と慎吾の顔を交互に見た後で、下を向いて小さな声でつぶやくように答えた。

「……サナエ……です」

「そっか、サナエちゃんって呼べばいいのね。いろいろ大変なことがあったみたいだけど安心して。私と……こっちのダサい慎吾お兄さんが、あなたを安全な場所まで連れて行ってあげる。だけど、とっても危険なの。あなたに首輪をつけていたあの連中たちが私たちを探しているの。だから、私たちの言うことをよく聞いて。言うとおりにして……わかった？」

　サナエと名乗った少女は、こくんとうなずいた。

　慎しん吾ごはロードマップをリュックに詰め込むと、そっと立ち上がってベランダの目隠しの隙すき間まから、中央線の線路の上を窺うかがった。

　尾行していた二人組の兵士は立ち去ったのだろう、線路の上に人影は無かった。

　慎吾はリュックサックを持ち上げると、矢や上がみとサナエと名乗った少女に向かって言った。「追っ手が来るかもしれない。日が落ちる前に、少しでも立たち川かわから離はなれた方がいい。移動しよう」

「どっちに行くの？」

　慎吾は南を指差した。

「このまま南に進んで一番橋で浅あさ川かわを渡ろう。京けい王おう線沿いに東に行って、高たか幡はた不ふ動どうの駅かその先あたりでビバーク。そして明日、もう一度多た摩ま川がわを渡って府ふ中ちゆうから武蔵むさし野の線沿いに北上する」

「わかったわ。ルートはあなたに任せるわ。リーダーはあなたよ」

　矢上はそう言うと、慎吾に右手を差し出した。

　慎吾はちょっと照れたように笑うと、その手を握った。

　その遠えん慮りよがちな握手を感じながら、矢上は確信した。

　──やっぱり……この人は、絶対に乱暴はしない人だ。

　口は悪いけど、決して底意地が悪いわけじゃなくて信用できる人だから、なんとなく大人の人と話しているような気分になるんだろうな。

　握手を終えた慎吾はリュックを背負いなおすと、目の前に見える中央高速の高架線の方角を指差して言った。

「とりあえず、南に向かって出発だ。日があるうちに、なんとか高幡不動までたどりつきたい」

　矢上と少女はこくんとうなずくと、慎吾の後を追って歩き始めた。

　西に傾きかけた太陽が、日ひ野の駅の近くのマンションの影を長く引く道を、三人が歩き始めたその頃ころ。

　高たか尾お駅の検問所に、リュックを背負った一人の男が来ていた。

　検問所の責任者である有あり竹たけは、その男が書いた入国手続きの書類を見て、怪け訝げんな顔になった。

「お前……勝かつ沼ぬまから来たのか？　立て続けに山やま梨なしから人が来るとは珍しいな……」

　男は怪訝な顔になった。

「立て続け？」

「ああ、つい昨日にも一人来たぞ。確か……園その山やまとかいうヤツだ」

「妙だな。そんなヤツは知らないぞ」

「犬を連れたヤツでな、勝沼の村長からの手紙とスパムの缶詰を山ほど背負っていたな」

　勝沼から来たと申し立てた男は驚おどろいたように目を見開いた。

「スパムだって？　とんでもない！　そんなものがあれば大おお騒さわぎになるぞ。村長が手紙を書いたって話も聞いてないし、ましてや犬を連れて旅するヤツなんかいないぞ」

　有竹は眉まゆをひそめた。

「……本当か？」

「ああ。勝かつ沼ぬまで暮らしているのは五十人くらいだ。みんな顔見知りだ」

　有あり竹たけの顔つきが変わった。

「わかった……ちょっと気になることがある。悪いが俺おれと一いつ緒しよに立たち川かわの大統領府に来てくれ！」




　自分の執務室で、検問所の責任者である有竹と勝沼から来た男の両方から話を聞いた多た目めは、二人を下がらせた後で、机に両りよう肘ひじを突き顔の前で両手の指を組んで考え込んだ。

　──有竹が連れてきた男が勝沼から来たというのは、おそらく間違いあるまい。

　では……勝沼の村長の親書と称する手紙を持ってやって来た、あの犬を連れていた男はどこから来たというのだ？

　多目の脳裏に浮かんだのは、慎しん吾ごが持っていた警察官用のピストルと大量の自衛隊の食料だった。

　──あいつが持っていたあの二つの品物は、あいつが偶然に手に入れた物なのかもしれない。

　だが……もし、それが偶然ではないとしたら。

　警察のピストルと、自衛隊の食料が、あいつに与えられたものだとしたら……。

　多目は自分の脳裏に浮かんだ想像を打ち消すように首を振った。

　いや、そんなはずはない。

　大人たちは死んだ。今のこの日本に、法律とか社会とかそんなもので維持されている場所は存在しない。

　その証拠に、この五年間、誰だれも俺たちの前に姿を現さなかった。大人たちは誰も……。

　もし、本当にこの日本のどこかに大人たちが……正当な日本政府が残っていて統治されている場所があるのなら、なぜそいつらは今になって動き出したんだ？

　──まあいい、すべては聞いて確かめればいいだけのことだ。

　あの少女を連れていれば、そう遠くまでは行けない。

　あいつがウサギ狩りの獲物にするはずだった少女を買った理由は、きっと日本が滅びる前に尊重されていたヒューマニズムとやらを正しいと思い込んでいるからだろう。

　その古い価値観が自分の首を絞めることになる……この皮肉をしっかりと味わってもらうとしよう。

「幹部を招集しろ！　出動準備だ！　夜明けと共にウサギ狩り……」

　多目は部屋の隅に立っていた伝令の兵士に向かって命令を出しかけたが、にやっと笑って言葉を訂正した。

「いや……今度はキツネ狩りだ！　一ひと筋すじ縄なわではいかん相手だぞ、心してかかれ！」













　　　第四章「廃はい墟きよの夜」







　小さなガスボンベの炎の上に置かれたフライパンの中で、じゅうじゅうという油のはぜる音とともに、スパムの薄うす切ぎりが焼けていた。

　フライパンを見つめている慎しん吾ごの顔を覗のぞき込んだ矢や上がみが、心配そうに聞いた。

「スパムの焼ける匂においがすごいわね……炎は見えなくとも、この匂いで居場所がわかっちゃうんじゃないかしら？」

「いや、大だい丈じよう夫ぶさ。人間ってのは目と耳を頼たよりにしている生き物なんだ。灯あかりの無い真っ暗な夜の街の中を、匂いを頼りに歩き回れる人間はいないよ……さて、上手に焼けましたーって声がどっからか聞こえてきそうな、こんがりスパムのできあがりだぞ」

　慎吾はそう言うと、フライパンの中のスパムのソテーをキャンプ用のアルミ食器の中に移した。

　矢上はサナエの前に、そのまま食器を差し出した。

「口の中やけどしないように、気をつけてゆっくり食べなさい」

　だが、矢上の注意など聞いていなかったのだろう。サナエはいきなりスパムのソテーにかぶりついた。

「あふ！」

　まだ熱かったのだろう、サナエはかぶりついたスパムを吐はき出した。

「ほら、言ったじゃない。まだ熱いよって」

　サナエは首をすくめると、アルミの食器の中にある小さな歯形のついたスパムのソテーを、口を尖とがらせてふうふうと吹いた。

「スパムは逃げないからね、ゆっくり食べればいいよ」

　慎吾の言葉を聞いたサナエはこくんとうなずくと、今度はそっとスパムにかぶりついた。

　その口の中にスパムが消えていくのと同時に、サナエの目が見開かれていくのが見ていた矢上にもわかった。

　──うわ、美お味いしそう。

「私も一枚もらおうっと！」

　矢上はそう言うなり、アルミの食器に手を伸ばしてスパムのソテーを一枚つまみあげてほおばった。

　最初に舌に感じたのは、想像していたような塩しお辛からさではなく脂肪の甘みだった。そして、嚙かむに従って、表面の焼けたかりっという食感と共に、焼けた肉の香ばしさと濃厚な旨うまみと塩分が口の中に広がっていく。
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　──うわ、美お味いしい！　っていうか、懐なつかしい！

　昔食べていたハムとかソーセージの味だわ！　いえ、それをもっと濃くした感じ……。

　目を丸くする矢や上がみを見て慎しん吾ごは笑った。

「どうだ？　美う味まいだろう。スパムは一センチくらいの薄うすさに切って、じっくりと油がにじみ出すように時間をかけて焼くのが一番美味いんだ。さて、残りのスパムも焼いてしまおう」

　慎吾が残ったスパムを焼き終わったとき、今までサナエの横に座り込んで、じっと物欲しそうに見ていたメンマが、たまりかねたように「きゅうん！」と鼻を鳴らした。

「あの匂においを嗅かがせておいてお預けってのは酷こくだったけど、お前には塩分が多すぎるからな……ちょっと待ってろ」

　慎吾はそう言うと、フライパンの中に残った脂の中にちょんと指をつけて舐なめた。

　──よし、脂に塩分は出ていないな。これならメンマに食べさせても大だい丈じよう夫ぶだ。

　そして、慎吾は、ここに来る前に焼け残った小さなスーパーの中をあさって見つけたパン粉をフライパンの中に振り込んで、かき混ぜた。

「そのパン粉……五年前のだよ、大丈夫？」

「カビてなかったし……大丈夫だと思うよ」

　心配そうな顔で聞いた矢上に慎吾はそう答えると、フライパンの中のパン粉を見つけて来た皿の上に盛って、メンマに差し出した。

　メンマはそのエサに飛びつかずにじっと慎しん吾ごの顔を見ていた。

　慎吾はメンマの目を見てうなずいた。

「よし！」

　その言葉を聞いたメンマは文字通り目を輝かがやかせて、パン粉に飛びついた。

「……ちゃんと言うこと聞くんだね」

「一応訓練してあるからね。そうじゃないと連れて来れないよ」

　慎吾がリュックの中に入れてあった自衛隊の缶詰の白米とスパムのソテー、そしてお湯で溶いた粉末のわかめスープという、五年前では『粗末な』という単語がついたであろう夕食を終えた三人は、探し出してきた、小さな子供用のマットレスを部屋の中に敷しいた。

　子供向けのアニメの絵がプリントされた、その小さなマットレスを見て、矢や上がみは微笑ほほえんだ。

「きっと、園児のお昼寝用のマットレスだったんだろうね」

「体の下に、これ一枚あるだけでもずいぶん違うからな……」

　慎吾はそう言うと、リュックの中から取り出した携帯用のシュラフを広げて、いつのまにか小さな寝息を立て始めていたサナエの身体からだに掛けた。

「お腹なかが一杯になったから眠くなったんだな……」

　微笑む慎吾を見て、矢上は首を振った。

「それもあるけど……きっと安心したんだと思う」

　慎吾がビバーク場所に選んだのは、京けい王おう線の百も草ぐさ園えん駅の近くの小さな山やま裾すそにある幼稚園の建物だった。

　百草園の駅の北側にある自動車学校の付近の家やマンションは、ほとんどが五年前の災さい厄やくの時の火災で焼け落ちており、川かわ崎さき街道を挟んだ山側の一角だけが焼け残っていたのだ。ブラインドを下ろしカーテンを引いて、光が漏もれないようにした部屋の片隅で、隣となりにあるお寺の本堂で見つけた小さなロウソクを灯ともした慎吾は、その光の下で東京都のロードマップを広げた。

「さて、明日は明るくなったらすぐに出発して、多た摩ま川がわを渡らなきゃいけないんだが……橋には協和国の検問所があるって話だな……」

「じゃあ、渡れないじゃない。どうするつもりなの？」

　眉まゆをひそめた矢上を見て、慎吾は笑った。

「俺おれたちがこっち側に来た時、どうやって多摩川を渡ったか覚えているかい？」

「それは、中央線の鉄橋を使って……」

　そこまで言ったとき、矢上は何かに気がついたように目を見開いた。

「そうか、鉄道の鉄橋を使えばいいのね！」

「そういうことさ、普通に通れる橋があるのに、わざわざ歩きにくい鉄道の鉄橋を渡るヤツはいない。だから鉄道の橋に検問所は無いはずだ。検問所ってのは人が通る場所に作られるものだからね」

　慎しん吾ごはロードマップを指差して言葉を続けた。

「というわけで、俺おれたちは明日、この橋を渡る……京けい王おう線の多た摩ま川がわ鉄橋だ。これを渡って府ふ中ちゆうに出て、武蔵むさし野の線沿いに走る府中街道を北上する」

　矢や上がみは感心したように首をひねった。

「時々あんたが、すごく大人っぽく見えるときがあるわ……なんでそんなに落ち着いていられるわけ？」

　慎吾は肩をすくめた。

「そういう訓練を受けたからね……ファウンデーションの特殊部隊の人たちに……」

「ファウンデーション？　化粧品がなんで特殊部隊なの？」

　慎吾は笑いながら首を振った。

「ファウンデーションってのは、化粧品のことじゃないよ。長野県伊い那な市にある特別施設のことさ……元々は聖域って意味でサンクチュアリって呼ばれていたらしいんだけど、そこのリーダーの古ふる谷やって人が呼び名をファウンデーションに変えたんだ。よく知らないけど、昔のＳＦに出てくる百科事典を作る組織の名前なんだって」

　矢上は声を上げそうになった自分の口を押さえ、小声で聞いた。

「じゃあ……あれは本当だったの？　松まつ本もとに、日本の政府が残っているって噂うわさは！」

「そうだ。それは噂でもなんでもない。正確に言うなら、ファウンデーション自体は伊い那な市にある。松本には自衛隊の訓練施設があるだけなんだ」

　矢上は慎吾をにらみつけると、押し殺したような声で言った。

「……そんな場所があるなら、なんで秘密になんかしているのよ！　私たちが一番苦しんでいるときに……家が焼けて、寝るところも食べるものも無い中で、子供たちが無法者に次々に殺されているときに助けもしないで隠れて逃げているなんて……そいつら最低だ！」

　慎吾は言い訳するように首を振った。

「……だって、仕方ないじゃないか。生き残った大人は三百人しかいなかったんだ！

　この日本全体で、たったの三百人なんだぞ。

　……それも、学者さんとか、職人さんとか、お医者さんとか、そういった人たちがほとんどで、自衛隊や警察官のように戦える人は五十人くらいしかいないんだ。たった三百人で何ができるって言うんだ？」

　矢上は首を振りながら、幼稚園の床を両手で叩たたいた。

「でも……何かができたはずじゃない！　たった三百人でもできることがあったはずよ！　でも、何もしなかったじゃない！　この五年間、その大人たちは何もしないで、私たちの仲間や妹が苦しんで死んでいくのを見て見ない振りしていたんだわ！」

　慎吾は押し殺したような声で叫んだ。

「何もしなかったわけじゃない！　その人たちはできる限りのことをやってくれたんだ！　……確かに、君の住んでいる大おお宮みやの方まで手を差し伸べることはできなかった。だから、何もしてくれなかったと君が言うのは無理も無い……だけど……俺おれは……その人たちに助けられたんだ！」

　慎しん吾ごは目の前で燃えている小さなロウソクの炎をじっと見つめて言葉を継いだ。

「……こんな感じだった……四年前のあの夜も、こんな風に俺はロウソクの炎を見ながら、あいつと昔話をしていた……世の中がこんな風になる前の話をね……」

　矢や上がみは何かを言いたそうに口を開いたが、慎吾の顔を見て黙だまり込んだ。

　慎吾はつぶやくような低い声で話を続けた。

「……父と母が死んで、俺と弟は親しん戚せきの叔お父じさんのところに引き取られた。でも、叔父さんも叔お母ばさんもそれから一週間しないうちに倒れて死んだ。

　俺は弟と従い姉と妹こを連れて松まつ本もとの文化会館に作られた避ひ難なん所じよに行くことになった……従姉妹の名前は善よし美み……俺と同い年の……元気で明るい、責任感にあふれた子だった……」

　矢上ははっとしたように目を見開いた。

「……その子なのね。あんたの目の前で殺されたって子……」

　慎吾はうなずいた。

「大人たちがどんどん死んでいって、避難所での生活はほとんど自給自足のようになっていった。俺たち中学生は市内のショッピングセンターとかスーパーから食料品をかき集めてくるのが仕事だった。

　小学生やもっと小さな子供たちに飯を食わせるために俺たちは一生懸けん命めいだった。でも、中には大人たちがいなくなった街の中で、やりたい放題なことをやる連中も現れた……そいつらは車やバイクを乗り回し、死んだ警官のピストルを使って手当たり次第に人を撃うって喜ぶような連中だった。

　やつらにとって、大人たちが死に絶えた街はゲームの世界と同じだったんだ。

　リアルなゲーム、誰だれも止める人のいない、ゲームオーバーの無い、ゲーム。

　そして、ある夜。俺たちの避難所がそいつらに襲おそわれた。

　手当たり次第に銃を撃ち、リーダーだった先輩たちを撃ち殺したやつらは、女の子に襲い掛かった。

　善美は……抵抗した。本気で……やつらの顔を引っかき、耳に嚙かみ付いた。

　でも……抵抗されて逆上したやつらのリーダーは善美を裸にして、みんなの見ている前でレイプして、そして……首を締しめて殺した。

　俺たちに逆らうヤツはこうやって死ぬんだと言って、死体をロープで吊つるして晒さらし者にした……」

　矢上が両手を口に当てて息を吞のんだ。

「そんな……ひどい……」

「善よし美みの死体を見たとき、俺おれの中で何かがはじけた。そのとき、俺は本気で人を殺そうと思った。

　俺は泣きながら、近くにあった椅い子すを振り回してやつらに殴なぐりかかった……。

　そして、逆に殴り倒され、俺はやつらにナイフで切り刻まれた……ファウンデーションの自衛隊の特殊部隊が来てくれなかったら、俺はそのまま死んでいただろう……」

「だから……あんたは私を止めたんだね……私が無む茶ちやなことをするのを」

　慎しん吾ごはうなずいた。

「ああ、今なら止められる。今なら守れる……今の俺ならね。

　でも、あのときの俺にはできなかった。あのとき、俺は逃げた。目の前の現実から……。

　俺は無力だ！　俺には何もできない！　だから仕方ないんだ！　……そう言い聞かせて俺は逃げた……そして……逃げた俺の前で……善美は殺された」

　慎吾は目を閉じた。

　泣くつもりはなかった。後悔の涙はもう流さないと心に誓ったつもりだった。

　でも、誓いは守られたことがなかった。

　慎吾の目に浮かぶ涙を見た矢や上がみが、ぽつりとつぶやくように聞いた。

「その子のこと……好きだったんだね……」

　慎吾は目を閉じて、うなずいた。

「ああ……そうだ。俺は馬ば鹿かだった。俺は俺の気持ちに気付いていなかった……殺されるまで……あいつがどんなに大切なものだったのか、俺は気付いていなかったんだ。

　世の中には、自分のすべてをかけて守るに足りる他人がいるってことにね」

　矢上の目に戸惑いの色が走った。

「……それって、もしかして……私も？」

　慎吾はあわてて首を振った。

「あ、いや、違うよ。なんで君を止めたかっていうとだな……見てられないというか危なっかしいというか……」

「なによそれ！」

　矢上は形の良い眉まゆ毛げを吊つり上げると、ぷんとむくれてそっぽを向いた。

　慎吾は困ったように頭を搔かいた。

「ごめん……でも、なんて言ったらいいのかな。俺は君を守りたいと思ってる……そうでなきゃ止めたりしないし、こうやって一いつ緒しよに行動したりしない。でも、その理由はそこで寝ているサナエって子を守りたいって思うのと同じなのかもしれないし……もしかしたら違う理由なのかもしれない……やっぱり上う手まく言えないや……」

　矢上はしばらく黙だまったまま慎吾をにらんでいたが、やがてふっと表情を緩ゆるめると肩をすくめて言った。

「あんたって……ホント、真ま面じ目めね……なんというか、こう、仕事中のサラリーマンというか公務員というか、そんな感じがするわ」

　慎しん吾ごは笑ってみせた。

「さすがだね、カンが鋭いな。君の言うとおり俺おれは今仕事中というか、任務中なんだ」

「任務って……何の任務なの？」

　怪け訝げんな顔をする矢や上がみに、慎吾は広げていたロードマップを見せて説明を始めた。

「この地図には五年前の日本がそのまま残っているだろう？　この地図には新幹線も鉄道も高速道路もちゃんと載っている。そういった文明の記き憶おくは俺たちの中にもある。だけど、五年前に、まだ十歳に満たなかった子供たちの中には、もうそういった文明の記憶が薄うすれかかっている連中もいるんだ。

　このままあと五年、十年過ぎたらどうなると思う？　あの疫えき病びようの大だい災さい厄やくの後に生まれて来た子供たちは文明を知らないんだ。

　新幹線も高速道路もパソコンもテレビも携帯電話もインターネットも知らない。話には聞いていても、見たことも触ったこともないものを理解することは難しい。ましてや学校も何もないこの世界じゃあ満足な教育もできない。文字を書けない、読めない子供がどんどん増えていく。本がいくら残っていても、それが読めない人間には意味が無い。

　このまま放置すれば、この世界の文明はどんどん衰すい退たいしていく……わかるだろう？」

　矢上は考え込むような表情になった。

「そうね……大おお宮みやのコミュニティや前まえ橋ばしのコミュニティでは、子供たちを集めて学校みたいなことをやっているけど、そんなことをやっているコミュニティはほんの一握りだわ。

　どこも今日食べるものを確保するだけで精一杯の生活だもの……」

「その文明の衰退を食い止めることが、ファウンデーションの役目なんだ。

　でも、ファウンデーションにいるたった三百人の大人だけで、この世界の文明の衰退を食い止めることなんかできやしない。

　文明の衰退を食い止めるのは俺たちの仕事なんだ。

　大人たちが先生になって生き残った子供に知識と技術を伝えれば、その知識と技術を教わった子供が別の子供たちに知識と技術を伝え広げていくことができる。

　そうやって知識と技術をどんどん広げていくことができれば、文明は滅びない。

　でも、教育というのは秩ちつ序じよと治安、そして自給自足できるだけの生産性がなければ維持できない。

　俺の任務というのは、ファウンデーションの知識と技術を伝えることができるだけの、しっかりした秩序と生産性を持ったコミュニティを探し出してくることなんだ」

　矢上は納得したようにうなずいた後で慎吾に聞いた。

「それで協和国の中でスパイみたいに色々聞き込んでいたのね……それにしても、メンマ連れていたりスパムとかの貴重な食料を山ほど持ち込んだり、めちゃくちゃ目立っていたけど。あんなやり方でいいの？」

「いいのさ。スパイというのはこそこそ隠れて見つからないように動くものだって誰だれもが思っている。だから俺おれみたいに正面から堂々と動くと誰もスパイとは思わない。目立った方が疑われないのさ」

　そして、慎しん吾ごはにやっと笑って言葉を付け足した。

「……それに、人は外見で判断するだろう？　俺は見たとおりダサいから、相手が警戒心を抱かないのさ。だから偵察情報収集要員に選ばれたんだ」

　矢や上がみは慎吾の顔を見て、ふっと笑った。

「そうね……しっかり騙だまされたわ……でも、あなたが信用できる男だってことは間違ってなかったみたいね」

　その微笑を見た慎吾はあわてて目をそらして、わざと無ぶ愛あい想そうに答えた。

「そんなに予防線張らなくてもいいよ、俺は君を襲おそったりしないから……」

　矢上は目を見開いた後で、ちょっと赤い顔になってあわてたように言い返した。

「そんなこと言って無いじゃない！　あんた、考えすぎよ！」

「そうかい？　いやあ、だって君は二言目には『男って馬ば鹿かばっか』とか『男ってみんなオオカミだ』みたいなことを言うからさ……」

　矢上は怒ったように慎吾をにらむと、自分の脇わきに置いてあったクロスボウを持ち上げて、慎吾に向かって構えた。

「男だけがオオカミじゃないのよ！　女だってオオカミになれるんだからね！　馬鹿にしないで！」

　自慢げに矢上が構えているクロスボウを見た慎吾は、顔色一つ変えずに言った。

「……矢が装そう塡てんされていないぞ」

「……え？」

　自分の構えたクロスボウに目を落とした矢上は、あわててそれを自分の体の陰に隠すと取り繕つくろうように言った。

「あ……いや、その……これは、えーと、アピールよ！」

「自分がいかにドジかという？」

「違うわよ！　私を甘く見るな！　って言いたかっただけよ！」

「……結果的に逆効果だったけどな」

「うるさいっ！」

　矢上が小声で叫んだ。

　そのとき、シュラフの下で寝息を立てていたはずのサナエが、ひょいと顔を上げて言った。

「……けんかは……らめなの」

　一いつ瞬しゆんあっけに取られたように見つめる矢や上がみと慎しん吾ごの目の前で、サナエは再びマットレスの上にぱたんと頭を落として、寝息を立て始めた。

「起きているのか？」

　サナエの顔を覗のぞき込みに行った矢上に慎吾が聞くと、矢上は首を振った。

「ううん、寝てるわ……寝言だったみたい……」

「ずいぶんグッドタイミングな寝言だったなあ」

　小さなロウソクの灯あかりがちらつく中で床に両手両りよう膝ひざをついて、サナエの寝顔をじっと見ていた矢上がぽつりと言った。

「……この子も、いろんなものを見てきたんだろうね……辛つらいこととか、一杯……」

「今、生き残っている人間は、誰だれもが五年前、両親や家族と死別した経験をしているわけだからな……この子も君も、そして俺おれも……」

　矢上は自分の身体からだを抱くように両手を回して、小さく身み震ぶるいした。

「私たちと同じように親や兄弟や大切な人を失っているのに……どうして、協和国の連中はあんなひどいことができるんだろう？　人間ってあんなに簡単に人を殺せるものなの？」

　慎吾は黙だまったまま、目の前でちらちらと揺れるロウソクの炎を見ていたが、やがて小さくうなずいた。

「……人の心の中には獣けものがいるんだ……男はオオカミだって言った、さっきの君の言葉は間違っちゃいない。どんな男の中にもオオカミがいる。俺の中にもいる。ただ、そいつを野放しにするのかしないのか、それだけの違いなんだ。

　人の形をした獣になるか、人の形をした人のままでいるか。その差は本当に薄うすい紙一枚ぐらいしかないのかもしれない……」

「私はその薄い紙一枚で助かっているわけね……」

　矢上は慎吾を見て悪戯いたずらっぽく微笑ほほえんだが、慎吾は笑わなかった。

　慎吾の顔を見た矢上は小さくため息をついたあとで、小さくぱん！　と顔の前で手を合わせてから顔を上げた。

「まあいいわ、嫌きらわれているわけじゃ無さそうだし……明日、早いんでしょ？　もう寝るわ」

　慎吾はうなずいた。

「わかった、君はサナエの隣となりで寝てくれ。俺はメンマと一いつ緒しよに、出入り口に近い隣の部屋で寝る。もし、誰かが近づいて来たら、メンマが起こしてくれるだろう」

　矢上が寝息を立てているサナエの横に移ったのを確認して、慎吾はロウソクを吹き消した。

　ゆらりとロウソクの炎が揺れて、一瞬にして部屋の中が闇やみに包まれた。

　その、真っ暗な空間の中で、慎吾はじっと動かなかった。

　三十秒ほど過ぎても、部屋から出て行く気配が無いことに不安を感じたのだろう。矢上が小声で聞いた。

「……どうしたの？」

　慎しん吾ごがすっと暗くら闇やみの中で立ち上がった気配がした。

　矢や上がみが身を硬くしたのがわかったのだろう、慎吾は笑いを含んだ声で答えた。

「暗闇に完全に目を慣らしてから動こうと思っただけさ……何もしない、安心しろよ」

　そう言い残して、慎吾はメンマを連れて静かに部屋を出て行った。

　暗闇の中に残された矢上は、そのままサナエの寝ているシュラフの下にもぐりこんで暗い部屋の天てん井じようを見上げた。

　──あいつは見るからにダサくて垢あか抜ぬけなくて、ちっともカッコよくないけど……頭が回って……約束を守る人で信用できる人だよね……。

　矢上は首を回して、隣となりで寝ているサナエの無邪気な寝顔を見て小さくため息をついた。

　──でも、あいつにとって、私はあんたと同じなのよね……あいつはただの保護者で、私はほうっておけない馬ば鹿かなヤツ……。

　相手にされないってことをほっとするより、心のどっかでむかついてるってことは……うーん、私、ちょっとヤバイかもしんないな……。

　矢上はしばらく黙だまったままサナエを見ていたが、やがて小さくため息をついて、子供用の毛布を頭からかぶった。

　──悩んでも仕方ないや……寝よう。




　百も草ぐさ園えん駅の近くにある幼稚園の廃はい墟きよの暗闇の中で、慎吾たちが眠りについていたその頃ころ。

　立たち川かわにある西東京協和国の大統領府の会議室では、ディーゼルエンジン発電機の生み出した電力によって真昼のように明るく輝かがやく蛍光灯の光の下で、協和国の幹部たちによる会議が行われていた。

　ホワイトボードの前に立った多た目めは、居並ぶ幹部たちを見回して言った。

「俺おれは、この園その山やま慎吾と名乗った男は、松まつ本もとにあると思われる旧世界の生き残りが関係する組織のエージェントだと判断する……確かに、これは確証ではない。あくまでも推論に過ぎない。本当はそんな組織なんかこの世に存在していなくて、あいつはたまたまここにやってきた、ただのロリコン野郎だったのかもしれない……だが、俺はそうは思わない。その証拠がこれだ！」

　多目はそこで言葉を切ると、自分の後ろにあるホワイトボードに箇条書きされた二十数項目に及ぶ不審点を指差した。

「あの男が、俺たちの市場でどんなことを聞いて、どんなことを話していたのか。それをあの男に接触したすべての人間から聞き出した……その結果がこれだ！

　この協和国の人口、兵士の数、勢力範囲、市民階級の詳細、強制徴ちよう募ぼが行われている場所、燃料と武器の総量に関する風評……。

　これはすべて、戦略的な情報以外の何物でもない。あの男は、こういった情報を一人からまとめて聞き出すのではなく、何十人という相手から一個ずつ聞き出している。まとめて聞き出せば警戒されるが、市場での何気ない会話の中に混ぜて聞き出せば、相手は警戒しない。

　これは間違いなく訓練された人間……つまりはプロの情報収集員でなければできない方法なのだ……。

　そして、この訓練された人間、プロの人間という存在こそが、俺おれの言っている旧世界の生き残りの存在を裏付ける。

　……訓練し、プロを作り出せるのはプロだけだ。つまり、あの男はそのプロがいる場所からやってきたということの証明に他ほかならない」

　協和国の幹部の一人がつぶやくように言った。

「プロって……つまり大人のことか？　大人が生き残っているっていう意味か？」

　多た目めはうなずいた。

「そのとおりだ。あいつは、五年前の災さい厄やくで死ななかった大人たちに訓練され、そして俺たちの情報を収集するために送り込まれたのだ……ウワサは真実だったということだ」

　会議室が一気にざわついた。

　協和国の幹部たちはお互いの顔を見合わせて、口々に「信じられない」とか「どうすりゃいいんだ？」などと言い始めた。

　そのとき、多目の斜め後ろにある椅い子すに陣取って会議を見守っていた、見るからに体育会系の体つきの男がゆっくりと立ち上がった。

　会議室は静まり返った。

　身長は百八十センチ以上あるだろう。広い肩幅と太い首筋は、どこかのプロレスラーを思い起こさせた。

　その男は会議室の中を見回すと、野太い声で言った。

「ガタガタ言うんじゃねえ！　大人たちが生き残っていたから、どうだって言うんだ？　ケンカってのは結局は数だ！　多目の話じゃ、松まつ本もとに生き残っている大人の数はそんなに多くないだろうって話だ。だったら、びびることはねえ！　結局は兵隊の数、銃の数、弾の数が物を言う！　この大だい道どう寺じにケンカ売って来るなら、買ってやろうじゃねえか！　腹を据すえてかかれば警察だろうが自衛隊だろうが、怖くねえ……引き金引けば死ぬ。大人だろうがなんだろうが死ぬんだ。殺しちまえば怖くねえ。焼け跡に転がってる骸がい骨こつと同じで、何もできやしねえんだ！　わかったか！」

　大道寺の言葉を聞いた幹部たちの多くは、顔に戸惑いを浮かべたままうなずいた。

　その顔つきを見ていた大道寺は小さく舌打ちをすると、多目に向き直った。

「こいつら、大人たちが生きていると聞いただけで、びびっていやがる……お前からしっかり説明してやれ」

「わかりました……」

　多た目めはそう言ってうなずくと、再び幹部たちの前に進み出た。

「……諸君らは、先ほどの俺おれの説明を聞いて、いささか萎い縮しゆくしてしまったようだが、安心しろ。もし大人が生き残っていたとしても、その人数はたいしたことは無い。そしておそらく戦せん闘とう要員はさらに少なく、装備なども持ってはいないだろう。その証拠に、やつらは偵察のために、俺たちと同じ子供を送り込んだ。

　俺たちをスパイに来たあの男は十八歳だと言っていた……まあ、本当のところはわからんが、少なくとも五年前はあの男は中学生くらいだったに違いない。

　もし、戦闘要員や装備が残っていれば、あんな子供を送り込むことはしない。道路や鉄道が使えなくとも、ヘリコプターがあるのだからヘリを飛ばして上空から偵察すればいいのだ。それをしないということは、つまりやつらにはヘリコプター一機すら飛ばす能力が無いということなのだ……」

　そのとき、多目の言葉を聞いていた、黒い作業服の目つきの鋭い男が手を上げて聞いた。

「質問がある。多目殿は、今、あの男を送り込んだ組織は、弱体で恐れるに足りないだろうという分析をしてみせた。では、どうしてその取るに足りない組織の工作員を追いかけねばならないのか。その理由を教えて欲しい……まあ、確かに今までの、ガキを焼け跡に放って追い立てるウサギ狩りよりは、はるかに訓練に向いているのは認めるが……理由はそれだけなのか？」

　多目はにやりと笑い、感心するかのような表情をした。

「さすがは大統領警護隊の荒あら川かわだけのことはあるな……あの男を追いかける理由は大きく言って二つある。一つは俺が立てている仮説が事実かどうか、あの男に聞いて確認するためだ。

　まあ、そのためには生かして捕まえなくちゃならんので、いささか面倒だ。

　そしてもう一つの理由……これが重要なのだ。

　実を言うと、警備兵と女どもの間から気になる報告が来ているのだ。この市場に男の格好をした女が紛まぎれ込んでいたという情報と、その女が燃料集積所の写真を撮ろうとしていたという情報だ」

　会議室が再びざわついた。

「ほかにもスパイがいたって言うのかよ！」

「女だって？　くそ、わかってりゃ、本気で探したのによ！」

「そいつも、松まつ本もとから送り込まれたのかな？」

「でも、女に男の格好をさせる理由がねえぞ……」

　幹部たちの会話を聞いていた多目がゆっくりと言った。

「その女はおそらくあの犬を連れていた男とは別の組織からやってきたのだろう。私がそう判断した理由は簡単だ。

　あの犬を連れた男のやり方に比べると、どうにも素人しろうと臭くさいのだ。女に男の格好をさせるなどという、そんなリスクを犯す理由が無い。

　この二人は別の組織からわが国に潜せん入にゆうしたと考えるのが必然だ。

　問題はこの女がどこから来たのかということだ」

　多た目めはホワイトボードに向かうと、そこに一枚の地図を貼はり付けた。

　それは関東地方の地図だった。

「諸君らも知っているとおり、三み鷹たかから南東に広がる杉すぎ並なみ区や世せ田た谷がや区などの住宅地は完全に燃えつきた。今は雑草が生い茂る一面の焼け野原と化している。ここに住んでいる人間はほとんどいない。

　葛かつ飾しか区のあたりも住宅地は燃えてしまって、人が住める状態じゃない。

　つまり、東京都内には、もはや我々に敵対できるほどの根性のあるコミュニティは無い。

　もし、そういったコミュニティがあるとしたら江え戸ど川がわの向こうの千葉県か、多た摩ま川がわの向こうの神か奈な川がわ県か……そして、荒あら川かわの向こうの埼さい玉たま県……そのあたりだろう」

　多目の言葉の中にあった『埼玉県』という単語を聞いた幹部たちは、目を見開いた。

「埼玉って言うと……大おお宮みやか？」

「前まえ橋ばしのグループが鉄道を復活させて、大宮との間に列車を走らせているそうだ」

「大宮は、ＦＭで、俺たちの悪口を流しまくっている前橋の連中の前進基地みたいなものだからな……」

　幹部たちのひそひそ声を聞いていた多目は、そのとおりという風にうなずいた。

「諸君らも知っているとおり、前橋の連中はＦＭラジオを復活させ、さらには鉄道まで走らせている。自衛隊の装輪装甲車を装備しているという噂うわさも聞く。その力は到底無視できないレベルだ……」

　多目はそこで言葉を切ると、ホワイトボードに書かれた園その山やま慎しん吾ごという名前を握りこぶしで叩たたいた。

「なぜ、この男を追うのか。その理由がここにある！　こいつの所属している組織には大人がいる！　五年前の古い日本が、そのままここにいるんだ。

　考えてみろ……この大人たちが、この日本にいる生き残りの子供たちに命令し始めたら、どうなると思う？

　大人の言葉はどれほどの力を持つと思う？　もはや俺おれたちの言うことは誰だれも聞かない。俺たちの国も世界も、そこで終わりだ……なぜなら、この日本に法律が戻ってくるからだ！」

　法律という言葉を聞いて、青ざめた幹部たちを見回して、多目はにやりと笑ってみせた。

「でも……安心しろ。今のままなら、俺たちが法律で裁かれて、刑務所に行ったり死刑になることはまず無い。なぜなら大人たちには力が無い。力のない法律なんてのは、怖くもなんともない。いくら命令を下しても、それに従う人間がいなけりゃ無力だ」

　多た目めの言葉をじっと聞いていた黒い作業服の男が、合点がいったという風にうなずいて言った。

「大人どもが、その従う人間を手に入れる前になんとかしないと、俺おれたちの協和国は潰つぶされちまうってわけか……」

　そのとき、今まで黙だまって話を聞いていた大だい道どう寺じが吠ほえた。

「そんなことさせるか！　この協和国は俺たちの国だ！　五年間ほったらかしにしておいて、いまさらしゃしゃり出てきた大人どもに勝手なことはやらせねえ！　俺は協和国の大統領なんかで終わる男じゃねえ！　子分どもを従えてこの関東を制せい覇はし、いずれは日本中に号令する男になるんだからな！」

　多目は、その大道寺の言葉を冷ややかな顔つきで聞いていた。

　──実にガキっぽいセリフだ。まるでどこかの不良マンガのようだな。

　だが……このガキの熱さが必要なんだ。この熱さに人は集まる。世界が暗く、寒くなるほど、人々はアジテーターの周りに集まってくるものだ。

　──そして、集まった人々を俺が利用する。組織を作るには熱さが必要だ。だが、熱さだけでは組織は回っていかない。大道寺には名を、そして俺には実をというわけだ。

　大道寺の言う関東制覇とかいうたわごとに付き合ってみるのも一興かもしれんな。

　それくらいのことをやらねば、五年前の災さい厄やくを生き残った意味が無い……。

　多目は小さく咳せき払ばらいすると、ホワイトボードにもう一枚の地図を広げてマグネットで留めた。

「……というわけで、なぜあの男を追いかけなくてはならないか理解できたと思う。

　あの男は、市場で前まえ橋ばし・大おお宮みや連合の工作員と思われる女と行動を共にしていたという情報も上がっている。おそらく、俺からスパム二個で買った女のガキと、前橋・大宮連合の工作員の女の二人を連れていると思われる……これは、立たち川かわ周辺の詳細な地図だ。あの男が最後に目もく撃げきされたのは、この中央線の多た摩ま川がわ鉄橋を渡った日ひ野の駅周辺だ。パトロールの報告によると、その直前に犬を連れた人間が駅のホームにいるのを見た、という目撃情報もある。おそらくあの男はここで前橋・大宮連合の工作員と待ち合わせをしていたのだろう……」

　多目はそこで言葉を切ると、詳細地図の一角を指差した。

「あの男は、おそらく今、ここあたりにいる。多摩川を渡った対岸の高たか幡はた不ふ動どうあたりだ……」

　地図を見ていた大だい道どう寺じが小声で聞いた。

「大宮に行くつもりじゃないのかな？　なんで埼さい玉たまとは反対の方向に向かっているんだ？」

「偽装工作だよ。あの男は、自分が出て行った後に、山やま梨なしから本物の商人がやってくるなんて思ってもいなかったに違いない。山梨から来たと言い張った以上、山梨方向に行かないと疑われるからな……つまり、あの男はこの後……おそらく明日の早朝に動き出すだろう。再び多摩川を渡って北上するに違いない。しかし、ほとんどの多摩川の橋には、協和国の検問所があって、警備兵が詰めている。渡ることは難しい……だが、渡れる橋が一つだけある。検問所の無い橋……ここだ、京けい王おう線の多た摩ま川がわ鉄橋だ。あの男はおそらくこの橋を渡って府ふ中ちゆう市に入り、そのまま北上するだろう……」

　多た目めはホワイトボードの下に置かれていた赤いマーカーを取り上げると、地図の上にきゅっと丸を描いた。

「……従って、我々はここで待ち伏せる！　ここに兵士を送り込んで、徹てつ底てい的てきに捜そう索さくする！　場所は府中市にある中なか河原がわらの駅の周辺！　出発は午前六時！　兵士どもに周知徹底させろ！　できる限り殺すな、だが逃がすくらいなら殺せ……とな」

　居並ぶ幹部たちは無言でうなずいた。













　　　第五章「追跡の足音」







「くそ、あっちにも、こっちにも兵士がいやがる……多目のヤツいったい何人の兵士を捜索に駆りだしたんだ？」

　高架線の駅のホームから降りる階段の陰から、双眼鏡で駅の下にあるロータリーを見ていた慎しん吾ごは、双眼鏡を目から外して忌いま々いましそうにつぶやいた。

「どうする？」

　階段に座った矢や上がみと、その横でメンマを抱きかかえたまま不安そうに見つめるサナエを見て、慎吾は小さく首を振った。

「とりあえず、この京王線の分ぶ倍ばい河原がわらの駅から動かない方がいい……やつらの視線が地面に向いているうちはね」

　昨夜ゆうべ、京王線の百も草ぐさ園えんの近くにある幼稚園の建物の中でビバークした慎吾たちは、今日の朝、夜明け前にそこを出て京王線の多摩川鉄橋を渡って、対岸の府中市に入った。

　京王線の多摩川鉄橋の上流にある府中四よつ谷や橋と下流にある関せき戸ど橋には、検問所のようなものが作られていた。それを避さけるため京けい王おう線の鉄橋を使ったのだが、その鉄橋を渡り中なか河原がわらの駅の近くまで来た時、静まり返った西東京の空にトラックのエンジン音が響ひびき渡った。

　この西東京で、協和国の軍隊以外に自動車の燃料を確保している者はいない。

　つまり、それは協和国の軍隊が出動したことを知らせる号砲だった。

　エンジン音は一台や二台という数ではなかった。何十台というトラックが西の方角……つまり立たち川かわの方から、こっちに向かって走って来ることを示していた。

　道路を歩くことは危険性が高いと判断した慎しん吾ごは、中河原の駅から再び京王線の線路に沿って歩き始めた。

　そして、捜そう索さくの兵士がやってくる寸前になんとか分ぶ倍ばい河原がわらの駅までたどり着いて、その階段の陰に身を潜ひそめたのだ。

　京王線の分倍河原の駅はＪＲ南なん武ぶ線の駅をまたぐ形で交差しており、地上より高い位置にある。そのため、家や道路を捜索している兵士たちの視線から逃れることができていた。

　──でも、それも時間の問題だ。

　焼け残った家や商店の捜索が終われば、捜索の手はマンションやビルに伸びるだろう。そうなる前になんとかここから動かないと……。

　慎吾はもう一度分倍河原の駅前を見下ろした。

　ガラスが割られ荒れ放題になっているコンビニの前を、頭に黒い布を巻いた二人の兵士が歩いていく。

　兵士たちは、二人一組で行動しているらしかった。

　双眼鏡を覗のぞいていた慎吾は、その兵士の片方が胸に小型のトランシーバーのようなものをつけているのに気がついた。

　──アマチュア無線か、それとも特定小電力トランシーバーか。いずれにしろ、あいつらは相互に連れん携けいを取って動いている。

　誰だれか一人に見つかれば、その情報はあっというまに全体に伝わるというわけだ。

　双眼鏡を顔から外して、慎吾は考え込んだ。

　──それにしても、なぜ多た目めのヤツは、この府ふ中ちゆうに捜索の兵士を送り込んだのだろう？　俺おれたちの行動が読まれていたということか？

　慎吾はリュックの中からロードマップを取り出して広げ、今日の朝から歩いてきたルートを指でたどった。

　──百も草ぐさ園えんの近くを出た俺たちは、多た摩ま川がわを渡る橋を探しながら下流に歩いた。そして中央線の多摩川鉄橋から下流に向かって六番目の京王線の鉄橋を渡った。それ以外の橋はすべて検問所のようなものが作られていて、渡れそうになかったからだ。

　京王線の鉄橋は鉄道橋だ。他ほかに橋があればわざわざ歩いて渡るヤツはいない。だから、あの鉄橋には見張りがいなかった。

　慎しん吾ごは小さくうなずいた。

　──そうか、見張りに引っかからずに多た摩ま川がわを渡るとしたら、あの京けい王おう線の鉄橋しかないということなんだ。だから多た目めは、鉄橋の対岸に、兵士を集中させたんだ。

　でも……待てよ。どうして俺おれが、多摩川を渡って、北上しようとしていると気がついたんだ？　俺が大おお宮みやに行こうとしているということは、あいつにもわからないはずだ。

　もしかして、矢や上がみが大宮から来たってことがバレたのか？

　慎吾は振り向くと、横にいた矢上に聞いた。

「君は……あの立たち川かわで、自分の正体を誰だれかに言ったか？」

「そんなことするわけないじゃない、そんなの自殺行為だよ……」

　矢上はあわてて首を振ってそう言ったあとで、はっとしたように目を見開いた。

「……そういえば、洗せん濯たくとか炊事とかをやらされている女の人の何人かに、話を聞いたわ。私も女の子だから安心してって言って……でも、大宮から来たってことは言ってないわ」

　慎吾はまいったなという風に首を振った。

「……おそらく、その話を聞いた女の人から情報が伝わったんだな」

「あの人が密告したって言うの？　そんなわけないわ。子供が殺されたって泣いていたのよ！　多目と大だい道どう寺じを許さないって……」

「その人が直接、多目とかに密告したわけじゃないだろう。でも、その人が仲間にそれとなく話したことが、多目の耳に入ることはありえる。あと、例のデジカメの一件もある」

「だって、あの警備兵は、あんたがスパム渡して黙だまらせたじゃない」

　慎吾はうなずいた。

「確かに、あのときはそれで丸く収まった。でも、あの警備兵が後で報告したかもしれない……そういった断片的な情報でも、集まってくれば一つの事実を浮かび上がらせることができる。そして、その情報が全部集まるところに多目がいる。

　多目は俺の正体とそして君の正体に気がついた。俺と君が一いつ緒しよに行動しているということも、おそらく気がついただろう……そして、俺たちが大宮を目指していることも……」

「なによそれ！　あいつは千里眼か何かなの？　それじゃあまるで超能力じゃん！」

　矢上は目を丸くしたあとで笑った。しかし、慎吾は笑わなかった。

「超能力じゃない、能力さ。あいつには学者とかが仮説を立ててそれを立証するように、推理を組み立てて、事実に近づいていく能力があるんだ……」

　その真剣な顔を見て、矢上の顔から笑いが消えた。

「……じゃあ、私たちの行動は、全部あいつに読まれているってわけ？」

「そうだ……でも、安心しろ。一つだけあいつに読まれていないかもしれない事実がある……」

「どんな事実なの？」

　半信半疑の顔で聞いた矢上を見た慎吾はにやっと笑って答えた。

「俺おれが、それに気がついた……という事実さ」




　太陽が真上にあった。

　協和国の兵士たちが、分ぶ倍ばい河原がわらの駅周辺の捜そう索さくを始めて、三時間以上が経過していた。

　慎しん吾ごたちはまだ同じ場所に留とどまっていた。京けい王おう線のホームから南なん武ぶ線の駅に通じる階段の脇わきの壁かべ際ぎわ、そこにある自動販売機とゴミ箱の陰に身を潜ひそめていた。

　その場所は駅前のロータリーからもガードの下からも死角になっているために、気付かれずに済んでいた。

　慎吾は階段の壁の隙すき間まから、真下を通る兵士たちの動きを観察していた。

　最初の頃ころは、張り切って探していた兵士たちだったが、二時間を過ぎたあたりから、だんだん飽きてきたのだろう、歩き方に緩ゆるみが目立ち始めた。

　しかし、兵士たちを指揮する幹部の声は、だらけた兵士たちと反比例するようにヒステリックな響ひびきを帯び始めていた。

　そのあせったような声を聞いていた慎吾は小さくうなずくと、階段の陰で屈伸運動をやっている矢や上がみとサナエに言った。

「兵士たちの集中力が落ちてきたようだ。遠くで音を立てて敵を引きつけて、その隙に駅から出て逃げるぞ……準備はどうだ？」

　矢上とサナエは緊きん張ちようで強こわ張ばった表情で、お互いの顔を見合わせてうなずいた。

「私もサナエも準備運動は充分よ、走れそうだわ」

　慎吾も同じように軽く屈伸運動をした後で、矢上にうなずいてみせた。

「よし、君のクロスボウの出番だ。その矢をなるべく遠くの家の窓ガラスに命中させてくれ。頼たのんだぞ！」

「任せて！」

　矢上はそう短く答えると、クロスボウの弓を四十度ほどの角度に構えた。

「直接狙ねらうんじゃないのか？」

「なるべく遠くの方がいいんでしょ？　だったら放物線を描いて飛ばした方がいいに決まってるじゃない」

「でも、それじゃあ狙いが不安定にならないか？」

「まあ、見ていて……」

　矢上は自信ありげに微笑ほほえむと、片目を閉じてクロスボウの狙いを定めた。

　顔から微笑が消えた。

　呼吸を整え集中しているのが、傍はたで見ている慎吾にもわかった。

　そして、二呼吸ほどの時間が過ぎたとき、矢上の指がすっと動いた。

　クロスボウの弦がビィィン！と音を立てるのと同時に、矢が空中に放たれた。

　その矢の行き先を眼で追った慎しん吾ごは驚おどろいた。

　──すごい、百メートル以上飛んでいる。曲射弾道で飛ばす矢の飛ひ距きよ離りって馬ば鹿かにならないな。

　山なりの軌跡を描いて飛んだ矢は、手前にあるアパートの屋根を飛び越して、その向こうにあるマンションに向かって消えて行った……と思った次の瞬しゆん間かん。

　マンションの方角から、ガラスの割れる「ガチャン！」という音がかすかに聞こえて来た。

「当たった！　ねえ！　聞いたよね！　ガチャン！　って言ったよね、今！」

「静かにしろ！　やつらに聞こえる！」

　目を輝かがやかせて喜ぶ矢や上がみを黙だまらせて、慎吾は双眼鏡を目に当てて駅前ロータリーにいる兵士たちの様子を窺うかがった。

　双眼鏡の視界の中にいる五、六人の兵士たちは全員、矢上がクロスボウの矢を打ち込んでガラスを割ったマンションの方角を見ていた。

　そのとき、視界の中に指揮官らしい男が飛び込んで来た。

　その男が大きく腕を振り回すと、五、六人の兵士はあわてたように今まで見ていた方角に向かって走り出した。

「上う手まくいった！　連中はガラスの割れた音の方向に気を取られている！　今のうちに駅から出るぞ！　急げ！」

　慎吾はそう言うと、駅のホームから線路に飛び降りた。

　矢上とサナエが後に続くのを確認して、慎吾は線路の上を走り始めた。

　分ぶ倍ばい河原がわら駅から北に向かって伸びる京けい王おう線の線路は、すぐに地表と同じ高さになった。

　駅から数えて二つ目の踏ふみ切りが見えるあたりまで来たとき、慎吾はカーブする線路の先に一台のトラックが停とまっているのに気がついた。

「やばい！　線路から外れないと、あそこにいる連中に見つかってしまう！　この踏み切りで線路から外れるぞ！」

「どっちに行くの？」

　慎吾は素早く周囲を見回した。

　京王線の線路脇わきに広がる一面の住宅の焼け跡の北側に、青いミラーガラスで覆おおわれた高層ビルといくつかの大きな建物が見えた。

　慎吾はそのビルを指差した。

「あそこに行く！　焼け跡を走り回っていたんじゃ見通しが良すぎて、すぐに見つかっちまうからな！」

「でも……ビルの中に入ってから、周りを取り囲まれたら逃げられないわ！　袋のネズミよ？」

　慎吾は首を振った。

「ビルの中には入らない。その方向に向かって建物の間を抜けるだけだ！　追跡者の視線を遮しや断だんさえできればいいんだ！　行くぞ！　ついて来い！」

　慎しん吾ごはそう言うと、京けい王おう線の線路を外れ、踏み切りから北に走る甲こう州しゆう街道に向かって走り始めた。

　焼け跡の間を抜けて甲州街道に出たところで、慎吾は電柱の陰にしゃがみこんだ。

　その背中にぴったりとくっつくようにして、ついて来ていた矢や上がみが聞いた。

「どうして止まるの？　ビルはもう目の前じゃない！」

「メインストリートは狙そ撃げきの絶好のポイントなんだ。ほら、広い道路は見通しがいいだろう？　きっとどこかで横断する人間を見張っているはずだ……」

　慎吾はそう言うと甲州街道を見回した。

　五年前には渋じゆう滞たいで有名だった甲州街道も今では車の姿も無く、ところどころに廃車になった車が点々と放置されているだけだった。

　左手を見通したとき、慎吾の目が何か動く物を捉とらえた。

　それは二百メートルほど離はなれた歩道橋の上に立っている人影だった。

「くそ！　やっぱり見張りがいた！　あそこの歩道橋の上だ！」

「どうするの？　あの距きよ離りじゃ私のクロスボウも届かないわ……あんたのピストルは使えないの？」

　慎吾は首を振った。

「三十八口径のピストルで狙ねらって当てることができるのは、せいぜい三十メートルさ……それに銃声を聞かれたら逆に捜そう索さくの兵士を呼び集めちまう」

「へえ、あんまり役に立たないのね」

「もともと護身用だからね、攻撃用には不向きなのさ……」

　慎吾はそう言って肩をすくめてみせると、真剣な目で矢上とサナエを見て言った。

「あの見張りはどうしようもない。こうなりゃ発見されるのを覚悟で、一気に甲州街道を突っ切って、あのビルに向かって走るしかない……」

「きっと……見つかったら、協和国の連中が全部集まってくるわね……」

　慎吾はうなずいた。

「そうだ。でも、俺おれたちが分ぶ倍ばい河原がわらの駅の中に隠れていた間に、やつらは捜索する範囲を広げているはずだ。集めるのには時間がかかる。その隙すきに少しでも遠くまで逃げるんだ。

　かくれんぼはもう終わりだ。次は追いかけごっこが始まるってわけだ……準備はいいか？」

　矢上とサナエが真剣な目でうなずいたのを見て、慎吾は前を向いた。

「一、二、の三、で飛び出すぞ……一、二、三……それっ！」

　慎吾は一気に甲州街道に躍おどり出た。

　府ふ中ちゆう市の街の中心部を通っている甲州街道は、そう広いわけではない。片側二車線の一般的な道幅の国道である。

　普通に走れば、ほんの数秒で横断できる距きよ離りである。しかし、見張りの視線が自分たちに注がれているのを感じながら走るその数十メートルは、慎しん吾ごにとって数百メートルにも感じられた。

　足は確かに地面を蹴けっているのだが身体からだが思ったように前に進まないような、そんなもどかしさを感じながら慎吾が道路の反対側にある路地に飛び込んだそのとき。

　パーン！

　焼け跡と廃はい墟きよの広がる街の空に乾いた銃声が響ひびき渡った。

　──撃うたれた！

　振り返った慎吾の目の前で、サナエが前のめりに倒れこむように転がった。

　思わず戻ろうとした慎吾の脳裏に、ファウンデーションの教官から受けたレクチャーの言葉がよみがえった。

『……狙そ撃げき手しゆは撃たれた戦友を助けに戻る兵士を格好の標的にする……だから戻ってはならない。まず、安全な場所を確保して狙撃手の位置を確認することが正しい』

　だが、慎吾はためらわなかった。

　──相手はプロの狙撃手じゃない！　ならば大だい丈じよう夫ぶ！　行ける！

　慎吾は飛び跳ねるようにして、道路の中央に倒れたサナエとかがみこんだ矢や上がみのところに駆け戻った。

「どこを撃たれた！」

「わかんない！　いきなり道の真中で転んだの！」

　道路にうつ伏せに倒れこんでいるサナエを後ろから抱え込むように抱き上げて、慎吾は叫んだ。

「狙ねらわれている！　道から逃げるぞ！」

　慎吾がサナエを抱いて立ち上がったとき。

　パーン！

　再び銃声が廃墟の街に響き渡った。

　銃声を聞いたサナエが自分の腕をぎゅっと摑つかんだのを、慎吾は感じた。

　──よかった！　意識はある！

　サナエを抱いたまま、道路の反対側にある、黒く焦こげた商店の壁の陰に飛び込んだ慎吾は、そのままその場に座り込んだ。

　後ろから飛び込んできた矢上が血相を変えて、慎吾が抱いているサナエを覗のぞき込んだ。

「どこを撃たれたの！」

　サナエは青ざめた顔で小さく首を振った。

「でも、血が出てるじゃない！」

　見ると、サナエの右みぎ膝ひざの下から血が出ていた。それも擦すり剝むいたような傷ではなく、明らかに切り傷だった。

「ガラスだ！　転んだときに刺さったんだ！」

　慎しん吾ごがサナエの傷口に刺さっていた三センチほどの大きさのガラス片を引き抜くと、サナエが腕の中でびくん！　と震ふるえた。

「もう大だい丈じよう夫ぶ、ガラスは抜いたよ……」

　しかし、ガラスはかなり深く刺さっていたのだろう。サナエの出血は激しく、足を伝ってアスファルトの上に小さな血だまりを作るほどだった。

　傷口を見た矢や上がみが小さく息を吞のんだ。

「ひどい！」

「いや、傷は深いが動脈は傷ついていない！　圧迫包帯で傷口を押さえれば、出血は止まる！」

　そう答えた後で、慎吾は素早く考えをめぐらせた。

　──とは言うものの、包帯なんか持ってないぞ……いや、待てよ。確かリュックの中にある救急キットに三さん角かく巾きんが入っていたはずだ！

　背負っていたリュックを下ろそうとした慎吾は、目の前でサナエの顔を覗のぞき込んでいる矢上の胸を見て、はっと気がついた。

「おい、矢上！　胸に巻いている布を外せ！　それを包帯の代わりにしよう！」

「え？」

　矢上はきょとんとした顔で慎吾を見上げた。

「胸に巻いている布って……なんのこと？」

「だから、君が男に化けるときに、胸を目立たなくさせるために巻いていた布だよ！　今も巻いているんだろう？　それを包帯の代わりに使う！　早く外せ！」

　矢上は恥ずかしそうに首を振った。

「巻いてないわよ！　そんな布！」

　慎吾は矢上の胸を見て聞いた。

「え？　今もなのか？」

　赤い顔のままこくんとうなずいた矢上を見て、慎吾は思わず悪態をついた。

「くそ！　なんで君はこんな肝心なときに、そんな貧乳なんだよ！」

　その余りに理り不ふ尽じんな言い草に、矢上はわめいた。

「うるさいっ！　なんであんたにそんなことで責められなきゃなんないのよ！　そんなこと関係ないでしょう！」

「文句は後で聞く！　今はサナエの出血を止めることが先決だ！　このままだと逃げ切れない！」

　慎吾がそう言って、リュックの中にあった救急キットから三角巾を取り出したとき、今まで静まり返っていた街の遠くでディーゼルエンジンの音が聞こえた。

　そのエンジン音はあっというまに府ふ中ちゆう市のあちこちで聞こえ始めた。

　やがて、エンジンの音は獲物の在あり処かを知った餓うえた狼おおかみたちの遠とお吠ぼえのように、廃はい墟きよとなったビルや家々の間に響ひびき渡った。

「見つかったな……一刻も早くここから逃げないと」

　慎しん吾ごはそう言うと、サナエの膝ひざ下したの傷に滅菌ガーゼを当てて、その上から三さん角かく巾きんを巻いた。

　しかし、ガーゼは見る見るうちに赤く染まった。

　足に怪け我がをしたサナエを抱き上げた慎吾は、サナエの足の先から滴したたり落ちる血を見て顔をしかめた。

　──くそ、まるで目印を落としていくようなものだ。この血の跡を追って来られたら一巻の終わりだ。

　しかし、その後で慎吾は何かに気がついたように目を見開いた。

　──そうか、逆転の発想だ！　やつらがこの血の跡を追ってくるなら、それを逆手に取ってやればいいんだ！

　慎吾はまだ怒ったようにむくれている矢や上がみを見て言った。

「このままあのビルの中に入るぞ！」

「え？　だって、ビルの中に入ったら、袋のネズミだって……」

「ああ、そうさ、誰だれだってそう思う……だから……そう思わせてやればいいんだ！　行くぞ！」

　慎吾はそう言い残すと、両腕でサナエを抱いたまま走り出した。

「あ、ちょっと、待ってよ！　ねえ、どうするのよ！」

　矢上はあわててその後を追った。













　　　第六章「愚か者の罠ブービートラツプ」







　十五分後、慎しん吾ごたちは最初に目指したビルディングの近くにある、大きなホームセンターの店内に身を潜ひそめていた。

　照明が無いホームセンターの中は薄うす暗ぐらく、掠りやく奪だつされたのだろう、店内に並んでいる商品棚のほとんどが空っぽだった。

　使い道が無くなって誰だれも持って行かなかった化粧品や、住宅用の洗剤、入浴剤などの小物などが散乱している床にしゃがみこんで、外の様子を窺うかがっていた矢や上がみが、小声でささやくように言った。

「……追ってこないわね」

　慎吾はサナエの傷の上に当ててある生理用品を見て、小さくうなずいた。

「ああ、連中は今いま頃ごろきっと、あのビルの中をやっきになって探し回っているはずだ……血の跡を追ってね……それにしても君が生理用品を持っていてくれて助かったよ」

　矢上は少し赤い顔になって慎吾をにらんだ。

「……ホント、あんたって、デリカシーのカケラもないのね」

「文句は無事にやつらから逃げることができたら、そのときに聞かせてもらう。今はサナエの傷口を塞ふさいで、しっかり手当てすることが先決だ。生理用品の高分子吸収体で出血を吸着しているけど、傷口を塞いだわけじゃないからな……」

　真剣な顔で答えた慎吾を見て、矢上は少し反省するような表情を浮かべてうなずいた。

「……そうね。今はそっちが先決だわ……でも、どうやって傷口を塞ぐの？　まさか縫ぬうわけにもいかないわよ」

「縫わなくても、道具さえあれば塞ぐ方法はあるんだ。ホームセンターなら、手に入るかもしれない。ちょっと探してくる。君はここで待っていろ」

　慎吾はそう言い残すと、店の奥に消えて行った。

　その後ろ姿を見送った矢上は忌いま々いましそうにつぶやいた。

「……なんか、こう、やること言うこと全部ムカつくんだよね、あいつ……」

　矢上は考え込んだ。

　──でも、なんでムカつくんだろう？

　物知りだし、機転が利きいて頼たよりになるヤツだってことは確かなんだけど……人を人とも思わないというか……いや、違うわね。そもそもあいつは私を女だと思ってないのよ。だからムカつくのよ、うんそうよ、そうだわ。

　うんうんとうなずいた後で、矢や上がみはもう一度考えた。

　──でも、それがムカつくってことは、私はあいつに女の子として扱ってもらいたがっているってこと？　そんなことあるわけないじゃん！　気のせいよ、気のせい！

　矢上があわてて首を振ったとき、店の奥の暗がりの中から、右手に銀色の四角い大きな缶を下げ脇わきにダンボール箱とカー用品のロングクッションを抱え込んだ慎しん吾ごが現れた。

「……一人でうなずいたり、首を振ったり……一体何をやってるんだ？」

　矢上は赤い顔になって慎吾をにらんだ。

「うるさいわね、そんなの勝手でしょ！　それより何を持ってきたのよ、その大きな缶は何なの？」

「塗料の置いてあるところで見つけたホワイトガソリンさ。こいつがあれば、その辺に放置されている原付バイクとかを動かして逃げることができる」

　慎吾の言葉を聞いた矢上は不安そうな顔になった。

「ガソリンがあっても、五年間ほったらかしになっているバイクが満足に走るかしら？　私のいた大おお宮みやのコミュニティの人たちとかも最初は自動車やバイクを使っていたけど、ガソリンがみんな変質しちゃって、今では動けるのはディーゼルエンジンのトラックだけになっちゃったわ。協和国と同じよ」

　慎吾は脇に抱えていたダンボールの箱を床に置いて、そこから銀色のオイル缶のようなものを取り出した。

「ガソリンスタンドとかで売っていたレギュラーガソリンには、添加物が入れてある。その添加物は空気に触れるとどんどん酸化していくんだ。街に放置されていた自動車やバイクのガソリンが、五年の間に全部ダメになっちまった理由はそれなんだ。

　でも、このガソリンの缶詰なら、空気に触れていないからまだ使えると思うんだ」

　矢上は目を丸くした。

「ガソリンの缶詰なんてのがあるの？」

「ああ、あるんだ。非常用の燃料として売られていたんだ。常温保存しても三年間の保証つきさ……五年以上経たっているから保証は無いけど、その辺に放置されている車のガソリンよりはマシだと思う……」

　そして慎吾は銀色の四角い大きな缶を指差して言葉を続けた。

「こっちはホワイトガソリンって呼ばれているガソリンでね、主に塗料の溶剤とかキャンプの時のバーナーやランタンの燃料に使われるんだ。こいつには添加物が全然入っていないから劣化が遅いんだ。

　でも、ホワイトガソリンってのは、オクタン価が低いので、このままバイクとかに入れてもエンジンはまともに動かない……だから、盗まれなかったのかもしれないけどね」

「まともに動かないんじゃ、あっても意味ないじゃない」

　慎しん吾ごは笑いながら左手に持った小さなガソリンの缶詰を見せた。

「だから、こいつを混ぜるんだ。この二つを混合して……あと、カー用品コーナーからオクタン価改良の添加剤とかトルエンも見つけてきたから、それを混ぜて使えるガソリンを作り出そうと思ってね」

　矢や上がみは再び目を丸くした。

「ガソリンを作るって……そんなことできるの？」

「できるよ……実際にやってみたからね。松まつ本もとにいた頃ころに、草刈機用の混合ガソリンとか、ホワイトガソリンとかトルエンとか、ラジコン用の燃料とかいろんなものを混ぜて、原付バイクを走らせてみたんだ。そうしたら、結構走れることがわかったのさ。

　ラジコン用の燃料なんかはニトロ化合物が入っているから、ものによってはめちゃくちゃパワーが出るんだぜ」

「あんたって……本当に物知りねえ。尊敬しちゃうわ」

　感心したようにため息をついた矢上を見て、慎吾は肩をすくめた。

「物知りっていうだけじゃ意味が無いのさ。知識は使ってこそ力になる。机の上の知識だけじゃわからないことが、この世にはたくさんある……だから、経験を積んでいる大人の人ってのはすごいんだよ」

　慎吾はカー用品コーナーから持ってきたロングクッションを敷しいた。

「サナエをこの上に寝かせてくれ、傷口を塞ふさぐ」

「医い療りよう器具とかも見つけたの？」

　驚おどろく矢上に、慎吾は首を振った。

「いや、薬局コーナーは空っぽだった。包帯とか救急バンソウコウとかが少し残ってただけだ……五年前の疫えき病びよう騒さわぎのときに、薬局に人が押しかけて薬の奪い合いになったけど。それと同じことがここでもあったんだろうな……でも、安心しろ。傷口を塞ぐものはちゃんと見つけてきた。これで出血も止まる」

　そう言って慎吾がポケットから取り出したのは……。

　瞬しゆん間かん接着剤だった。

　矢上は一瞬ぽかんと口をあけたあとでわめいた。

「あんたは馬ば鹿かか！　あんたは！　ガンプラ作ってるんじゃないのよ！　相手は人間の女の子なのよ！　何よその瞬間接着剤！　そんなもので傷口を塞げるわけないじゃない！」

「いや、塞げるんだ。こいつは直接傷口に使うんじゃない、傷口が開かないようにバンソウコウの両端に垂らして、しっかり固定するために使うのさ。傷口を縫ぬうのと原理は一いつ緒しよなんだ」

　自信満々の慎吾を見て、矢上の表情が怒りから困惑に変わった。

「ホントに使えるの？」

「ああ、ホントさ。実を言うと俺おれは自分の指で何度も試したことがあるんだ。模型とか作ってると、結構カッターナイフで指先を切ることがあるんだけど、救急バンソウコウを貼はるより、そのまま瞬しゆん間かん接着剤で傷口を固めた方が治りも早いしカサばらないから、作業をするときに邪じや魔まにならないんだ……指先の小さな傷に比べれば、サナエの膝ひざ下したの傷は大きいし出血も比べ物にならないけど、傷口を固定することが必要だってことに変わりは無いはずさ」

　慎しん吾ごはそう言うと、サナエの足元に屈かがみこんだ。

　サナエの右膝の三さん角かく巾きんの下にあてがわれた生理用品の中心部は真っ赤に染まっていた。

「出血は止まっているようだけど、動かせばすぐに傷口が開いて、また出血が始まるだろう……やっぱり、しっかり固定した方がいいな」

　慎吾はそう言うと、持ってきた瞬間接着剤のパッケージを破った。

　Ｌサイズの救急バンソウコウを取り出して、その粘着シートの部分に瞬間接着剤を数滴垂らすと、サナエの傷口の上に張られた、生理用品を剝はがした。

　出血を吸着して固まった高分子吸収体が、ゼリー状に盛り上がっている。

　流れ出た血で固まっていた傷口から、再び鮮血がにじみ出るように湧わき出した。

　傷口に触られたサナエが、びくんと身体からだを震ふるわせる。

「大だい丈じよう夫ぶ！　痛いけど、お兄ちゃんがちゃんと傷口を止めてくれるから、我が慢まんするのよ！」

　サナエの手を握った矢や上がみがそう言って励ますと、サナエは黙だまってこくんとうなずいた。

　慎吾は流れ出る鮮血を滅菌ガーゼで拭ぬぐい取ると、傷口を塞ふさぐように押さえ込み、素早く救急バンソウコウを傷口の上にかぶせ、手でしっかりと押さえつけた。

　そのまま一分ほど押さえつけて、手を離はなそうとすると、はみ出た接着剤のために、慎吾の指がサナエの皮ひ膚ふにくっついてしまっていた。

「いけね、ちょっと多すぎたかな」

「気をつけてね……傷が開かないように気をつけて指を剝がして！」

「わかってる……」

　慎吾は、細心の注意を払いながら、くっついた指をぺりぺりと剝がした。

　指を剝がした慎吾は、サナエの傷をじっと観察した。

「……出血は止まっているみたいだな。このままこの上に包帯を巻いてくれ……俺おれは他ほかに使えそうな物が無いか、店の中を見て来る」

「なるべく早く戻ってきてね……」

「わかってる……」

　不安そうな目で見た矢上に、慎吾はうなずいてみせると、再び薄うす暗ぐらいホームセンターの店内に戻った。

　店内の品物の多くは掠りやく奪だつされ運び出されていたが、中にはまったく手を付けられていない品物もあった。

　ペットフードのコーナーの缶詰のペットフードや園芸コーナーの肥料や野菜の種などは根こそぎ持ち去られていたが、日曜大工コーナーの電動工具やボルトやクギなどの金物類はほとんど手付かずのままだった。

　買い物用のプラスチックの四角いカゴを手に提さげて、薄うす暗ぐらい店内を歩きながら慎しん吾ごは思った。

　──こうやって見ると、ホームセンターってのはサバイバルのために使えそうな道具が揃そろっているよな。

　ゾンビの群れの中で生き延びる！　みたいなシチュエーションの映画とかゲームとかで、主人公が立てこもる場所に選ばれるのも当然だよな。

　慎吾は棚にあったチェーンソーに目を留めて、手を伸ばした。

　──こいつとか、いざとなれば文句なしに武器になるし……。

　しかし、そのチェーンソーには電源コードがついていた。

　──いけね、電動じゃあ電源がなけりゃ使えないよな……だから持って行かれなかったのか。

　慎吾はチェーンソーを棚に戻すと、その奥にある金物コーナーに足を踏ふみ入れた。

　棚に並んだ引き出しの中に様々なサイズのクギやボルトが並んでいる。

　慎吾はクギの箱に手を伸ばした。

　──敵の追跡を受けたときに、こいつをバラ撒まくのは効果があるかもしれない……少し持って行こう。

　そして、箱を手元に引き寄せたとき、その棚の裏に置かれていた小さな箱がずれて下に落ちた。

　どさっと箱が落ちたのと同時に、ザーッ！　という何かが流れる音と共に、慎吾の足元に小さな銀色の粒が広がった。

　──なんだこれ？

　その粒を拾おうとして一歩踏み出した慎吾の足が粒の上に乗ったとたん、ずるっと滑すべった。

「うわ！」

　尻しり餅もちをつきそうになった慎吾は、思わず棚に摑つかまって身体からだを支えた。

　足元に広がる粒を摘つまみ上げた慎吾は、それをしげしげと眺めた。

　それは銀色に光る金属の球体だった。

　──パチンコ玉よりずっと小さい。エアガンの弾くらいの大きさだな。こいつは一体何に使うものなんだろう？

　慎吾は、床に散らばった粒を踏まないように気をつけながら、棚の反対側に回って床に落ちている箱を見た。

　茶色いダンボールの箱にはプラスチックのケースが入っており、その中に同じような金属球がびっしり詰められていた。

　箱には黒い文字で『ボールベアリング球、六ミリ　真球度九九・九九パーセント』と印刷されていた。

　──こいつはボールベアリングの球だったのか、足を乗せたら滑すべるわけだ……待てよ。こいつも使えるかもしれない。たとえばカーブとか坂道でこいつをバラ撒まいておけば、そこに突っ込んできた車はコントロールできなくなるぞ……。

　そこまで考えたとき、慎しん吾ごの脳裏にここに来る前に何度も見たロードマップの地図が浮かんだ。

　──そういえば。この近くにそういった急カーブの坂道があったはずだ……そうだ！　北きた府ふ中ちゆうの駅の近くにある、武蔵むさし野の線をまたぐ道路だ！

　あの道路は地図で見る限り、三百六十度ぐるりとらせん状に回っていた。

　その道路にこのベアリングの球をバラ撒いて、そこに協和国の連中のトラックを誘さそい込めれば事故を起こすに違いない！

　ガードレールとかに突っ込んで大破すれば、確実に走行不能に追い込めるぞ！

　慎吾は小さくうなずくと、棚の上にあったボールベアリングの球の箱に手を伸ばした。

　棚の上に散らばったベアリングの球が縁から落ち、チキチキという小さな金属音を立てて飛び跳ねながら広がっていくのを見て、慎吾は気がついた。

　──そうか、路上に撒いたって散らばってしまう。まして坂道なら、そのまま転がり落ちて行ってしまうかもしれない。

　なんとかして路上に止とどめておく方法は無いだろうか……。

　接着剤……なんかで固めちゃったら意味が無い。

　両面テープ……もいいけど。そんな幅の広いテープはないし。

　そのとき、慎吾の脳裏にアイディアが浮かんだ。

　──そうだ！　あれがある！　あれを路面に塗り広げて、そのうえにこのボールベアリングの球をバラ撒けば相乗効果抜群のはずだ！

　確か……あれは自動車整備用の用品とか機械用品とかのコーナーにあるはずだ。メンテナンスには必要不可欠の品物だからな。

　慎吾は手に提さげたカゴの中にボールベアリングの球の詰まった箱を放り込んで、それを提げようとしたが、あまりの重さにカゴを床に降ろした。

　──こいつは手提げのカゴじゃあ無理だ。音を立てるから使いたくなかったんだけど、買い物用のカートを使った方が良さそうだ。

　慎吾は買い物用の金属製のカートを探すために店の中を走り出した。




　十分後、買い物用のカートに、ボールベアリングの球の箱や、クギ、有刺鉄線、自動車のグリス、ポリカーボネイトのまな板などを山積みにして戻って来た慎吾を見て、矢や上がみはあきれたように言った。

「こんなに品物持ってきてどうするつもりよ！　私たちは原付バイクで逃げなくちゃならないのよ？　それも三人乗りで！　こんなに荷物が持てるわけないじゃない！」

「それなんだけど……もしかしたら、原付バイクじゃなくて軽トラックが使えるかもしれない……」

「軽トラック？」

　怪け訝げんな顔をする矢や上がみに、慎しん吾ごは手に持ったエンジンキーを見せた。

「カート探しているときに、事務所みたいなところに入り込んじゃってね、壁を見たらこいつがぶら下がっていたんだ。自家用車では持ち帰れないような大きな品物を買った人のために、軽トラックを無む償しようで貸し出しているホームセンターが結構ある。この店にもそのための軽トラックがあったんだ」

「動くの？　それに、もし動いたとしても、軽トラックなんかで逃げ切れるのかしら？」

「やってみなけりゃわからない……でも、キャブレターエンジンのスズキの軽トラックだったら、上う手まくすればエンジンがかかるかもしれない。どっちにしろ、ここに隠れていたって、見つかるのは時間の問題だ。

　やつらがサナエの血けつ痕こんを追って、あのビルの中を探し回っている今のうちに、少しでも遠くに逃げた方がいい。追いかけて来ても、逃げ切るための道具を色々見つけたしね」

　慎吾はそう言うと笑ってみせた。

　その笑顔を見て、矢上は小さくため息をついた。

「……なんというか、ホント、あんたって前向きね。時々馬ば鹿かじゃないかって思うくらい……」

　慎吾は肩をすくめた。

「なんとかしよう、なんとかしなくちゃ！　って、前向きに生きた方がカッコいいじゃないか。そうは思わないか？

　そりゃあ、困ったときに『なんとかしてくれ！』って言って座り込んで何もしなけりゃ、失敗しないしダメになったときも何もしてくれなかったヤツが悪いって言っていれば責任は負わないで済むし楽なんだろうけど……俺おれはそういうのってカッコ悪いと思うんだよな。

　俺って……見てのとおり、どんくさくてカッコ悪い人間だからさ。行動くらいはカッコよくいきたいって思ってるんだ……それだけのことさ」

「……確かに、ちょっとカッコイイかもしれないな……そういうのって」

　ちょっと赤い顔になって目を伏せた矢上を見て、慎吾は再び笑った。

「同意してくれて嬉うれしいな……それはそうと、このカートを押して軽トラックのところまで一いつ緒しよに来てくれ。俺はサナエを連れて行く。エンジンが掛かったら、すぐに逃げる。やつらがエンジン音に気がつけば間違いなく追ってくるからな」

「うん、わかったわ……」

　慎吾は床に置いてあったホワイトガソリンと保存ガソリンの缶をカートに載せると、クッションの上に寝ていたサナエの横にしゃがみこんだ。

「足を動かさないようにして。力を入れると、傷口が開いちゃうかもしれない……いいね？」

　サナエは小さくこくんとうなずくと、慎しん吾ごに向かって両手を伸ばしてその首に抱きついた。

　背中と両りよう膝ひざの下に手を入れて、サナエを抱き上げた慎吾は、最初にサナエと出会ったときのことを思い出していた。

　──あのとき、この子は、俺おれが近づいただけで身体からだを硬くして怯おびえていた。

　少しは信用されたってことかな。




　店の裏手にある納品用の出入り口の軒下に、軽トラックはうずくまるように停車していた。

　側面に大きくホームセンターの店名が書かれたその車体には五年分の砂すな埃ぼこりが積もっており、フロントガラスには雨で埃が流れた跡が幾筋も残っていた。

　エンジンキーのキーホルダーに書かれた数字とナンバーを見比べて確認した慎吾が、エンジンキーを運転席のドアの鍵かぎ穴あなに突っ込んで回すと、カタリという音を立ててドアロックが外れた。

　取っ手を摑つかんでドアを開けようとしたが、ドアは開かなかった。

　──あれ？　ロックは解除したのに。

　慎吾がさらに力を入れてドアを引くと、ドアはベリッ！　という何かを剝はがすような音を立てて開いた。

　五年間、屋外で放置されていたために、ドアのパッキングが固着していたらしかった。

　慎吾はハンドルの横にある鍵穴にエンジンキーを差し込んで回した。

　しかし、バッテリーが完全に上がっているのだろう、セルモーターはまったく回らなかった。

　──あわよくばと思っていたけど、やっぱりバッテリーはダメだったな。店の中にあった新品のバッテリーと交換するか……いや、その前にガソリンタンクの中の変質ガソリンを抜いて、キャブレターの具合を確かめないと。

　慎吾はドライバーズシートを外してエンジンルームを覗のぞき込んだ。

　キャブレターのフロートの中にあった古いガソリンを捨てて、燃料タンクの中に入ったままになっていた変質したガソリンを灯油用のハンドポンプで吸い出した慎吾は、ホワイトガソリンと保存ガソリン、そして添加剤のトルエンなどを混ぜた代用燃料をタンクに注ぎ込んだ。

　──この軽トラックが二サイクルエンジンだったら、まず問題なく回るんだろうけど、四サイクルエンジンだとどうかな？

　まあ、燃料噴射装置じゃなくて大おお雑ざつ把ぱなキャブレターエンジンだから、なんとか回ってくれそうだな。

　電子式燃料噴射装置のエンジンは精密すぎて、こんないいかげんなガソリンだと動いてくれない可能性が高いからな。

　キャブレターを掃除して代用ガソリンを入れた慎吾は、荷台に置いた三個のバッテリーをブースターケーブルで直結にして、その先を交換したトラックのバッテリーに繫つないだ。

　──新品とはいえ、五年前の新品じゃあ放電しちゃって電圧が落ちている。でも、直列にすればセルモーターが回るくらいの電圧は確保できるはずだ。

　セルモーターが回ってエンジンさえ掛かれば、後はどうにでもなる！

　慎しん吾ごは店の裏口に座って不安そうな目で自分を見ている矢や上がみとサナエを見てから、運転席に座ってゆっくりとエンジンキーを回した。

　グウ……

　お尻しりの下で何かが回ったような音がした。

　慎吾はいったんエンジンキーを戻すと、チョークを引いてもう一度キーを回した。

　グウ、グウ、グウ……。

　心細いような音を立ててセルモーターが回った……と思った次の瞬しゆん間かん。

　バスッ！　ボッ、ボボ……ボボボボボ！

　何か詰まったような音と共にエンジンが回りだした。

　──ガソリンが濃いというか不純物が多いので、不完全燃焼を起こしているんだ！

　慎吾はチョークのツマミを戻すと、ゆっくりアクセルを踏ふみ込んだ。

　アクセルを開けると、燃料と同時に酸素も送り込まれることになる。プラグがかぶり気味のときは、アクセルを開けた方がいいのだ。

　ボボボ、ボバ、ボボ、ババ、ババババ！

　軽トラックのエンジンは白い煙を吐はき出しながら、勢い良く回り始めた。

　慎吾はアクセルを戻すとドアを開けて運転席から飛び降りて、矢上とサナエに向かって叫んだ。

「動いた！　さあ荷物を積み込め！　逃げるぞ！」

　カートに山積みになっている荷物を、矢上が軽トラックの荷台に放り込んでいる間に、慎吾はサナエを抱きかかえて助手席から乗せた。

　そして、メンマをサナエの腕に渡した。

「メンマを頼たのむよ」

　サナエがこくりとうなずいてメンマをしっかり抱きかかえたとき、荷台の上に載っていた矢上の声がした。

「荷物は全部積んだわ！」

「よし、じゃあ早くそこから降りて君も助手席に乗れ！」

　矢上は首を振った。

「いえ、私はこのまま荷台に乗って後ろを見張っているわ。追いかけてくる連中をクロスボウで撃げき退たいしてやるから！」

「そうか……危険だけど……君がそこに乗って追跡を妨害してくれるなら、正直言って助かる！」

　矢や上がみはにっこり笑った。

「私を何もできないただの女の子だと思わないで！　危険なのは覚悟の上よ。そうじゃなきゃ一人でこんなところまで来ないわよ。私はあんたみたいに物知りでもないし頭も回んないけど、戦うことぐらいはできるつもりよ」

　慎しん吾ごは黙だまって矢上の顔を見ていたが、やがて小さくうなずくと、荷台に積んであった白いポリカーボネイトのまな板を取り上げてそれを差し出した。

　まな板の角のところには金具がねじ込まれ、そこにひもが通してあった。

「わかった、じゃあこれを首から掛けて、胸のところに入れておいてくれ」

　矢上は慎吾をにらんだ。

「なによそれ、イヤミ？」

　慎吾はあわてて首を振った。

「違うよ！　防弾チョッキの代わりだ！　ポリカーボネイトってのは防弾にも使えるんだ！」

　矢上は目を丸くしてまな板を受け取ると、しげしげと見た。

「へえ……こんなものが防弾チョッキの代わりになるの？」

「民生品だから気休め程度だけど、破片や跳弾ならこれで防げる場合もある。無いよりはマシさ」

「わかったわ、じゃあ入れておくわ」

「言っておくけど、あくまで気休め程度だからな。無理はするなよ」

　矢上にそう言い残して慎吾は運転席に戻ると、残りのまな板を助手席に座っているサナエの背中と運転席の自分の後ろに差し込んだ。

「これ一枚あるだけでも、少しは気が楽だな……さて行くぞ！　しっかり摑つかまってろ！」

　荷台に座っている矢上に聞こえるように大声で言うと、慎吾はオートマのセレクトレバーをＤに入れて、アクセルをぐいと踏ふみ込んだ。

　バババッ！　バババ！

　時おり咳せき込むような音を立て派手な白煙を吐はき出しながら、軽トラックが走り出した。

　慎吾が運転する軽トラックはホームセンターの前を通る道路に飛び出すと、そのまま北に向かって走り出した。

　──確か、例のらせん状の道路は、この先にあるはずだ。

　この軽トラックはもう見つかっているはずだ。やつらが追いかけてくる前にあそこにたどりついて、ブービートラップを仕掛けなくちゃ！

　慎吾が『日につ鋼こう町』という表示がある信号機を右に曲がったとき、後ろにあるビルの方から何台ものディーゼルエンジンの音が聞こえてきた。

　──来やがった！

　慎しん吾ごがアクセルを踏ふみ込むと、軽トラックは加速を始めた。だが、燃料のせいだろう、加速のレスポンスは遅く、じりじりという感じで速度が上がってゆく。

　左手に大きな工場の塀へいと並木が続くその道は、やがて上り坂になった。

　──武蔵むさし野の線の線路をまたぐために登っているんだ、登りきった先に例のらせん状の道路があるはずだ！

　慎吾の予想は当たっていた。

　登っていた道路は鉄道の線路を越えるのと同時に、らせん状にぐるりと回って下り始めた。

　──よし、ここだ！

　慎吾は坂道の途中で軽トラックを停とめた。

「なんでこんなところで停めるのよ！　あのトラックのエンジン音を聞いたでしょ！　追いつかれちゃうわよ！」

　荷台の上で文句を言う矢や上がみをそのままにして、慎吾は荷台に積み込んでおいた荷物を探した。

「おい、矢上、グリスどうした？」

「グリス？」

「ビニールのチューブに入った、ぐにゃぐにゃしたヤツだ！」

「ああ、あれなら、その隅っこにあるわよ……それをどうするつもりなの？」

　荷台の隅にあったグリスのチューブを手にとった慎吾は、それを矢上に投げて言った。

「それを路面に撒まくんだ！　時間が無い！　手伝え！」

　グリスを受け取った矢上は怪け訝げんな顔で聞いた。

「これ……何なの？」

「潤じゆん滑かつ油ゆの一種さ、ワックスみたいなものだ。トラックのタイヤをスリップさせるんだ！」

　矢上は目を輝かがやかせた。

「そういうことね！　わかったわ！　この中身を道路に撒けばいいのね！」

　矢上は軽トラックの荷台から飛び降りると、グリスのチューブのキャップを開け、アスファルトの路面に向かって中身を搾しぼり出しはじめた。

「まんべんなく、広範囲に撒いてくれ！　俺おれはその上にこれを撒く！」

　慎吾はそう言うと、小こ脇わきに抱えたボールベアリングの球の箱の中に手を突っ込んで、まるで節分の豆を撒くように、矢上が撒いたグリスの上に球を撒き散らした。

「グリスの上にボールベアリングの球が撒いてある急カーブの坂道に、トラックが速度を上げて何台も突っ込んできたらどうなると思う？」

　矢上はあきれたような顔で肩をすくめた。

「想像したくないわね……それにしても、よくもまあこんな凶悪なトラップを考え付くわね……あんたって、性格最悪だわ」

「それって、誉ほめ言葉として受け取っていいのかな？」

「そうね……誉ほめてるのかもしれないわね」

　矢や上がみが面おも白しろそうな表情でうなずいたとき、トラックのエンジン音が大きく聞こえてきた。

　矢上が撒まいたグリスはすでに道路上に幅二メートルほどの帯になっており、その上に銀色のボールベアリングの球がキラキラと光っている。

「これくらい撒けば充分だ！　追っ手が来たぞ！　乗れ！」

　慎しん吾ごはそう言うと、軽トラックの運転席に飛び込んだ。

　矢上が荷台に乗ったことを確認してから、慎吾はクラクションを鳴らしてギヤをＤに入れて、思い切りアクセルを踏ふんだ。

　軽トラックは排気管の先から白煙を吐はきながら走り始めた。

　運転席の後ろにある、あおりに摑つかまった矢上が運転席を覗のぞき込んで言った。

「なんでクラクションなんか鳴らすのよ！」

「ここにやつらを呼び寄せるためさ！　あのトラップに突っ込む車は一台でも多い方がいいだろう？」

　らせん状の道路を降りて府ふ中ちゆう街道に出た軽トラックは、交差点を左に曲がった。

　北府中の駅を左手に見て、そのまま武蔵むさし野の線沿いに北上すると、すぐ右手に府中刑務所の高い塀へいが見えてきた。

　その塀の前を通り過ぎようとしたそのとき。

　後ろの方から、ドカン！　という激しい衝しよう撃げき音おんと、ガギィ！　という金属が引っかくような音と、ガチャン！　というガラスが割れる音が入り混じったような騒そう音おんが聞こえて来た。

　その音は一回だけではなかった、ドカン！　ドカン！　ドドカン！　ドカン！　と何度も重なって聞こえた。

　慎吾は思わずアクセルを戻して、ルームミラーを見た。

　しかし、そこに映っているのは、矢上のお尻しりだけだった。

　慎吾は運転席の窓から顔を出して、振り向くように矢上に聞いた。

「どうなっている？　何か見えるか？」

　矢上は陸橋を眺めながら答えた。

「エンジンに火がついたみたいね、薄うすく煙が上がってるわ……」

　走る軽トラックの上でつぶやくように答えた矢上の声が聞こえなかったのだろう、慎吾は聞き返した。

「なんだって？　何がどうしたって？」

　矢上は運転席に向かって大声で言った。

「たーまやー！　って言ったのよ！」

「花火打ち上げ成功ってことか！　了解！　今のうちに距きよ離りを稼かせぐぞ！」

　慎吾は笑ってうなずくと、アクセルをぐいと踏み込んだ。

　軽トラックは白煙を吐はき出しながら、ゆっくりと加速を開始した。













　　　第七章「追跡者の群れ」







「五台のトラックが事故を起こしただと？　同じ場所でか？」

　府ふ中ちゆう市役所の五階にある応接室に設けられた前線指揮所で、部下からの無線連絡を聞いた多た目めが怪け訝げんな顔で聞いた。

　五階建ての市庁舎の最上階にあるこの部屋には三台の無線機が置かれており、アマチュア無線の資格と知識を持った部下の手で運用されていた。

　部下たちは屋上に仮設アンテナを立てて、府中市内で捜そう索さくしている兵士たちが無線機から送ってくる情報をすべて傍受できる通信体制を作り上げていた。

「はい、不審な軽トラックを発見したという通報を受け、逃走方向に向かって追跡を開始したところ、北府中駅の南側にある陸橋を下る際にスリップし、そのまま隔かく壁へきに衝しよう突とつしたとのことです！」

　無線通信を傍受していた通信要員から報告を受けた多目は、怪訝な顔のまま、小さく首をひねった。

「それだけでは、同じ場所で五台のトラックが事故を起こした理由がわからん……何か細工でもしてあったのか？」

「その件について、現場から報告が入りました。急坂のカーブである現場には、グリスが塗られ、パチンコ球のような金属球が無数にバラ撒まかれていたそうです。この上に乗ったために、タイヤがスリップしたものと思われます」

「グリスを塗った上に金属球をバラ撒いてあっただと？　くそ！　そいつは立派なブービートラップだ！」

　──間違いない。あいつは誰だれかから訓練を受けたんだ！　敵地に潜せん入にゆうし、その場にあるありあわせのものを組み合わせて逃げ延びる訓練を。

　多た目めは小さくうなずくと、後ろに座っていた大だい道どう寺じと協和国の幹部に向かって言った。

「聞いたとおりだ。俺おれの危き惧ぐが証明された。あいつは日本のどこかに生き残っている大人たちのまわし者だ。あいつを逃がすわけにはいかない！」

　大道寺は真剣な目でうなずいたが、その後ろにいる幹部の少年の中には多目の言葉を疑うような薄うすら笑いを浮かべる者もいた。

　多目は幹部たちを見回して冷ややかに言った。

「諸君らの中には、俺の言葉を大げさだとか何を一人で熱くなってるんだと馬ば鹿かにしている者もいるようだが、それはクールでもなんでもない。単に自分は知ち恵えが回らない馬鹿であるということをアピールしているだけだ」

　幹部の少年たちの顔色が変わった。

　怒りを浮かべるその少年たちを見て、大道寺が一いつ喝かつした。

「お前ら、多目の言葉を聞け！　お前らが束になったって、多目の頭の良さにはかなわねえんだからよ！」

　そして、大道寺は振り返ると、多目に言った。

「こいつらにもわかるように話してやれよ。自分だけで納得しちまうのは、お前の悪い癖くせだぞ」

「すまん、閣下の言うとおりです……」

　多目は小さく頭を下げた後で、幹部の少年たちに向き直った。

「俺たちは、今日の朝から三百人以上の兵士を投入して、この府ふ中ちゆう市一帯を捜そう索さくした。

　だが、その捜索の目を逃れて、あいつは軽トラックに乗って逃げやがった。

　これがどういう意味かわかるか？　俺たちがドジを踏ふんだというのは間違いない。だが、こいつはそんな単純なことを意味しているんじゃないんだ。

　あいつは間違いなく訓練を受けている。

　女と子供を連れて、俺たちの捜索網もうをくぐり抜け、どこからか使えるガソリンを探し出し自動車を動かし、時間稼かせぎのためにトラップまで仕掛ける……。

　そんな真ま似ねが何の訓練も受けていない男に……五年前、普通の中学生だった男にできるものか！

　そんな訓練ができるのは、治安関係のプロしかいない。

　治安関係のプロ……それは大人だ！」

　居並ぶ幹部たちは息を吞のんだ。

　多た目めは自分の言葉の意味が幹部たちに伝わったことを確認するように小さくうなずくと、大だい道どう寺じに向かって儀ぎ式しきのようにゆっくりと頭を下げ、うやうやしく言った。

「大道寺閣下……直属の大統領警護隊ケルベロスの出動の許可を頂きたいのですが……」

　その言葉を聞いた幹部たちの間にざわめきが広がった。

「大統領警護隊ケルベロスって、あれだろ？　黒シャツ部隊……」

「ああ、ガソリンで走るビッグスクーターに乗ってる機動部隊だ」

「貴重なガソリンを使ってでも、あいつを捕まえろってことか？」

「いや、殺せってことだ。大統領警護隊ケルベロスに捕ほ虜りよと降伏の文字は無い。どこまでも追い詰めて、そして殺せ！　そういうことだ」

　大道寺はしばらく無言で多目を見ていたが、やがてにやりと笑うと椅い子すから立ち上がった。

「わかった！　俺おれの子飼いの部下五十人、お前に預ける！　ガソリンも好きに使え！」

「ありがとうございます。これであのキツネ野郎が埼さい玉たまに逃げ込む前にしとめることができます」

　多目はそう言うと再び儀式めいたお辞儀をした。

　──悔しいが俺にはカリスマが無い。カリスマの無い人間に人を集めることはできない。こうやってことあるごとに大道寺を持ち上げて、大道寺の威い厳げんとカリスマを高めなくては協和国は動いていかない。

　……本当は大道寺の許可など無くとも、俺の命令でどうにでもなるのだがな……。

　多目は顔を上げると、その場に居並ぶ幹部たちを見回して告げた。

「ヤツは現在府ふ中ちゆう街道を北上中だ！　府中街道は小こ平だいらのタイヤ工場のあたりで、火災で倒とう壊かいした建物のために通行不能だ。おそらくその手前にある青おう梅め街道を花はな小こ金がね井い方向に迂う回かいすると思われる！

　諸君らはトラックで、清きよ瀬せ及び東ひがし村むら山やま方面に向かって欲しい！　何が何でもヤツを大おお宮みやに行かせてはならない！　大統領警護隊ケルベロスが、これより索さく敵てき行動に入る！　軽トラックを発見したら一報する！、包ほう囲い網もうを作り、ヤツを撃げき滅めつするんだ！　出撃！」

「了解！」

　幹部たちは口々にそう答えると、指揮所になっている応接室から走り出て行った。




　府中市役所の中庭に、協和国の兵士たちの声が飛び交っていた。

　中庭には平ボディのトラックが停とまっていた。その荷台から後部に取り付けられているリフトを使って、白いツナギの作業服を着た整備員たちが大型スクーターを一台ずつ載せて、路上に下ろしていた。

　路上に下ろされた大型スクーターは、そこに待機していた別の整備員が手で押してトラックのすぐ横に停とまっている小型のタンクローリーのところに持って行き、そこでガソリンを給油した後で市庁舎の前でエンジンを掛けられた。

「給油完了です！」

「オイル、バッテリー異常なし！」

　市庁舎の前で待機していた黒い作業服を着て黒いヘルメットをかぶった男たちは、整備員の報告を聞くと小さくうなずいて二人一組でスクーターに乗りこんだ。

　大統領警護隊の指揮官らしい男から、大型スクーターに乗った二人に指示が飛んだ。

「まず索さく敵てきだ！　部隊行動は取るな！　給油が終わり次第順次出発しろ！　軽トラックを発見したら即、本部に一報を入れろ！」

「発見と同時に本部から指示が出る！　攻こう撃げきは組織的に行う！　無線を確実に傍受しろ！」

「ガンナーは予備弾倉を持っていけ！　弾丸の使用制限は無い！　だが、無む駄だ遣づかいするな！」

　幹部の指示が終わると、整備員たちが声をかけた。

「戦果を期待します！」

「お気をつけて！」

　黒服のライダーたちは整備員に手を振るとエンジンを吹かし、次々に市庁舎の前から走り去って行った。

　市庁舎の五階にある応接室の窓から、走り去っていく黒い大型スクーターたちを見送った多た目めはにやりと笑ってつぶやいた。

「……かくて、地獄の犬ケルベロスは野に放たれり……旅人はその顎あぎとから逃れる術すべなし……というわけか」

　そのつぶやきを聞きつけたのだろう、大だい道どう寺じが笑った。

「まったく、お前は芝居がかったことが好きだな……時々恥ずかしくなることがあるぜ」

　多目は振り向くと、笑い返した。

「芝居とか物語ってのは、人間が生きていくのに必要なんだぜ。本当の自分じゃない自分になったとき、人間ってのはどんなことでもやってのける……匿とく名めいの人間は責任を負わなくていいのと同じだ……

　誰だれも責任を負わなくてもいい、地上の楽園を作るのが俺おれの役目なんだ。あんたも手伝ってくれなきゃ困るな」

「わかっている……俺たちの楽園は俺たちが守らなきゃいけねえってことはな……ただ……ちょいと恥ずかしいだけだ」

　そう言って頭を搔かいた大道寺を見て、多目は肩をすくめた。

「その恥ずかしさを感じなくなれば、あんたも本物になれるんだ……自分の言うことを自分で信じなきゃ、他人を信じさせることはできないぞ。あんたは、この関東を制せい覇はするんだろう？　だったら、もっと自分に酔よえよ」

　大だい道どう寺じはうなずいた。

「自分に酔え……か、そうだな、俺おれは酔いが足りねえな」

「そういうことだ。もっと酔え。酔っても誰だれも文句を言わない時代が来たんだ、酔わなくちゃ損だぜ」

　多た目めはそう答えた後で思った。

　──五年前……大人たちは死んだ。

　悪人の大人たちも、善人の大人たちも死んだ。大人たちはみんな死んだ。一人残らず……。

　善人だとか悪人だとかそんな区別に意味は無いんだ。

　みんな死ぬんだ。何をやったってどうせ死ぬんだ。

　この地上に、やってはいけないことなんて無いんだ。

　俺たちは何でもできる。誰も俺たちを止めることはできない。どうせ死ぬなら、やりたいことをやって死んだ方が楽しいに決まってる。

　俺たちの楽園は、誰にも邪じや魔まさせない……。




　府ふ中ちゆう市の市庁舎の一室で、多目が自分の生き方を再確認していた、その頃ころ。

　慎しん吾ごが乗っていた軽トラックは、青おう梅め街道を練ねり馬ま方向に進んだ花はな小こ金がね井いの交差点の近くにある、焼け残った自動車整備工場の裏手に停とまっていた。

　ジャッキアップして右の後輪を取り外していた慎吾の脇わきで、府中市の方角を見ていた矢や上がみが不安そうにつぶやいた。

「やつら、どのあたりまで追いかけて来ているのかな……それにしても、こんなところでパンクするなんてツイてないね……」

　取り外したタイヤを横に置いた慎吾は、自動車整備工場の中から探し出してきた別のタイヤを取り付けながら言った。

「いや、考えようによっては、ツイているんじゃないか？　パンクしたのが自動車整備工場の前ってのは……」

「それはそうだけど……」

「世の中ってのは、悪く考えるより良い方に考えた方が楽しく過ごせるぜ……そこにあるコンプレッサー取ってくれ」

「コンプレッサー？　ああ、これね……」

　矢上は軽トラックの荷台に積んであった箱を慎吾に手渡した。

　箱の中から車の電源で動く小型のコンプレッサーを取り出した慎吾は、運転席のシガーライターから引っ張ってきたソケットに繫つないで、軽トラックのエンジンを掛けた。

　電源ランプを確認してからスイッチを入れると、小型の電動コンプレッサーはダダダダダ！　という圧縮音を立てて振動し始めた。

　矢や上がみは感心したように言った。

「へえ、自動車の電源で動く空気入れってあるんだね……シガーライターのソケットの延長コードとかも……」

「さっきのホームセンターで見つけておいたのさ。焼け跡とか廃はい墟きよの近くには、金属片やクギが落ちていることが多いからね。パンクする可能性が高いと思ったんだ」

「……ときどき、あんたと話していると、本当に未来が見えているんじゃないかと思うときがあるわね……なんでそんな風に予測できるのよ」

　あきれたような顔をする矢上を見上げて慎しん吾ごは笑った。

「想像力さ。俺おれだって君だって、目に見えているものは同じだよ。焼け跡と廃墟と、そして軽トラックだ。俺はその見えるものをリンクして考えているだけさ。

　軽トラックで逃げようと思いついたら、走っている姿を想像する。どんな道路を走るのかって考えたら、焼け跡の道路を思い浮かべる……クギやガラスなんかが一杯落ちている道路をね。その道路と走る軽トラックが頭の中でリンクすれば、それを踏ふんでパンクする光景が浮かぶだろう？　次はパンクしたときのことを考える。修理するために必要なものは……ってね。そんな風に想像をリンクさせていく。それが、先を読むってことさ……」

　矢上は期待するような目で慎吾を見て聞いた。

「じゃあさ、私と一いつ緒しよに大おお宮みやに行った……その先のこと、読める？」

「うーん……無事にたどり着きたいとは思ってるけど、そこから先のことまではわからないよ。だって、俺は大宮のコミュニティが、どんなところなのか知らないんだぜ……さあ、修理は終わった。出発するぞ」

　そう言って工具を片付け始めた慎吾を見て、矢上は唇を尖とがらせて胸の中でつぶやいた。

　──先は読めても、人の気持ちは読めないのよね、あんたって人は。

　コンプレッサーや工具を軽トラックの荷台に放り込んだ慎吾は振り返って言った。

「何をふくれっ面つらしてるんだ。さっさと乗れよ、出発するぞ！」

「はいはい、わかりました、乗りますよ、乗ればいいんでしょ！」

　矢上は怒ったように言い返すと、軽トラックの荷台に乗り込んだ。

　運転席に乗り込んだ慎吾はエンジンを掛けると、矢上に向かって怒鳴った。

「五年間放置してあったせいか、オーバーヒート気味だ！　さっきのトラップで時間を稼かせげたと思うから、ここから先は少し回転数を落としてゆっくり走る。君は後ろを警戒していてくれ！」

「わかったわ！」

「よし、出発！」

　慎しん吾ごはセレクトレバーをＤに入れて、アクセルを踏ふみ込んだ。

　軽トラックは再び白煙を吐はきつつ青おう梅め街道を走り始めた。

「えーと、ロードマップはどこだっけかな……」

　運転しながら座席の周りを見回した慎吾を見て、助手席に座っていたサナエがシートの間に挟まっていたロードマップを取り出した。

「ありがとう！」

　慎吾がそう言って笑うと、サナエは恥ずかしそうに微笑ほほえんで下を向いた。

　軽トラックのハンドルの上にロードマップを置いた慎吾は、東京都田た無なし周辺のページを開いた。

　──速度を落としているとはいえ、運転中にこんな風に地図が広げられるのは、他ほかに車が一台も走っていないせいだな。

　道路のあちこちに放置された車があるだけで、対向車も何も無いし信号も渋じゆう滞たいも無いからこんなことができるんだろう。

　慎吾はそんなことを考えながら、ロードマップを見た。

　──今、俺おれたちがいるのは、青梅街道の花はな小こ金がね井い交差点の西側だ。この先の練ねり馬ま区の方は一面の焼け野原だ。焼けて崩ほう壊かいした家とかが道路を塞ふさいでいる可能性が高い。

　やはり、花小金井の交差点を左折して小金井街道を北上して清きよ瀬せ市から東ひがし所ところ沢ざわの駅あたりを抜けて所沢市に入った方がいいな。

　そんなことを考えていた慎吾が目を上げたとき、軽トラックは大きな交差点に差しかかろうとしていた。

　──あれ？　この交差点は……。

　目の前の信号機には「花小金井」と書かれた表示板がついていた。

　──いけね、ここを左だ！

　慎吾はあわてて左に急ハンドルを切った。

　軽トラックがいきなり曲がるとは思っていなかったのだろう。後ろの荷台から、どすん！　という音と「わきゃ！」という矢や上がみの悲鳴が聞こえた。

　慎吾は開けっ放しにしている運転席の窓から、あわてて上半身を出して振り返った。

「大だい丈じよう夫ぶか？」

　運転席の後ろにある、保護用のあおりに摑つかまった矢上が、お尻しりをさすりながら立ち上がって文句を言った。

「なんて運転するのよ！　ゆっくり走るとか言ったくせに！」

「ごめんごめん！　今のところを曲がらなきゃならなかったんだ。ここから先は清瀬を抜けるまでしばらくゆっくり走るからさ、安心してくれ」

　慎吾は頭を下げて謝ると、そのまま小金井街道を北上し始めた。

　街道沿いの家や商店の多くは焼け落ちていた。

　ところどころにある大きなマンションの上階にも、燃えた跡のある部屋がいくつもあった。

　路上に崩れ落ちた瓦が礫れきや、捻ねじ曲がり赤黒く錆さびたトタン板の脇わきをすり抜けながら慎しん吾ごは思った。

　──ああいったマンションの燃えた部屋は、きっと生き残った子供たちが生き延びるために部屋で火を焚たいたために燃えたものだろう。

　もし、火災が起きなければ、食料も衣類も日用品もいくらでも残っていたに違いない。

　でも、火はすべてのものを無に返した。

　インフラを失った都市ほど住みにくい場所は無い。でも、自分の家以外に住む場所を知らない子供たちにとって、自分の家を捨てることは難しい。

　この東京に人が残っている理由はそれなんだ。

　エンジンの回転数を抑え、時速四十キロを切るくらいの速度で、ゆっくり街道を走り始めて十分ほど過ぎた頃ころ。

　慎吾を激しい睡すい魔まが襲おそってきた。

　──いけね。回転数を抑えて走っていたら眠くなってきちまった……昨夜ゆうべは、半分見張りを兼ねて、居眠り程度しか寝ていないし、朝早くから緊きん張ちようの連続だったからなあ……その緊張が解けたってことだな、これは……。

　慎吾は助手席を見た。

　サナエもメンマを抱いたまま寝ていた。

　サナエを起こさないためなのだろう、抱かれているメンマは『どうしましょう？』という目で慎吾を見た。

「……お前も大変だろうけど……しばらくそのままでいてくれ」

　慎吾がそう言うと、メンマは半分諦あきらめたような目で慎吾を見てから目を閉じた。

　メンマを見ている目のまぶたが痙けい攣れんするように閉じた。

　ふっと気が遠くなったのを感じた慎吾は、あわてて首を振って意識を取り戻した。

　──うわ、本気で眠くなってきやがった。こいつはヤバイぞ。何か意識を刺激しないと、事故を起こしてからじゃ遅い。えーいくそ、こうなりゃ歌でも歌うか。

　とはいえ、俺おれが知っている歌と言えば……。

　慎吾は大きく息を吸うと、大声で歌を歌い始めた。





　～信濃しなのの国は十じつ州しゆうに　境さかい連つらぬる国にして

　聳そびゆる山は　いや高く　流るる川は　いや遠し

　松まつ本もと　伊い那な　佐さ久く　善ぜん光こう寺じ　四つの平たいらは肥ひ沃よくの地

　海こそなけれ　もの沢さわに　万よろず足たらわぬ事ことぞなき～






　慎しん吾ごがそこまで歌った時、軽トラックの屋根をバンバンと叩たたく音がした。

「どうした！　追っ手か！」

　あわてて顔を出した慎吾の目の前に、矢や上がみの顔があった。

「うわ！　なんだよ！　どうしたんだ！」

「なんだよ、じゃないわよ！　どうしたんだ？　って聞きたいのはこっちよ。いきなりわけのわかんない呪じゆ文もんみたいな歌を歌いだしたりして！」

　慎吾は怒ったように言い返した。

「呪文ってのは無いだろう！　俺おれが歌っていたのは『信濃しなのの国』って歌だ！　長野県の県歌なんだぞ！」

「県歌？　県の歌ってこと？」

「ああ、そうだ！　長野県の人間なら誰だれでも知っている歌さ！」

　そのとき、慎吾は助手席に座っていたサナエが目を見開いて、じっと自分を見ていることに気がついた。

「あ、ごめん、起こしちゃったかな……」

　サナエは真剣な目で慎吾を見つめると、ほとんど聞き取れないような小さな声でつぶやいた。

「その……うた……ママが……うたってた」

　慎吾は驚おどろいた。

「え？　君のママが？　じゃあ君のママってきっと長野県の出身だったんだ！　この歌はね、信濃の国って歌なんだ」

「しなのの……くに？」

「そうさ、長野県のことを昔は信濃の国って呼んでいたんだよ。長野県の出身の人は誰でもみんなこの歌を知っていてね、この歌をうたうと元気が出るんだ」

　慎吾がそう答えたとき、窓の外から再び矢上の声がした。

「ねえ、本当に大だい丈じよう夫ぶなの？　こんどは独り言？」

「独り言じゃないよ！　サナエちゃんと話しているんだ！」

　荷台をばたばたと歩く音がして、今度は助手席側から矢上が車内を覗のぞき込んだ。

　矢上に顔を見られたサナエが、恥ずかしそうに下を向いた……そのとき。

　慎吾はサイドミラーの中で、何がが動いたのに気がついた。

「矢上！　後ろ！　追っ手だ！」

「え？」

　振り向いた矢上の目に飛び込んできたのは、見る見るうちに近づいて来る二台の黒い大型スクーターだった。

「速度を上げて！　追いつかれるわ！」

　悲鳴にも似た矢や上がみの叫びを聞いた慎しん吾ごは、ギヤのセレクトレバーをセカンドに落としアクセルを思い切り踏ふみ込んだ。

　軽トラックはシフトダウンによる急加速で、がくん！　と揺れると、そのままはじかれたように飛び出した。

「わきゃ！」

　荷台の上で、矢上が転がるのが見えた。

「馬ば鹿か！　しっかり摑つかまってろ！」

　慎吾はそう叫ぶと、エンジンの回転数と速度が頭打ちになったところでギヤをＤに入れて、もう一度アクセルを踏み込んだ。

　軽トラックは再びがっくん！　と揺れると、はじかれたように加速した。

　荷台の上に尻しり餅もちをついた矢上がわめいた。

「なんて運転するのよ！」

「追いつかれるよりはマシだ！　それより、敵は大型スクーターだ！　荷台に積んであるクギをばら撒まけ！　パンクさせるんだ！」

「わかったわ！」

　矢上はそう言うと、自分の足元にあったクギの入った箱を荷台から投げ落とした。

　路上に落ちた箱はその場で裂けると、無数の銀色の針となって路上に散乱した。

　追いすがって来ていた二台の大型スクーターのうち、先頭のスクーターはハンドルを切ってそのクギを避さけたが、後方のスクーターは路上に固まったクギの上にそのまま突っ込んだ。

　──やった！

　歓喜の叫びを上げようとした矢上の口が半開きで止まった。

　クギの山に突っ込んだ大型スクーターは少しよろけただけで、パンクするようなそぶりも見せずに、そのまま後を追って来たのだ。

「うそ……なんで？　なんでパンクしないのよ！」

　矢上は運転席にいる慎吾に向かって叫んだ。

「なによ、あのクギ！　不良品じゃない！」

「クギに不良品も何もあるもんか！　クギはクギだ！」

「だって、パンクしないわよ！　そのまま追いかけてくるわ！」

　サイドミラーを見た慎吾は忌いま々いましそうに首を振った。

「きっとタイヤの中に、パンク防止用のシール剤を入れているんだ！　あれが入っていれば、クギを踏んだくらいじゃ空気は抜けない！」

　そのとき、サイドミラーに映っていた大型スクーターの運転手が、がばっと身を伏せた。すると後ろの席に座っていたもう一人が、運転手の背中の上で銃を構えているのが見えた。

「撃うたれるぞ！　伏せろ！」

　矢や上がみが伏せるのと同時に、サイドミラーに映った大型スクーターの上で火花のようなものがチカチカと瞬またたいた。

　銃声は短かった。

　おそらく三点バーストにして短く一連射したのだろう。

　慎しん吾ごのすぐ脇わきを、銃弾が飛び過ぎて行ったのがわかった。

　車体に当たった音はしなかった。

「大だい丈じよう夫ぶか！」

　矢上が悲鳴じみた声で返事をした。

「大丈夫！　でも次はわかんない！」

「弱音を吐はくな！　何とかして妨害するんだ！」

「どうすればいいのよ！」

「ベアリングの球がまだ残っているはずだ！　そいつを撒まいてくれ！　乗り上げたらきっとスリップして転倒するはずだ！　転倒しなくてもハンドルを取られれば、照準は合わせられない！　これからスラロームに入る！　車を左右に振るから気をつけてくれ！」

「わかった！」

　矢上はそう言うと、軽トラックの荷台の上を見回した。

　──ベアリングの球の入っている箱は……あ、あれかな？

　しかし、その箱は荷台の一番後方に置かれていた。

　矢上が箱を目に留めたそのとき、軽トラックは時速七十キロ以上の速度で蛇行し始めた。

　軽トラックの荷台は左右に激しく揺れて、とても取りに行けそうも無い。

　──うわあ、どうしろって言うのよ！　でも、仕方ない、おっかないけどなんとかしなくっちゃ！

　矢上は運転席の後ろにあるあおりから手を離はなすと、激しく揺れ続ける荷台に四つんばいになってベアリングの球の箱に近づいた。

　手を伸ばして箱を引き寄せた矢上はそのままそこに座り込むと、箱を抱え込んで必死に開けにかかった。

　慎吾はサイドミラーの中に、新たに二台の大型スクーターが現れるのを見た。

　──さっき通過した交差点で合流してきやがったな。

「おい！　矢上！　早くベアリングの球を撒いてくれ！　追っ手が増えた！」

「わかってるわよ！　今やってる！」

　矢上はそう叫ぶと、箱の中に手を突っ込んでベアリングの球を摑つかみ、後方の空間に向かって撒き始めた。

「えーい！　鬼は外！　ついてくんなぁ！　こんちくしょー！」

　アスファルトの路面に無数の銀色の粒が跳ねた。

　次の瞬しゆん間かん。その銀色の粒の中に先頭の大型スクーターが突っ込んだ。

　慎しん吾ごの見ているサイドミラーの中に映ったその黒い大型スクーターは、明らかに異様な振れ方を起こした……と思う間もなく、その大型スクーターはふわっとフロントタイヤを滑すべらせると路面に倒れこんで行った。

　アスファルトの路面に火花が散るのが見えたのと同時に、二人の男が空中に放り投げられた。

　──ハイサイドを起こしたな。とりあえずこれで一台は消えた。

　仲間の転倒を見て、ベアリングの球の威力を知ったのだろう。残りの三台がぐっと減速した。

　サイドミラーの中で見る見るうちに小さくなっていく大型スクーターの姿に、矢や上がみの歓声がかぶった。

「やったわ！」

「ああ、ベアリングの球は効果抜群だな！」

「なに言ってんのよ！　違うわよ！　私の撒まき方が良かったのよ！」

「ああそうだな、そういうことにしておこう……」

　慎吾は苦笑いした後で、矢上に言った。

「他ほかにロール状に巻いてある有刺鉄線とかも積んであるはずだ。今度追いかけてきたら、そいつを放り投げてくれ」

「このロールになってるのを丸ごと投げるの？」

「それじゃあ意味が無いよ。有刺鉄線の端っこを車のどこかに縛しばり付けてから、ロールを投げるんだ。そうすれば、有刺鉄線がらせん状に伸びていく。伸びたところで、切り離はなせば、立派なバリケードになる」

　矢上は感心したように首をひねった。

「ホント、感心するわね、よくもまあそんなことを思いつくもんだわ」

「自分が追跡する側になって考えればいいんだ。どんなことをされたら嫌いやなのか。その嫌なことをやってやればいいのさ……ここで曲がるぞ」

　慎吾はそう言うとハンドルを切って、右の角に中学校のある交差点を右折して小こ金がね井い街道から外れた。

「どっちに行くつもり？」

「目的地は同じさ、所ところ沢ざわに抜けるつもりだけどね。この街道は、この先で新小金井街道とぶつかるんだ。先回りされている可能性がある。それに小金井街道の先には西せい武ぶ線の踏ふみ切りがある。そこで封ふう鎖さされているかもしれない」

「なんでそんなことがわかるの？」

　慎吾は笑いながら答えた。

「さっき言ったのと同じだよ。敵の気持ちになって考えるんだ。もし、俺おれが封鎖するとしたら、橋か踏み切りでやる。そこしか渡れるポイントが無い場所を封鎖するのがセオリーさ」

　矢や上がみは小声でつぶやくように言った。

「敵の気持ちはわかっても、味方の気持ちはわかんないのよねえ……あんたは」

「え？　なんか言った？」

「ううん、なんでもない、独り言よ……」

　振り返った慎しん吾ごを見て、矢上があわてて首を振った……その頃ころ。




「追尾一班から連絡！　キツネは清きよ瀬せ駅踏ふみ切り手前で右折した！　現在和わ光こう市方向に進行中！」

　府ふ中ちゆう市役所の五階にある応接室に設けられた前線指揮所で、部下からの無線連絡を聞いた多た目めは会議用の机の上に広げた地図に歩み寄ると、両手を広げて覆おおいかぶさるように地図を見下ろした。

「くそ！　先回りさせたトラック部隊に清瀬駅の踏み切りを封ふう鎖ささせているのに気がついたか。マジでむかつく野郎だ！」

　横で事態の推移を見守っていた大だい道どう寺じが、少し不安そうに聞いた。

「大だい丈じよう夫ぶか？　このまま取り逃がしちまうんじゃないだろうな？」

　地図を見ていた多目は首を振った。

「いや、大丈夫だ。封鎖しているトラック部隊は小回りが効かないが、大型スクーター部隊なら、住宅街の細い路地でも入っていける。大統領警護隊の隊長をやっている荒あら川かわは、頭も回るし腕も立つ。あいつならヤツの裏の裏をかくことができる」

「ならいいが、所ところ沢ざわから先は俺おれたち協和国の勢力範囲じゃないからな……そこまで逃げられたらもはや手は出せん」

　多目は地図から顔を上げた。

「……そのことなんだが。大道寺よ、俺たちはここらで勝負に出た方がいいかもしれんぞ」

「勝負に出るだと？　どういう意味だ？」

　怪け訝げんな顔をする大道寺に、多目は地図の一番上、つまり北の方角を指差してみせた。

「このままだと、大おお宮みや・前まえ橋ばし連合に全部持って行かれてしまうということだよ。

　松まつ本もとにある大人たちの組織と大宮・前橋連合が手を組めば、関東のグループはすべて大宮・前橋連合の傘さん下かに入るだろう。

　今、俺たちの国はただの西東京協和国で終わるか、それとももっとでかい関東協和国になるか、その瀬せ戸と際ぎわに立っている……」

　大道寺は顔を上げた。

「お前は、大宮に攻こう撃げきを掛けるつもりか？」

「ああ、その選択肢も考こう慮りよしておいた方がいい。ただし、攻めるとなれば俺たちだけでは戦力不足だ。横浜、横よこ須す賀かを中心に勢力を持っている連中……京けい浜ひん連合とか名乗ってるギャングども。こいつらや千葉の市いち川かわ、浦うら安やすあたりをテリトリーにしている湾わん岸がんのギャングどもに声を掛けて兵隊を集める必要があるがな」

　多た目めの言葉を聞いた大だい道どう寺じは難しい顔になった。

「そいつらとは面と向かって戦ったことはねえが、かといって仲間になるほど親しくもねえぞ。どうやって仲間に引っ張り込むつもりだ？」

　多目はにやりと笑った。

「そいつは簡単だ。京けい浜ひん連合も湾岸ギャングも、やりたい放題のことをやってきた連中だ。大おお宮みや・前まえ橋ばし連合が大人の組織と一いつ緒しよになって法律とか警察とかを復活させようとしている。そうなればお前らは終わりだ。そうなりたくなければ仲間になれと言えばいい。大宮・前橋連合を俺おれたちの共通の敵にしてしまえばいいんだ」

　大道寺は腕を組んで考え込んだ。

「ふむ……つまり敵の敵は味方というわけか……」

「ああ、実を言うと、京浜連合と湾岸ギャングの両方のメンバーの何人かには、以前から話を振ってあるんだ。下っ端ぱ同士のいざこざが因もとで全面戦争になるなんて馬ば鹿かなことになりたくなかったからな。上の方とパイプを作っておいた方がいいと思っていたんだが。そいつが役に立ちそうだ」

「俺の知らないところで、お前はそんなことまでやっていたのか？」

　少し驚おどろいたように目を見開いた大道寺を見て、多目はなだめるように胸のところに両手のひらを上げてみせた。

「いや、まあ、きちんと話を通したら、あんたに話を持っていくつもりだったんだ。あくまでも俺のレベルでは、事務的なやり取りに過ぎない。あんまり細かいことをあんたに持って行っても仕方ないだろう？」

「それはそうだが……」

　大道寺はそう言ってしばらく多目を見ていたが、やがて大きくため息をついて肩の力を抜いた。

「まあ、仕方ないか。確かに、ここまで組織が大きくなると、俺にはよくわからんことが多すぎる。お前が動いてくれないことには右も左もわからんというのが本当のところだ……」

　大道寺はそこで言葉を切ると、真剣な目で多目を見て言葉を継いだ。

「大宮に攻こう撃げきを仕掛けて……勝つ見込みはあるんだろうな？　やつらもそれなりの火力と兵隊を揃そろえているはずだぞ」

　多目は力強く首を縦に振った。

「二年前まで大宮は暁あかつきという男がギャングの総元もと締じめになって支配していたんだが、前橋の連中にやられて手下だった連中もみんな逃げてしまった。

　今じゃあすっかり前橋グループの配下になっているそうだ。

　前まえ橋ばしで訓練された兵士が送り込まれて、治安も回復しているらしいが……大おお宮みや区内には以前のやりたい放題だった頃ころの大宮が懐なつかしいって連中がまだ結構残っている。

　そいつらをうまく焚たきつけることができれば、大宮は内部から崩ほう壊かいするだろう」

　大だい道どう寺じは腕を組んだまま答えた。

「確かに……どんな堅固な砦とりででも、内部に裏切者がいたんじゃ守ることはできん……つまり、大宮を攻めるのは、それほど難しいことではないということか」

「そういうことだ……まあ、荒あら川かわが率いる大型スクーター部隊が、あの男をとっ捕まえるか撃うち殺してしまえば、そんな余計なことはしなくてもいいのだがな」

　多た目めはそう言うと、無線機の前に座っている通信担当の兵士に聞いた。

「荒川たちから報告はあったか？」

「その件ですが……現在清きよ瀬せ市役所周辺の裏路地に逃げ込まれ見失っている、とのことです！」

「なんだと？　追尾していたのではないのか？」

「それが……ヤツは軽トラックの荷台から有刺鉄線を延ばし、道路を塞ふさいでしまったそうです。そこを迂う回かいする間に見失ってしまったそうでして……」

「有刺鉄線だと？　そんなものまで用意していやがったのか！」

　多目は再び机の上に広げた清瀬市の地図に視線を戻した。

　──清瀬市の市役所からどっちに向かったか、だな。

　北に向かって所ところ沢ざわを目指したか、それとも東に向かって新にい座ざ市に向かったか……。

　多目の視線は地図の上を忙しく行き来した。

　──ヤツは一貫して北上を続けてきた。何度か東に方向を変えているが、その後必ず北に方向を変えている……つまり、ヤツの目的地は間違いなく所沢だ。

　でも、ここに来て、最後の最後に裏をかいて東に抜けるという可能性もある。

　──あいつは常に俺おれの裏をかいてきた。俺が打つ手をことごとく読んで、それを外してここまで逃げてきた。

　そう考えれば、ここで裏をかいて東に向きを変えると思うべきだ。

　新座から朝あさ霞かを抜けて、秋あきが瀬せ橋もしくは羽は根ね倉くら橋で荒あら川かわを渡り、浦うら和わを経由して大宮に入るルートを選んだのかもしれない。

　多目はじっと考え込んだ。

　──いや、違う。あいつは俺がそう読むと思っている。今まで延々北上し所沢に向かうと見せかけて来た。だからその裏をかいて、最後に東に向きを変えると、俺が読むと思っているんだ。

　──ならば、俺は裏の裏をかく！　ヤツはそのまま所沢を目指すに違いない！

　多目は大きくうなずくと、無線機の前に座っている通信担当の兵士に告げた。

「ケルベロス部隊全員に連絡！　キツネは所沢を目指す！　清瀬市から所沢に抜ける道を全部当たれ！　発見したら速報しろ！　所ところ沢ざわ市内でカタをつけるんだ！」

　府ふ中ちゆう市の指揮所から、多た目めが大型スクーター部隊に指示を出した……その頃ころ。




　慎しん吾ごの運転する軽トラックは、東京都清きよ瀬せ市と埼さい玉たま県所沢市の境界を流れる柳やな瀬せ川がわが大きく曲がっているところにある小さな橋を渡って、所沢市に入った。

　荷台から運転席を覗のぞき込んだ矢や上がみが、嬉うれしそうに言った。

「やっと埼玉県に入ったわね！　これで一安心だわ！」

「そうでもないぞ、やつらの執念深さは普通じゃない。きっと、また追いかけてくる。気を緩ゆるめるな」

「追いかけて来たら、また有刺鉄線放り投げてやるから大だい丈じよう夫ぶよ！　あれに突っ込んだら、バイクでも車でも身動き取れなくなるわ！　効果抜群よ！」

　矢上の言葉を聞きながら慎吾は考えた。

　──確かにコイル状に伸びた有刺鉄線は効果的だった。でも、有刺鉄線のロールはあと一個しかない。

　地図で見る限り、所沢市内から大おお宮みやに抜ける道路はどれも開けたところを通る一本道だ。市街地の曲がりくねった道じゃない。

　速度が出る大型スクーターが追つい撃げきするにはもってこいの道路だ。

　──このあたりで、何か道具を調達しておかないと、逃げ切れないかもしれないな。

　慎吾がそんなことを考えて道路を走っていると、道の左右にファミリーレストランやコンビニの看板が立ちはじめた。

　──あれ？　まだ所沢の市内に入っていないはずだけど、急に賑にぎやかになったな。

　気がつくと、目の前に鉄道の駅らしいものがあった。

　──ああ、そうかここは武蔵むさし野の線の東所沢の駅前なんだ。線路が地面より低いところを走っているから気がつかなかった。

　そんなことを考えながら駅前のロータリーを抜けようとしたとき、慎吾の目に『プラモデル』と大きく看板を掲げた建物が飛び込んできた。

　──模型店だ！　もしかしたらエンジンつきのラジコンを取り扱っていたかもしれない！

「ちょっと、あの店に用がある。右に曲がるぞ！」

　荷台に立っていた矢上に向かって、慎吾はそう声をかけると、軽トラックのハンドルを右に切った。

　模型店の前に軽トラックを停とめたのを見て、矢上が怒ったように言った。

「何かと思ったら……プラモデル？　あんたの趣しゆ味みに付き合ってる時間は無いわよ！」

「趣味じゃないよ、逃げ切るための道具を探しに来たのさ。ラジコンヘリコプターとかボートとか。そういったエンジンつきのラジコン用の燃料をね」

「ラジコン燃料？　そんなもので自動車が走るの？」

「ラジコンの燃料には、ニトロメタンが含まれているんだ。こいつをガソリンに混ぜると、馬ば鹿かみたいにパワーが出る……一時的にだけどね。

　それを使えば、やつらの大型スクーターに追いかけられたときに、逃げ切ることができるかもしれない……ちょっと待っていてくれ」

　慎しん吾ごはそう言い残すと、軽トラックから降りた。













　　　第八章「信しん頼らいの証あかし」







　模型店の店内はほとんど荒らされていなかった。

　──やっぱり。人は非常時にはまず食料を求めるのが普通だものな。プラモデルとかラジコンを持っていくヤツはまずいないよな。

　慎吾は店内をくまなく探して、やっとラジコン用の缶入り燃料を見つけ出した。

　それはエンジン式のヘリコプター用の燃料らしく、缶にはニトロメタン五十八パーセント含有と書かれていた。

　──放置されて五年経過しているから、変質してしまっているかもしれないけど……未開封だし、直射日光を浴びていたわけじゃないから、なんとかなるかな。

　まあ、やってみて、使えたらめっけものというところかな。

　慎吾がラジコン燃料を持って戻ろうとした、そのとき。

　駅のロータリーの方角から、大型スクーターの排気音が聞こえて来た。

「くそ！　追いつかれたか！」

　慎しん吾ごは店を飛び出すと、駅のロータリーに駐車してあった軽トラックに駆け寄った。しかし、トラックに乗り込む前に、黒い大型スクーターがロータリーに走りこんできた。

　慎吾は腰につけていたホルスターからピストルを抜いた。だが、大型スクーターのライダーが、慎吾と軽トラックの荷台にいる矢や上がみに小銃の銃口を向ける方が早かった。

　大型スクーターを運転していた男が、小銃を構えたまま薄うす笑わらいを浮かべて言った。

「やあ、園その山やま慎吾くん、お元気かね？　もしかしたら偽ぎ名めいかもしれないが、あいにく俺おれはその名前しか知らないのでね……」

　その男は立たち川かわで慎吾をパラダイスクラブに案内した、荒あら川かわという男だった。

　ピストルを持った手をだらんと下げたまま慎吾は答えた。

「偽名じゃない……本名さ」

　荒川の薄笑いは変わらなかった。

「おや、そうかね……それはそうと、無む駄だな抵抗はやめた方がいいぞ。そのピストルをさっさと捨てろ。さもないと俺は引き金を引かなくちゃならなくなる……お前は頭がいい。頭がいい人間を殺すのは俺の趣しゆ味みじゃないんでね」

　荒川の余裕に満ちたその口ぶりを聞きながら、慎吾は必死に考えを巡らせた。

　──くそ、どうする？　撃うつか？

　ピストルのグリップを握っている右の手のひらにじわりと汗がにじんでいるのがわかる。

　──あの荒川という男と、その後ろに座って銃を構えている二人を撃つことはできるかもしれない。でも、俺がピストルを構えれば、間違いなくあの二人は即座に俺たちに向けている小銃の引き金を引く。

　俺があいつらにピストルを向けて照準をつける時間の分、俺が不利だ。俺も矢上もサナエも蜂はちの巣にされて一巻の終わりだ！

　──それに、このピストルを撃っても、弾倉に入っている五発のうち最初の二発は、雷管の爆発力だけでプラスチックの弾頭を撃ち出す特殊訓練弾だ。当たっても致命傷すら与えられない！

　慎吾はトラックの荷台にいる矢上に視線を走らせた。

　矢上は目を見開いたまま、凍りついたように立ちつくしていた。

　なぜか、血の気の失うせた青ざめた顔の矢上は、いつもよりずっと女の子っぽく見えた。

　その矢上の顔を見たとき。

　激しく回転していた慎吾の脳裏に、アイディアがひらめいた。

　──そうだ！　矢上だ！　もし、俺が協和国に寝返る！　と言って矢上を撃てばどうなる？

　矢上が胸に例のまな板を入れていれば、ピストルで撃ってもプラスチックの弾頭なら絶対に貫通しない！

　矢上は驚おどろくだろう。気を失うかもしれない。もし、まな板以外の場所……目に当たれば、失明するかもしれない。

　でも、矢や上がみを撃うてば、間違いなく荒あら川かわたちは油断する！

　油断した荒川たちが小銃の照準さえ外せば、俺おれは荒川たちを撃てる！

　──それしかない！　それしか切り抜ける方法は無い！

　ピストルをだらんと下げたまま、慎しん吾ごは小声で矢上に言った。

「矢上……俺を信じてくれ……」

　え？　という表情で顔を上げた矢上から視線を外した慎吾は、荒川に向かって大声で言った。

「俺はまだ死にたくないなあ……本当はあんたらの仲間になりたかったんだ。信じてもらえないかもしれないけど、実を言うと、俺はこの女に騙だまされてここまで連れてこられちまったんだ……色々話を聞かされたんだが、どう考えても協和国の方が、面おも白しろく生きていけそうだな」

　その言葉を聞いた矢上は、驚おどろいたように目を見開いた。

「あんた、ちょっと！　何てこと言うのよ！　裏切るつもり？　自分だけ助かればそれでいいっていうの？」

　慎吾は肩をすくめてみせた。

「言っただろう？　俺は死にたくないって……だから、こうするのさ」

　慎吾はそう言うと、ピストルをすっと持ち上げて目の前に立っている矢上の胸に向けた。

　矢上の顔から血の気が引いた。

「ちょ……ちょっと待って！　あんた、本気なの？」

「ああ本気だよ……」

　慎吾は軽くうなずくと、荒川に向かって言った。

「俺が板みたいな胸をしているこの女を撃ったら、信じてくれるかい？　俺が騙されていたってこと……」

　荒川は事の成り行きに驚いたようだったが、慎吾の目が本気だということに気がついたのだろう。小銃を構えたまま小さくうなずいた。

「ああ、その女を撃ったら信じてやる……とりあえずお前は殺さずに立たち川かわまで連れて行こう……」

「それはありがたい……」

　慎吾はそう言うと、矢上を見てあざ笑うような口調で言った。

「男か女かわかんないくらい貧乳で板みたいな胸しかないくせに、俺をたらしこもうとするなんて十年早いんだよ。悪いが死んでくれ……」

　矢上は、憎々しげに慎吾をにらんで叫んだ。

「信じていたのに！　あんたって、最低！」

　慎吾は矢上の目を正面から見て答えた。

「そうか……じゃあそのまま信じてくれ。動くんじゃねえぞ！　弾がもったいない！　恨むなら、その板みたいな胸を恨むんだな！」

　慎しん吾ごの言葉を聞いた矢や上がみの表情に、一いつ瞬しゆん、怪け訝げんな色が浮かんだそのとき。慎吾は素早くピストルの撃げき鉄てつを起こしシングルアクションにして、矢上の胸の真ん中めがけて引き金を引いた。

　パン！

　乾いた音と共に、ピストルの銃口が火を噴いた。

　矢上はのけぞるようにして、軽トラックの荷台に崩れ落ちた。

「いやああああああ！」

　助手席の後ろの窓から、その光景を見ていたサナエが悲鳴を上げた。

　荒あら川かわともう一人の兵士は、驚おどろいたようだった。

　慎吾はピストルを水平に構えたまま、荒川に言った。

「これで信じてくれたか？　俺おれがこの女に騙だまされていたってこと……」

「あ、ああ、信じよう……」

　荒川ともう一人の兵士は緊きん張ちようを解いたのだろう。

　構えていた小銃の銃口の先が、すっと慎吾から外れた。

　慎吾はその瞬間を見過ごさなかった。

　矢上を撃うったときのまま水平に構えていたピストルの銃口をそのまま荒川たちに向け、ダブルアクションで連続して引き金を引いた。
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　パン！

　最初の音は矢や上がみを撃うったときと同じ乾いた音だった。しかし、二発目と三発目は最初の銃声とは比べ物にならないほど、大きく腹に響ひびくような、

　ドバン！　ドバン！

　という音だった。

　荒あら川かわたちは小銃を構えなおした。しかし、それより早く慎しん吾ごの撃った弾丸は荒川と、その後ろにいた兵士に命中した。

　大型スクーターにまたがったままだった荒川と後ろの兵士は、ものも言わずにスクーターごと路上に転がった。

　慎吾は荷台に倒れている矢上に駆け寄った。

　軽トラックの荷台に横たわっている矢上のシャツの胸のところに手を当てて、着ていたシャツを左右に引き裂くと、そこにはホームセンターを出たときに渡した、防弾板代わりの白いまな板があった。

　まな板の中心には小さな凹みがあり、シャツの中に慎吾のピストルに装そう塡てんしてあった赤いプラスチック製の訓練弾の弾頭が転がっていた。

　まな板を持ち上げた慎吾は、その下にあるＴシャツの小さな二つのふくらみが規則正しく上下しているのを見て大きく息を吐はくと、その場にしゃがみこんだ。

「……良かった。矢上はちゃんとまな板を入れていたんだ……」

　慎吾は震ふるえる手でピストルをホルスターに入れると、路上に転がっている大型スクーターに近づいた。

　弾丸は身体からだを貫通したのだろう、大型スクーターの下した敷じきになった荒川の体の下に血が流れていた。

　荒川ともう一人の兵士のうめき声を聞いた慎吾の足が止まった。

　一いつ瞬しゆん、耳を塞ふさぎたくなったが、慎吾は聞こえない振りをして大型スクーターの脇わきに落ちていた八九式小銃を拾い上げ、それを持って軽トラックに駆け戻った。

　運転席のドアを開けると、そこに、真っ青な顔で恐怖に震えたサナエがいた。

　慎吾は笑ってみせた。

「もう大だい丈じよう夫ぶだ！　怖がらせてごめん！」

　しかし、サナエは顔を引きつらせたまま、慎吾から逃げるように身体をドア側に寄せた。

　慎吾は運転席に乗り込むと、エンジンを掛けながら答えた。

「俺おれが矢上お姉ちゃんを殺したと思っているんだね……そう思うのは無理も無いけど……今のは手品みたいなものなんだ。矢上お姉ちゃんは死んでないよ。びっくりして寝ているだけさ。もうすぐ気がつくと思うよ……」

　しかし、サナエは慎吾の言葉を聞いていなかった。慎吾をにらみつけ、そのまま助手席のドアを開けて軽トラックから飛び降りてしまった。

「あ、おい！　ダメだよ。どこに行くんだ！　まだ敵が……」

　慎しん吾ごはあわてて運転席から飛び降りると、助手席側に回った。

　サナエは逃げたわけではなかった。助手席のすぐ後ろの荷台のあおりにしがみついて、よじ登ろうとしていただけだった。

　──矢や上がみが気になっていたのか。俺おれの言葉だけじゃ信じてもらえないのも無理は無い。

　慎吾は、後ろからサナエの両りよう脇わきに手を差し入れて身体からだを持ち上げながら言った。

「矢上お姉ちゃんを起こしてあげて。寝ているだけだから！」

　荷台に乗ったサナエは、倒れている矢上に駆け寄って、その身体をゆすり始めた。

「やがみお姉ちゃん！　起きて、起きてよ！」

　サナエが五回ほどゆすったとき、矢上が目を開けた。

「あれ？　サナエちゃん？　どうしてここに？　……あんたもあの馬ば鹿かに撃うたれて死んじゃったの？」

　荷台の脇に立って、矢上の顔を見ていた慎吾は苦笑した。

「撃ってないし、死んじゃいない！　お前は怪け我が一つしてないはずだぞ！」

　矢上ははっと目を見開くと、がばっと上半身を起こした。

　そして、両手で自分の胸をまさぐった後で、自分の手のひらを見た。

「血が出てないわ……痛みも無い……なんで？　私ってもしかしてスーパーマンなの？」

　矢上がぽかんと口をあけたとき、サナエが、わっと泣きながら矢上に抱きついた。

　その、サナエの泣き声を聞きながら、慎吾は言った。

「脅おどかして悪かった……俺が撃ったのはプラスチックの弾頭を撃ち出す訓練弾で、当たったのは、お前の胸に入れてあったまな板だ。ショックはあるが貫通はしない。

　ああでもしなけりゃ隙すきを作れなかったんだ……とにかく、一刻も早くここを離はなれて大おお宮みやに向かおう」

　慎吾は矢上に抱きついて泣いているサナエを見て、小さくため息をついた。

「しばらく君から離れそうに無いな……そのまま一いつ緒しよにいてやってくれ……」

　周囲を見回した矢上は、目の前に転がっている大型スクーターとその下した敷じきになったままの二人の兵士を見て、目を丸くした。

「あの二人……あんたがやっつけたの？」

「ああ、実弾が三発残ってたからね。撃たなきゃ撃たれただろう。俺も君もサナエも殺されて終わりだ……やつらをトリックに引っ掛けるために君を撃った。許してくれないだろうけど、謝っておくよ……ごめん！」

　慎吾はそう言って頭を下げると、そのまま運転席に戻った。

「動くぞ！　サナエに気をつけてくれ！」

　開いている窓から荷台にいる矢や上がみにそう怒鳴ると、慎しん吾ごはセレクトレバーをＤに入れて、アクセルを、ぐん！　と踏ふみ込んだ。

　胸に痛むものがあった。

　──矢上は俺おれを許してはくれないだろう。いきなり銃を向けられ、そして撃うたれたのだ。

　もし、あのとき、俺が矢上の立場に立っていたら、俺はどんな風に感じただろう？

　想像しただけで、慎吾の背筋から尻しりにかけて、きゅうっと絞られるような感触が襲おそった。

　──その恐怖。その絶望感は、こんなものじゃなかったはずだ。

　俺はその恐怖と絶望を矢上に与えた……。

　俺は……最低の人間だ。

　慎吾は黙だまり込んだまま軽トラックを走らせた。

　東ひがし所ところ沢ざわ駅から北上した道路は、浦うら和わ所沢バイパスに突き当たった。

　慎吾はそこを浦和方向に右折した。

　浦和所沢バイパスは両側にケヤキが植えられた片側二車線の広い道路だった。

　初夏の日差しを浴びた鮮やかな緑色のケヤキの若葉が目に飛び込む。その並木道は若葉のトンネルのように見えた。

　ところどころに、放置されている大型トラックが見えるが、まっすぐ延びる道路は実に走りやすそうに見えた。

　──まずいな、こんな道路で大型スクーターに追いかけられたら、あっという間に追いつかれてしまう。

　さっきのラジコンショップで手に入れたニトロ燃料をガソリンに入れれば、なんとか振り切ることはできるかもしれない。でも、ニトロを放り込んだエンジンは持たない。

　いざ、というときに放り込んで振り切る……その一いつ瞬しゆんにしか使えない。

　エンジンにニトロを放り込むタイミングを選択できるようにしなければ、ニトロを使う意味がない。

　ニトロ燃料の缶とキャブレターのフューエルホースを繫つないで、途中にバルブコックをつけるのが一番いいんだが、そんな道具も工作をするヒマもないし……。

　手っ取り早いのは、ガソリンの給油口からニトロを流し込む方法だけど、この軽トラックの給油口は運転席ドアの後ろだ。運転しながらニトロを流し込むのは無理だ……。

　──やっぱり、荷台に乗っている矢上に協力してもらわないと無理か。

　慎吾はため息をつくと、軽トラックを停とめることができそうな場所を探した。

　関かん越えつ自動車道の所沢インターの看板を過ぎ、左手にある配送センターのような建物の近くまで来たとき、その裏手に倉庫と事務所があるのを見つけた。

　──あ、あの倉庫と事務所の間に停めれば、バイパスからは見えないだろう。

　慎吾は左にハンドルを切ると、その倉庫の奥に軽トラックを突っ込んで停めた。

　エンジンキーを切ると、あたりに静寂が戻ってきた。

　道路脇わきのケヤキ並木の枝の上にいる鳥の声以外に聞こえるものは無い。

　運転席のドアを開けて降り立った慎しん吾ごは、荷台にいる矢や上がみを振り返った。

　矢上は目に涙を溜ため、無言のまま慎吾をにらみつけていた。

　──怒るとか、そんなレベルじゃないな。殺されかけたんだもの、無理も無い。

　荷台に一歩近づいたそのとき。

　ばっちぃぃん！

　思いっきりの平手打ちが慎吾の左ひだり頰ほおに炸さく裂れつした。

　慎吾は思わずよろけて横に一歩踏ふみ出した。

　矢上の平手打ちはそれほどの威力があった。

　平手打ちを食らった左頰を押さえることもせずに、慎吾はそのまま黙だまって立ち尽くしていた。

　二呼吸ほどの沈ちん黙もくの後で、最初に口を開いたのは矢上の方だった。

「なんとか言ったらどうなの？」

　慎吾は黙っていた。

　その場を支配した沈黙を叩たたき壊こわすように、矢上が再び口を開いた。

「なんとか言いなさいよ！　なにを黙っているのよ！　謝る気もないってことなの？」

「そんなんじゃないよ……謝る言葉が見つからないだけだ……」

　矢上は涙目で慎吾をにらみつけて叫んだ。

「そんなの言い訳よ！　本気で謝るつもりが無いだけよ！　自分を良く見せようとか、自分にも理由があるって言いたいから言葉を捜しているんだわ！　違う？　私は絶対に許さないからね！」

　慎吾は目を落として、小さくうなずいた。

「ああ……そうかもしれない。いや、そうだ。

　あいつらを油断させて、逆ぎやく襲しゆうするためだった……なんて理由はどうでもいいんだ。俺おれは君を銃で撃うった。そのことについて、俺は申し開きも何もできやしない……。

　ごめん。許してくれ……俺に言えるのは、その言葉だけだ……」

　矢上はしばらく黙ったまま慎吾をにらみつけていたが、やがてゆっくりと答えた。

「私を撃つ前に……あんた、私に向かって、信じろ……って言ったよね」

「ああ、言った」

「あのとき、あれしか方法はなかったんだよね……だから私を撃ったんだよね？」

「ああ、そうだ……許して欲しい……」

　矢上は首を振って叫んだ。

「違うのよ！　私を撃ったのは仕方ないことよ！　そりゃあびっくりしたけど……本当に死んだかと思ったけど……あいつらに撃たれて死ぬよりよっぽどマシじゃない！

　あんたは、あのとき、信じろって言った……だったら、信じることができなかった私の方が悪いんだから！」

　慎しん吾ごは怪け訝げんな顔で、軽トラックの荷台に立っている矢や上がみの顔を見上げた。

「君を撃うったことを許してくれているのなら……君は何を怒っているんだ？」

　矢上はあきれたような顔で叫んだ。

「何をとぼけているのよ！　忘れたとは言わせないわよ！　人のことを何度も何度も、しつこいぐらいに、板みたいな胸の女と呼んだくせに！」

「へ？」

　慎吾は拍子抜けしたような顔で矢上を見た。

「君が許さないっていうのは……もしかして、そのことなのか？」

　矢上は赤い顔で慎吾をにらみつけた。

「そのこと以外に、何があるって言うのよ！　人が一番気にしていることを、何度も何度も言うなんて……許せない！」

　慎吾はあわてて首を振った。

「あ、いや、違うんだよ、あれは君に対する謎なぞかけだったんだ！　俺おれを信じろ！　君の胸には板が入っている、だから安心しろ、撃たれても死なない！　それを伝えたくて、何度も繰くり返して言ったんだ！」

　矢上は自分の胸を両手で押さえて目を見開いた。

「板みたいな胸って……そういう意味だったの？」

「ああ、そうだよ、そうに決まっているじゃないか！」

　矢上の胸に視線を走らせた慎吾は一いつ瞬しゆん考えた。

　──もう一つの意味もある……なんて言えない。

「……何か言いたそうね？」

　にらむ矢上を見て、慎吾があわてて首を振った、そのとき。

　遠く東ひがし所ところ沢ざわ駅の方向から、大型スクーターのエンジン音が聞こえてきた。

「くそ、まだ追いかけて来るつもりか！　しつこい連中だな！」

　慎吾はそう言うと、荷台に置いてあったラジコン用のニトロ燃料の缶を持ち上げ、運転席のドアの後ろにある給油口を指差した。

「俺が指示したら、ここに、このニトロ燃料を流し込んでくれ！　荷物の中に、じょうご付のホースがある！」

　矢上は半分あきれたように言った。

「……ホント、用意周到というか、何でも揃そろえてるのね」

「さっきのホームセンターで、使えそうな物は、何でも放り込んできたからね……」

　慎吾はそう答えた後で、矢上の後ろで心配そうな顔をしているサナエを見て言った。

「追つい撃げきしてくる大型スクーターに撃うたれたら、荷台は危険だ。サナエは助手席に乗った方がいい」

　サナエは何かを問いかけるような目で、矢や上がみの顔を見上げた。

　矢上はにっこり笑った。

「大だい丈じよう夫ぶよ、慎しん吾ごは怖い人じゃない。口は悪いし無ぶ愛あい想そうだけど、本当は優しい、誰だれよりも頼たよりになるいい人よ。だから一いつ緒しよに乗ってなさい」

　矢上の言葉を聞いたサナエはほっとしたように微笑ほほえんでこくんとうなずくと、とことこと荷台の端まで歩いて行って、そこから降りようとした。

　慎吾は後ろから抱きかかえるようにしてサナエを地面に降ろし、軽トラックの助手席を指差した。

「さあ、急いで乗って！　やつらに見つかる前に、さっさと逃げるぞ！」

　サナエが乗り込んだのを確認した慎吾は、荷台にいる矢上を見て言った。

「ニトロで加速すれば、瞬しゆん間かん的てきにすごいパワーが出る。だけど、おそらくこのトラックのエンジンは持たない。だからニトロを使うのは、最後の手段だ。でも、追撃を妨害するための有刺鉄線は、あと一個しかない。だから、その有刺鉄線を使い尽くしたら、あとは敵から分ぶん捕どったこの小銃と君のクロスボウだけが頼りだ！　小銃の弾丸を使い尽くしてクロスボウの矢を撃ち尽くしたら、ここにあるものを投げつけてなんとか時間を稼かせいでくれ！　荒あら川かわさえ渡れば、そこはもう大おお宮みやだ！」

「今度は私が、ここにあるものを組み合わせて逃げる方法を考え出す番ってわけね……私にはあんたほど知識も経験も無いけど、なんとかやってみるわ！」

「頼たのんだぞ！」

「任せて！」

　力強くうなずいた矢上に同じように力強くうなずき返してから、慎吾は運転席に乗り込んだ。

　エンジンキーをまわして軽トラックのエンジンを掛けながら、慎吾はなんとなく無事に大宮にたどりつけそうな予感がした。

　──でも、考えてみれば、この予感には何の根拠も無いんだ。

　この先は直線道路が続くうえに、追いかけて来ている大型スクーターに乗っている連中は無線機で連れん携けいを取って動いている。

　下手をすれば追いかけられるだけじゃなくて、先回りされてしまうかもしれない。

　楽観的に感じる要素は一つも無い……なのに、なぜ俺おれは無事に切り抜けられそうに思ったんだろう？

　そのとき、慎吾の脳裏に浮かんだものがあった。それは、今さっき『任せて！』と力強くうなずいた矢上の顔だった。

　──そうか、矢上は俺を信じてくれている。そして、俺も矢上を信じている。

　信じてもらえる。そして信じることができるってのは、こんなにも気分がいいものなんだな……信しん頼らいの絆きずなが希望を生み出しているんだ。

　──よし、何が何でも逃げ切って、荒あら川かわを渡って大おお宮みやにたどり着いてみせる！

　自分に言い聞かせるようにもう一度力強くうなずくと、慎しん吾ごはアクセルを踏ふみ込んだ。

　配送センターの裏手にある倉庫の陰から浦うら和わ所ところ沢ざわバイパスに躍おどり出た軽トラックは、そのまま浦和方向に向かって走り始めた。

　バイパスを走り始めてすぐに、目の前に大きな立体交差が見えてきた。

　──国道二五四号、川かわ越ごえ街道と交差する英はなぶさインターチェンジだな。

　ここを左折して、川越市内から大宮に抜ける手もあるけど……どうするかな。

　慎吾がそんなことを考えたとき、荷台にいた矢や上がみが、運転席の窓から顔を突っ込んで聞いてきた。

「どうするの？　川越街道に入るの？」

「どっちがいいと思う？　ここから北上して川越に入ってから右折して大宮に向かうのと、もっと荒川に近づいてから左折して北上するのと……」

　矢上は驚おどろいたように目を見開いて慎吾の顔を見たまま黙だまり込んだ。

「……どうしたんだ？」

「え？　あ、ああ、初めてだからさ、あんたに『どうしたらいい？』って相談されたの」

「そうだっけ？」

「そうだよ！　あんたと出会ってから今まで、あんたが全部決めてきたんじゃない！　……まあ、あんたの言うとおりにしていれば間違いない、ってのがあったんだけどさ……」

　慎吾は頭を搔かいた。

「確かに、今までは俺おれの知識と経験が役に立ったけど、抜け道とかは実際にそこを通ったことのある人間の経験の方が役に立つのさ。どんな詳しいロードマップでも、そこで暮らしている地元民には勝てないのと同じだよ」

「地元民と言ったって、私はそんなに詳しくないよ。私が暮らしてたのは大宮で、こっちの方なんてほとんど来たこと無かったから」

「でも、立たち川かわに行くときに通ったんだろう？　一度も通ったことの無い俺よりマシだよ」

「え？　あんた、ここ通るの初めてなの？　なんか、あんたってすっごい自信家よね。不安とか感じないの？」

　驚く矢上を見て慎吾は笑った。

「なに言ってんだよ。五年前、俺は中学生だったんだぜ。それも長野県の松まつ本もとに住んでいたんだ。こんな、東京と埼さい玉たまの県境なんて場所に来たことなんかないよ。ましてや車を運転して通った経験なんかあるもんか。そりゃあ、不安はあるさ。でも、その不安ってのは、情報の不足からくるものなんだ。だから、地図とか本とかそういった情報を補うものがあれば、不安は打ち消せるのさ……」

「地図と本だけで不安が打ち消せるってのは、やっぱり自分に自信があるからだと思うけどなあ……」

「で……どうすればいいんだ？　このまま真まっ直すぐ行くのか？　それとも川かわ越ごえ街道に入るのか？」

　慎しん吾ごに聞かれた矢や上がみはあわてて前を指差した。

「あ、ごめん、真っ直ぐ行って！　もうちょっと荒あら川かわに近づいてから、斜めに治ち水すい橋に抜ける道があるわ。立たち川かわに行くとき、その道を通ったの」

「わかった、じゃあこのまま、真っ直ぐ抜ける！」

　慎吾はそう言うと、アクセルを踏ふみ込んだ。

　川越街道と交差する立体交差の下を潜くぐり抜け二百メートルほど走ったとき、交差していた川越街道側から合流する道路に三台の大型スクーターが現れた。

　矢上は、軽トラックの運転席の屋根をバン！　と手のひらで叩たたいて叫んだ。

「追っ手よ！　逃げて！」

「わかった！」

　慎吾はアクセルを踏み込んだ。だが、代用燃料を使って走る軽トラックの加速は遅かった。

　二台の黒い大型スクーターは、するすると加速すると、あっというまに軽トラックの真後ろについた。

「このぉ！　ついてくんなぁ！」

　矢上はそう叫ぶと、積んであった有刺鉄線のロールを荷台から投げ落とした。

　有刺鉄線のロールは、自重と中心に差し込まれた十キロの鉄アレイの慣性で、まるで毛糸玉をほどくように、後ろにらせん状に有刺鉄線を引きながら、路上をころころと転がった。

　伸びて引きずられた有刺鉄線が、がりがりとも、ぎんぎんともつかない異様な金属音を撒まき散らして、軽トラックの後ろで暴れまわり始めると、軽トラックはその慣性で左右にふらふらと蛇行するようになった。

　──くそ！　車体が軽いから、あんな有刺鉄線でも抵抗が馬ば鹿かにならない！

　さっきは裏路地で速度が出ていなかったからなんとかなったけど、このまま八十キロ以上の速度で走り続ければ危険だ！

　慎吾は運転席の窓から怒鳴った。

「矢上！　有刺鉄線を切り離はなしてくれ！　ハンドルを取られて危険だ！」

「でも、これが最後よ！　切り離したら次はないのよ！」

「路上に残った鉄線はバリケードになる！　時間を稼かせぐことはできる！　このままじゃ運転ができないんだ！」

「わかった！　今、切り離すわ！」

　矢や上がみは荷台に積んだ道具の中から大型のペンチを取り出すと、荷台の端っこに縛しばり付けてある有刺鉄線に当てて力を入れた。

　ペンチが、パチン！　と音を立てるのと同時に、テンションが掛かっていた有刺鉄線がぎゅいん！　という金属音を立てて跳ね上がった。

　切れた有刺鉄線は伸びたスプリングが縮むように、路面を飛び跳ねながら丸まって行った。

　その不規則な動きを見切れなかったのだろう。真後ろを追いかけてきていた大型スクーターがハンドルを切って避さける間もなく、そのままスプリング状に丸まった有刺鉄線の中に突っ込んだ。

　前輪が有刺鉄線を巻き込んだ、と思った次の瞬しゆん間かん。

　スクーターはつんのめるように後輪を持ち上げ、そのまま空中を舞った。

　乗っていた二人組は糸の切れた操り人形のように手足を振り回しながら道路に叩たたきつけられ、小さくバウンドして動かなくなった。

「一台やっつけた！」

「残りの連中は止まったか？」

　矢上は目の上に手をかざして、後方を見た。

　追尾して来ていた残りの大型スクーターは止まっていたが、すぐに動き出した。どうやらＵターンしているようだった。

「止まった！　いや、違う、動き出した！　迂う回かいするみたいだ……」

　Ｕターンした大型スクーターは、中央分ぶん離り帯たいの切れ目から反対車線に出ようとしていた。

　矢上は叫んだ。

「ヤバイ！　やつら、中央分離帯の切れたところから反対車線に出るつもりだ！　今度は併走して来るよ！」

　慎しん吾ごは叫び返した。

「横に来られたら、妨害する手段が無い！　分ぶん捕どった小銃で撃うて！」

「わかった！」

　矢上はそう言うと、荷台に置かれていた自衛隊の八九式小銃を手に取った。だが、肩に当てて構えた後で小さく首を振ると、小銃を肩から外し代わりにいつも背負っていたクロスボウを手に取って、コッキングしながら言った。

「小銃はダメ！　私ほとんど撃ったことないから当てる自信が無いの！　代わりにクロスボウで狙ねらうわ！」

「わかった、なんでもいい！　やつらが近づいてきたら撃ってくれ！」

　中央分離帯の隙すき間まから右側の車線に出た大型スクーターたちは、引き離はなされた距離を取り戻すために一気に加速を開始した。

　矢上は軽トラックの荷台に座って膝ひざを立てて座射の姿勢を取ると、先頭のスクーターに狙いを定めた。

　矢や上がみは自分に言い聞かせた。

　──揺れる軽トラックの荷台から、移動する目標を狙ねらって矢が当たる確率なんか、ほとんどゼロに等しいわ。

　でも、それはゼロじゃない！

　当てようと思って狙いを絞り込んでいけば、その確率はどんどんゼロから遠ざかる！

　当たるかどうかわからない、当たらないかもしれない、当たらなかったらどうしよう……。

　そんな考えを浮かべて悩むような余裕は無いのよ！

　当てるの！

　矢上はクロスボウの矢が飛んでいく軌跡を脳内に思い浮かべた。

　その仮想の軌跡が、目の前に迫ってきた大型スクーターのライダーの未来位置と重なったそのとき。

　矢上はクロスボウの引き金を引いた。

　ビィン！

　クロスボウの弦が音を立てるのと同時に、銀色の矢が飛び出した。

　その矢が白い点になって、大型スクーターの運転手のシルエットと重なった。

　次の瞬しゆん間かん、その大型スクーターはがくん、と急角度にハンドルを切って、スピンするように道路に倒れこんだ。
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「当たった！　当たったわ！」

　矢や上がみは立ち上がると、運転席を覗のぞき込んだ。

「ねえ、見た？　当たったわよ！」

「ああ、バックミラーで見てた。すごいな、その調子だ！　がんばって！」

　慎しん吾ごが感心したようにうなずくのを見た矢上は、嬉うれしそうな表情を浮かべて荷台に戻り、再びクロスボウをコッキングした。

　──あいつの口から「すごいな」なんて言葉が聞けるとは思わなかったわね、嬉しくなっちゃう。ただの馬ば鹿か娘むすめから、少しは評価が上がったってことかな？

　その評価、もうちょっと上げさせてやるわ！

　矢上はそんなことを考えながらクロスボウを構えた。

　だが、先頭に出ていた仲間がやられたのを見た残りのスクーター連中は、距きよ離りを詰めて来なかった。

　接近すると危険だということがわかったのだろう。二百メートルほど離はなれたところから小銃を撃うち始めたのだ。

　離れたところから発射された銃弾が軽トラックの周囲を飛びすぎていく音を聞いた慎吾は、小刻みにハンドルを振り、軽トラックをジグザグに走らせ始めた。

「狙ねらいが付けられないじゃない！　なんで真まっ直すぐ走らないのよ！」

「敵の銃口の軸線から外すためだ！　直線運動は危険なんだ！」

　慎吾がそう答えたとき、荷台に銃弾が当たった、カン！　という金属音が響ひびいた。

「大だい丈じよう夫ぶか！」

「私は大丈夫！　積荷に当たったみたい！」

　矢上はそう答えると、音がした方向を見た。

　そこには、四角い石油缶が倒れており、横に空いた穴から、シンナーのような刺激臭のする透明な液体が流れ出していた。

「大きな缶に当たったみたい！　穴が空いてシンナーみたいなものが流れてる！」

　慎吾はホームセンターで荷台に放り込んだ品物を思い浮かべた。

　──大きな缶でシンナーみたいな匂においっていうと……あれだ！　塗料コーナーで見つけたトルエンだ！　オクタン価を上げるためにホワイトガソリンに混ぜたその残りだ！

　あれに火をつければ……いや、荷台に矢上を乗せたままじゃ矢上が危険すぎる！

　慎吾は運転席のドアの窓から身を乗り出して叫んだ。

「矢上！　その缶の中身を荷台の後ろから流れるようにできるか？」

「今でも流れ落ちてるわよ！　滝みたいに！　空気がシンナー臭くさくて頭が痛くなりそう！」

「そのままだと危険だ！　助手席の窓から乗り込め！」

　矢や上がみは振り返った。

「どうやって？　トラックは、走ってるじゃない！」

「走りながらでもいい、なんとかして乗り込んで来い！　そのままそこにいたんじゃ死んじまうぞ！」

　慎しん吾ごと矢上のやり取りを聞いていたサナエは、ドアのハンドルを回して助手席の窓を全開にすると、身体からだを慎吾に寄せて助手席側にスペースを作った。

　運転席と助手席の両方の窓が開いたとたん、運転席の中にごうっと風が吹き込んできた。

　その風にはシンナーの匂においが混じっていた。

「早く乗り込め！　あの霧きりになっているシンナーに火がついたら、お前も焼け死ぬぞ！」

　慎吾の言葉を聞いた矢上は目を見開いた。

「そうか！　あれに火をつけるのね！」

「そういうこと！　霧状になっているから、爆発するのと同じくらいの燃え方をするはずだ！　むき出しの荷台にいたんじゃお前も黒くろ焦こげになる！　早く乗り込め！」

「わかったわ！」

　矢上はそう言うと、軽トラックの荷台から身を乗り出して、持っていたクロスボウを助手席の窓から放り込んだ。

「これ、持ってて！　なくしたくないから！」

　サナエがこくんとうなずくと、それを持ち上げて抱え込んだ。

　矢上はそのままドアノブに手を伸ばして、ドアを開けた。

　目の前を時速七十キロの速度でアスファルトの路面が飛びすぎていくのが見えた。

　──うわ、落ちたら即死だ。

　矢上は荷台のガードバーに摑つかまって左足を伸ばし、助手席のドアと車体の間に差し入れた。

　そのまま左足で助手席のシートを足で探る。

　シートはふわふわして頼たよりなかったが、それでもなんとか自分の体重を支えてくれそうだった。

　左手を伸ばして屋根に摑まり、そのまま体重を左に移す。

　矢上が助手席側にへばりつくような姿勢になったとき、頭のすぐ横を銃弾が飛びすぎていく音がした。

　衝しよう撃げき波はが矢上の頭を引っぱたく。

「痛っ！」

「大だい丈じよう夫ぶか！」

　矢上は首を振ってみせた。

「大丈夫！　かすめただけ！」

　矢上が天てん井じようを摑んでいるのを見た慎吾は、その前にある助手席に座った人が摑まるアシストグリップを指差した。

「その少し前にグリップがある！　それを摑つかむんだ！」

　矢や上がみは左手の指を伸ばしてグリップを探ると、それを摑んだ。

「これのこと？」

「そう、それだ！　それで身体からだを支えるんだ！」

　矢上はグリップをぐっと握って、右手を離はなした。

　そして、そのまま開いた助手席のドアから身体を滑すべり込ませて来た。

　運転席の中に漂うシンナーの匂においが一気に濃くなった。

「大だい丈じよう夫ぶか？　服とかにシンナーが染しみ込んでいないか？　点火するときに危険だぞ！」

　矢上は自分の着ていた服を見回してからうなずいた。

「大丈夫よ！　濡ぬれているところはないわ！」

「よし、じゃあ君の足元に、信号用の発炎筒があるはずだ！　そいつに点火して窓から投げてくれ！　なるべく遠くに、そして道路に流れ落ちているトルエンの上に落ちるように投げるんだ！」

「発炎筒？　あ、ああこの赤いプラスチックの筒ね！」

　矢上はそう言うと、足元にあった赤い筒を取り出した。

「そうだ！　急げ！　荷台のトルエンがなくなったら効果は無い！」

　矢上は発炎筒を持ったまま、助手席の窓から上半身を乗り出した。そして、両手で発炎筒のキャップを外し、キャップについている茶色い擦すり紙で発炎筒の先端部を擦った。

　ばしゅぅううう！

　火花が散るのと同時に、発炎筒は硝しよう酸さんストロンチウム特有の、目にも鮮やかな赤い炎を発して燃え上がった。

　矢上は大きく振りかぶると、燃えている発炎筒を軽トラックの荷台の後ろに流れ落ちているトルエンの帯に向かって投げつけた。

　発炎筒はくるくると回って、トルエンの帯の手前の路面に落ちた。

　──ダメか？

　バックミラーで炎の点が落ちた場所を見た慎しん吾ごがそう思った次の瞬しゆん間かん、発炎筒は意思あるもののように大きくバウンドして、トルエンの帯の中に落ちた。

　最初、炎は見えなかった。

　ただ、バックミラーに映る光景が、陽かげ炎ろうに包まれたようにゆらりと揺らいだだけだった。

　だが、次の瞬間。

　その陽炎全体がオレンジ色の炎に変わった。

　炎の中で折り重なるように転倒する、二台の大型スクーターが見えた。

「やったあ！」

「ああ、やったな！　君のおかげだ！」

　歓声を上げる矢や上がみにそう言ってうなずきながら、慎しん吾ごは考えていた。

　──確かに俺おれたちは追いかけて来ていた大型スクーターの連中をやっつけたかもしれない。でも、それはしばらく時間を稼かせげたことに過ぎない。

　あの爆炎は、かなり遠くからでも目もく撃げきできたはずだ。

　俺たちの居場所と、向かっている方向を具体的な目標として追っ手全員に知らせたことになる。

　慎吾は矢上の足元に転がっている粉末消火器を指差した。

「そいつを持て！　荷台にも火が燃え移っているから、そいつで消すんだ！」

　矢上が目を見開いた。

「また、ここから荷台に戻れって言うの？　走りながら？」

「あ、いや、車は停とめるよ、俺も消すから手伝ってくれって言いたかったんだ！」

　矢上はほっとしたような表情になった。

「ああ良かった、またスタントマンみたいなことやらされるのかと思っちゃった」

　慎吾は浦うら和わ所ところ沢ざわバイパスから富ふ士じ見み川かわ越ごえ有料道路に入ったところで、路肩に軽トラックを停めた。

　運転席から飛び降りた慎吾は積んであった粉末消火器を使って、矢上と二人で荷台で燃えているトルエンの缶をなんとか消し止めた。

　ピンク色の消火器の粉末まみれになった荷台を見回して、矢上はため息をついた。

「うわ、一面粉だらけ……ここに乗らなきゃいけないってわけね」

　慎吾は首を振った。

「いや、ここまで来たらもう荷台に乗らなくていい。妨害も迎げい撃げきもしない。ここでニトロ燃料を少量入れて、エンジンにブーストをかける！　あとはひたすら大おお宮みやを目指すんだ！　エンジンがぶっ壊こわれる前に、大宮までたどりつけることを願おう！」

　ガソリンの給油口からラジコン用のニトロ燃料を注ぎ込んだとたん、軽トラックのアイドリングの回転が上がり始めた。

「よし、効果があった！　早く乗れ！　行くぞ！」

　矢上が乗り込むのを確認して、慎吾は運転席に飛び込んでドアを閉めた。

　アクセルを踏ふみ込むのと同時に、軽トラックはごん！　という音を立てて走り出した。

　回転の上がり方は今までの代用燃料の比ではなかった。エンジンはハイオクガソリンを入れたときのようにスムーズに吹け上がる。

　──やった！　これなら速度が上がるぞ！

　だが、アクセルを戻しても、こんどは回転が下がっていかなくなってしまった。

　ニトロメタンはガソリンと違って、爆発するための点火プラグを必要としない。一定の温度さえあれば爆発してしまうのだ。そして、分子の中に酸素を含んでいるために酸化する際に酸素の供給を必要としない。

　いわば爆薬が水中でも真空でも爆発するのと同じ原理である。

　──うわ！　アクセル戻しても回転数が下がらないってことは……障害物があればハンドルで避さけて、減速はブレーキでやるしかないってことか！

　ゲームセンターの暴走トラックゲームだな……。

　金属音にも似たエンジン音を奏かなでながら、有料道路を突っ走り始めた軽トラックのハンドルを握る慎しん吾ごの手のひらに汗がにじみはじめていた。













　　　第九章「大おお宮みやの人々」







　さいたま市大宮区の西側を流れる荒あら川かわは秩父ちちぶ山系に源流を持ち、埼さい玉たま県内を流れて東京湾わんに注ぐ、国土省の管理する一級河川である。

　荒川は埼玉県の中央部で河川の勾こう配ばいが緩ゆるやかになるために川の流れが遅くなり、大雨の降った際は川は一気に水かさを増し、洪水を引き起こすことが多かった。

　荒川という名前の由来は、そこにある。

　洪水対策のために荒川の中流域から下流にかけて河か川せん敷しきが広く取られており、この広い河川敷を利用して、ホンダエアポートなどの飛行場や運動公園が作られている。

　河川敷が広くなれば、それを渡る橋も長くなるのは必然である。

　さいたま市大宮区の西にある治ち水すい橋も、その長い橋の一つだった。

　物流の大動脈である国道十六号の橋や浦うら和わ所ところ沢ざわバイパスの大きな橋とは違い、古い片側一車線の狭い橋だったが、市民の生活を支える生活道路として通行量は多く、朝晩には渋じゆう滞たいすることもあった。

　しかし、災さい厄やくから五年過ぎた今、この治ち水すい橋を通るものはほとんどいなかった。

　大おお宮みやのコミュニティは、この橋の大宮側に、掠りやく奪だつが目的の侵入者から大宮を守るための最前線として砦とりでを築き、検問所を設けていた。

　道路を塞ふさぐように置かれた二台の廃車のバスは、車内に砂袋を積んで隙すき間まにコンクリートが流し込まれており、ダンプカーの体当たりくらいではびくともしない堅固な防壁となっていた。

　その防壁の上に作られた見張り台の上に立って、双眼鏡で対岸を監視していた少年が叫んだ。

「何か来ます！　対岸！　ラジコンのエンジンみたいな音がします！」

　バス防壁の内側にあったキャンピングトレーラーの休憩所から、少年たちが飛び出してハシゴを駆け上った。

「どこだ？」

「あそこです！　対岸！」

　少年たちが双眼鏡を目にあてて対岸を凝ぎよう視ししていると、いきなり一台の軽トラックが白煙引いて飛び出してきた。

　軽トラックは金属音にも似た激しいエンジン音を響ひびかせて片輪を浮かせたまま急カーブを曲がると、そのまま橋の上をこっちに向かって猛スピードで突っ込んで来た。

「攻こう撃げきか？」

　そう言って銃やクロスボウを構えた少年たちを、リーダーらしい少年が止めた。

「待て！　見ろ！　追われているみたいだぞ！」

　リーダーの言うとおりだった。

　軽トラックの後ろから、小銃を構えた黒服の男が乗った大型スクーターがやってくるのが見えた。

「協和国の連中だ！　こんなとこまで来るなんて！」

「それよりも、貴重なガソリンを使っても追いかけなくちゃならないなんて……いったいあいつは何をしでかしたんだ？」

　そのとき、双眼鏡を覗のぞいていた見張り台の少年が叫んだ。

「トラックに乗ってるのは……女の子と……あれは……矢や上がみさんだ！」

「矢上だって？」

「一週間前に置き手紙残して行っちまった、あのおてんば矢上かよ！」

「戻って来たのか！」

　双眼鏡で確認したリーダーの少年がうなずいた。

「ああ、間違いない、あのじゃじゃ馬だ！　どうやら無事に逃げて来れたみたいだな、木き村むら！　吉よし川かわ！　出るぞ！　用意しろ！」

「了解！」

　二人の少年が砦の脇わきに置いてあったオフロードバイクに飛び乗ってエンジンをかけた。

　オフロードバイクは二サイクルエンジン特有の白い煙とカン高い排気音を立てはじめた。

　階段を駆け下りたリーダーが先頭のバイクの後部座席に飛び乗ると、バイクは蹴け飛とばされたように走り出した。

　廃バスの間に設けられた鉄製のバリケードが左右に開かれ、その間から二台のオフロードバイクが橋の上に飛び出して行く。

　大おお宮みや側から二台のバイクが走り出したのに気がついたのだろう。軽トラックを追尾していた協和国の大型スクーターはその場に停止すると、Ｕターンして逃げて行った。

　軽トラックの車内でバックミラーを見ていた矢や上がみが嬉うれしそうに叫んだ。

「見て！　逃げていくわ！」

　サイドミラーでそれを確認した慎しん吾ごが、ほっとしたようにうなずいた。

「大宮の連中と戦せん闘とうになるのを避さけたんだな……ここはもうあいつらにとってアウェーだからな」

「それはそうと早くスピード落とさないと、あのバリケードに突っ込んじゃうわよ！」

「わかってるよ！　ちょっと待て！」

　慎吾はそう言うと、オートマのセレクトレバーをＮニユートラルに入れてブレーキを踏ふんだ。

　エンジンと変速機の伝達が外れたとたん、負荷のなくなったエンジンはさらに回転数を上げた。

　座席の下から白い煙が噴出したのはそのときだった。

「きゃ！　何よこの煙！　爆発しちゃうんじゃないでしょうね！」

「爆発はしない！　こいつは水蒸気だ！　でもエンジンがブローしたことに変わりは無い！　車から降りろ！　火を噴く可能性がある！」

「冗談じゃないわよ！」

　軽トラックが止まるのと同時に、矢上はサナエを抱えて軽トラックから飛び出した。

　慎吾はメンマを抱えて地面に降ろすと、荷台に置いてあった八九式小銃を持って、走って軽トラックから離はなれた。

　慎吾が十メートルくらい走ったとき、後ろで小さなぼん！　という爆発音がした。

　振り返ると、軽トラックの運転席の下から黒煙が噴出していた。

　その黒煙は見ているうちに炎に変わった。

　──よくもまあ、ここまでがんばってくれたものだ。

　慎吾が燃えている軽トラックに向かって心の中で手を合わせたとき、耳慣れない男の声がした。

「矢上を連れてきてくれてありがとう……と礼を言うべきかな？」

　慎吾は振り返った。

　そこにはオフロードバイクに乗った少年と、その横に立つ二十歳くらいの男がいた。

　男は慎しん吾ごに右手を差し出して笑った。

「俺おれは大おお宮みやコミュニティの治ち水すい橋検問班の班長で、山やま岸ぎしという……大宮へようこそ」

　慎吾はその右手を握り返した。

「長野にあるファウンデーションから来ました、園その山やま慎吾と言います……よろしく」

　山岸と名乗った男は怪け訝げんな顔になった。

「長野県だって？　そんな遠くから……というか、ファウンデーションってのは何なんだ？」

　慎吾の横に寄り添うように立った矢や上がみが、面おも白しろそうに笑いながら答えた。

「色々あるんです……驚おどろくことが一杯！　話は後でじっくりこの人から聞くといいと思います。今は……とりあえず、一休みしませんか？」

「あ、ああ、そうだな、まあとりあえず、詰め所の方に来てくれ」

　山岸がそう答えると、矢上はにっこり笑って慎吾の手を引っ張った。

「さあ、行きましょう。あそこには、水道もあるしお風ふ呂ろもあるし、食べるものもあるわ！」

　そう言って慎吾の手を引っ張って歩き出す矢上を見送った山岸は、オフロードバイクにまたがったまま慎吾たちを見ている部下に小声で聞いた。

「なんか……しばらく見ないうちに、矢上のヤツ、女の子っぽくなってないか？」

　山岸に話しかけられた少年は肩をすくめて笑った。

「女の子っぽくなったというより、なんというかトゲが無くなったって感じですかね。今までの矢上なら、死んだって男の手を握ったりしないでしょう。

　園山ってやつは、あの矢上が一目置くだけの男なのかもしれませんよ」

　山岸はうなずいた。

「ああ、そんな感じだな。一見すると、ダサいどこにでもいるような男に見えるが……外見で判断したら痛い目にあうだろう……ああいうヤツが、本当の男なんだ」




　大宮コミュニティの治水橋検問班の詰め所は、堤防を降りたところにあった。

　そこは、以前は埼さい玉たま県警察の機動センターと整備工場として使われていた建物だった。

　二十四時間体制で動く警察の施設には、勤務員用の仮眠室や食堂、シャワールームといった生活に必要な設備が揃そろっており、同じように二十四時間体制で見張りにつく検問班が使うには持って来いの施設だったのだ。

　慎吾は詰め所を入ったところにある事務所で荷物とピストルを取り上げられた。そしてシャワールームの隣となりにある待機用の小部屋に連れて行かれた。

「荷物と武器をこっちで預からせてもらったが、悪く思わないでくれ。これは、ここにやってきた人……協和国の人狩りから逃げてきた人とかを保護したときと同じ扱いなんだ。とりあえずシャワーでも浴びてくれ。こちらで用意した服に着替えてもらって、さっぱりして気分が落ち着いた頃ころに、君から詳しい話を聞くつもりだ」

　弁解するように言った山やま岸ぎしに、慎しん吾ごは笑ってうなずいてみせた。

「ええ、別に構いません。別にＶＩＰ待遇で扱えって言うつもりはありません。見ての通り、俺おれはどこの馬の骨とも知れない、得え体たいの知れないヤツなんですから」

　山岸は笑いながら首を振った。

「とんでもない！　君はあの男嫌ぎらいの矢や上がみが一目置いている男だぞ。どこぞの馬の骨なんかであるもんか……とは言え、正直言って得体が知れないってのは事実だな」

　慎吾はやっぱりそうか……という顔で聞いた。

「矢上って、そんなに男嫌いなんですか？」

「ああ、妹さんが男にレイプされて殺されたって理由もあったんだろうが、なんというか実にトゲトゲしい女の子でね……クロスボウの腕は立つし、度胸もあるし、頭の回転もいいから警備要員になったんだけど、仲間の……特に男連中とは必要なことしか話さないようなヤツでね。保護した避ひ難なん民みんの女の子から協和国の話を聞くたびに、泣きながら俺のところに、協和国を何とかしなくちゃダメだ！　って文句を言いに来ていたな……」

「それで、たった一人でなんとかしようと思って、立たち川かわに来たんですね……」

「ああ、女の子にしておくには勿もつ体たい無ないくらいの度胸と行動力だよ……」

　山岸は肩をすくめてみせた後で、ちょっと真ま面じ目めな顔で付け足した。

「空腹ならば、シャワーを浴びて着替えた後に食堂に行くといい。一階の突き当たりだ。あんまりたいした食事は出せないが、温かい物が食えるはずだ……何か質問はあるかね？」

「いえ、別に……」

　慎吾はそう言って首を振った後で、思い出したように顔を上げた。

「あ、そういえば、メンマは？　……メンマって、犬のことなんですけど」

　山岸は笑った。

「ああ、安心しろ。あの犬なら食事担当の女の子たちに大人気だぞ。台所でエサをもらって喜んでいる」

「そうですか、安心しました」

　慎吾は女の子に囲まれて喜んでいるメンマの姿を思い浮かべた。

　──相変わらず女の子には馴なれ馴れしいヤツだ。今いま頃ごろじゃれ付いているんだろうな。

「さて、俺はこの辺で仕事に戻る。君が一段落ついた頃には、大おお宮みや駅前にあるコミュニティの本部から責任者の人たちも到着するだろう。そうしたら一いつ緒しよに話を聞かせてくれ……じゃあな」

　山岸はそう言って手を振ると、部屋から出て行った。

　慎吾は部屋の中を見回した。

　部屋の中央には灰色の事務机が置かれ、キャスターがついた椅い子すが一個。そして壁かべ際ぎわには、病院の待合室などによくある茶色いビニールレザーの長椅子が、二つＬ字形に置かれている。

　──なんで、こんなところに、あんな長椅子を二つも置いてあるんだろう？

　ああ、そうか、こいつはベッドの代わりなんだ。

　病院とかでこういったフラットな椅い子すを使うのは、いざというときに簡易ベッドの代わりにするためだという話を聞いたことがある。

　協和国の人狩り部隊から逃れてここにたどり着いた人の中には、椅子に座っていられないくらい弱っている人もいるのだろう。

　慎しん吾ごは壁かべ際ぎわの棚に収められている下着と作業服の束を見た。

　そこには、Ｓから３Ｌまでの様々なサイズの下着と、様々な色のズボンとシャツが置かれていた。

　──シャワーを浴びて、これに着替えろってことだな。じゃあ、遠えん慮りよなく着替えさせてもらうとするか。

　慎吾は自分のサイズの下着とズボンとシャツ、そしてタオルを持って、小部屋の隣となりにあるシャワールームに向かった。

　ドアを開けて隣の部屋に入ると、そこに矢や上がみとサナエがいた。

　矢上は手にドライヤーを持ち、サナエの髪を乾かしていた。

　着替えとタオルを抱えた慎吾を見て、矢上はちょっと驚おどろいたように言った。

「あら、まだシャワー浴びてなかったの？　ここのシャワーは太陽熱給湯器だから、お湯がなくなっちゃうかもしれないわよ」

「冬じゃないから別に水になっても構わないよ。浴びることができる水があるだけマシさ。それより、ここは電気が使えるのか、すごいな。どうやって発電しているんだ？」

「前まえ橋ばしのキャンプの人たちが、荒あら川かわの水門に小型の家庭用水力発電機を設置してくれたのよ。川の流れに勢いは無いけど流量が多くて水が途切れることは無いから、ソーラーバッテリーとかと違って夜でも使えるのよ」

「ああ、マイクロ水力発電機ってヤツだな。役所の許認可が必要で、手続きが面めん倒どうだから普及しなかったけど、今は法律も役所もなくなったから問題ないもんな」

　納得がいったという風にうなずいた慎吾を見て、矢上がくすっと笑った。

「湯上がりの女の子が目の前にいるってのに、そっちを見ないで、電源をどうしているのかとか、そっちの方に興味が行くってのがあんたらしいわね」

　慎吾はちらっと矢上の胸を見てから肩をすくめた。

「だって、見ると怒るじゃないか。男って馬ば鹿かばっか！　とか言って……」

「馬鹿な男に見られるのは嫌いやなだけよ！　あんたは馬鹿じゃないからいいの！」

　怒ったように唇を尖とがらせる矢上を見て、慎吾は笑った。

「俺おれだって、馬鹿な男だぜ……っていうか、男ってみんな馬鹿なんだ。女の子を見れば胸の大きさとか、スカートをはいていれば脚の線とか、そのスカートが短ければ絶対領域とか、そっちが気になる。そういう生き物なんだ。それは本能だからどうしようもない」

　矢や上がみは慎しん吾ごをにらんだ。

「どうしようもないのなら、なんであんたはそういう素振りを見せないのよ！　つまりそれって私を女の子として見ていない、私に魅み力りよくが無いからってことでしょ！」

「なんでそうなるんだよ！　そんなこと一言も言って無いじゃないか！　なんで君をそんな目で見ないかと言うとだな……えーと、それはつまり、なんだ……」

「なによ！」

　慎吾は頭を搔かきながら答えた。

「君に嫌きらわれたくなかったから……かな？」

　慎吾の答えは予想したものの中に無かったのだろう、矢上が目を見開いた。

「それって……どういう意味？」

「俺おれと出会ったときに、君は何度も何度も言っていたよな。男って馬ば鹿かばっか！　って、本当に嫌っているような言い方で……だからさ、俺は思ったんだ。世の中には馬鹿じゃない男だっている。それを見せてやろうってね……」

　矢上は少し当てが外れたようにつぶやいた。

「なんだ……そういう意味だったんだ。私に嫌われたくないって……」

「そういう意味じゃないって、どういうこと？」

　怪け訝げんな顔で聞いた慎吾に、矢上は手に持っていたバスタオルを投げつけた。

「うるさいわね！　あんたには関係ないの！　さっさとシャワー浴びてきなさい！　私はあんたがシャワー浴びてる間に、あんたの正体について説明しなくちゃいけないんだから！」

　矢上の言葉を聞いて、慎吾は考え込んだ。

「俺のいないところで、まず君から事前に情報を収集しておくってわけか……」

「そうよ。私の説明次第では、あんたの待遇が変わるかもね」

「なんて説明するつもりだ？」

　矢上は表情も変えずに言った。

「ありのままを話すつもりよ。あの園その山やま慎吾という男は、少女をスパムの缶詰二個で買い叩たたいて自分のものにして、そのあと逃げるために私をピストルで撃うった男です……ってね」

「おい！」

　真顔になった慎吾を見て、矢上は笑った。

「冗談よ、そんなこと言うわけ無いじゃない！」

「やめてくれよ、心臓に悪い」

　ほっとしたような顔をした慎吾の顔を覗のぞき込んで、矢上は真剣な顔つきで言った。

「私……男って、みんな馬鹿で動物みたいで、信用なんかできるもんか！　って思ってたけど……違うんだよね。そういう馬鹿な男もいるけど、あんたみたいな信じることのできる男もいるんだよね……」

　そして、矢や上がみはにっこり笑った。

「知ってる？　私、あんたのこと、マジで尊敬しているんだよ……」

　慎しん吾ごは肩をすくめた。

「よせよ、君にそんなこと言われると、くすぐったいような……妙な気分だ」

　自分の言葉を受け流されたと思ったのだろう。矢上の顔つきが変わった。

「私はマジに言っているんだよ？　わかんないの？

　世の中には、あんたなんかより見た目がカッコイイ男の子が一杯いるけど、そんな連中とあんたは全然違うんだ。確かにあんたはダサいしぱっとしないけど……頭の中身が違うんだ。んでもって、頭がいいけど口先だけの連中とも違う！　あんたは、それをやってのける人なんだ！　考えて、それができる人なんだ！」

　慎吾の表情は変わらなかった。

「……それは、俺おれが偉いんじゃない。そういう風に訓練してくれたファウンデーションの人たちが偉いんだ。俺は特別の人間でもなんでもない。俺はどこにでもいる、普通のダサい男さ……」

「あんたが自分のことを、そう思うのはあんたの勝手！　そして……私があんたのことを尊敬しているのは私の勝手！　なら、勝手どうしで、それでいいじゃない！」

　矢上は怒ったように慎吾をにらみつけると、そのままぷいと横を向いた。

　慎吾は肩をすくめると、そのままシャワールームに入った。

　更衣室で服を脱いだ慎吾は、自分の腕に残る傷跡を見てつぶやいた。

「……俺は尊敬されるような人間じゃない……」




　シャワーを浴びて新しい服に着替えた慎吾は、建物の二階にある小さな会議室に通された。

　会議室の中央には机を集めて大きな島形の机が作られており、それを囲むように、大おお宮みやコミュニティの責任者と幹部らしい五人の男たちが座っていた。

　五人の男たちは慎吾の姿を見ると、一斉に立ち上がった。

　その男たちの間に空いている椅い子すがいくつもあるのを見て、慎吾は困惑した。

　どこに座っていいのか迷っている慎吾を見て、五人の中にいた山やま岸ぎしが微笑ほほえみながら目の前にあるテーブルを指差した。

「これは普通の会議だ。別に君の査問会でも、尋問会でもない。ついでに言うなら面接でもない。どこでも好きなところに座ってくれ」

「はい、わかりました」

　──と、返事はしてみたものの。初対面の人ばかりの場所で、ずかずかと一番奥の席に座るってわけにはいかないよな。

　慎吾は入り口に近いところにあった椅子の前に立って、そこにいる五人に向かって頭を下げた。

「はじめまして、長野県伊い那な市にあるファウンデーションから参りました、園その山やま慎しん吾ごと申します。よろしくお願いします」

　会議室にいた五人の男たちは少し驚おどろいたように目を見開いた後で、同じように頭を下げた。

　一番左端にいた二十二歳くらいの男が口を開いた。

「私は、筑ちく摩ま、筑摩和かず彦ひこという者だ。この大おお宮みやコミュニティの総責任者ってことになってるけど、本当はただの鉄道馬ば鹿かでね。実際には前まえ橋ばし、大宮間の鉄道の管理業務に付きっ切りなんだ。コミュニティの運営上の細かいことは、こっちの相そう馬まと井いの上うえ、防衛セキュリティ関係は、こっちの谷たに塚づかと山やま岸ぎしに一任していると言った方がいいかもしれない」

　筑摩に紹介された四人は口々に短く自己紹介をした。そして、最後になった山岸が慎吾に座るように指示をして、全員が着席した。

　その場にいる男たちの顔を見回した山岸が、最初に言った。

「君のことについては、うちの矢や上がみから色々聞かせてもらった。特にホームセンターで見つけたホワイトガソリンとトルエンを配合して代用燃料を作ったり、ラジコン用のニトロ燃料を使って逃げ切ったという話には驚かされたよ」

　山岸の言葉を聞いた、筑摩が目を見開いた。

「へえ、ホワイトガソリンにトルエンか、確かにオクタン価を上げるにはその二つを混ぜればいいんだが、それだけでは満足に走らないんじゃないか？」

　慎吾はうなずいた。

「ええ、実際には缶詰の保存レギュラーガソリンも使いました。でも、それは四リットルしか見つからなかったので、ホワイトガソリンとトルエンの混合物は、いわば水増しするために使ったんです」

　山岸が隣となりにいた相馬と名乗った男に話しかけた。

「前橋で植物油から合成するプラントが作られているから、ディーゼル燃料は見通しは立ったけど、ガソリンだけはどうしようもなかったな。でも、この方法を使えばなんとかなるかもしれない。焼け残った塗装店やクリーニング工場なんかを探して、トルエンとホワイトガソリンを集めてくれば、残り少ないガソリンを増量することができるんじゃないか？」

　相馬はうなずいた。

「確かに。今までは、焼け残ったガソリンスタンドの地下タンクから人力ポンプでくみ上げた、劣化したガソリンを先伸ばしにしながら使うしかなかったからな。ホワイトガソリンとかトルエンとか、そういったものをガソリンの代わりにするって発想は無かったな」

　そのとき、今まで黙だまって話を聞いていた防衛担当の谷塚という男が口を開いた。

「単刀直入に聞こう。君のその知識は、長野県の伊那市にあるファウンデーションという場所で教わったということだが……そこに、五年前のあの災さい厄やくから逃れた大人たちが生き残っているという話は間違いないのか？」

　慎しん吾ごはゆっくりと、しかししっかりとした口調で話し始めた。

「長野にあるファウンデーションの原型は、東京都が震しん災さいなどの大規模災害に見舞われたときに首都機能を一時的に移転させるシェルターを造るという総理府の計画から始まったのだそうです。

　しかし、その後、大震災だけではなく化学兵器を使った大規模なテロや、新型インフルエンザなどの生物学的なハザードにも対応することが求められ、今から十五年ほど前に社会学や防災関係の専門家をメンバーにした研究部会が作られました。

　この研究部会が立てたシミュレーションの中に、日本だけでなく世界的な規模でバイオハザードが発生した場合を想定したものがあったのです。

　モデルケースになったのは、中世ヨーロッパを襲おそったペストの大流行でした。

　十四世紀に数度にわたってヨーロッパを襲ったペストの大流行によって、当時のヨーロッパは総人口の四割を失いました。都市によっては死亡率が七十パーセントに達したところがあります。実に十人中七人が死んだのです。

　当時の農村は人の労働によって成り立っていました。人口の激減は農業を崩ほう壊かいさせ生産性を著しく低下させました。そして、最も影えい響きようが大きかったのが、知識の伝承がそこで途絶えたということです。

　当時のヨーロッパではまだ書物は貴重品で、文字を読み書きできるのは一部の特権階級だけでした。知識はすべて人から人に口伝えで伝承されていたのです。

　当時の文明を支えていたのは人間だったのです。そして、その人間の四割がこの世から消えたとき、社会も文明もすべてが崩壊したのです。

　合理的な探究心は消え去り、迷信と盲信がすべてを支配し、文明は後退しました。これが俗に言われる中世の暗黒時代というやつです……」

　慎吾はそこで言葉を切ると、周りにいる男たちを見回した。

「……似ていませんか？　今の俺おれたちに……」

　筑ちく摩まと名乗った青年はうなずいた。

「確かに、君の言う中世の暗黒時代と、今の俺たちの置かれている状況は酷こく似じしている。でも、俺たちには本がある。たとえ経験と知識を持った人たちが死に絶えても、その人たちが書き記した本があれば、経験と知識は伝えることができる……中世の暗黒時代のようにはならないと思うのだけど、どうかな？」

「確かに、そのとおりです。我々は本が読めます。そして、大人が死に絶えてしまったこの世界にも、知識の塊かたまりである本は山のように残っています。

　でも……我々の次の世代はどうでしょう？　国も行政もなくなったこの世界には、学校も何もありません。ちゃんとした教育を受けることもなく育った世代は、果たして、先人が残してくれた本を読めるでしょうか？　読んで理解できるでしょうか？

　読めない、理解できない本は、ただの紙の束です。我々にとって知識の宝庫に見える本も、次の世代にとってはただの燃料にしか見えないかもしれません」

　慎しん吾ごの言葉を聞いた筑ちく摩またちは互いの顔を見合わせた。

　井いの上うえと名乗った男が考え込むように答えた。

「確かに、教育については後回しにされてきたことは事実だ。というか……学校に行かなくてもいいということを正しいことだとか良かったとか、そんな風に思い込んでいる人間の方が多いだろう。教育とか勉強というのは、受けている側……つまり今しか見えていない人間から見れば、何のためなのか、なぜ必要なのか、それが理解できない。

　人間というのは経験でしか物事が見えない。経験したことの無い五年先、十年先を見越すことなんかできやしないからな……」

「見越すことはできなくとも、未来を洞察することはできます。経験がなくとも知識があれば補完できます。このまま、学校も教育も存在しない社会のまま十年十五年過ぎれば、この世界はどうなると思いますか？　想像できるでしょう？」

　慎吾の言葉を聞いた筑摩は、何かを思い出すような表情でうなずいた。

「前まえ橋ばしにいる瀬せ見みさんが以前言っていた……子供たちに知識を伝えなくては。そうしなければ、我々の子供たちはスニーカーとジーンズをはいた原始人になるだろう……と。

　……つまりはそういうことだね」

「ええ、そうです。ファウンデーションは、その知識の伝承のために作られました。最初はウィルスなどから隔かく離りされたシェルターを作る計画で、その当時はサンクチュアリ計画、つまり聖域計画と呼ばれていたそうです。しかし、シェルターの目的が国家組織の維持ではなく、文明の維持に変わったために、この計画はカタリベ計画と呼ばれるようになりました。

　カタリベとは、部族の歴史や生活の知ち恵えなどを子孫に語って聞かせる語かたり部べから来ています。知識の伝承と文明の伝承を願う大人たちの意思が込められた呼び名でした。

　この計画を立案したのは、信州大学の農学部で微生物研究をしている古ふる谷や教授という人でした。

　この古谷教授がファウンデーションの総責任者です。なんというか実に偏へん屈くつな爺じいさんですけど、妙に迫力のある爺さんでして……この人がカタリベ計画を単なる机上の空論ではなく、現実的な実行可能な計画に仕上げていったそうです……総理府の予算を勝手に使ったんだと自じ慢まんしていましたけど……」

　慎吾はそこで言葉を切ると、筑摩たちを見て聞いた。

「五年前に、あの三日熱の大流行が日本を襲おそった時、日本中の微生物研究機関がウィルスに対する抗体を作ろうと必死になっていたというのはご存知ですよね？」

　山やま岸ぎしがうなずいた。

「ああ、テレビのニュースとかでそんなことをやっていたな。覚えているよ……結局間に合わなかったんだよな？」

　慎しん吾ごは首を振った。

「いえ、実は、三日熱に有効かもしれないと思われる抗体が開発されていたのです。でも、その抗体ができ上がるのはあまりも遅すぎました。三日熱で倒れた人の数は膨ぼう大だいになり、大量生産するためのラインも維持できなくなっていたのです。結局、研究所で作ることができたのは三百人分だけでした。

　でも、それが知られれば、大混乱になることは間違いありません。

　誰だれだって死にたくはありません。政府の首脳とか財界人とか宗教団体の指導者とか、そういったいわゆる政財界の大物と呼ばれる人間がその抗体の投与を求めて動けば、三日熱の蔓まん延えんで混乱している国の組織はあっという間に崩ほう壊かいする。

　そう考えた内閣府の危機管理室の一人の参事官が抗体の存在を秘ひ匿とくしたのです。

　その参事官は三日熱の蔓延により、総人口の八十パーセント、それも大人たちが死んだ後の世界が見えていたのかもしれません。

　その参事官は危機管理室の想定ファイルの中にあった、古ふる谷や教授のカタリベ計画を実行に移すことに決めたのです。

　カタリベ計画で生き残るために選ばれた大人は、医師や大学教授という知識人だけではありません。大工さん、金属加工技師、溶接技術者、化学薬品の研究職、保育士、そういった社会を支えている現場の技術者の人たちも数多く選ばれました。そして、ファウンデーションを外敵から守るためのセキュリティ要員として、現職の警察官と自衛官が五十人。

　この選ばれた三百人に抗体が与えられ、自衛隊の手で長野県伊い那な市にある信州大学の農学部のキャンパスに運ばれました。

　農学部のキャンパスには、自給自足できる設備が揃そろっていたからです。

　生き残った三百人の大人たちは、そこをファウンデーションと名づけ、三日熱の嵐あらしが通り過ぎるのを待ちました。

　抗体を投与したとはいえ、その効果には何の保証もなかったからです。

　そして一年が過ぎた頃ころに、生物化学防護服を着た自衛隊の調査部隊が初めて松まつ本もとの駐ちゆう屯とん地ちに向かいました。そのとき、その人たちが見たものは、やりたい放題のことをやる無法者と化した少年たちと、その暴力に怯おびえる無力な子供たちの姿だったのです……俺おれはそのとき、自衛隊の人たちに助けられました。

　もし、あのとき自衛隊の人たちが来てくれなければ、俺は出血多量で死んでいたでしょう。

　三日熱のウィルスの活性化が見られないことを確認したファウンデーションの人たちが最初に手をつけたのは、治安の回復でした。松本の駐屯地に志願者を集めて訓練したのです……俺はそこで訓練され、ファウンデーションの目と耳になるために送り出されました。

　俺おれの任務は、今、東京がどうなっているのか。そして、ファウンデーションの知識と技術を伝えることができるだけの、しっかりとした秩ちつ序じよと生産性を持ったコミュニティを探し出してくることでした……立たち川かわに行ったのは、あそこにある協和国がどういうものか確かめるためでした。そこで、矢や上がみくんと出会って……殺されるはずだったサナエって子を助けて、一いつ緒しよに逃げてきたわけです……俺の話は、以上です」

　慎しん吾ごがそう言って小さく頭を下げると、会議室の中に沈ちん黙もくが満ちた。

　最初にその沈黙を破ったのは、谷たに塚づかという警備担当のがっちりした体格の男だった。

「君の話は実に興味深い。だが、それに類似した噂うわさは、この五年間の間に何度も聞いた。

　そして、どの噂も突き詰めていくと、そこから来たヤツに話を聞いたという風評に過ぎなかった。

　俺たちの間には抜きがたい先入観がある……それは、どこからか救助隊が来てくれるという考え方だ。

　過去に日本で発生した大おお地じ震しん、台風、水害……そういった大災害の時は、いつも日本全国から自衛隊や救助隊が来てくれて、食料の配給や医い療りようを行ってくれた。

　……だから、今回もそうしてくれるに違いない。

　みんな、心のどこかで、そう思っているんだ。

　そんなことはありえない。そんなことは無い。その現実を見つめつつ、それでもなお心のどこかで救助隊が来ることを願っている……」

　谷塚はそこで言葉を切ると、会議室の窓の外に広がる大おお宮みやの街を指差した。

　夕暮れの迫る大宮の街に点ともる灯あかりは一つもなかった。

「見たまえ。夜になっても灯り一つ点らない街……これが現実だ。だけど、この街に住んでいる人間は青い鳥を捜し求めるように、この地上のどこかに五年前と同じ、豊かで平和な、品物が何でもあって、スイッチ一つで電気が使えて、蛇口をひねればそのまま飲める清潔な水がいくらでも出てくる、そんな場所が残っているに違いないという願望を抱いている。

　君が言っていることは。そういった人々の抱いている願望に対し実に都合よく作用する。それがゆえに私は警戒するんだ。

　詐さ欺ぎ師しは物を売ったりしない。詐欺師はこの世に無いものを売りつけて、それを金に換える。詐欺師は相手が見たがっているものを見せて金を取る……」

　谷塚はそこで言葉を切ると、慎吾を見つめて言った。

「勘かん違ちがいしないで欲しいのは、私は、君がその種の人間と同類だと決め付けているということではない。

　我々には、君が言っていることが真実なのかそうでないのか、わからない。

　長野県の伊い那な市に本当にファウンデーションという施設があるのかどうか、君は本当に長野県の松まつ本もとからやってきたのかどうか、それすら確かではない。

　我々は常にあらゆる可能性を考こう慮りよしていなければならない、ということを言ったまでのことだ。

　気に障さわったのなら許してもらいたい」

　慎しん吾ごはあわてて首を振った。

「いえ、とんでもありません。疑われるのはもっともです。何の証拠も無いんですから。俺おれとしては信じてくださいとしか言いようがありません」

　そのとき、話を聞いていた山やま岸ぎしが面おも白しろそうに言った。

「そういえば、さっき、君が保護してきたサナエという子に話を聞いたんだが……君は『信濃しなのの国』という歌を歌えるそうだね？」

　慎吾は恥ずかしそうに頭を搔かいた。

「何も見ないで歌える歌はそれくらいしか無いんです。なんせ、あの歌は長野県の小学校とか中学校とかの行事の時は必ず歌いますからね……」

　筑ちく摩まが興味深そうに言った。

「そういえば聞いたことがあるな。長野県人の証拠は、その『信濃の国』という歌を歌えるかどうかだ……って話」

　山岸が笑いながら言った。

「どうですか？　谷たに塚づかさん、彼にその『信濃の国』を歌ってもらうというのは……彼の言っているファウンデーションとやらが本当にあるのかどうかの証明にはなりませんが、彼が長野県出身であることの証明にはなるんじゃないかと思うんですが？」

「確かに証拠にはなりますね。決定的じゃない補助的な証拠ですけど……」

　真ま面じ目めな顔で答えた谷塚を見て、山岸はうなずいた。

「決まりだな……悪いが、一つそこで歌ってくれないか？　実はこっちで事前に調べた歌詞がここにある。我々はその歌詞を見て、君が正しく歌えるかどうかを判断させてもらう……いいね？」

　──まいったな。こんなテストをされることがわかっていれば、ちゃんと歌詞を覚えておけばよかった。

　俺がそらで歌えるのは三番くらいまでで、その先は少し怪しいからなあ。

　でもまあ、歌えって言うなら歌ってやる。

　ダメでもともとだ！

「わかりました！」

　慎吾はそう言うと立ち上がって大きく息を吸い、大声で信濃しなのの国を歌い始めた。





　～信濃の国は十じつ州しゆうに

　境さかい連つらぬる国にして

　聳そびゆる山はいや高く

　流ながるる川はいや遠し

　松まつ本もと　伊い那な　佐さ久く　善ぜん光こう寺じ

　四つの平たいらは肥ひ沃よくの地

　海こそなけれもの沢さわに

　万よろず足たらわぬ事ことぞなき




　四よ方もにそびゆる山々は

　御おん嶽たけ　乗のり鞍くら　駒こまヶが岳たけ

　浅あさ間まはことに活火山

　いずれも国の鎮しずめなり

　流れ淀よどまず行ゆく水は

　北に犀さい川がわ　千曲ちくま川がわ

　南に木き曾そ川がわ　天てん竜りゆう川がわ

　これまた国の固かためなり




　木曾の谷には真ま木き茂り

　諏す訪わの湖うみには魚うお多し

　民たみのかせぎも豊にて

　五ご穀こくの実らぬ里やある

　しかのみならず桑くわ採とりて

　蚕こ養がいの業わざのうち開け

　細き世すがも軽かろからぬ

　国の命を繫つなぐなり～






　三番まで歌ったところで、慎しん吾ごは歌うのをやめて、聞いた。

「まだ続きを歌いますか？　本当は六番まであるんですけど、四番はテンポが変わるのでちょっと歌いづらいんです」

　山やま岸ぎしはあわてて首を振った。

「あ、いや、いいよ、ご苦労さん。三番まで何も見ずに歌えれば、まず間違いないだろう。君が長野県人だということを信じよう」

　筑ちく摩まが真剣な目でうなずいた。

「ああ、そうだな。君の話は大おお宮みやのコミュニティだけで対処できるものじゃない。俺おれは君を前まえ橋ばしに連れて行くつもりだ。

　君も知っていると思うけど、この大おお宮みやのコミュニティは、一年ほど前に前まえ橋ばしのコミュニティの応援を得て設立されたものだ。それまでの大宮は、立たち川かわにあるあの協和国と同じようなギャング連中が支配していた……いや、立川よりもっと程度が低い連中がやりたい放題をやっていた街だったんだ。

　前橋コミュニティの力でやっと治安を回復させたんだが、実質的には前橋コミュニティの支部みたいなものでね。前橋が支えてくれなくちゃ自立できない。

　前橋に行ってそこで前橋の責任者の玉たま城しろさんに会って欲しい」

「わかりました。俺おれも前橋には行かなくちゃと思っていたんです……前橋と大宮の間は鉄道が開通しているんですよね？」

　筑ちく摩まは嬉うれしそうにうなずいた。

「ああ、俺たちが復活させたんだ……とはいえ燃料が不足しているので、一日一本、片道運行だ。偶数日は上り列車、奇数日は下り列車が走ることになっている」

「すごいですね。鉄道を復活させるなんて、普通じゃできませんよ」

　感心するように首を振った慎しん吾ごを見て、筑摩は微笑ほほえんだ。

「五年前、俺は鉄道専門の高校に通う高校生だったんだ。だから、普通の人が持っていない知識があった。知識の大切さは誰だれよりも理解しているつもりだ……」

　そして、筑摩は立ち上がると、慎吾に向かって右手を差し出した。

「君は我々にとって、幸運の知らせをもたらしてくれるかもしれない使者だ。大宮コミュニティは君を歓迎するよ」

「ありがとうございます！」

　慎吾はその右手を握った。













　　　第十章「楽園の終しゆう焉えん」







『長野県に大人たちが生き残っている！』

　……このニュースはあっという間に大おお宮みやにいる少年少女たちの間に広まった。

　そして、そのニュースはさまざまな尾ひれがついて、さらに広がった。

『長野県の松まつ本もとには五年前そのままの街が残っていて、そこではコンビニやファミレスも営業している……』

『松本に大勢の人間が押し寄せることを恐れて、自衛隊が道路やトンネルを封ふう鎖さしている』

『松本には自衛隊の大部隊がいる。ヘリコプターも戦車もあるが、燃料が無いので出しゆつ撃げきできない……』

『前まえ橋ばしコミュニティと自衛隊の部隊と合同で、東京の協和国を全滅させる作戦が立てられている……』

　慎しん吾ごが大宮に着いた次の日には、こういった尾ひれがついた噂うわさ話ばなしが、大宮を越えて南は浦うら和わから板いた橋ばし、そして北は熊くま谷がやあたりまで広がっていた。

　会議の席で谷たに塚づかが慎吾に言った言葉のとおり、生き残った人間にとって、どこかに五年前の日本が残っており、そこから救助隊が来て、平和な暮らし、不自由のない暮らしが戻ってくる、というのは共通の願望だったのだ。

　慎吾の存在は、その願望に根拠を与えた。

　根拠のある願望。人はそれを希望と呼ぶ。

　大宮のコミュニティには、立たち川かわにある西東京協和国の人狩りから逃れてきた人間が多く暮らしていた。

　大だい道どう寺じの率いる西東京協和国は、彼らの憎ぞう悪おの対象でしかなかった。

　そして、彼らにとって、大人たちは法と秩ちつ序じよの象徴だった。

　悪の限りを尽くす協和国が、ついに大人の力によって断罪され滅ぼされる時が来たのだ。彼らは希望に目を輝かがやかせて、この噂を広めた。

　だが、この噂を聞いた人間がすべて、希望を抱いたわけではなかった。

　慎吾が大宮についた次の日の夜。

　東京都立川市にある西東京協和国の大統領府の中にある大道寺の部屋では、協和国大統領である大道寺と多た目め、そして数人の幹部による最高幹部会議が開かれていた。

　多目は、そこにいる大道寺と、そして協和国の首脳に向かって、ゆっくりと話しはじめた。

「先ほど、大宮のコミュニティの中にいる我々の同調者から報告が来た。

　驚おどろくべき内容だ……長野県にファウンデーションと呼ばれる施設があり、そこに大人たちが生き残っていることが確認された。あの犬を連れた園その山やまという男は、そのファウンデーションという組織のスパイだったのだ！」

　大だい道どう寺じが怪け訝げんな顔で聞いた。

「それのどこが、驚くべき内容なんだ？　お前が言っていたことと同じじゃないか」

「俺おれが言っていたのは、推論、つまり推理であって可能性に過ぎない。だが、これは違う。これは事実だ……」

　多た目めはそう答えると、手元にあった報告書のような書類を大道寺に示した。

「ここに、大おお宮みやで、あいつが話した内容を書いた報告書がある。人伝えに聞き取った情報だから確実とは言えないが、少なくとも根も葉もない内容ではないと思われる……これによると、長野の松まつ本もとにある大人たちが生き残っている施設と組織の名前はファウンデーションというそうだ。

　ファウンデーションってのは英語で、財団とか基礎とか基金という意味だ。アイザック・アシモフという作家の書いた『銀河帝国の興亡』というＳＦ小説がある。その中に登場する知識の避ひ難なん所じよとして百科事典を編へん纂さんする財団の名前を取ったのだろう。

　自分たちをその知識の避難所、知識の守護者として位置づけたかったのだろうが、洒落しやれなのかそれとも単に痛いヤツなのかわからんが、ふざけた名前をつけやがったものだ。

　だが、まあ問題は名前なんかじゃない。この情報によると、ファウンデーションは、かなりの戦力を有しているらしい……具体的に言うと、戦車とヘリコプターを所有しているという話が伝わっている……」

　多目の言葉を聞いた大道寺が目を見開いた。

「戦車にヘリコプターだと？　そいつはとんでもない装備だな。そんなものを相手に戦えるのか？　相手はプロだぞ」

「いや、安心しろ。いくら戦車やヘリを持っていても、燃料がなければ動けない。やつらが行動を起こさなかった理由は燃料切れらしい。ディーゼル燃料は植物油から作り出せるが、ヘリコプター用のジェットタービンエンジン用の燃料は、石油がなければ無理だ。そして、世界中の総人口が激減し、インフラを維持できなくなった今、もはや石油が輸入されることはない……」

　多目はそこで言葉を切ると、大道寺の部屋に置いてあったホワイトボードに歩み寄った。そこに一枚の日本地図をマグネット鋲びようで貼はり付け、川崎と千葉を指差して言葉を続けた。

「日本に輸入された石油のほとんどは、このあたりにある海沿いの備蓄基地や石油精製プラントに貯蔵されていた。タンカーで運んで来るのだから、海沿いにそういった施設を作る方が運うん搬ぱんコストが掛らないからな……」

　多目は長野県の松本あたりを指差した。

「つまり、こういった内陸部では、残っている石油を使いたくとも手に入らないというわけだ……そう考えれば、この五年間、ファウンデーションのやつらがヘリを飛ばさなかった理由に説明がつく。

　そして、なぜ大おお宮みやと前まえ橋ばしの連中に接触したか、その理由も説明がつく……輸送だ。

　知っているとおり、高速道路や幹線道路は五年前のあの災さい厄やくの時に逃げようとして事故を起こした車で塞ふさがっている。タンクローリーに石油を積んで道路を運ぶのは大変だが、鉄道ならば道路よりももっと簡単にそして安全に運ぶことができる。

　長野のファウンデーションの連中にとって、鉄道を復活させて運営している前橋の連中は、何が何でも仲間に取り込みたい相手なのだ」

　日本地図の前橋あたりを、多た目めは握りこぶしで、どん！　と叩たたいてから言葉を続けた。

「つまり、今なら間に合うということだ！

　今なら……長野のファウンデーションの連中と大宮、前橋の連中が手を結ぶ前ならば、我々は勝てる！　大宮の鉄道工場を破は壊かいしてしまえば、鉄道の運行は難しくなる！　鉄道が動かなければ、ファウンデーションの連中は、軍事行動を起こすだけの燃料を手に入れることはできない！」

　そして、多目は大だい道どう寺じを正面から見据えて言った。

「大道寺……決断のときだ。俺おれたちの楽園が、この先どうなるか。俺たちの王国の存続はお前の決断にかかっている……どうする？」

　大道寺は腕を組み、目をつぶったまま考え込んでいたが、やがて目を開くと多目に聞いた。

「昨日の今日じゃあ、お前の言っていた京けい浜ひん連合と湾わん岸がんギャングたちの助っ人は間に合わねえ。この戦争は俺たちだけでやるしかねえ……勝算はあるのか？」

　多目はうなずいた。

「ああ、ある。俺たちは大宮に正面から攻こう撃げきをかけるわけじゃない。

　言っただろう？　大宮には俺たちの方に付きたがっている連中がいるって……そいつらに、アマチュア無線を渡してある。こちらが指示を出せば、そいつらが大宮のコミュニティの中で騒さわぎを起こす。まず幹部を殺し、次に武器庫や燃料集積所に火をつける。その手はずが整っている。

　命令する幹部がいない中で火災になれば、組織的抵抗は不可能だ。おそらく大宮は半日も持たないだろう」

　多目の言葉を聞いた大道寺は、再び目を閉じて黙もつ考こうに入った。

　二呼吸ほどの沈黙の後で、大道寺は目を閉じたまま静かに聞いた。

「おい、多目よ。昨日、お前は俺に酔よいが足りねえって言ったよな……覚えてるか？」

「ああ、言った。覚えてるよ」

「そうか……」

　大道寺はそう答えると、かっ！　と、目を見開いた。

「戦争だ！　我が協和国の全力を挙げて大おお宮みやを叩たたく！　俺おれたちは最強だ！　それを他ほかの連中に見せ付けてやれ！　この戦いは関東制せい覇はの第一歩だ！」

「おう！」

　居並ぶ幹部が目を輝かがやかせるのを見た多た目めが、素早く合図をした。

　すると、幹部の中にいた一人が、こぶしを突き上げて叫んだ。

「俺たち最強！　俺たち最強！」

　幹部たちは目を歓喜に輝かせて、唱和した。

『俺たち最強！　俺たち最強！』

「関東制覇！　関東制覇！」

『関東制覇！　関東制覇！』

　気勢を上げた幹部たちは、足を踏ふみ鳴らし、こぶしを突き上げて叫びまくった。

　満足げにそれを見ていた大だい道どう寺じが、大声で叫んだ。

「ようし！　お前ら！　さっさと戻って手下どもにハッパかけろ！　戦争だ！」

「いやっほう！」

「思いっきり銃が撃うてるぜ！」

「ぶっ壊こわして火をつけて、女犯して、殺して、やりたい放題だ！」

　幹部たちは目を欲望にギラつかせながら、会議室を出て行った。

　その後ろ姿を見送った多目は思った。

　──あれが人間の本当の姿だ。いくら口で平和を求め、平へい穏おんと安あん寧ねいを素晴らしいことだと言っていても、心の中では血と暴力を求めている。

　誰だれでも、圧倒的な力で自分より弱いやつを叩きのめし、踏みにじり、自分の強さを誇示し、再確認したがっている。

　なぜならば、強いものが生き残るのが自然の摂理だからだ。

　強い雄おすが雌めすを独占し自分の子孫を残すことができるように、自然は強いものだけに生きる権利を与えるのだ。

　戦いはそのための手段だ。戦いこそ理にかなった法則なのだ。勝者のみが生き残る。それが正しい。

　俺たちは、戦争によってみずからの正しさを証明しなければならない。それは正しい行為なのだ……。




　大宮のコミュニティの本部は、大宮駅西口にあるソニックシティのビルの中にあった。

　ここは、イベントや演劇などが開かれる大ホールや国際会議場、そして高層ビルやホテルなどが一箇所にまとめられた複合施設である。

　最初、大宮で生き残った人々は、大ホールや国際会議場などの床面積の広い施設に集まって共同生活をしていた。だが、治安が回復するに従って、ここに収容されていた人々はそれぞれ市街に移り住み、市街地の周辺部に残っている農地で作物を栽培するようになっていた。

　最初は千人近く集まっていた避ひ難なん民みんも、今では事務と行政、補給、給電などを担当する百人に満たないスタッフがいるだけである。

　そのソニックシティの中にある警備本部に、慎しん吾ごと矢や上がみはいた。

　二人の前には、立たち川かわ市内の地図と、そして慎吾と矢上が書いた見取り図が何枚も広げられていた。

「燃料集積所はここと……ここにありました。それ以外にも民間用のタンクローリーが四十台くらい、ここに並べて駐車してありました。おそらく備蓄タンクの代わりにしているんだと思います」

　慎吾がそう言って地図に印をつけると、矢上が感心したようにつぶやいた。

「たった一日しかいなかったのに、そんなところまで見ていたの？　私、あそこに三日以上いたけど、そんなところまで見ていなかったわ……」

「目的を持って見ていたからね、漠然と見ていたんじゃ気がつかないよ。それに……俺おれはリーガルとして入国したから堂々と見物できたけど、君は人目を避さけなくちゃいけなかっただろう？　その差もあるのさ」

　そう言って笑う慎吾を見て、警備担当の責任者である谷たに塚づかも感心したように言った。

「いや、確かに、自分が何をすべきか、その目的を理解していなければ、これほど明確に見たものを覚えて分析はできないだろう。君がその種の知識を与えられ、観察する訓練を積んできたというのが私にもわかった……」

　そして、谷塚は慎吾の顔を正面から見てうなずいた。

「昨日、治ち水すい橋の検問所で、君に言った言葉を取り消そう。私は君の言葉を信じるよ。ファウンデーションは間違いなく存在しているのだね」

「はい、存在しています……知識を守る場所として、そしてこの文明の夕暮れの中で唯一明かりを灯ともしつづける場所として」

　慎吾はそこで言葉を切ると、部屋に置かれたホワイトボードにマグネット鋲びようで留められている大おお宮みやの地図を指差して聞いた。

「この地図に書いてあるのは、大宮のコミュニティの防衛計画ですか？」

「ああ、そうだ……何か気になる点でもあるのかね？」

　慎吾は少し考え込むようにその地図を見た後で、言葉を選ぶようにゆっくりとした口調で答えた。

「この地図を見る限り、西側の荒あら川かわに掛かっている二箇所の橋と国道十七号バイパスに一箇所、検問所があるだけで、それ以外の場所にはバリケードだけしかないように見えるんですけど、たったそれだけの設備で守りきれるんですか？　これだと、その防衛ラインを破られたら後がありませんが……」

　谷たに塚づかは感心したような表情でうなずいた。

「確かに君の言うとおりだ。この大おお宮みやの防衛設備は実に手て薄うすで、西側と南西部にしか防衛ラインを構築していない。なぜなら大宮のコミュニティの人数は多くない。常駐できる警備要員の数は限られている。だから、敵がやってくる可能性の高い西側に防衛の主力を置いているわけだ……」

　谷塚はそこで言葉を切ると、大宮の地図の上、はるか北の方を指差してから言葉を続けた。

「それに、我々にはここにある前まえ橋ばしのコミュニティがついている。ここは前橋の支部のようなものなんだ。鉄道を使えば二時間以内に応援がやってくる。つまり、我々はその二時間を持ちこたえればいいという前提で防衛計画を立てている、というわけさ」

　慎しん吾ごは納得したようにうなずいた。

「わかりました……この大宮のコミュニティはいわば開拓地の砦とりでのようなものなんですね」

「そうだ、もっと人が増えればしっかりとした設備が作れるが、まあ今はこれが精一杯というわけだ」

　谷塚はそう言って肩をすくめると、自分が座っていた事務机の右みぎ袖そでにある引き出しを開けた。そして、そこから黒い革製のホルスターを取り出し、机の上に置いた。

「これを君に返そう……持っていたまえ」

　それは、昨日、治ち水すい橋にたどり着いた時に、検問所で取り上げられたニューナンブだった。ホルスターを手に取ってフラップを開けて、ニューナンブを取り出した慎吾の目が見開かれた。

　荒あら川かわを撃うったときに撃ちつくし残り一発しか入っていなかったはずの弾倉に、弾丸が五発込められていた。

「……これは？」

　驚おどろく慎吾を見て、谷塚はうなずいた。

「弾丸を補充しておいた。大宮には警察学校があってね。五年前の災さい厄やくのときにピストルとかは持ち去られてしまったが、弾薬庫を開ける方法がわからなかったらしくて、そこにピストルの弾丸が大量に残されていたんだ……」

　谷塚はそう言うと、机の引き出しの中から緑色のプラスチックの箱を取り出して、慎吾の前に置いた。

「これは、射しや撃げき訓練用の訓練実じつ包ぽうだ。持って行きたまえ」

「いいんですか？」

「ああ、構わない。警察官用のピストルを持っている人間はそう多くない。弾丸は余っているんだ。ただ、こいつは標的を撃つために作られた弾で、弾頭が銅で被ひ覆ふくされておらず、鉛の塊かたまりでできている。いわゆるソフトポイントというヤツでね、ダムダム弾とも呼ばれている……本気で殺す時にしか使えない。それだけを頭に入れておいてくれ」
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「ありがとうございます……使う時が来なければいいんですけどね」

　そう言って素直に頭を下げた慎しん吾ごを見て、谷たに塚づかは微笑ほほえんだ。

「まったくだ……お互い、そういう日が来るために努力しよう」

　谷塚の事情聴ちよう取しゆが終わった慎吾と矢や上がみがソニックシティを出たとき、聞き覚えのある犬の吠ほえる声がした。

「あれ？　メンマだ……なんでこんなところにいるんだ？」

　慎吾があたりを見回すと、ソニックシティの建物の隣となりにある公園から、メンマを連れたサナエが現れた。

　サナエはメンマに引っ張られるようにして慎吾と矢上の前に走ってくると、そのまま矢上に飛びついた。

「やがみお姉ちゃん！」

　メンマとサナエの両方に飛びつかれた矢上はその場にしゃがみこんで、メンマとサナエの両方の頭を撫なでた。

　メンマに顔を舐なめられて困ったような笑い声を上げる矢上を見て、慎吾は憮ぶ然ぜんとした表情でメンマに言った。

「おい、飼い主は俺おれだぞ、この薄はく情じよう犬いぬ……」

　顔を舐めようとするメンマから逃げながら、矢上が言った。

「犬は正直な人間が好きなの。私の方が正直って証拠よ！」

「なんだよ、それ」

　矢や上がみは怒ったように慎しん吾ごを見上げた。

「私はあんたを尊敬しているって言ったよね？　あんたも聞いたよね？」

「ああ、聞いた……俺おれは、君が抱いていた男に対する軽けい蔑べつ心しんを、少しは変えることができたらしいね」

　慎吾の答えを聞いた矢上は目を見開いた。

「少しは変えた……ですって？　あんた、そんな風にしか思ってないの？」

「ああ、そういうことだろう？　違うのか？」

　矢上は慎吾をじっと見つめて、ゆっくりと言った。

「尊敬するってのはね、見直すってのとは違うのよ……わかんない？」

　矢上の視線に込められた想おもいをどう受け取っていいのかわからなかった慎吾が、あわてて視線をそらした……そのとき。

　矢上に飛びついていたメンマがぴんと耳を立てて、横を向いた。

　今まで嬉うれしそうにじゃれていた顔つきはどこかに消えていた。

　警戒心をみなぎらせたメンマの目は、ちょうど今ソニックシティの建物に入って行こうとしている大きな長い新聞紙の包みを抱きかかえた十七歳くらいの男を追っていた。

　それは、メンマの身体からだに流れる、猟りよう犬けんであるビーグル犬の血が嗅かぎつけた殺意の香りだったのかもしれない。

　慎吾は振り向くと、ソニックシティに入って行こうとする男を呼び止めた。

「ちょっと！　君！」

　慎吾が呼びかけた瞬しゆん間かん、男は飛び上がるようにして慎吾を振り向いた。

　顔色が普通ではなかった。いや、目の色自体が普通ではなかった。

　──こいつ、おかしいぞ！

　慎吾は腰につけたホルスターからピストルを抜きながら叫んだ。

「それは何だ！　持っている包みを見せろ！」

　男は抱えていた新聞紙の包みをその場で解くと、そこから小銃を取り出そうとした。

「動くな！　動くと撃うつ！」

　男は慎吾の制止を聞かなかった。小銃を構えるとそのまま銃口を慎吾に向けた。

　指が引き金に掛る前に、慎吾がピストルを撃った。

　ドバン！　という実じつ包ぽう特有の腹に響ひびくような銃声が、ソニックシティの前庭に響き渡った。

　小銃を抱えた男が崩れ落ち、周囲に悲鳴が響いた。

　そして、ソニックシティの中にいた警備要員が銃を抱えて外に飛び出してくるのと、市街のあちこちから爆発音と銃声が響き渡るのは同時だった。

「なに？　なにがあったの？」

　驚おどろく矢や上がみを見て、慎しん吾ごは言った。

「なにがあったのかは、よくわからない。でも、こいつは間違いなく、この本部にいる人間を殺しに来たんだ。

　指揮命令系統のトップを殺して、それと同時に複数の場所で破は壊かい活動をするというのは、襲しゆう撃げきのセオリーだ！　協和国の連中が攻めてくるぞ！」

　矢上は目を見開いた。

「協和国の連中って……まさか、立たち川かわからここまで来るって言うの？」

「ああ、考えてみろ。俺おれたちだって三時間でここまで来た。自動車さえあれば充分攻め込める距きよ離りなんだ！」

　慎吾はそう言うと、矢上の両肩に手を置いて言った。

「俺は谷たに塚づかさんのところに行って、防衛戦せん闘とうに加わる！　君はサナエを連れて大おお宮みや駅に避ひ難なんしてくれ！」

「駅に？」

　怪け訝げんな顔をする矢上を見て、慎吾はうなずいた。

「駅には列車が止まっている。筑ちく摩まさんの指示に従って、避難してくる女の子や子供をあの列車に乗せるんだ！　大宮の防衛態勢は橋に集中している。浦うら和わの方から回りこまれたら、実に手て薄うすだ……立川の連中が、まさか、貴重な燃料を使って総力で攻めて来ることはないだろうという考えが防衛計画の前提にある。

　多た目めならたとえ貴重な燃料を使って遠回りしても、その手薄な部分を衝つくだろう……あれだけの兵力で攻められたら、おそらく大宮は持たない……」

　慎吾がそこまで言ったとき、市街のあちこちから敵の襲撃を告げるサイレンの音が鳴り響ひびき始めた。

　慎吾はその場にしゃがみこむと、真っ青な顔で震ふるえているサナエの手を取ってメンマのリードをしっかり握らせた。

「メンマを頼たのむよ。矢上姉ちゃんの言うことをよく聞くんだ、いいね！」

　サナエは黙だまったままこくんとうなずいた。

「よし、頼んだよ！」

　慎吾はその頭に手を置いて、一回くしゃっと髪の毛をかき回すように撫なでてから、立ち上がった。

「じゃあ、行ってくる。サナエを頼んだぞ！」

　そう言って立ち去ろうとした慎吾を、矢上が呼び止めた。

「ちょっと待って！」

　振り向いた慎吾の顔の目の前に矢上の顔があった。

「うわ！」

　驚おどろく慎しん吾ごを見据えて、矢や上がみは言った。

「言葉でわかんない馬ば鹿かな男には、態度で教えてあげるわ！」

　そして、慎吾の頰ほほに矢上の柔らかな唇が触れた。

「!!」

　慎吾はどうしていいのかわからなかった。

　ただ、不器用な丸太のように突っ立って、矢上のキスを受けた。

　どれくらいの時間が過ぎたのか、わからなかった。一いつ瞬しゆんだったのか数分だったのか、それすらもわからなかった。

　気がつくと、真っ赤な顔の矢上が目の前にいた。

　矢上は真っ赤な顔のまま慎吾をにらみつけて言った。

「……わかった？　尊敬しているってのは……こういうことよ！」

　慎吾は半分呆ぼう然ぜんとしたような表情で聞いた。

「えーと……こういうときって、なんて言えばいいのかな？」

　──うわ、なにを言ってんだよ！　もうちょっと気の利きいたことぐらい言えよ！　まったくあきれるぜ！

　慎吾が思わず自分で自分に突っ込みを入れたとき、矢上が半分涙目で首を振った。

「別に……何も言わなくていいわよ！　迷惑なら迷惑って言ってくれた方がすっきりするけどね！」

　一回深呼吸して呼吸を整えた後で、慎吾は思った。

　──カッコイイ言葉なんか言う必要は無いんだ。自分に素直になろう。

　自分を飾ったってろくなことはない。俺おれは俺であって誰だれにもなれやしないんだ。

　慎吾はにっこり笑って、そして言った。

「ありがとう……嬉うれしいよ」

　矢上の目がまん丸になった。

「迷惑って言われるって思ってた……」

　慎吾は首を振った後で笑ってみせた。

「迷惑なもんか、素直に嬉しいな。俺、女の子に好かれることなんか無いって思ってたから……正直、舞い上がっているんだ……これって、もしかしたら死亡フラグってヤツかもしれないな……」

　矢上があわてたように言った。

「違う違う！　そんなフラグなんかじゃないよ！　逆だよ！　無事に帰って来て！　……っておまじないのつもりだったんだ！」

　慎吾はうなずいた。

「そうだな、そう考えると、勇気が湧わいてくるよな、じゃあ行ってくる！　気をつけろよ！」

　そう言い残してソニックシティの建物の中に消えて行った慎しん吾ごを見送った矢や上がみは、しばらく何も言わずに立ちつしていたが、やがて大きく深呼吸して、自分に喝かつを入れるように両手を握った。

　──よし！　これで悔いは無いわ！　あいつがどう思おうと、私の気持ちに変わりは無いんだから！　あいつの彼女になれるかどうかわかんないけど……やるだけのことをやって、あいつにも私に一目置かせてやるんだ！

　矢上は目の前にいるサナエに話しかけた。

「サナエちゃん！　さあ、一いつ緒しよに行こう！」

　しかし、サナエは不ふ機き嫌げんそうに黙だまったままだった。

　──あれ？　なんでこの子、急に機嫌が悪くなったんだろう……。

「駅に行くんでしょ……」

　サナエはそう言うと、矢上の方を見ようともせずにメンマを引っ張って、大おお宮みや駅の方向に向かって歩き始めた。

　その後をあわてて追いかけながら矢上は思った。

　──もしかして、これって、嫉しつ妬と？　この子も慎吾が好きってこと？

　うわ……告白したとたん、いきなり三角関係だなんて、どっかのドラマみたい……子供だからって油断できないからなあ。

　矢上とサナエが向かっている大宮駅の駅前には、非常召集を受けた鉄道警備隊の隊員たちが集まり始めていた。

「いいか！　この駅と鉄道は大宮の最後の砦とりでだ！　市街にいる治安部隊と避ひ難なん民みんが最後に集まるのがこの大宮駅だ！　我々は最後までここを守り抜く！　いいな！」

　指揮官らしい男が隊員たちに指示をしている脇わきを抜けて、矢上たちは駅に入った。

　大宮市街のあちこちから銃声が聞こえ、何箇所から火の手が上がっているのが見えた。

　──放火されたんだわ。でも、あれは協和国の兵士がやったんじゃない。本格的な戦せん闘とうはまだ始まっていないわ。あれは、この大宮にいた連中の仕し業わざだ。

　二年前まで、この大宮でやりたい放題のことをやっていたギャングどもの生き残りが、改心したような顔で紛れ込んでいたんだわ。

　矢上は協和国にいた兵士どもの下品な顔と笑いを思い浮かべた。

　──あいつらの顔は、自分の欲望をかなえることにしか興味の無い、サル以下の顔だ。

　あんな顔をする男は死んだって尊敬できないわ。

　矢上は小さく首を振ると、鉄道関係の総責任者である筑ちく摩まの所に向かった。




　……一時間後。

　大おお宮みや市街での戦せん闘とうは続いていた。

　多た目めの計画では、大宮の指揮態勢はもっと早期に崩ほう壊かいしているはずだった。しかし、指揮官を射殺するはずだった工作員を、慎しん吾ごが事前に察知して撃げき退たいしために、防衛する側の指揮命令系統が生き残っていたのだ。

　とはいえ、大宮全体で、防衛行動を行っている戦闘員の数は二百人に満たなかった。そしてそのうちの五十人は、川かわ越ごえとの境界の荒あら川かわにかかる治ち水すい橋や国道十六号バイパスの上かみ江ご橋の検問所に配置されていた。

　だが、協和国軍は高たか島しま平だいらまで南下し笹ささ目め橋を渡って埼さい玉たま県内に入り、国道十七号バイパス沿いに北上して攻めてきた。

　完全な遊軍となってしまったこの二つの橋の警備隊員を、谷たに塚づかは大宮市街中心部に転進するように指示を出したが、トラックに乗った協和国軍は、彼らが戻るよりも早く大宮区三み橋はし三丁目の交差点に到達し、そこに築かれたバリケードを挟んで激しい銃じゆう撃げき戦せんを展開していた。

　治水橋に置かれているのと同じ、バスの車輪を外した廃車体の中に砂袋を詰め込み、隙すき間まにコンクリートを流し込んだそのバリケードは、いわばバスと同じ体積の岩石並みの質量を持っていた。

　谷塚は、この廃車バスのバリケードを片側三車線の国道十七号バイパスを塞ふさぐように置き、その間に大型トラックを置いて、さらに土ど囊のうを積み上げて陣地のようにしていたのだ。

　多目は、部下に命じて十トンダンプカーをバックでバリケードにぶつけて、動かそうとしたが、バリケードはびくともしなかった。

　ダンプカーは三回ほど体当たりを食らわしたが、三回目にシャーシが歪ゆがんでプロペラシャフトが曲がり、後輪が動かなくなってしまった。

　双眼鏡でその様子を見ていた大だい道どう寺じが、不安そうに多目に聞いた。

「どうする？　ダンプカーで動かせないとなると、ここを通ることはできんぞ」

「まあ、待て。今、迂う回かい路ろを探させている。バイパスが通れなくとも、迂回する道はいくらでもある！」

　多目は余裕の笑いを浮かべてそう答えたが、戻って来た偵察員の報告を聞いて顔色を変えた。

「迂回路がすべて塞がれているだと？」

「はい、裏路地に至るまですべて廃車で塞がれております！」

「廃車など、手で押せば動かせるだろう？」

　偵察員は、両手を広げて答えた。

「それが……すべてタイヤが取り外されておりまして……それも一台ではありません。こう、縦にずらっと並べられておりまして、とても人力では動かせません！」

「わかった……ご苦労だった」

　偵察員を下がらせた後で、多目は悪態をついた。

「くそ、大おお宮みやの守りを考えたヤツも、一ひと筋すじ縄なわじゃいかないヤツに違いないな……」

「どうする？　ここに車を置いて、兵隊を徒歩で突っ込ませるか？」

　そう聞いた大だい道どう寺じに、多た目めは首を振った。

「いや、歩兵同士の戦いになれば、陣地にこもって守る側に分がある。弾丸さえあれば、一握りの兵士で攻め寄せる歩兵を倒すことができる。俺おれたちは数で勝っているとはいえ、圧倒的な数の差があるわけじゃない。兵力は集中しなければ意味が無いんだ。

　俺たちの目標は大宮駅と、それに隣りん接せつする鉄道の工場だ。そこにたどり着く前にこんなところで兵力を消しよう耗もうするわけにはいかない」

「じゃあ、どうするって言うんだ？　このままじゃあ、にっちもさっちもいかんぞ」

　多目は何も言わずに双眼鏡でバリケードをじっと見ていたが、やがて双眼鏡を下ろして小さくうなずいた。

「仕方が無い、とっておきの武器を使おう。パンツァーファウストだ。あいつをあのバリケードの間に置かれた大型トラックに撃うちこんで吹き飛ばす！」

「パンツァーファウストだと？　あれをここで使うのか？」

「ああ、数が少なくて貴重だが、背に腹は代えられん。ここを突破して一刻も早く大宮駅と工場をぶっ潰つぶさなければ、前まえ橋ばしから援軍が来る！」




　ソニックシティの中にある大宮コミュニティの防衛本部で、国道検問部隊からアマチュア無線で報告を受けた谷たに塚づかの顔色が変わった。

「バリケードが突破されただと？　敵はロケット弾を使った？　……そうか、わかった。負傷者をつれてトラックで撤てつ収しゆうしろ！　やつらを足止めできたおかげで、市街の住民を避ひ難なんさせる時間を稼かせぐことができた！　そこの役目は終わった！　早く戻って来い！」

　アマチュア無線の通信機を机に置いた谷塚は、そこに広げてあった大宮の住宅地図を見下ろした。

　それは一軒一軒の家とそこに住んでいる人の名前が書かれたゼンリンの住宅地図をコピーして張り合わせたもので、焼けた家が黒く塗りつぶされており、一目で現在の大宮の状況がわかるようになっていた。

　──十七号バイパスの三み橋はしの交差点が突破されたということは、おそらくあと十分しないうちにやつらは、この大宮駅前に達するだろう。

　桜さくら木ぎ町の交差点と武蔵むさし野の銀行の本店ビルがある、桜木町四丁目に造ったバリケード陣地が最終防衛ラインだな。あそこでどれだけ食い止めることができるか……。

　谷塚は本部にいる通信担当の女の子に聞いた。

「前橋との連絡はついたか？」

　無線機の前に座っていた十七歳くらいの女の子がうなずいた。

「はい！　連絡がつきました！　しかし、救援列車を牽けん引いんするはずのディーゼル機関車が整備のため分解点検中で、蒸気機関車を使うことになったそうですが、蒸気機関車は火を入れてから蒸気が上がるのに時間がかかるそうでして……前まえ橋ばしを出発するのにあと三十分はかかる、とのことです！」

　谷たに塚づかは時計を見た。

「あと三十分か……それから前橋を出るとして……くそ、おそらく間に合わんな……」

「それについてですが……」

「何かあったのか？」

　通信オペレーターの女の子はうなずいた。

「はい、前橋の総責任者の玉たま城しろさんから指示が来ています……読みます『人材は貴重にして補完できぬものなり、いたずらに抵抗して死者を出すことなく、大おお宮みやを捨てて撤てつ収しゆうせよ。逃げてもまた戻れる』、とのことです」

　谷塚は考え込んだ。

　──確かに、玉城さんの言うとおりかもしれない。

　大宮を捨てて逃げても、また戻ってくればいい。確かに失われるものも多いかもしれない。でも、逃げれば、また来ることができる。戦いは一回で終わるわけじゃない。

　最後に笑うことができたヤツ、それが勝利者だ。

　谷塚は顔を上げた。

「大宮市街全域の警備員に指示を出せ！　直ただちに大宮駅に撤収せよ！　戦せん闘とうを避さけ、生き延びることを前提に行動せよ！　……とな！」

「わかりました！」

　女の子はそう言ってうなずくと無線機に向き直って、市街各所の配置についている警備員に撤収命令を出し始めた。

　その頃ころ、慎しん吾ごは、ソニックシティから数百メートル西側にある、桜さくら木ぎ町四丁目の交差点のバリケード陣地で迎げい撃げき配置についていた。

　バリケードと言っても廃車を並べただけの簡単なもので、国道十七号バイパスに置かれていたコンクリートバスに比べると、はるかに脆ぜい弱じやくなものだった。

　慎吾の脇わきに立って双眼鏡を覗のぞいていた山やま岸ぎしが、つぶやくように言った。

「ここにも、治ち水すい橋に置いてあったのと同じコンクリートバスを配置する計画だったんだが、いろいろあって後回しにしてしまっていた……用意できたのはコンクリートブロックがいくつかだけだ……俺おれの中にも、まさか大宮駅まで攻めてくることは無いだろうという希望的観測があったんだな」

　慎吾は首を振った。

「人間は誰だれでも、こうなるだろうという予測を立てて動きます。でも、その予測が自分の脳内から生まれてくる限り、そこにこうあって欲しいと願う願望のバイアスが掛かるのは避さけられません……人は願う生き物なんですよ」

　山やま岸ぎしは双眼鏡を目から外すと、慎しん吾ごを見て笑った。

「哲学者だな……君は」

「いえ、受け売りですよ。そうやって教わったんです」

「受け売りだって立派な哲学さ。人から聞いた事だって何だって大事なのは、その中身だ。自分で考えた方が何でも立派なわけじゃない。馬ば鹿かの考え休むに似たりと言ってね……」

　そこまで言ったとき、山岸の表情が変わった。

　何十台というトラックのディーゼルエンジンの音が聞こえ始めていた。

「……その自分の考えでしか動かない自分勝手な馬鹿どもが来たようだ……配置につけ！　安全装置解除！　ファイヤーウォール用の発電機始動！」

　バリケードのこちら側にいた、大おお宮みやコミュニティの警備員たちが一斉に動き始め、小型の自家発電機のエンジン音が響ひびき始めた。

　山岸は叫んだ。

「いいか！　俺おれたちの任務は時間稼かせぎだ！　ここを死守することじゃない！　無理だと思ったら、ためらうことなく撤てつ収しゆうしろ！　死ぬな！　逃げろ！　逃げれば、また明日がある！」

　協和国軍の先頭に立っていたのは、運転席の周囲を鉄板を溶接して囲った装甲トラックだった。

　その鉄板はいわゆる民生品の軟なん鋼こうと呼ばれるもので、軍用の特殊鋼ではないため機銃弾などは簡単に貫通してしまう。しかし、運転席周りには小銃弾が貫通できないように、鉄板が何重にも厚く重ねて溶接されてあった。

　撃うちこまれる小銃弾をものともせずに、装甲トラックはバリケードに突っ込んできた。

　ドカン！　とも、ガチャンともつかない、金属音と衝しよう撃げき音おんの入り混じった轟ごう音おんが響いた。

　横倒しにしてあった廃車はその一撃で大きく動き、バリケードに隙すき間まができた。

　装甲トラックはアクセルを吹かして、バリケードを押しのけにかかった。

　そのとき、山岸の指示が飛んだ。

「ファイヤーウォール、スイッチ、オン！」

　その言葉と同時に、バリケードのあちこちからブーンというモーター音と、ジーカチカチという点火装置の音が響いた。

　それは、石油ファンヒーターの点火音だった。

　次の瞬しゆん間かん。

　ボウン！　という爆発音にも似た音とともに、数メートルの長さにオレンジ色の炎がいくつも噴き出した。

　灯油とガソリンの混合燃料により即席の火炎放射機となったファンヒーターの炎は装甲トラックを包むように吹き付けた。そして、あたりに塗装が焦こげる、つんとした刺激臭が充満した。

　装甲トラックの運転手は炎に驚おどろいたのだろう、数メートル後退した。

　そのときを見計らったように、バリケードの中からいくつもの小さなビンが炎の尾を引いて飛んだ。

　それは、可燃性の液体を詰めた火炎ビンだった。

　火炎ビンは路上に落ちて大きな炎の池を造ったが、いくつかは装甲トラックに命中した。

　燃える液体が装甲板の隙すき間まから車内に流れ込んだのだろう。装甲トラックの運転席の後ろにある窓から、運転手らしい男が這はい出してきて、荷台から路上に転がり落ちた。

　服に火がついたまま路上を転がる男の悲鳴が、あたりに響ひびいた。

　その悲鳴を聞いた山やま岸ぎしは悲しそうに言った。

「可哀かわい想そうだが仕方が無いな……これで諦あきらめてくれるはずも無い……」

「殺しに来た連中を笑って迎え入れて従しよう容ようと死ぬことができるほど、俺おれたちは人間ができていません」

　慎しん吾ごの答えを聞いた山岸は首を振った。

「笑って殺されることができるのなら、そいつは神様だ。人間じゃない。それができないから俺たちは人間なんだ」

　そのとき、双眼鏡を覗のぞいていた見張りが叫んだ。

「高機動車が出てきます！　重機関銃に銃手が取り付いている！」

　山岸と慎吾が同時に叫んだ。

「下がれ！　重機関銃だ！」

「Ｍ２だ！　バリケードは役に立たない！　コンクリートブロックの後ろに隠れるんだ！」

　バリケードに取り付いていた慎吾と山岸そして他ほかの警備員たちは、ばらばらと走って逃げた。

　そして、路上に置かれたコンクリートブロックの後ろに飛び込んだとき、ドカドカドカ！　という、小銃とは比べ物にならないくらい大きな、そして腹に来るような銃声とともに、オレンジ色の棒がバリケードの廃車を貫通して飛び込んできた。

　それはＭ２重機関銃の弾丸だった。

　この重機関銃の弾丸の直径は十二・七ミリ。小銃の二倍以上の直径を持ち、有効射程距きよ離りが二千メートルを超えるというケタ外れの威力を持っている。

　貫通力もすさまじく、自動車のボディなどは紙も同然である。

　慎吾たちが身を隠したコンクリートブロックに弾丸が命中するたびに、コンクリートブロックはハンマーで叩たたかれるようにガンガンと震ふるえ、コンクリートが削り取られていく。

　山岸は叫んだ。

「火力の差がありすぎる！　撤てつ収しゆうだ！　機関銃の銃じゆう撃げきが止まったら、駅に向かって走れ！」

　やがて、重機関銃の銃声が止やんだ。

　あたりに、奇妙な静けさが訪れた次の瞬しゆん間かん、バリケードの向こうから再びトラックのエンジン音が聞こえてきた。

「バリケードを強行突破するつもりだ！　来るぞ！　逃げろ！」

　山やま岸ぎしの声を聞いた警備員たちは、一斉にクモの子を散らすように、コンクリートブロックの陰から駅に向かって走り出した。

　慎しん吾ごはコンクリートブロックから顔を出してから振り返る。すると、バリケードの後ろに設けられた物資集積所デポのところに置かれたままになっている火炎ビンが、目に飛び込んできた。

　──あれを投げつけておけば、少しは足止めできる！

　コンクリートブロックの陰から飛び出した慎吾は一人だけ逆方向に走った。

「あ、おい！　園その山やま！」

「あの火炎ビンを投げて足止めします！　先に行ってください！」

　あわてて声をかけた山岸にそう言い残すと、慎吾はビールビンのケースに立てられた火炎ビンに向かった。

　トラックの群れはすぐそこまで来ていた。

　荷台にのった兵士が、小銃を構えて撃うっているのがわかる。

　あたりに銃弾が飛び跳ねる中で、慎吾は火炎ビンを一本取り出すと、口に詰められた布にライターで火をつけバリケードめがけて投げつけた。

　火炎ビンはくるくると回って、目の前に置かれたワンボックスカーの残ざん骸がいの上に当たった。

　ガチャン！　というガラスが割れる音がしたのと同時に、ボウン！　という爆発音にも似た音がして、中の液体が燃え上がった。

　慎吾の顔を熱風が炙あぶって吹き抜けていく。

　──よし、一本火がつけばあとはいちいち点火しなくてもいい！

　ケースの中に立っていた残りの火炎ビンを、慎吾は手当たり次第に投げつけた。

　ビンが割れると、すでに燃え上がっている火があっという間に引火し、あたりは見る見るうちに火の海になった。

　その場に立っていられないくらいの熱気が吹き付けて来る中で、慎吾はにやっと笑うと、くるりと振り向き大おお宮みや駅に向かって全力疾走で走り出した。




　大宮駅のロータリーの入り口には、路線バスの廃車が置かれ閉へい鎖さされていた。

　駅の一階の出入り口も駅ビルの中にある店の商品棚や鉄板で完全に塞ふさがれ、駅構内への出入りは二階の駅前広場に面した出入り口だけになっていた。

　そして、駅前広場に面した出入り口の前には、近くのビジネスビルから運び出された事務机やロッカーを積み重ねた最終防衛ラインが造られていた。

「急いで！　ホームに避ひ難なん列車が止まっている！　早く乗って！」
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「はい！　わかりました！」

　防衛ラインの横を走りぬけて行くリュックを背負った女の子を、そう言って見送った筑ちく摩まは手に持った懐かい中ちゆう時計を見た。

　──避ひ難なん命令が出てから約二時間が過ぎた……だけど、まだこうやって逃げてくる人がいるのか。

　もしかしたら、途中でトラブルに巻き込まれて、逃げ遅れた人がまだ何人もいるのかもしれない。

　撤てつ収しゆうして来た警備員が乗り込んだら発車する手はずになっているが……。

　筑摩は大きくため息をついた。

　──その人たちは、きっとひどい目にあうだろう……もしかしたら殺されるかもしれない。殺されないにしろ、強制労働をさせられることになるのは間違いない。

　筑摩は手の中の懐中時計を握って祈った。

　──一人でも多くの人を助け出したい！　だから、もし、ここに向かっている人がいるのなら急いでくれ！

　駅のホームには列車が止まっていた。

　屋根の無い無む蓋がい車しやと呼ばれる貨車を六両連結したその列車には、避難民がぎっしり乗り込んでいた。

　貨車の前には二両の工事用のモーターカーが連結されており、そのディーゼルエンジンのアイドリング音が大おお宮みや駅に響ひびいていた。

　サナエと一いつ緒しよに列車に乗り込んだ矢や上がみは、サナエを係員に託して列車の警備についていた。

　最後部に連結された貨車は最後に撤てつ収しゆうしてくる警備員用に空けられており、矢上はその貨車の横のホームに立ってクロスボウを構えて、だんだん近づいてくる銃声を聞きながら、じっと慎しん吾ごがいるであろう西口の方向を見つめていた。

　──死なないよね。あんたは大だい丈じよう夫ぶだよね。きっと帰って来るよね。

　私、おまじないしたもんね。

　矢上は自分の頰ほおが熱くなるのを感じていた。

　──今、思い出しても顔が赤くなるわ。

　私って、なんであんな大胆なことやっちゃったんだろう？　なんか血迷っていたのかしら？　矢上はぶんぶんと音がするほどに首を振って、自分の考えを追い払った。

　──血迷ってなんかいないわ！　だって、あいつはそれだけのことをしてもいい。そうしたい人なんだもの。

　矢上はそっと自分の胸を押さえた。

　──私、あいつに撃うたれたんだよね。あのとき、あいつを信じられなかったけど……でも、後で私は納得したんだ。

　あのときは説明してもらえなかったから、びっくりしたし驚おどろいたし頭に来たけど、もしちゃんと説明されていたら……きっと納得できたと思う。今なら、もしあいつに銃を向けられても、私は笑ってうなずけるわ……私は信じているもの。

　矢上はそっと目を閉じた。

　脳裏に浮かんだのは死んだ妹の面おも影かげだった。

　──ごめんね……泉美いずみ。

　男の人をこんな風に思える日なんて絶対に来ない、絶対に男を許さない！　って、あの時私は心に誓ったのにね。

　でも、いいよね。泉美。もし生きていたらきっと、あなたもあの人を好きになると思う。

　あの人は違うんだ。あんたを殺したあの連中とは違うんだ。

　ああいう人が……本当の男の人なんだよ。

　そのとき、矢上の追つい憶おくを断ち切るように、女の子の悲鳴が聞こえた。

　その悲鳴は駅の外から聞こえた。

　──まだ、逃げていなかった人がいたんだ！

　矢上はクロスボウを構えて、ホームを走った。




　その、少し前。慎吾は駅に向かって走る警備員たちの群れから少し離はなれた最後尾を走っていた。

　すぐ後ろからは、炎の中を突破してきたトラックがタイヤ周りに小さな燃え残りの炎をつけたまま迫って来ていた。

　トラックは急ブレーキの音と共にロータリーの手前で急停車し、荷台に乗った兵士たちが次々に飛び降りていく。ロータリーの奥にある駅の建物とその上にテラス状に作られた駅前広場にいる、最終防衛ラインの警備員たちに向かって激しく発砲し始めた。

　撤てつ収しゆうしてきた警備員たちが、ラインを越えたのを見た筑ちく摩まが叫んだ。

「駅に入れ！　撤収するぞ！」

　山やま岸ぎしは駅の入り口に立って、小銃を撃うちながら慎しん吾ごが追いついてくるのを待っていた。

「俺おれはあいつと一いつ緒しよに最後に入ります！　筑摩さんは先に行って下さい！　あんたがいなくちゃ鉄道は動きません！　早く！」

「あ、ああ、わかった！」

　筑摩はそう言うと、最後に残った鉄道警備員と一緒に駅の構内に走り込んだ。

「来い！　急げ！」

　山岸が慎吾に向かって叫んだそのとき、ロータリーに女の子の悲鳴が響ひびいた。

　見ると、駅の正面のアルシェビルの階段を上ったところで、大きな荷物を抱え込んだ十八歳くらいの小太りの女の子が、恐怖に目を見開いて立ちすくんでいた。

　彼女の悲鳴は、下の道路から階段を上って、駅前広場に入って来ていた協和国の兵士たちの注意を引いた。

　駅の入り口に積み上げられた机やロッカーに向けて銃を構えていた六人の兵士たちは、目の前にいる獲物に目標を変え、その女の子に襲おそい掛かった。

　立ち止まった慎吾に向かって、山岸が叫んだ。

「無理だ！　助けられない！　あきらめろ！　やつらが彼女に気を取られているうちに早く逃げるんだ！」

　慎吾の中にいる理性は、山岸の言葉と同じことを言っていた。

　しかし、慎吾の中にいる感情は、言うことを聞かなかった。

　慎吾の脳裏に浮かんだのは、四年前の記き憶おくだった。

　──逃げるのか？

　お前はまた逃げるのか？

　自分のやったことは仕方が無いことだ、あれしか方法はなかったんだ、俺おれには無理だったんだと、また自分に言い訳するのか？

　理性がそれを押しとどめた。

　──馬ば鹿かな！　死ぬぞ！　敵を見ろ！　何人いる？　お前の持つニューナンブは五発しか撃うてない！　五人撃っても残りの一人がお前を撃つ！　お前は死ぬ！

　──そうだ、俺おれは死ぬ。でも、あの子は助かるかもしれない！　それに予備の弾丸もあるじゃないか！　装そう塡てんするのに時間はかかるが、まったく反はん撃げきできないわけじゃない！　まず五人倒す！　目の前で仲間が倒されて、残りの一人がパニックに陥おちいれば、判断停止状態になる！

　その隙すきに弾丸を補充できれば、俺にも生き延びるチャンスはある！

　──どうする？

　俺は後悔したくない！

　俺はもう自分を嫌きらいになりたくないんだ！

　チャンスはゼロじゃない！

　ならば、そのチャンスに賭かけてやる！　人間はいつか死ぬ。善人も悪人もいつかは死ぬ！　どうせ死ぬなら……俺は自分を誉ほめて死んでやる！

　慎しん吾ごはホルスターからピストルを抜くとそれを構えて、女の子に襲おそい掛かっている協和国の兵士たちに駆け寄った。

　走り寄って来た慎吾に気がついた兵士たちが小銃を慎吾に向けるのと同時に、慎吾は足を止めて両手でピストルを構え、引き金を引いた。

　ドバン！　ドバン！　ドバン！　ドバン！　ドバン！

　五発の銃声が響ひびき、押し倒した女の子に覆おおいかぶさっていた一人を除く他ほかの五人が、その場に崩れ落ちた。

　女の子のトレーナーをナイフで引き裂いて裸にしようとしていた男が、呆ぼう然ぜんとしたように口をあけて、慎吾と慎吾が構えているピストルの銃口を見上げていた。

　まだ、うっすらと煙を上げている銃口を男に向けたまま、慎吾は言った。

「その子から離はなれろ！」

　男はのろのろと女の子の上から身体からだを動かしながら、憎々しげに言った。

「カッコつけんじゃねえよ、偉そうに！　お前だって人殺しじゃねえか！　結局お前だって、銃で人を殺しているじゃねえか。どんなにえらそうなことを言ったって、お前も俺たちと同じだ！　お前の銃と俺の銃のどこが違う？　同じ人殺しの道具じゃねえか」

　慎吾は男をにらんだ。

「そうさ、同じだよ。銃は銃だ。人殺しの道具だ……でも違うんだ……お前は自分のために銃を使う。でも、俺は人のために銃を使う！

　銃を撃うてない、銃を持てない、銃で自分を守ることのできない人のために俺は銃を使うんだ！　俺たちは人間の姿をした動物じゃないんだ！」

　慎吾が叫んだとき、山やま岸ぎしの声がした。

「新手だ！　逃げろ！」

　声と同時に、階段を何人もの男が駆け上がってくる足音が聞こえた。

　慎吾は一いつ瞬しゆん視線を目の前の男から外して、足音がする方向を見た。

　そのとき、女の子に覆おおいかぶさっていた男が横っとびに身を投げて、置いてあった小銃に手を伸ばしてそれを摑つかんだ。

　慎しん吾ごは思わず引き金を引いてしまった。だが、弾丸を撃うちつくしたピストルからは、撃げき針しんが空から薬やつ莢きようを叩たたく音がむなしく響ひびくだけだった。

　──しまった！

　その音を聞いた男の顔が喜びにゆがんだ。

「けっ！　弾切れかよ！　馬ば鹿かにしやがって！」

　慎吾は弾倉を開いて空薬莢を捨て、左手をポケットに突っ込んで弾丸をつまみ出そうとしたが、男が小銃を構える方がはるかに早かった。

　男の目に殺意と憎しみの色が宿った。

　次の瞬しゆん間かん。

　シュン！

　空気を切る音がした。と思うのと同時に、男の首筋に銀色の矢が突き立った。

「く、けけ、けけ……」

　矢は男の喉のどの気管を塞ふさいだのだろう。声にならない音を発した男は、自分の喉をかきむしるようにしてその場に崩れ落ちた。

「慎吾！　早く！　今のうちよ！」

　矢や上がみの声がした。

　駅の入り口に、矢上と山岸そして警備員たちが立って、階段を上ってきた兵士たちに向かって激しく銃撃を加えていた。

　慎吾は地面に倒れ、気を失いかけている女の子の身体からだを抱き起こした。

「大だい丈じよう夫ぶか！　行くぞ！」

　女の子をそのまま肩に背負うようにして、慎吾は大おお宮みや駅の入り口に向かって走り出した。

　そこに、矢上の顔があった。

　矢上は慎吾に右手を差し出して、半分泣きながら叫んでいた。

「馬鹿！　早く来い！　なにやってんのよ！」

　──泣くなよ馬鹿、カッコわるいじゃないか。

　あと数メートルのところまで来た時。

　銃声と共に慎吾の体が泳いだ。

　痛みはなかった。

　ただ、右のわき腹あたりに。熱い塊かたまりを押し付けられたような気がした。

　足の力ががくっと抜けたのがわかった。

　──あれ？　なんで力が入らないんだ？　なんで歩けないんだ？

　あれ？　あれ？　おい、どうしたんだ？

　慎しん吾ごの視界がすっと暗くなった。

　最後に見えたのは、目を見開き何かを叫んだ矢や上がみの顔だった。













　　　最終章







　身体からだが揺れていた。

　気がつくと、そこに青い空が見えた。

　──ああ五月の空だな。

　風が頰ほおを撫なでていく。

　俺おれは何を見ているんだ？　何が俺の顔に当たるんだ。

　視界の上の方から、誰だれかが慎吾の顔を覗のぞき込んでいた。

　──あ、矢上だ。

　泣いているのか？　頰に当たる、この暖かいしずくは……お前の涙なのか？

　何で泣くんだよ。

　そのとき、慎吾は少女の歌声を聞いた。

　誰かが耳元で歌っていた。

　──ああ、あれはサナエの声だ。

　サナエが歌っているんだ。

　何の歌だろう？

　慎しん吾ごの耳に途切れ途切れにその歌が聞こえてきた。





　～しなののくには……しゅうに

　さかいつらぬる……にして

　そびゆる……はいやたかく

　ながるるかわは……とおし……






　──ああ、信濃しなのの国だ。

　サナエが歌っているんだ。

　歌を歌えるくらい元気になったんだな。




　そのとき、矢や上がみとサナエの会話が聞こえて来た。

「やがみお姉ちゃん……しんごお兄ちゃんは元気になるの？」

「うん、元気になるよ。サナエが歌ってくれたから、きっと元気になる……」

「しんごお兄ちゃん……この歌聞いたら元気になるって言った……ながのの人はみんな元気になるって言った……」

　サナエは再び歌い始めた。

　半分泣きながら何度も何度もつっかえながら、サナエは歌い続けた。




　負傷者と避ひ難なん民みんを乗せた列車は、ガタン、ゴトンというレールの音を刻みながら、高たか崎さき線を前まえ橋ばしに向かって走り続けていた。

　矢上は顔を上げて、大おお宮みやの方角を見た。

　街が燃えていた。

　駅も工場もビルも、すべてが火に包まれて空を覆おおいつくすような黒煙が立ち上っていた。

　そのとき、慎吾の声がした。

「……矢上……無事だったのか……」

　矢上は、目を見開くと、ぽろぽろと涙をこぼした。

「慎吾……気がついたんだね……よかった！」

「俺おれたちは……負けたのか？」

　矢上は首を振った。

「ううん、違うわ！　筑ちく摩まさんは負けたわけじゃないと言っていた。死なない限り負けたわけじゃないって。

　大おお宮みやの街や駅や工場を失っても、そんなのはいくらでも代わりがある。だけど、死んでしまった人間に代わりは無いんだって。

　だから、生きて、逃げて、また来よう。逃げれば、また来ることができる！

　谷たに塚づかさんも、山やま岸ぎしさんも、そう言っていた。

　誰だれもあきらめてなんかいないよ、誰も負けたりしないよ！」

「そうか……」

　慎しん吾ごはふっと笑うと、再び意識を失った。

　その慎吾の頭をそっと撫なでてて、矢や上がみは泣きながらつぶやいた。

「だから……あんたもあきらめちゃダメなんだよ……あんたは死んじゃいけないんだよ……私があんたにふさわしい女の子になるまで、待っててくれなくちゃダメなんだ……」

　列車は、ガタン、ゴトンという音と、つぶやくように歌い続けるサナエの歌声と共に、ゆっくりと走り続けていた。

　最後部の貨車に立って、燃える大宮の駅を見ていた筑ちく摩まは思った。

　──やつらが、前まえ橋ばしを放っておくとは思えない。

　協和国は完全に俺おれたちを敵だと認識した。

　前橋は強すぎたのかもしれない。前橋はいろんなことをやりすぎた。

　知識と技術を持つ前橋のコミュニティが大人たちの技術と知識をさらに手に入れれば、前橋コミュニティの力は絶大だ。

　お前らの風下に置かれるのはまっぴらごめんだ……そんな風に考えるヤツは多い。

　援軍だ。助けてくれる人間を探し出すんだ。

　援軍が来なければ……俺たちは……負ける。

　筑摩はゆっくりと振り返って、列車の向かう群馬県の方向を見た。

　遠く地平線に浅あさ間ま山やまが見えていた。

　──長野か。近いようで……遠い国だな。

　列車を牽けん引いんしているモーターカーが警笛を鳴らした。

　その警笛は、燃える大宮の街にレクイエムのように響ひびき渡って、消えて行った。


ｅｎｄ



[image: ]










　　　あとがき




　いつも私の本を読んでくださっている馴な染じみの読者の方、お久しぶりです。そして、初めてこの本を手にとっていただいた方。初めまして。作者の鷹たか見み一かず幸ゆきと申します。

　前作『小さな国の救世主５』が書店に並んだあと、この『リセット・ワールド』が出るまでかなりの時間が空いた理由は、取材と実地踏とう査さによって、私が世界を再構築するのに時間が掛かったからです。

　私のデビュー作である『時空のクロス・ロード　ピクニックは終末に』をお読みになっている方はおわかりかと思いますが、この『リセット・ワールド』は、『時空のクロス・ロード』と同じ世界を舞台にしています。

　もしもある日、突然、未知の伝染病が世界中に流行し、地球上の総人口の八割以上、それも十八歳以上の大人たちがすべて死に絶えたら、どうなるだろう？

　その「もしも」を、できるかぎりシミュレートして作り上げた世界が、この物語の舞台なのです。登場する世界は、この現実の日本と同じです。鉄道の路線も道路の位置関係も、交差点に建つビルも、道路の構造も、すべて現実に存在するものをそのまま使いました。

　巻頭に掲載された西東京から埼さい玉たま県にかけての地図を見ていただければ、作品中の地名の位置関係や主人公たちの逃走経路が、おわかりになると思いますが。もう少し縮尺の細かいロードマップなどがございましたら、それを傍かたわらに置いてお読みになっていただければ「ああ、ここがあそこで、あそこがここなんだ」と、腑ふに落ちるのではないかと思います。

　実を言うと、最初に書き出した『リセット・ワールド』は、もっと暗い話でした。

　伝染病によって人々が次々に倒れ、警察や消防という治安組織が壊かい滅めつし、法と秩ちつ序じよが喪うしなわれた街の中で、生き残った子供たちのコミュニティが必死に生き延びています。しかし、そのコミュニティのメンバーの中にいた主人公の親友は、大人たちがいなくなった世界はやりたい放題できる天国だと主張し勝手な行動を取り、コミュニティから追放されます。

　そして、ある日、ギャングのグループが、コミュニティを襲しゆう撃げきし、食料を奪い、女の子を襲おそいます。そのグループの中に、主人公の親友だった彼の姿がありました。

　主人公は、かつて親友だったその男に銃を向ける……という物語でした。

　しかし、書いていて気がつきました。

　──私は、子供たちだけが前向きに生き抜いていく『二年間の休暇（十五少年漂流記）』のような物語を書きたいと思っていたのに、なぜ『蠅はえの王』を書いているのだろう？

　これはメインの物語じゃない。これは主人公たちのバックグラウンドを書いているだけだ。それに気付いた私は、そこまで書いた百五十ページをすべてボツにして、主人公のバックグラウンドではなく、主人公の物語を書き始めました。

　それが、この『リセット・ワールド』の物語です。

　今回のイラストは前作『小さな国の救世主』で可か憐れんなリューカ姫を描いていただいた「Ｈｉｍｅａｋｉ」さんに、引き続きお願いしました。

　繊せん細さいなフォルムと、迫力ある構図を兼ね備えた、不思議な感覚をお楽しみいただければと思います。

　さて、あとがきの行数も少なくなりました。最後にこの後の展開について簡単にお知らせします。次の巻では、舞台が前まえ橋ばしに移ります。果たして慎しん吾ごは、知識と本と、そして信しん頼らいで結ばれた前橋の共同体を、守り抜くことができるのでしょうか？　それは読んでからのお楽しみというところで、あとがきを終わりたいと思います。




　追伸・もし、このシリーズが好評ならば、仙せん台だいを舞台にした「青葉城攻防戦」や大阪を舞台にした「大阪城攻防戦」という、日本全国の『リセット・ワールド』のお話を書いてみたいなあ、などという野望をひそかに抱いております。

　もしかしたら、あなたのお住まいになっている街が、物語の舞台になるかもしれません。

　応援していただければ幸いです。





（まだまだリセットされたくない　鷹たか見み一かず幸ゆき）









[image: ]







鷹たか見み一かず幸ゆき

埼玉県北部で物語製造業を営む零細業者の一人。四分の一世紀以上警察官として勤務していたが健康上の理由で退職し作家になった変わり者である。様々な現場に遭遇し、事実は小説よりも奇なり、を身をもって体験したこと数知れず。経験値だけで作家をやっていけそうだとのこと。現在続刊執筆中。
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イラスト／Himeaki

いろんな意味で「間（はざま）でリアル」する事と、生き物のようなぬいぐるみをこよなく愛する絵描きです。さまざまなGEARの使い分けに近頃少々記憶喪失ぎみ……。

Himeakiサイトhttp://www.himekawaakira.com/
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